
第48回環境放射能調査研究  

成果論文抄録集  

（平成17年度）  

平成18年12月  

文 部 科 学 省  

科学技術・学術政策局  

原子力安全課防災環境対策室   



「ページ」  「調査機関」   「論文番号」   「題目」  

Ⅰ．環境に関する調査研究（大気、陸）  

気象庁地球環境・海洋部……………  3  Ⅰ一1気象庁における大気放射能調査  

気象庁気象研究所…………………  5  Ⅰ－2 大気圏の粒子状放射性核種の長期的  

動態に関する研究  

Ⅰ－3 大気中の放射性気体の実態把握に関す  

る研究  

Ⅰ－4 高空における放射能塵の調査  

Ⅰ－5 畑作土からの交換態師srの損失速度と土  

壌理イヒ学性の関係  

Ⅰ－6 土壌および米麦子実中の放射能調査  

Ⅰ－7 90sr、137csの土壌中深度分布の実態調査  

Ⅰ－8 地表水中ヨウ素の濃度レベルと動態の  

把握  

Ⅰ－9 大気と土壌・作物系間におけるヨウ素動  

態の把握  

Ⅰ－10 ラドンに関わる対策研究  

広島県呉市における高ラドン濃度要因  

調査  

Ⅰ－11イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度  

に及ぼす低温及びヤマセ処理の影響調  

査  

Ⅰ－12 連用圃場における聖rおよび137csの鉛  

直濃度分布  

Ⅰ－13 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品  

試料の放射能調査  

Ⅰ－14 ラドン濃度測定調査  

Ⅰ－15 環境における中性子線量率の全国調査  

Ⅰ－16 土壌中プルトニウム濃度の全国調査  

気象庁気象研究所  

防衛庁技術研究本部………………・ 9  

独立行政法人農業環境技術研究所…… 11  

独立行政法人農業環境技術研究所……13  

独立行政法人農業環境技術研究所……15  

独立行政法人農業環境技術研究所……17  

独立行政臥農業環境技術研究所…… 19  

独立行政法人放射線医学総合研究所・… 21  

財団法人環境科学技術研究所……… 23  

財団法人環境科学技術研究所……… 25  

財団法人日本分析センタ ー………‥ 27  

財団法人日本分析センター………‥  31  

財団法人日本分析センター………‥  33  

財団法人日本分析センター………‥  35   



「論文番号」   「題目」  「調査機関」  「ページ」  

Ⅰ－17 自然放射性核種及び再処理関連核種に  財団法人日本分析センター………‥  37  

係る放射能水準調査  



「ページ」  「調査機関」   「論文番号」   「題目」  

Ⅱ。環境に関する調査研究（海洋）  

海上保安庁海洋情報部……………・ 41  

海上保安庁海洋情報部……………・ 43  

海上保安庁海洋情報部・・‥・・・…‥…・ 45  

気象庁気象研究所………………・・47  

Ⅱ－1 日本近海の海水・海底土の放射能調査  

Ⅱ－2 日本海の海水・海底土の放射能調査  

Ⅱ－3 日本海の深海流測定  

Ⅱ－4 海洋環境における人工放射性核種の長  

期挙動の研究  

Ⅱ－5 日本近海海域における海洋放射能調査  

Ⅱ－6 海産生物放射能調査  

Ⅱ－7 日本周辺海域海底土の放謝絶調査  

Ⅱ－8 海洋表層から深海へ鉛直輸送される  

人工放射性核種に関する研究  

Ⅱ－9 日本海における人工放射性核種の移行  

挙動に関する研究（Ⅳ）  

Ⅱ－10 原子力発電所温排水等により飼育した  

海産生物の放射能調査  

Ⅱ－11核燃海域における海産魚類の経年変動  

予測式、変動範囲、および分析値の予測  

と判断：予報  

Ⅱ－12 平成17年度核燃料サイクル施設沖合  

海域の海洋放射能調査  

Ⅱ－13 平成17年度原子力発電所等周辺海域の  

海洋放射能調査  

Ⅱ－14 スルメイカの公摘4？u濃度レ′ヤレ  

Ⅱ－15 海産生物の℃濃度レ／ヤレ  

Ⅱ－16 イシガレイの成長に伴う137cs濃度の濃  

度変動と変動幅  

気象庁地球環境・海洋部…………‥ 49  

独立行政法人水産給合研究センター‥‥ 51  

独立行政法人水産総合研究センター…・53  

独立行政法人水産総合研究センター…・55  

独立行政法人日本原子力研究開発機構‥ 57  

財団法人温水養魚開発協会………‥  59  

財団法人海洋生物環境研究所………  61  

財団法人海洋生物環境研究所………  63●  

財団法人海洋生物環境研究所………  65  

財団法人海洋生物環境研究所………  67  

財団法人海洋生物環境研究所………  69  

財団臥海洋生物環境研究所………  71  

1l1 



「ページ」  「調査機関」   「論文番号」   「題目」  

Ⅱ－17 マコガレイの成長に伴う1訂cs濃度の濃  財団法人海洋生物環境研究所……… 73  

度変動と変動幅  

Ⅱ－18 原子力施設周辺海域から採取したヒチ 財団法人海洋生物環境研究所……… 75  

メの137cs濃度  

Ⅱ－19 茨城沖～核燃沖の罰棚？u濃度の鉛直分  財団法人海洋生物環境研究所……… 77  

布4  

Ⅱ－20 海産生物の21？0および21？b濃度  財団法人海洋生物環境研究所……… 79  

－21や。濃度に恵与する21？b濃度の  

検討－  

Ⅱ－21 日本周辺海域、深度500m以深の  財団法人海洋生物環境研究所……… 83  

13℃s／抑sr比について  

1V   



「ページ」  「調査機関」   「論文番号」   「題目」  

Ⅲ．食品及び人に関する調査研究  

独立行政法人  

農業・食品産業技術総合研究機構……・ 87  

独立行政法人  

農業・食品産業技術緻合研究機構……・ 89  

独立行政臥農業環境技術研究所…‥・ 91  

Ⅲ－1牛乳中の放射性核種に関する調査研究  

Ⅲ－2 家畜の骨中鋤sr濃度調査（2005年度）  

Ⅲ－3 緊急時に対応するための野菜等の農作  

物および土壌の放射能調査  

Ⅲ－4 食品試料の放射能水準調査  財団法人日本分析センター・∴……‥  93  

Ⅴ   



「ページ」  「調査機関」   「論文番号」   「題目」  

Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究  

Ⅳ－1環境生態系のトリチウム安全評価モデ  独立行政法人放裾線医学総合研究所…・97  

ルとデータベース構築  

Ⅳ－2ICP一朝Sによるウラン同位体比迅速測定  独立行政臥放射線医学総合研究所…・99  

法の開発および環境モニタリングへの  

適用に関する研究  

Ⅳ－3129Ⅰモニタリングのための分析法の確立  独立行政法人農業環境技術研究所…‥ 101  

Ⅳ－4 放射性核種分析法の基準化に関する対  財団法人日本分析センター………・ 103  

策研究  

一トリウム分析法－  

Ⅳ－5 環境試料中の放射性核種迅速分析法の  財団法人日本分析センター………・ 105  

開発  

一食晶、指標生物及び生体試料への対象  

試料の拡大－  

Vl   



「論文番号」   「題目」  「調査機関」  「ページ」  

Ⅴ．都道府県における放射能調査  

北海道立衛生研究所……………‥ 109  

青森県原子力センター…………… 113  

岩手県環痺保健研究センター……… 117  

秋田県健康環境センター…………・ 121  

Ⅴ一1北海道における放射能調査  

Ⅴ一2青森県における放射能調査  

Ⅴ一3岩手県における放射能調査  

Ⅴ－4秋田県における放射能調査  

Ⅴ－5山形県における放射能調査  

Ⅴ一6宮城県における放射能調査  

Ⅴ－7福島県における放射能調査  

Ⅴ一8茨城県における放射能調査  

Ⅴ－9栃木県における放射能調査  

Ⅴ－10群馬県における放射能調査  

Ⅴ－11埼玉県における放射能調査  

Ⅴ－12千葉県における放射能調査  

Ⅴ－13東京都における放射能調査  

Ⅴ－14神奈川県における放射能調査  

Ⅴ－15新潟県における放射能調査  

Ⅴ－16富山県における放射能調査  

Ⅴ－17石川県における放射能調査  

Ⅴ－18福井県における放射能調査  

Ⅴ－19山梨県における放射能調査  

Ⅴ－20長野県における放射能調査  

Ⅴ－21岐阜県における放射能調査  

Ⅴ－22静岡県における放射能調査  

Ⅴ－23愛知県における放射能調査  

Ⅴ－24三重県における放射能調査  

Ⅴ－25滋賀県における放射能調査  

Ⅴ－26京都府における放射能調査  

Ⅴ－27大阪府における放射能調査  

Ⅴ－28兵庫県における放射能調査  

Ⅴ－29奈良県における放射能調査  

山形県衛生研究所  

宮城県原子力センター……………129  

福島県原子力センター…・t………・ 135  

茨城県環境監視センター…………・139  

栃木県保健環境センター…………・ 143  

群馬県衛生環境研究所…………… 147  

埼玉県衛生研究所  

千葉県環境研究センター…………・ 155  

東京都健康安全研究センター…‥て… 159  

神奈川県衛生研究所……………‥ 163  

新潟県放射線監視センター………‥ 167  

富山県環境科学センター…………・ 173  

石川県保健環境センター…………・ 177  

福井県原子力環境監視センター……・ 181  

山梨県衛生公害研究所…………… 185  

長野県環境保全研究所‥「………… 189  

岐阜県保健環境研究所…………… 193  

静岡県環境放射線監視センター……・ 197  

愛知県環境調査センター‥‥…・‥‥■  201  

三重県科学技術振興センター保健環境研究部‥205  

滋賀県衛生科学センター…………・209  

京都府保健環境研究所…………… 213  

大阪府立公衆衛生研究所‥・‥‥‥‥‥  217  

兵庫県立健康環境科学研究センター…・221  

奈良県保健環境研究センター………  225   

Ⅴ立  



「論文番号」   「題目」  「調査機関」  「ページ」  

Ⅴ一30和歌山県における放射能調査  

Ⅴ－31鳥取県における放射能調査  

Ⅴ－32島根県における放射能調査  

Ⅴ－33岡山県における放射能調査  

Ⅴ－34広島県における放射能調査  

Ⅴ－35山口県における放射能調査  

Ⅴ－36徳島県における放射能調査  

Ⅴ－37香川県における放射能調査  

Ⅴ－38愛媛県における放射能調査  

Ⅴ－39高知県における放射能調査  

Ⅴ－40福岡県における放射能調査  

Ⅴ－41佐賀県における放射能調査  

Ⅴ－42長崎県における放射能調査  

Ⅴ－43熊本県における放射能調査  

Ⅴ一亜大分県における放射能調査  

Ⅴ－45宮崎県における放射能調査  

Ⅴ－46鹿児島県における放射能調査  

Ⅴ－47沖縄県における放射能調査  

和歌山県環境衛生研究センター……・ 229  

鳥取県衛生環境研究所……………  233  

島根県保健環境科学研究所………‥  237  

岡山県環境保健センター…………・ 241  

広島県保健環境センター…………・ 245  

山口県環境保健研究センター………  249  

徳島県保健衆舞センター………‥ 253  

香川県環境保障研究センター……… 257 

愛媛県立衛生環境研究所‥‥………  261  

高知県衛生研究所  

福岡県保健環境研究所…………… 273  

佐賀県環境センター……………‥ 277  

長崎県衛生公害研究所……………  281  

熊本県保健環境科学研究所………‥  285  

大分県衛生環境研究センター……‥・ 289  

宮崎県衛生環境研究所…＝………・ 293  

鹿児島県環境放射線監視センター…… 297  

沖縄県衛生環境研究所……………  301  

Ⅴ這i   



Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）   



Ⅰ－1気象庁における大気放射能調査  

気象庁地球環境・海洋部環境気象管理官付  

石井一雄 本田耕平  

1．はじめに   

気象庁は大気放射能調査として、浮遊じんの放射能観測（γ線核種分析、  
全β測定）、降水・落下じん放射能観測、モニタリングポスト観測および放射能ゾ  

ンデ観測を行なっている。本稿では、平成17年に行ったこれらの甲査のうち、測  

定値が最終確定していない降水・落下じん放射能観測を除く測定結果につい  

て、その概要を報告する。  

2．調査結果の概要  

（1）浮遊じん放射能観測（γ線核種分析、全β測定）   

札幌、仙台、東京、大阪、福岡の5地点で、毎週水曜日の09時から5時間  

約300m3の大気を連続吸引して、空気中の「ちり」をろ紙に付着させる。このろ紙  

をゲルマニウム半導体検出器を用いたγ線分析装置で2時間測定することで、  

浮遊じんの核種分析を行っている。核種分析ゐ終了後、このろ紙を灰化し、試  

料皿に定着させたのち、GM計数装置で全β線を測定して全βの濃度（20時間  

換算値）を求めている。   

平成17 年の観測結果  
は表に示すとおり、人工核  

種の137cs、131Ⅰは全地点で  

検出されることがなかった。  

通常検出される自然核種  

の 212pb の濃度も、例年と  

比較し特別に大きな値を  
観測することは無かった。  

表 浮遊じん放射能観測の結果（平成17年）   

（ND：検出されず）   （mBq／m3）  

γ線核種分析の最大値  全β測定の  

137cs   131Ⅰ   212pb   最大値  
札幌   ND   ND   22   10   

仙台   ND   ND   20   18 

東京   ND   ND   55   42   

大阪   ND   ND   84   55   

福岡   ND   ND   74   39  

全β濃度についても、 212pb濃度と同様に、例年と比較し特別に大きな値を観  

測することは無かった。  

（2）モニタリングポスト観測   

旭川と輪島において、2”¢×2”NaI（Tl）シン 

測装置により、空間γ線量率の連続観測を行っている。   

平成17年の月別の最大値、最小値、平均値は図1のとおりである。年間の  

最大値は1月20日06時に輪島で観測された98nGy／hである。輪島ではほ一ぼ  

毎年、冬季の降水時に高い値が観測され、気象庁の観測におけるこれまでの最  

大としては平成14年12月17日01時の142nGy／hがある。98nGy／hを観測  

した1月 20日も05時～10時にかけて2．O mm／h～4．O mm／hの降雨を観測し  

ており、この降雨による洗浄作用により、短半減期自然核種が地表に降下し、地  

上付近の空間γ線量率が一時的に上昇したものと考えられる。  

－3－   
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図1旭川と輪島の月別の観測値の分布範囲と平均値（●）の変化（平成17年）  

（3）放射能ゾンデ観測   

γ線の鉛直分布の観測は、検出器に1’’¢×1”NaI（Tl）シンチレ一夕を搭載し  

た特殊なラジオゾンデを使用している。計測するγ線は、人工核種の137csが放  

出するγ線エネルギー（0二662MeV）を検出するため、波高弁別回路で 0．55～  

0．71MeVのエネルギーのものに絞り込んでいるが、このエネルギー幅に相当する  

宇宙線成分がバックグランドとして観測‘値に含まれている。   

平成17年は、つくばにおいて3回の観測を行った。観測結果は図2のとおり、  

3回の観測とも圏界面高度の上空15，000・m付近で最大となる鉛直分布を示し  

ている。最大値の出現する高度と最大値（5月 26日に観測の61cpm）は、とも  

に例年の結果と同じレベルであった。  

5月26日 気温（℃）  12月12日 気温（℃）  

－80 －60 －40 －20 0  20 40 －80 －60 －40 －20 0  20 40  
3月16日 気温（℃）  

高度（m）－80 －60 －40 －20 0 20 40  

0  20  40  60  80 100  0  20  40  60  80 100  0  20  40  60  80 100  

γ線計数値（5分間加重移動平均cpm） γ線計数値（5分間加重移動平均cpm） γ線計数値（5分間加重移動平均cpm）  

図2 γ線計数値の鉛直分布（平成17年）  

3．おわりに   

気象庁が平成17年に観測した大気の環境放射能レベルは、バックグランド値  

の範囲内であり、異常な値は観測されなかった。今回発表を行わなかった降水・  

落下じん放射能観測を含め、個々の測定値については「放射能観測報告」（気  

象庁編、年刊）に掲載する。  
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Ⅰ－2 大気圏の粒子状放射性核種の長期的動態に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人，青山道夫，篠田佳宏，広瀬勝己  

1．緒言   

気象研究所地球化学研究部では，1950年代後期からおよそ50年にわたり大気圏の人工放  

射性核種の時間変動とその変動要因を明らかtこすべく，環境影響の大きい核種について観測  

を継続してきた。その任務は大別すると，全国11地点における放射性物質の濃度水準監視へ  

の寄与と，放射性核種の起源・輸送・拡散・除去等の動態についての調査研究である。特に注  

目する核種は，90srおよび137csで，ともに約30年の半減期を持ち，主に大気圏内核実験や大  

規模事故により，全球が広範に汚染されたことはよく知られている（グローバルフォールアウト）。  

しかし，近年は幸いにも大規模事故はなく，大気圏内核実験も行われていないので，もはや大  

気中には新しい放出源はない。従って，大気中のこれらの核種は人体に影響を及ぼすような  

濃度水準にはない。後者の任務を果たすため，気象研究所での降下物の観測では，大面積  

で試料を捕集してこれらの核痙を年間を通して検出し，その変動要因を探っている。ここでは，  

2004、05年につくば市の気象研究所で観測された90srおよび187cs降下量について述べる。  

2．調査の概要   

毎月1日に気象研観測露執こ設置した大型水盤（4m2）に捕集された降下物を採取した。上  

れを蒸発濃縮し，まず，Ge半導体検出暑割こより137csを測定した。次いで放射化学分離により  

9Osrを精製し，最終的に炭酸ストロンチウムとして固定した。数週間放置して90srと90Yとが放射  

平衡に達した後に，低バックグラウンド2冗ガスフロー検出器で測定した。大気圏内核実験は  

1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず，人工放射性核種の降下量は1985年に最  

低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時的に降下量は増大したがその後は急激に  

低下して，1990年以後，1985年に記録したレベル以下の状態で推移しており，再浮遊の寄与  

が主となっている。図1には2005年までに気象研で観測された月間降下量の変動を示した。ま  

た，表1に2004、05年における90srおよび137csの月間降下量を示した。再浮遊はかつて大気  

中に存在した放射能が一旦地表面に沈着し，それが土壌粒子と共に再度浮遊することを指し  

ているが，人工放射能は容易に表層土から除去されない為，長期に亘ってその影響が継続し  

ている。この5年間について時系列を解析したところ，2000から2002年の3ケ年は黄砂一風送  

ダストの発生が顕著であったが、つくばでは長距離輸送された再浮連由来の90sr，137cs降下  

量について、その影響はほとんど受けていないことがわかった。   

3．結語  

本研究の解析結果から，現在の大気中の放射性核種降下量には再浮遊のうち、長距離輸   

送成分の寄与が明らかになった。今後，さらに観測を継続してデータの蓄積をはかり，降下量   

や大気中濃度の変動要因について，特に再浮遊の起源に着目しながら調査研究を進める。  
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図1気象研における90Srおよび137Cs月間降下量の推移  

表1，Osrと】37csの2004年における降下量  

残査重量  

ユ 放射能比 mm  

2…1月 5．78 辺 

2月  8．50  土 0．44  35  土 3．6  4．1  15．0  6．04  
3月  7．57  土 0．19  29  土 l．1  3．8  1】】．0  4．48  
4月  9．77  土 0．22  30  土 1．6  3．1  62．0  5．69  
一  

7月  12．7  土  0．5   18  土 2．4  l．4  146．0  4．86  

8月  15．6  土 1．6  39  土 6．7  2．5  125．0  9．31  
9月  11．9  土 1．5   14  土 2．8 1．2  165．0  6．21  

10月  4．3名  士 0．21   4．0  土 0．＄  0．9  592．0  1．80  
11月  2．06 土 0．】3   3．0  土 0．4  1．5  90．5  1．26  
12月  3．30  土 0．15  4．0  土 0．5  l．2  63．0  1．47  

舛j  刀3  2．5   16鳳5 54．7  

表2州srと137csの2005年における降下量  

刈sr  ・J′b   1J′csrsr  降水暮  残生玉土 

mBq血2 mBq血2 放射能比  

2．鵬 7ヱ 3．5  93．O  l．41  

2．g6  土 0．柑   8．1 士 0．93  2．8  45．O  l．47  

8．88  土 0．31  】3  土 0．9  1．4  77．0  3．71  

17．1 士  0．2  39  土  3．3  2．3  79．0  5．42  

3．57  土 0．32   11 土 1．3  3．1  74．5  2．58  

l．56  土 0．39  3．7  士 0．45  2．4  60．5  l．35  

l．50  土 0．26  3．9  土 0．73  2．6  184．5  l．95  

1．68  土 0．15   3．0  土 0．53  1．＄  213．0  】．97  

3．左5  土 0．49  6．7  土 0．62  l．7  63．0  2．13  

1．79  土 0．0＄  3．0  土 0．40  l．7  196．0  】．59  

1．93  土 0．30  5．1 土 1．01  2．6  45．5  l．05  

2．20  土 0．4】  10  土 l．84  4．7  1．O  l．65  

－6－   



Ⅰ－3 大気中の放帥生気体の実態把握に関する研究  

気象研究所 地球化学研究部  

時枝隆之、松枝秀和、石井雅男」斉藤秀、澤庸介  

広瀬勝己、青山道夫、五十嵐康人、篠田佳宏   

1．緒言  

気象研究所では、原子力発電所や核燃料再処理施設から大気中に放出される放紆性希ガ   

ス（85Kr）について、その大気中における実態把握を目的とし、分析装置の開発・分析精度の   

向上を行うとともに、1995年以来つくばを中心に国内数地点において大気中85Kr濃度の測定   

を行った。  

なお、本研究の一部は、青森県原子力センターとの共同研究として実施した。   

2．調査研究の概要  

2－1．試料採取と分析方法   

大気中85Kr濃度は、全球に監視網を展開しているドイツ大気放射能研究所（BfS）に   

よる分析方法に基づいて測定を行っている。分析に用いる大気試料は、つくば及び   

青森では1週間で約10m3を毎週採取し、その他の観測地点（札幌、仙台、大阪、福   

岡、石垣）では1～3日間で約1m3を年1回採取した。採取した大気試料からクリプト   

ンを精製し、クリプトンガスの濃度をガスクロマトグラフで、また放射性の85KrをGM計   

数管で計測した。  

2－2．調査結果  

つくばにおける1995年4月以来の大気中85Krの濃度を図1にまとめた。図1に見ら   

れる一時的に高い濃度は、気象研究所の北東約60kmに位置する東海村核燃料再   

処理施設の稼動の影響によるものである。同施設の稼動日のデータを除いたものを、   

つくばにおける大気中85Krのバックグラウンド濃度とした（図2）。85Krバγクグラウンド   

濃度について1995年から2006年までの観測データについて解析を行った結果、夏   

季に低濃度、冬季に高濃度という季節変化を伴って、1995年から2005年までの10   

年間で大気中バックグラウンド濃度はおよそ0．35Bq／m3、およそ30％増加しており、   

つくばにおける大気中の濃度レベルは2006年3月時点で1．5Bq／m3となっている。  

緯度による濃度変動の違いを見るため、2003年6月から青森市においても連続観   

測を実施した。青森市における85Kr濃度も、つくばとほぼ同様の季節変動を示した。   

一方、つくばで観測されたような東海村核燃料再処理施設の稼動に伴う顕著な大気   

中85Krの高濃度事象は観測されなかった。85Krの発生源が北半球高緯度に偏在し   

ていることを反映して、つくばより高くなる傾向が見られ、2006年3月時点で大気中の   

濃度レベルは1．57Bq／血3となっていた。  

3．結語  

つくば（平成7年5月から）及び青森（平成15年6月から）で大気中85Kr濃   

度の連続観測を行った結呆、年々の大気中バックグラウンド85Krの増加を捉えるとと   

もに、季節的、空間的な85Kr濃度の変動の実態を把握することができた。  
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図2 青森市とつくばにおけるバックグラウンド大気中85Kr濃度  

（青森市における試料の採取は、青森県原子力センターによる。）  
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Ⅰ－4 高空における放射能塵の調査  

防衛庁技術研究本部  先進技術推進センター  

小野 貞治  内田 信  

岡田 匡史  清水 俊彦  

林   英之  久島 士郎  

1．緒言   

1961年以来、放射能による環境汚染調査の一環と して、我が国   

上空の大気浮遊塵の放射能に関する資料を得るため航空機を用い   

て試料を採取し、全β放射能濃度及び含有核種の分析を行ってき   

た。本稿では、前報に引き続いて2005年度に得た測定結果につい   

て報告する。  

2．調査研究の概要   

1）試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、中部（百里～新潟並びに  

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  
海上）の 3 空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着し  
た機上集塵器（Ⅱ型）に よ り試料を採取した。採取高度は、  

各空域と も10km及び 3kmである。エ レクト レ ット フ ィ ルタ と  

繊維状活性炭布かち構成されている放軒性ガス捕集用ろ材  

を使用 し、高空における放射能塵と 同時に放射性ガス を捕集  

した。図1に使用 した機上集塵器（Ⅱ型）の概要を示す。  

図1 機上■集塵器（Ⅱ型）の概要図  

2）測定方法  

試料の採取に用いたろ材のエ レクト レット フィルタは 2等  

分し、半分は灰化して全 β 放射能測定用 と し、残 り 半分は、  

γ 線機器分析用 とするため・そのまま、60mm¢ ×5．5mmb の円板  

状に圧縮成形した。また、ろ材の繊維状活性炭布は100mm¢  

×50mmbの円柱状に圧縮成形して γ 線機器分析の試料と した。  
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全β放射能測定における比較線源には U。08 を使用 した。Ge  

半導体検出器の■ピーク効率は寒天基準容積線源及び活性炭  

基準容横線源を用いて求めた。  

3）調査結果  

過去の放射能塵の測定においては、放射能濃度は初春にや  

や増加する傾向があったものの、最近は、明確な季節的変化  

や地域的な差が認め られな く なってきている。大気圏内の核  

実験が実施されていた頃は、放射能濃度は夏低春高の傾向が  

顕著であった。  

2005 年4 月 から 2006 年 3 月 までの間にお．ける全β 放射能  

濃度の測定結果を図 2 に示す。本期間での高度10km で採取  

した試料の全測定値の平均値は 0．69m】∃q／m3であった（2003、  

2004年度の平均偉はそれぞれ 0．61、0．56mBq／m3）。最近では  

低いレベルでほ■ぼ一定（最近5 年間では、0．7±0．2mBq／m3 の  

範囲内で変動）の値で推移 している。一方、本期間中に採取  

した単一試料の γ 線スペクトル分析か ら人工的な放射性核  

種は検出 されてお らず、検出でき る レベルでの核実験や原子  

力発電事故等は起きていないも の と 考え られる。  

（
盲
ヒ
萱
q
朝
 
 

4   5   6   7   8   9 10 11 12 1   2   3  月  

図 2  全β 放射能濃度  

3．結語  

本期間の上空大気中の全β 放射能濃度は前年度と ほぼ同 じであ   

る。これは、過去の核実験等において成層圏に放出され蓄積され   

た放射能塵は崩壊によ り衰微したり、地球の周 り を移流拡散する   

と と もに地表面等に沈降して しまったために減少 し、上層大気が   

低い放射能レベルで安定している と解釈される。しかし、環境放   

射能汚染の監視と異常発生時に備えてのバック グラ ウンドデータ   

の蓄積のため、引き続き定期的な放射能調査は必要と考えられる。  
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Ⅰ－5 畑作土からの交換態90srの損失速度と土壌理化学性の関係  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、粟島克明、駒村美佐子、藤原英司、木方展治   

1．緒言   

農業環境技術研究所では、1959年より全国に設置した放射能基準ほ場より米、麦とその  
栽培土壌を毎年採取し、137cs，90srのモニタリング調査を続けている。最後の大気圏内核実  
験がおこなわれた1980年から25年以上が経過した現在においても、137cs，90srをはじめと  

する長寿命人工放射性核種は土壌に残留しており、微量ではあるが米、麦からも検出され  

ている。今年度は、45年にわたり収集したモニタリングデータのうち、畑土壌中の交換態  

90srに着目した。畑作土中の交換態卯sr濃度は、経時的に減少する傾向にあるが、その長期  
的な減少傾向は、モニタリング地点によりさまざまである。畑作土からの交換態90srの損  

失速度と土壌の理化学性の関係を明らかにすることを目的とし、長期モニタリングデータ  
の解析をおこなった。   

2．調査研究の概要l），2）   

これまで定点調査を実施してきた地点のうち、モニタリング実施期間に圃場の移動がな  
く、作土層厚が比較的一定であった8地点（表1）を解析対象とした。土壌中の90sr濃度と比  

較し、フォールアウトの寄与が無視できるようになった1980年を基準年匪0）と定めると、  

畑作土中の交換態90sr濃度（C相）は、次式（l）によりあらわすことができる。  
C（り＝qeXp（－んf）  （1）  

旭は見かけの減衰定数であり、90srの物理崩壊定数入pと環境要因による減衰定数入eの和で  
ある3）。式（1）により旭を求め、旭から入pを差し引くことにより、入eを算出した。また、  
次式（2）により環琴半減期を算出した。  

呵＝  
（2）  

土壌の理化学性と環境要因による減衰定数（九e）および交換態90srが小麦子実へ移行する割合  

（CRモ〕とのスピアマンの順位相関係数を求めた。   

3．結果の概要l），2）   

見かけの減衰定数、環境要因による減衰定数および見かけの半減期、環境半減期を表l  
に示した。環境要因による減衰定数は、作土から下層土への溶脱および植物による吸収に  
よって作土から90srが損失する速度をあらわしている。作土届から90srが失われる速度は  
地点により大きく異なることが示された。環境要因による減衰定数（入e）および交換態90sr  

が小麦子実へ移行する割合（CRモX）は、土壌の陽イオン交換容量と有意に高い負の相関があっ  

た（表2）。作土の陽イオン交換能の高い土壌ほど、卯srが土壌の陽イオン交換サイトに保  

持されやすいため、土壌下層に移行したり作物に吸収されにくく、作土から90Srが失われ  

にくいことが明らかとなった。   

4．結語   

ポット試験やカラム実験のような制御された実験条件下と異なり、実際の圃場には、90sr  

の土壌中における溶脱・蓄積挙動を携乱しうるさまざまな要因がある。それにもかかわら  
ず、90srの作土からの損失速度（＃境要因による減衰定数、Le）は、土壌のCECに支配さ  
れることが示された。今後さらに長期モニタリングデータを活用し、水田土壌中90srぉよ  

び水田・畑土壌中】37csの減衰挙動についても同様の解析をおこなうことで、これら核種の  
農業環境中における長期的な挙動を明らかにする必要がある。  

－11－   



表1‥各モニタリ・ング地点における見かけの減衰定数（入∂、環境減衰定数鮎）、見かけの半減期（MTめ，  

および環境半減期（RHTb）  

九a  九e RHTa RHTe  
札幌 0．04667 0．02259  

長岡 0．05546＼、0．03138  

盛岡 0．051310．02723  

岩沼 0．05758 0．03350  

水戸 0．04568 0．02160  

熊谷 0．08607 0．06199  

双葉町 0．085790．06171  

山陽町 0．09387 0．06979  

14．9  30．7  

12．5  22．1  

13．5  25．5  

12．0  20．7  

15．2  32．1  

S．1  11．2  

8．1  11．2  

7．4  9．9  

表2：土壌の性質および降水量と環境減衰定数（九e），交換態90srが小麦子実へ移行する割合（CR。X）の関係  

スピアマンの順位相関係数  

入es  CRex  
土壌の性質  

固相率  

pH（H20）  

全炭素含量  

交換態Ca  

交換態Mg 

交換態K  

交換態Na  

交換態Ca＋Mg  

交換態Ca十Mg＋NかK  

陽イオン交換容量  

塩基飽和度  

粗砂（2．0－0．2m）  

細砂（0．2－0．02mm）  

シルト（0．02－0．002mm）  

粘土（＜0．002n皿）  

平均降水量  

－0．060  

0．554  

－0．587  

－0．619  

－0．171  

－0．371  

－0．617  

－0．571  

－0．619  

－0．857＊＊  

0．405  

0．659  

0．761＊  

－0．731＊  

－0．762＊   

－0．143  

0．587  

0．301  

－0．683  

－0．809＊  

－0．4（i4  

－0．719  

－0．386  

－0．738＊  

－0．810＊  

一0．833＊  

0．429  

0．120  

0．429  

－0．347  

－0．310   

－0．143  

＊＊p＜0．01，＊p＜0．05（両側検定）   

5．参考文献  

l）Ymaguchietal．．Long－termmObilityoffallout90srinp】oughedsoil，and90sruptakebywheatgrain．Sci・  
TbtalEnviron．αCC甲ねd  

2）山口ら 第50回放射化学討論会要旨集  
3）高橋ら 保健物理 2000；35：p．359－364   

串本研究の一部は、東京大学大学院農学研究科 関勝寿助手に協力いただいた。  
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Ⅰ－6 土壌および米麦子実中の放射能調査  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、藤原英司、粟島克明、福山泰治郎、井上千晶、木方展治  

1．緒言  

1959年以来、農耕地（水田・畑）土壌およびそこに栽培生産された米麦子実を対象とし、  

降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化の定点調査を実施してきた。過去の原  
水爆実験・事故に由来する人工放射性核種は減少傾向にあるものの、今なお環境中、特に  

土壌に残存しており、米麦子実へ吸収されていることが示されてきた。今回は平成17年度  

に収穫採取された試料について90Srと137Csこおよび非放射性88Srと133Csの分析を行った  

開査結果を報告する。  

2．調査研究の概要   

独立行政法人および公立農業試験研究機関の特定ほ場から、それぞれの収穫期に採取さ  

れた水田・畑作土および水稲・小麦子実に含まれる90Sr、137Csおよび非放射性Sr、Csを  

分析した。90Srおよび137Csの測定は前年度同様、公定法に準じておこなった。土壌中およ  

び米麦子実中の非放射性Cs、Sr濃度は、マイクロウエーブ試料分解装置による酸分解後、  

CsについてはICPMS、SrについてはICPOESを用いて定量した。  

3．結果の概要  

① 農耕地土壌：平成‘17年度の収穫期に、畑および水田ほ場から採取した作土（表層から  

10～15cm）中の90Srと137Csおよび非放射性88Srと133Cs濃度を表1、表2に示した。畑  

および水田ほ場作土層中の90Srと187Cs濃度は、平成16年度と同レベルであり■、顕著な濃  

度変化は認められなかった。  

② 米麦子実：平成17年度に収穫した玄麦および白米中の187Cs濃度および非放射性88Sr  

と133Cs濃度を表1および表2に示した。白米中137C岳が高い地点では、非放射性Cs濃度  

も高い傾向にあった（表2）。平成15年度から17年度までの白米中137Cs濃度を図1に示  

した。  

田平成15年度  

■平成16年鹿  

田平成17年産  
0
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2
 
 

盲
b
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ヒ
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襲
∽
0
ト
m
▼
 
 

二眉  ＿    虚  ⊥屈＿＿通．軋＿L眉LⅧ⊥  ⊥風．＿ ⊥  ＿l」勾．  

㌔㌔控♂㌔♂夢㌔㌔㌔瑚♂夢  

図1平成15年度から17年度に収穫した白米中の137Cs濃度  
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表1．玄麦および畑作土のSr、Cs濃度  

平成17年度   

収穫   玄麦   畑土壌  玄麦  畑土壌  

試料採取地  播種日    品種名                    （採取）   いsr   
lO II 137c＄  l氾Cs   】37cs  l｝3c5  
sr  ＄r  

日  〃g／kg  Bqkgl  mg／kg  mBqkgl    〝gkg・l  Bq／kg  〝gkg・l   

30．2  ‘．5  土  0．‘ 円  1．4  晶1．00 M   札幌 （北海道）  ，．7  7．2‘  月寒1号  4‘．5  2．5  土  H 0．14  95．7  土  n 17J6  158．3  土  1‘．7  
盛岡  7．8●  1．6  9．7  董土 H   要0・‘ H  0．7  土  ぎ0．07   
（岩手）  ．   

4，3  9．9  土  0．‘  1．＆   

10．5  3．ヰ  土…0・5   0．6  土  0．0‘   

1．5  5．0  土妻0・5   5．2  i土 H  0，00   
平 均  3．9  3，7  l ●   2．3  旧 和  忘   

★参考値（計数誤差の3倍以下）  

表2．白米および水田作土のSr、Cs濃度  

平成17年度   

白 米   水田土壌  白 米  水田土壌  

輝科採取地  移植日  収穫日  晶積名                       ttSr   90計  ll計  l㍍cs  1ユ3cg   Ⅰ㍍cl  1幻Cき  

n叫kgl  】叫kどl  mg／kg  叫kg●1   皿Bqkm・l  Bq／kg  〝gkgl   

札幌  
（北海道）  ．  ． 
秋田  
（秋田）  ．  ． 
大曲  
（秋田）  ．  

5．2   

（石川）   ．   
1■■l・  

・：－・  ． 

盛岡  
（岩手）  ．  

5．11   
（宮城）  

水戸  
（茨城）  ．  ．  

丘1．7   
（山梨）   

‘．10   

（大阪）  

山陽 （岡山）  

▲＝ニ′一i  

（楯岡）   

平 均  

4．結語   

平成17年度に収穫採取したおよび米麦子実中の90Srと137Cs濃度は検出限界レベルに到  

達した。しかし特に大曲と福岡では、土壌中137Cs濃度が他地点と同レベルであるにもかか  

わらず、白米の1即Cs濃度が高い傾向にあった。これらの地点でCsが白米に吸収されやす  

い要因を今後明らかにする必要がある。  
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．Ⅰ－7 90Sr、137Csの土壌中深度分布の実態調査  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、粟島克明、藤原英司、木方展治  

1．緒言  

1959年以来、農耕地（水田・畑）土壌の作土層の降下放射性核種による汚染状況とそれ  
らの経年変化の定点調査を実施してきた。大気圏内核験に伴うフォールアウトの最盛期か  

ら30年以上が経過した現在、作土層中に含まれる90Srおよび187Cs含量は最盛期の数パー  

セント程度にまで減少した。作土層中の90Sr、137Cs含量の減少は、放射性壊変だけではな  

く、下層土への浸透にも起因する。農耕地土壌における下層土への90Srおよび137Csの浸  

透特性は、恥Csおよび土壌の物理化学的性質および圃場管理により決定付けられるもので  

ある。今回は岩手県盛岡市、および宮城県岩沼市の畑圃場より深度別に採取した土壌試料  

について90Srと137Csの分析を行った調査結果を報告する。 

2．調査研究の概要   

経年変化を調査している独立行政法人および公立農業試験研究機関の特定圃場のうち、  

農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター（岩手県盛岡市、多湿黒ぼく土）  

および宮城県農業・園芸総合研究所（宮城県岩沼市、細粒質灰色低地土、古川市への移転  

前）の畑より深度別に土壌を採取した。作土層より下層は1～10cmきざみに約80cmまでの  

土壌を採取した。土壌中の90Srと137Csの分析は、公定法に準じておこなった。90Srは熱  

処理した風乾細土100gから酸抽出後、イオン交換法により分離精製し、2冗ガスフロー低  

バックグラウンド測定装置でβ線測定をおこなった。137Csは、風乾細土40～60gをプラス  

チック製の測定容器に充填し、γ線スペクトロメトリにより8～16万秒測定した。測定対  

象とした土壌の層位別の理化学性を表1に示した。  

3．結果の概要   

図1に90Srおよび137Csの土壌深度別濃度を示した。土壌中の90Srと187Csの濃度は、  

いずれの深度においても岩沼よりも盛岡の方が高かった。これは、過去の降下物中の両核  

種濃度の違いに起因する。作土層に存在する90Sr、137Csの割合は盛岡ではそれぞれ52％お  

よび26％、岩沼では72％および39％であり、錮Srの方が187Csより土壌中を移行しやすい  

ことが確認された。両地点における作土層中137Csの残存割合の違いは、土壌の性質とも関  

連する可能性が高い。盛岡土壌は有機物含量が多く、岩沼土壌は粘土含量が多い（表1）。  

137Csは、有機物含量が少なく、粘土含量の多い土壌の方が土壌に蓄積しやすい傾向にある  
ことから、岩沼土壌の方が表層に残存する187Csの割合が高かったと考えられる。一方、鮒Sr  

は、CECの高い土壌ほど蓄積しやすい傾向にあるが、むしろCECの低い岩沼土壌の方が  

90Srの作土層への残存割合が高かった。作土中の両核種濃度は、深耕による希釈の影響を  

うけている可能性も無視できない。  

4．結語   

盛岡市土壌と岩沼市土壌では、作土層に残留する90Srと137Csの割合が異なった。今後、  

さらに分析事例を増やし、鋸Srと137Csの下層土への浸透特性を、圃場管理、土壌の性質の  

両側面から明らかにする必要がある。  
－15－   



表1採取土壌の理化学性  

宮城県農業・園芸  

核種含量 Bq／kg  

lO O  lO  20  

核種含量 Bq／kg  

lO■ 0   10   20  

作土  

u     リ  

137cs   

b）宮城県農業・園芸総合研究所（岩沼）  

（畑）  

a）東北農業研究センター（盛岡）  

（畑）  

図1土壌中90Sr、187Csの深度分布  
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Ⅰ－8 地表水中ヨ ウ素の濃度レベルと動態の把握  

（独）農業環境技術研究所  

木方展治、藤原英司、斎藤貴之、山口紀子  

1．緒言  

129Ⅰは地表面に降下後、一部は土壌下層へ浸透して再び大気中へ揮散する  
が、残りは表面流去水とともに地表を流下し、河川や湖沼に流入し、やがて  

海に戻ると予想される。129Ⅰと類似の挙勘を取ると考えられる127Ⅰ（以下ヨ  

ウ素）の表流水を中心とした水循環系の動態を把握する目的で、農地の水管  

理に伴う地表水のヨウ素濃度変化および全国の代表的河川や湖沼水のヨウ素  

濃度レベルの把握等を行う。本年度は地表水のヨウ素濃度に関連が深い浅層  

土壌水のヨウ素濃度を推定するために、土壌E hを田面水のたん水日数から  

計算し、その土壌E hからヨウ素濃度を計算するモデルを作成した。  

2．調査研究の概要   

1）研究の方法  

農業環境技術研究所水田圃場において4年間水稲を栽培し、たん水目数、   

深さ10cmの土壌E h測定値および深さ 20cmの土壌水中ヨウ素分析値と   

の比較を行ない、表計算ソフト（EXCEL）により計算を行った。   

2）結果の概要  

①たん水土壌の継鱒日数を主パラメータにしてi）からⅤ）までを数式化  

し、表層土壌のE hを求めるモデルを作成した。  
i）たん水状態が継続した場合、表層土壌のE h（深さ10cm、以下E  

hと称す）は220mVまで1日 35mVず 
五）たん水状態が継続し、220皿Ⅴ より低くなった場合、E hは1日 5  

mVずつ低下する。  

揖）たん水状態が終わった場合に、E bは660mVまで1日 60mVず  

つ上昇する。  

お）中干しが終了してたん水を継続し始めた場合は、以前のたん水の  

影響が考えられ、E hはO mVまで1日 35皿Ⅴずつ低下し、O mVよ  

り低くなった場合、1日 5mVずつ低下する。  

Ⅴ）E hは気温が10℃に達しない冬季には、たん水状態であっても、  

220mVより低下しない。  

計算の結果は実測値と概ね一致した（図1）。  

②それぞれ実測したE hと深さ 20cmの土壌水中ヨウ素濃度から回帰式  

を作成した。180mVを境にそれより大きい Ebの場合は指数関数式を、  

それ以下の場合は1次式を用いた（図2）。  

③図1でたん水土壌の継続日数を主パラメータにして計算したE hを図  

2の式に代入して、土壌水中ヨウ素濃度を推定した（図3）。ヨウ素濃度   

∴が高いところでの追随が不十分なところもあるが、概ねヨウ素濃度の実  

測値の傾向に一致した。  

3．結語   

水田田面水のたん水継続日数で土壌水中のヨウ素濃度を大まかに推定す  

ることができた。暗渠水からの排出や畦畔からの横浸透の際に表流水に流出  

するヨウ素量を予測するのに役立つと考えられる。  
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図3 土壌水中ヨウ素のたん永日数からの計算値と実測値  
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Ⅰ－9 大気と土壌・作物系間におけるヨウ素動態の把握  

（独）農業環境技術研究所  

木方展治、藤虎英司、山口紀子   

1．  緒言   

核燃料再処理工場から微量ではあるが放出される可能性のある長半減期核種  

129Ⅰ、（半減期15．7×106年）が大気への放出後、降下して土壌・作物に至る動  
態の把握を行う。本年度は、東海村の核燃料再処理工場周辺において放出され  

た129Ⅰが、関東地方の飲料水源として重要な利根川流域・霞ケ浦流域に年間どの  

程度降下するかをシミュレーションモデル解析により求めた。  

2．調査研究の概要  

1）モデルの仮定 

2000年をテストケースとし、東海村再処理工場から年間8．4×106B qの129   

Ⅰ（原子力百科事典ATOMICAより）が、1年間均等に放出されたと仮定し、   

年間降下量を求めた。乾性沈着速度には0．01m／sを用い、降水洗浄係数（1／   

s）は1．2×10・4AO・5（Aは降水強度；mm／s）で求めた。   
2）モデルの概要  

大気拡散モデルとしてパフモデルを用いた。計算領域は、放出点から各辺ま   

での距離が北に70km、南に100km、東に30km、酉に200kmの陸地が大部   

分を占める矩形（230kmX170km）とし、10kmXlOkm毎にメッシュ状の計算ポ   

イントを置いた。計算額域内に位置する9ケ所の気象観測所における1時間毎   

の気象データ（風速、風向、降水量およびターナーの大気安定度）および標高   

データを用いて、メッシュ地点毎の129Ⅰ降下率（単位；Bq／m2／s）を（株）   

ヴィジブルインフォメーションセンター開発のプログラムにより計算した。   

3）結果の概要  

①2000年の129Ⅰ降下量は計算領域内に5．55×106B q、そのうち利根川流  

域内（16，840km2）に0．82×106B q、そのうち霞ケ浦流域内（2156km2）に  

0．27×106B qと計算され、放出量のそれぞれ66．0％、9．8％、3．2％であった。  
乾性降下量と湿性降下量の比は、それぞれ 84：16、68：32、72：28 であった。   

図1に示されるように、鱒燃料再処理工場の近傍の降下量が多く、同心円状  

にはならないが、そこから離れるに従って、降下量は低下する傾向が見られ  

た。従って、霞ヶ浦流域および利根川流域の放出量に対して占める割合はさ  

ほど高くなかった。   

②上記の計算で利根川流域への24時間積算降下量が最も多かった時知は4  

月19日 20：00から4月20日19：00セあった。  

そこでこの期間を含む4月1J7日12：00から4日間、129Ⅰが1．7×109B q  

／日（数値は東海村再処理工場における129Ⅰの年間放出量基準値に相当）の  

異常放出を続けたと仮定し、計算を行ったところ、4月20日に日平均降下量   

の最大値を・示した。1日という短期間では、距離が近くとも風上での降下は   

極端に少なかった（図2）。一方で突出して高い5．8×10・5Bq／m2／s（5Bq   

／m2／日）を示す地点があったが、■129ⅠのBSS免除レベルの105Bqに比し  

てなお小さかった。4月 20日の日降下量は計算領域内に2．05kB q、利根川  

流域内に 0．・92kB q、霞ヶ浦流域内に 0．28kB qで、利根川流域および霞ケ   

浦流域？比率が平常時よりも高かった。乾性降下量と湿性降下量の比は、そ  

－19－   



れぞれ86：14、62‥38、50‥50で、湿性の割合が平常時よりも利根川および霞  

図12000年の年平均降下率の分布図一平常時（単位；Bq／m2／s）  

1×10－10  1×10－81×10－9   

1×10J6  

図2 2000年4月20日の日平均降下率の分布図一緊急時（単位；Bq／m2／s）  

3． 結語   

シミュレーションモデルを用いる計算では、利根川流域に2000年に降下した  
129Ⅰは、東海村の核燃料再処理工場からの全放出量の約10パーセントであった0  
このモデルに流域の水収支データ、土地利用データ等を加え、ヨウ素の農業環境  
中での挙動に関する知見をパラメータ化し、広域的ヨウ素動態モデルを作成する0  
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Ⅰ－10 ラドンに関わる対策研究  

広島県呉市における高ラドン濃度要因調査  

放射線医学綺合研究所  

小林 羊佐，石川 徹夫，吉永 信治，  

岩岡 和輝，谷田部 慶意，床次 眞司  

1． 緒言   

広島県呉市において、平成16年度に実施された（財）日本分析セン  

ターによる調査で、屋内高ラドン濃度家屋が見つかっている。その  

後、平成17年度に（財）放射線影響研究所の協力を得て、（独）放射線  

医学総合研究所がパッシブ型測定器（RadopotでM）を用いて実施し  

た調査では、日本の屋内ラドン濃度の全国平均値15．5Ⅰ；q／m3  

（Sanada et al．1999）に比べてやや高い数値を示した家屋が見つ  

かった（表1）。   

そこで本研究では、屋内高ラドン濃度の要因調査と、居住者の被  

ばく実態調査を兼ねて、屋内ラドン濃度調査で最も高い濃度が観測  

された住居（表1・家屋番号 6）において、屋内ラドン濃度と周辺  

土壌中のラドン濃度の同時連続測定を実施した。  

2． 調査研究の概要  

1）調査家屋   

調査家屋は呉市西部の丘陵部に位置しており、木造2階建ての戸  

建住宅である。調査家屋の周辺地域には上部白亜系の呉花崗岩（広  

島花崗岩類）が広く分布している。  

2）測定方法   

測定には、ドイツ Genitron社製のパルス型電離箱AIphaGUARD  

を使用し、屋内ラドン濃度は壁から1m以上離れた居室の卓上に測  

定器を設置、土中ラドン濃度は地表から約 40cmの深さにポンプ（流  

量：0．5L／min）を繋いだプローブを設置し、それぞれ10分間隔の  

測定を約 24時間行った。  

3）調査結果   

日中の屋内ラドン洩度は 20±10 Bq／m8程度で推移したが、18  

時以降上昇を続け、明け方5時頃には230 Bq／m3近くに達した。  

測定期間中の平均ラドン濃度は73 Bq／m8で、平成17年度に実施  

したパッシブ型測定器による調査結果（71 ～78Bq／皿3）と良く一  
致した。   

一方、土中ラドン濃度は、湿度の影響を受けたため14時から 20  

時までの間は不安定であったが、20時以降は約10000Bq／m3でほ  
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ぼ一定であった。  

3． 結語   

今画の調査結果から、調査家屋の屋内ラドン濃度が大きく日変動  

をしている実態が明らかになった。本調査結果は、居住者が滞在し  

ている夜間に屋内ラドン濃度が高くなり、パッシブ型の測定器では  

その変動を捉えられないという問題点を、示すものである。従来行わ  

れてきた大規模なラドン調査では、一般的にパッシブ型測定器が用  

いられており、そこから求められた平均ラドン濃度に基づき線量評  

価が行われている。しかしながら、本研究の調査から、居住係数の  

概念も含めて線量評価法を見直す必要性が示唆される。  

表1 広島県呉市・屋内ラドン濃度調査結果  

家屋番号  

1   

48 ± 7  260 ± 19  

4ヰ  ±  8  68  ± 13  

28  ±  5  ND  

30  ±  5  ND  

25  ±  5  ND  

22  ±  4  ND  

32  ±  6  314 ± 19  

25  ±  5  91 ± 12  

21 ±  5  112 ± 12  

24  ±  5  40  ±  9  

28  ±  5  ±  

17  ±  4  15  ±  7  

32  ±  5  ND  

31 ±  5  74  ± 12  

18  ±   4  

17  ±   4  

※各家屋 2部屋ずつ測定器を設置  
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図1 屋内および土中ラドン濃度の時間変動  
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Ⅰ一11イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼす低温及びヤマセ処理の影響調査  

環境科学技術研究所 環境動態研究部  

山上 睦、箭内 実寿美、久松 俊一  

1．緒言   

現在、青森県六ヶ所村においてアクティブ試験が行われている核燃料再処理施設  

から排出が予想される放射性核種の現実的な被ばく線量評価のためには、放射性核種  

をはじめとする多くの微量元素の陸圏における挙動、特に土壌から植物への移行や植  

物中での移行等を把握することが、放射性核種等の作物を経由した人体への取込や植  

物中への濃縮に関連して重要な課題である。青森塊は、ヤマセ、強風、豪雪及び夏季  

低温等の特殊な気象環境下にあり、微量元素の陸圏における挙動は、それらの気象要  

因に強く支配されていると考えられる。しかし、これらの元素の移行・挙動に対する  

ヤマセの影響については不明な点が多いため、再処理嘩設立地地域で栽培されている  

イネの品種を用い、イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼす低温及びヤマセ  

処理（弱光、低温、霧の複合的処理）の影響を調査した。   

2．調査研究の概要  

実験1：イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼす低温の影響   

供試材料としてイネ品種「ゆめあかり」を用い、1／5000aのワグネルポットで土耕  

栽培した。土壌は青森県上北町にある水田の表層10cmから採取した黒ボク土を用い、  

成苗（葉齢4．0～5．0、苗長14～15．5cm）をポット当たり1本移植した。1つの処理区  

につき10ポットを用いた。施肥は、基肥としてN・P・K各成分でポットあたり0．5g  

を施用し、追肥として幼穂形成期にN成分をポットあたり0．2gの割合で施用し 

栽培は大型人工気象室にて行い、下北地方の平均的な気象を再現させた環境条件で栽  

培した。   

低温処理は小型人工気象室に移動させて行い、花粉母細胞形成期（移植後4Sから  

54日）、減数分裂期（移植後55から61日）、出穂・開花期（移植後62から6S日）、  

登熟期（移植後76からS2日）のいずれかの一時期に一週間に渡り平均気温に対し5  

から7℃低い低温とした。  

実験2：イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼすヤマセ処理の影響   

供試材料及び栽培管理は実験1と同様な条件で行った。   

ヤマセ処理として、弱光、低温、霧に同時に暴露させ、それ替れ、日射量は無処理  

区の30，000Lxに対して15，000Lxとし、気温は無処理区に対して50C低くし、霧の噴  

霧により視程を70±30mとした。なお、相対湿度は96％RHとなった。ヤマセ処理区  

として、花粉母細胞期から減数分裂期の7日間、その前半のみの3日間及び後半のみ  

の3日間に行った3区を設定した。また、ヤマセ処理を午前あるいは午後にだけ行っ  

た区も作った。処理後は通常の条件とし、刈り入れ期まで栽培した。実験終了時、収  

量調査を行い、ICP一発光分光法およびICP一質量分析法を用い、玄米中の元素分析を行  
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った。  

3．結語  

実験1：イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼす低温の影響   

穂、籾、玄米の数と重さは、花粉母細胞形成期、減数分裂期に低温処理した区で約  

20％低下した。玄米中のP、Mn、Fe、Zn、Mg、Mo、Cu濃度は花粉母細胞形成期、  

減数分裂期に低温に暴露することにより10％程度高くなっ声。玄米中のCa、Sr、Ba、  

Pb濃度は、生育のどの時期に低温に遭遇しても玄米中の元素濃度が20から40％低下  

した。  

実験2：イネ玄米中のCs、Sr及び微量元素濃度に及ぼすヤマセ処理の影響   

収量については、ヤマセ処理3日間区と7日間区ともに精籾数、千粒重、登熟歩合  

が減少した。玄米中元索漠度については、Zn、C11、Moが3日間区と7日間区とも  

に20％程度増加した（図1）。また、Feは3日間区では影響はみられなかったが、7  

日間区では35％程度増加した。玄米中のCs及びSr濃度はヤマセ処理の影響が見ら  

れなかった。ヤマセ処理を午前、午後に7日間の行った場合、玄米中のMo濃度が  

20％程度増加した。実験1で行った、穂ばらみ期における短期低温処理の影響結果と  

同じ傾向を示した元素は、Fe、Cu．、Mo、■Znであった。  
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ヤマセ処理区  

図1イネの玄米中元素濃度におけるヤマセ処理の影響  

C：無処理区（n＝6）、7：7日間区（n＝6）、F3：前半3日間区（n＝5）、L3：後  
半3日間区（n＝4）。各元素濃度において、異なるアルファベットの間には  
LSD法により1％水準で有意差が認められた。  

本調査は、青森県からの受託事業により得られた成果の一部である。  
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Ⅰ－12 連用圃場における90sr及び】37csの鉛直濃度分布  

環境科学技術研究所 環境動態研究部  

塚田祥文、武田晃、久松俊一、稲葉次郎   

1．緒言   

土壌に移行した放射性核種の分布と挙動は、様々な要因によって支配されている。  

耕作土壌では、施肥等の土壌管理によっても主要元素の濃度や土壌一植物間の移行に  

変化を及ぼすことが知られている。 本研究では、長期間にわたり化学肥料・堆肥・石  

灰を施用し、農作物の収穫量や土壌の変化を調査している連用試験圃場において、土  

壌管理の影響による90sr及び137csの鉛直濃度分布について調査した。  

2．調査研究の概要  

1940年から一定の土壌管理の下で継続的に維持されている畑圃場（青森県農林総  

合研究センター藤坂稲作研究部）から土壌試料を採取した。本圃場（約18×36m）は、  

①化学肥料区（F区）、②化学肥料十堆肥区（FC区）、及び③化学肥料＋堆肥＋石灰  

区（FCL区）の3区からなる。2001年8月に土壌コア試料（0～100cm）を各区から  

採取し、深度別に分け前処理した後、分析試料とした。90srは放射化学分離後、低バ  

ックグラウンド2¶ガスフロー計数装置により、137csについてはGe半導体検出器によ  

り定量した。  

一般的な圃場と同様な土壌管理が行われているFCL区  

における90sr濃度は、30cmまで一様に分布し（1．8～1．9  

Bqkg，l）、30～70cmにかけて減少するが、70cm以深で  

増加に転じていた（図1）。Ⅰ了及びFC区における表層土  

壌のpHはそれぞれ4．1及び4．7であり、施肥の影響によ  

る強い酸性化を示し、表層土壌から90srの溶脱が認めら  

れた。表層で溶脱した90srの再吸着は60cmまで認められ  

ず、それ以深で増加に転じていた（図1）。これは、30  

～70cmに存在する砂質土壌が原因と考えられる。また、  

試験圃場の周辺は水田に利用され、地下水位が高いこと  

が溶脱に影響していると考えられる。   

一方、3区間の137cs濃度は、土壌のpHに依存すること  
なく同様の鉛直分布を示し、30cm以深で急激に減少し、  

40cm以深では検出されなかった（図1）。137csは土壌粒  

濃度（Bq／kg）  

0  2  4  6  8 10  

図1連用圃場における90sr及  

び137cs鉛直濃度分布．  

子と強固に結合することが知られており、酸性化の進んだ土壌であっても溶脱による  

下方への移動の促進は認められず、耕作による摸粋が137csの鉛直濃度分布を決める主  

な要因であることが確認された。  

3．結語   

長期間の化学肥料・堆肥・石灰の連用試験区におけるフォールアウト90sr及び137cs  

の土壌中存在形態と鉛直分布を調査した。強い酸性化を示す表層土壌では90srめ溶脱  
が著しく、土壌管理によって異なった鉛直分布を示した。一一方、 137 

csの鉛直分布に差  

は見られなかった。  
本調査は、青森県からの受託事業により得られた成果の一部である。  
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Ⅰ－13 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター   

樫原 陽子、越川 昌義   

庄子  隆、中山 一成  

1緒言   

本調査は、日本各地で採取した環境試料（降下物、大気浮遊じん、陸水、海水、   

海底土、土壌及び各種食品試料）中の90sr及び137cs濃度を把握することを目的とし   

ている。ここでは、平成17年度の調査結果について報告する。  

2 調査研究の概要   

平成17年度に47都道府県の各衛生研究所等が採取し、所定の前処理を施した後に   

日本分析センターが送付を受けた各種試料、及び日本分析センターが採取した降   

下物試料について、90sr及び137cs分析を行った。  

1）分析対象試料  

降下物、大気浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日、常食、精米、牛乳、  

粉乳、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物   

2）分析方法  

文部科学省放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（平成15  

年改訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方  

法で行った。   

3）調査結果  

各種試料中の90sr及び137cs放射能濃度の平均値及び最小、最大値を以下に示す。  

なお、nは分析試料数である。   

① 降 下 物  

47都道府県及び日本分析センターにおける月間降下量の平均値及び最小、最  
大値は次のとおりである。  

90sr：0．019（0．0000～0．30）h但q／血2（n＝575）  

137cs 

② 大気浮遊じん  

36府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりで  

ある。  

90sr：0．00056（0．00000～0．0023）嘘q／m3（n＝144）  

137cs：0．00015（0．00000～0．0026）mBq／m3 （n＝144）  
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③ 陸  水  

47都道府県の1～2地点で年1回採取した上水（蛇口水、源水）及び10道府県   

で採取した淡水の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

1．3 （0．014～3．9）血Bq／L（n＝57）  

0．041（0．000～0．21）mBq／L（n＝57）  

1．9 （0．000～5．0）皿Bq／L（n＝10）  

0．27 （0．000～1．4）mBq／L（n＝10）  

上 水   
90sr  

137cs  

淡 水  90sr  

137cs  

④ 海  水  

14道府県の1～2地点で年1回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のと  

おりである。  

90sr：1．5 （1．0 ～1．9）mBq／L （n＝15）  

137cs：1．6 （0．66～2．2）mBq／L （n＝15）  

⑤ 海 底 土  

13道府県の1～2地点で年1回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のと   

おりである。  

90sr：0．082（0．019～0．18）Bq／kg乾土 （n＝14）  

137cs：1．3 （0．20 ～2．7）Bq／kg乾土 （n＝14）  

⑥ 土  壌  

47都道府県の1～2地点で年1回採取した試料（深さ0～5cm、5～20cmの2種類）   

の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

0～5cm 90sr：75 （2．2  ～ 370）MBq／kn2   （n＝49）  

2．3（0．066 ～ 15）Bq／kg乾土  

137cs：390 （0．0  ～2200）MBq／kn2  （n＝49）  

12 （0．000 ～ 60）Bq／kg乾土  

5～20c皿 90sr：180 （7．5  ～ 690）MBq／kn2  （n＝49）  

1．7（0．053 ～  6．7）Bq／kg乾土  

137cs：570 （0．0  ～2800）旭q／km2  （n＝49）  

5．8（0．000 ～ 24）Bq／kg乾土  

⑦ 日 常 食  

47都道府県で年2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりであ  

る。  

90sr：0．036（0．0088～0．10）Bq／人／日（n＝94）  

0．077（0．020 ～0．16）Bq／gca  

137cs：0．025（0．0036～0．16）Bq／人／日（n＝94）  

0．013（0．0027～0．081）Bq／g正  
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⑧ 精   米  

47都道府県の1～2地点で年1回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の  

とおりである。  

Bq／kg生（n＝53）  

Bq／gca  

Bq／kg生（n＝53）  

Bq／gK  

90sr：0．0075（0．0000～0．025）  

0．18 （0．00 ～0．55）  

137cs：0．013（0．0000～0．14）  

0．016（0．0000へノ0．17）  

⑨ 牛乳（原乳、市乳）  

47都道府県の1～2地点で年1回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の  

とおりである。  

90sr・：0．016（0．0018～0．034）Bq／L  （n＝59）  

0．015（0．0016～0．032）Bq／gca  

137cs：0．011（0．0000～0．079）Bq／L  （n＝59）  

0．0073（0．0000～0．053）Bq／gK  

⑩、粉  乳  

2道県で年2回購入した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．15 （0．0048～ 0．44）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．015（0．0012～ 0．036）Bq／gca  

137cs：0．37 （0．0033～1．2）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．031（0．00072～ 0．070）Bq／gK  

⑪ 野  菜  

47都道府県の1～2地点で年1回採取した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（   

主にホウレンソウ）の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

根菜類（主にダイコン）  

90sr：0．064（0．0000 ～ 0．54）  

0．31■（0．000 ～ 2．3）  

137cs：0．0089（0．0000 ～ 0．11）  

0．0041（0．0000 ～ 0．046）  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90sr：0．068（0．0064 ～ 0．67）  

0．10 （0．012 ～ 0．65）  

137cs：0．034（0．0000 ～1．3）  

0．0099（0．00000～ 0．41）  

Bq／kg生（n＝49）  

Bq／gca  

Bq／kg生（n＝49）  

Bq／gK  

Bq／kg生（n＝50）  

Bq／gca  

Bq／kg生（n＝50）  

Bq／gK   
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⑳ 茶  

10府県の1～2地点で年1回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のと  

おりである。  

90sr：0．33（0．077 こ0．87・）軸／kg  （n＝19）  

0．16（0．038 ～0．43）Bq／gca  

137cs：0．29（0．010 ～1．4）Bq／kg  （n＝19）  

0．017（0．00055～0．074）Bq／gK   

⑬ 海産生物  

34都道府県の1～3地点で年1回採取した試料（魚類、貝類、藻類）の平均値  

及び最小、最大値は次のとおりである。  

魚 類  90sr：0．0058（0．0000 ～0．025）Bq／kg生（n＝33）  

0．0089（10．00000～0．11）Bq／gca  

137cs：0．086（0．024 ～0．22 ■）Bq／kg生（n＝33）  

0．025（0．012 ～0．058）Bq／gK  

貝 類   90sr：0．017（0．0000 ～0．099）Bq／kg生（n＝10）  

0．030（0．0000 ～0．16）Bq／gca  

137cs：0．017（0．0067 ～0．034）Bq／kg生（n＝10）  

0．0085（0．0030 ～0．014）Bq／gK  

藻 類  90s王：0．027（0．014 ～0．044）Bq／kg生（n＝9）  

1             0．042（0．020 ～0．076）Bq／gca  

137cs 

0．0025（0．0013 ～0．0036）Bq／gK   

⑭ 淡水産生物  

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、イワナ、アメリカナマズ、ニジ  

マス、ワカサギ）の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．20（0．0044 ～0．97）Bq／kg生 （n＝10）  

0．048（0．014 ～0．094）Bq／gca  

137cs ‥0・ 

0．045（0．0094 ～0．16）Bq／gK  

3 結語   

平成17年度に日本各地で採取した環境試料の90sr及び137csの濃度は平成16年度と   

同程度であった。  

ー30一   



Ⅰ－14 ラドン濃度測定調査  
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Ⅰ－15 環境における中性子線量率の全国調査  

財団法人 日本分析センター  

長岡和則、平出功、柳下智、  

佐藤昭二、佐藤兼章  

1．緒言   

環境における中性子については、その線量が微弱であることと測定の難しさから、調  

査例が非常に少なく、中性子線量率の分布は明確になっていないのが現状であった。  

このような状況に鑑み、当センターは文部科学省からの委託を受け、環境における中性  

子線量率の水準を把握することを目的として平成13年度から17年度までに全国47都  

道府県において中性子線量率の測定（以下「全国調査」という。）を行った。  

2．調査研究の概要   

測定地点は原則5地点／県（北海道は10地点）とし、測定調査を実施した。   

全国調査には、富士電機社製サーベイメータ型レムカウンタ（直径2インチ5気圧3He  

比例計数管）を原則9台使用して中性子線量率の測定を行った。併せて、NaI検出器  

を用いたγ線量率測定及び3MeV以上のエネルギー領域の計数率測定（＞3MeV計  

数率）、電離箱線量計を用いた線量率測定を行った。測定地点は遮へい物が近くにな  

い平坦な場所を選定し、測定器を軽貨物自動車の荷台に載せ、地表面から約1mの高  

さで測定を行った。また、太陽活動による時間的変動を把握するため、全国調査と並行  

して、当センター内で中性子線量率等の連続測定（定点測定）を行った。定点測定に  

は富士電機社製エリアモニタ型レムカウンタ（直径5インチ5気圧3He比例計数管）を  

用いた。なお、この調査に使用したレムカウンタは日本原子力研究開発機構において  

252cfを用いて1cm線量当量（周辺線量当量H＊（10））単位で校正した。   

環境における中性子の線量を適切に評価するには、そのエネルギー情報が重要であ  

り、また、測定地点の緯度や高度による中性子のエネルギー分布の変化を把握する必  

要があるため、いくつかの地点で中性子スペクトルの測定を行った。  

3．結語   

全国調査における中性子線量率の範囲（地点数240）は2．9nSv／h（東京都・小笠原  

村）～21．8nSv／b（静岡県・富士山5合目）であった。47都道府県庁所在地（測定値に  

建物等の影響が見られた場合は近傍の他の都市）の測定結果を用いて算出した日本  

の平均値は4．O nSv／hであった。都道府県庁所在地の測定結果を基に県別に色分け  

したマップを図1に示す。長野県、山梨県の中性子線量率が高いのは県庁所在地の標  

高が高いためで、それら以外では緯度が高い程、中性子線量率も高い結果となった。ま  

た、中性子線量率は降雨及び積雪等の気象状況や周辺の建物等の影響を受けること  

が確認された。   

さらに、定点測定の結果から、環境の中性子線量率は太陽活動によって変動するニ  
ー33－   



とが確認された。先述の全国調査の結果は太陽活動の影響を補正した値である。   

なお、中性子スペクトル測定では、環境中において中性子のエネルギー分布が大きく  

変化しないことを確認した。環境における中性子云ペクトルは1MeV付近に最も大きなピ  

ークがあり、100MeV付近にもピークが存在する。一方、全国調査に使用したレムカウン  

タの測定エネルギー範囲は約20MeVまでなので、測定値は若干過小評価になっており、  

その程度については現在解析を進めている。  

図1 中性子線量率測定結果（nsv／h）  

［測定エネルギー範囲は熱（0．025eV）～約20．MeVである。実際には同一都道府県内であっても  

緯度や高度によって中性子線量率は異なる。気圧補正は行わず太陽活動補正のみ行った（2004年  

7月相当借）］   

謝辞   

本調査を行うにあたり、測定地点の選定等で各都道府県の関係各位に多大なご協  

力を賜りました。この瘍をお借りして御礼申し上げます。  
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Ⅰ－16 土壌中プルトニウム濃度の全国調査  

財団法人 日本分析センター   

福嶋浩人、武田健治、室井隆彦   

高田文男、磯貝啓介、佐藤兼章  

1．緒言   

本調査は、環境放射能水準調査の一環として、文部科学省の委託  

により平成12年度から実施しており、核爆発実験等に起因する放射  

性降下物（フォールアウト）に伴う土壌中プルトニウムの琴射能濃  

度を把握することを目的としている。調査に用いる土壌は、90s王・及  

び137csの調査と同一であることから、前年度に採取された土壌につ  

いての調査を行っている。したがって、今回は平成16年度に日本各  

地で採取された土壌の調査結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）概要   

環境放射能水準調査において、土壌試料は4・7都道府県の各衛生研  

究所等が採取し、乾燥細土とした後に日本分析センターに送付され   

ている。  

47都道府県各1地点（青森県は2地点）で採取された表層（0～5cm）  

及び下層（5～20cm）の土壌、合計 96試料について、文部科学省，放射  

能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」（平成2年改訂）に準じ  

て分析した。分析法の概略は以下の通りである。試料50gを分取し、  

242puトレーサーを添加後、硝酸を加えてプルトニウムを加熱抽出し  

た。陰イオン交換樹脂カラムを用いてプルトニウムを分離・精製後、  

ステンレス板に電着し、α線スペクトロメトリーによりプルトニウ  

ム（238pu、 239＋240 pu）を定量した。  

2）調査結果  

土壌中のプルトニウムの分析結果（平均値、最小値及び最大値）  

を、平成11年度から15年度までの分析結果と▲合わせて表1に示す。  

平成16年度における各地点の238pu濃度はND（検出されず）～0．12Bq  

／kg乾土、239’240 pu濃度はND～3．4Bq／kg乾土の範囲であり、いず  

れも平成11年度から15年度の調査結果と差は見られなかった。  

採取地点毎の239＋240 pu濃度を図1に、プルトニウム同位体（238pu、  
そ39＋240 
pu）の放射能比を図2に示す。例年同様、数地点（岩手県、熊  

本県、大分県）の239＋240 pu濃度がやや高い値を示したが、これらの  

プルトニウム同位体の放射能■比（238pu／239＋240 pu）については他と同  

様の値であった。  
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3．結語   

平成16 年度に採取された土壌中のプルトニウム濃度は、平均値、  

濃度範囲とも平成11年度から平成15年度までゐ結果と同程度の値   
であった。また、プルトニウム同位体の放射能比（238pu／239＋240 pu）   
は約0．03であり、UNSCEAR1982報告書による北半球におけるグロー  

バルフォールアウトの値（0．026）と同程度であることを確認した。  

表1 土壌中 238pu及び 239＋2づO pu放射能濃度  
単位：Bq／kg乾土  

深さ  平成16年度  平成11年度～15年度  
（cm）  採取分   採取分   

238pu   
0－5′  

平均値   0．014   0．015  

最小値～最大値  m～0．12   ND～0．16  

5－20  
平均値   0．0065   0．0061  

最小値～最大値  m～0．036   ND～0．042   
239十240pu   

0－5  
平均値   0．46   0．51  

最小値～最大値   ND～5．1  

平均値   0．22   0．22  
5－20  

最小値～最大値  m～0．73   ND～1．1   

ND：検出されず  
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Ⅰ－17 自然放射性核種及び再処理関連核種に係る放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

磯貝啓介、松田秀夫、及川真司  
伴場 滋、前山健司、室井隆彦   

1．緒言   
本調査は、文部科学省の委託により環境放射能水準調査の一環として平成  
15年度から開始した。（1）ウラン、トリウム等を分析対象とした自然放射性核  
種の調査は、より正確な国民線量評価及び自然放射能に係る国民の理解の増進  
を図るための全国規模の調査と対策の基礎データ蓄積のための特定の製品等  
に係る調査からなる。（2）再処理関連の長半減期核種（14c、99Tc、129Ⅰ、Pu及び  
241Am：以下「再処理関連核種」という。）の調査は、大型再処理施設の稼動を  
踏まえ、既に過去の核爆発実験等に起因して一般環境中に蓄積している再処理  
関連核種の全国的な分布状況、長期的変動及びその要因を把握するための調査  
である。今回は、平成17年度に実施した各種環境試料専の調査結果について   
報告する。   

2．調査研究の概要  
1）自然放射性核種の調査   

土壌、海水（汽水等）、日常食、海産生物、ミネラルウオーター、輸入食品（海   
産生物）等の238u、232Th及び40K分析を実施した。土壌は、「土壌及び地質分類   
の分かっている土壌」及び「グラウンド、公園等の土壌」を宮城県、東京都、   
愛知県及び沖縄県の協力を得て採取した。また、海水（汽水等）、日常食、海産   
生物については、従来の環境放射能水準調査用試料の一部を用いた。その他の   
試料については当センターが購入した。平成17年度に実施した分析試料とそ   
の数を表1に示す。  

2）再処理関連核種の調査   

北海道、岩手県、秋田県、兵庫県及び大分県の協力を得て海水等を入手し、  
14c、99Tc、12gI、Pu及び241Amの分析を各々実施した。平成17年度に実施した   
分析試料とその数及び分析対象核種を表2に示す。  

表2再処理関連核種の調査のための  
分析試料及び試料数（平成17年度）  

表1自然放射性核種の調査のための  

分析試料及び試料数（平成17年度）  

試料名 試料数   対象核種   

海水   5   99Tc、Pu、か‖Am   

海産生物   5   99Tc、129Ⅰ、Pu、か‖A血   

海底土   5   Pu、別1A血   

土壌   10   lzsI 、P11、か‖Am   

精米   5   14c   

大気   22   14c   

牛乳   5   129Ⅰ   

試料名   試料数   対象核種   

土壌   3131 
海水（汽水等）   4   

化学肥料   5   

建築材料   5   

コンシューマク◆ブスー   5  

3）調査結果  

①自然放射性核種の調査   

土壌及び地質分類の分かっている土壌の分析結果（全分解法）を表3に示す。   
238u及び232Thの放射能濃度は、宮城県及び東京都に比べ、愛知県に比較的高   
い値が認められた。花崗岩地帯ではそれら核種の放射能濃度が比較的高いと   
報告されていることから、それぞれの地質分布を反映した結果であった。ま   
た、採取地点で測定した空間放射線量率と土壌中の238u、232Th及び40Kの放射   
能濃度から換算した線量率との間には相関を確認した。  
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②再処理関連核種の調査   

土壌のPu分析結果を表4に示す。濃度及び原子数比ともに文献値と同程  
度であることから、検出したPuはグローバルフォールアウトに起因するもの   

と考えられた。  

表3土壌及び地質分類の分かっている土壌の分析結果  

Iql－】応  
γ線  

空間放射  
採取地点  土壌㈱  

が外ロメM－   線量率  

畑U   甲m   亜K  

映乾土  〃Gyル   

気仙沼市  顔色黒ボク土壌（花崗岩質岩石）   27 ±0．2  27 ±0．2   770±10   0．054  

謝l町  褐色森林土壌 赤褐系 昭錯粘板岩互層）   30 ±0．2  32 ±0．3   560±10   0．057  

宮城県                                  岩出山町  褐色森練士：嬢 赤褐系 傭醐芳拓）   12 ±0．07、  14 ±0．07  200± 6   0．029  

古川市   褐色森林土壌∵黄褐系（泥・砂・礫（沖積堆積物））  23 ±0．2  39 ±0．3   260± 7   0．036  

大手町   ㈱ 暗色系（新期安山岩質岩石）   7．1±0．15  9．4±0．21  150± 5   0．027   

青梅市   褐色森林土壌（礫岩・砂岩・泥岩互層）   38 ±0．3  47 ±0．3   740±11   0．066  

東村山市  黒ボク土壌（ローム）   16 ±0．1  18 ±0．2   160± 6   0．031  

東京都  19 ±0．1  29 ±0．2   420± 9   0．055  

柏原村B  褐色森林土壌 勝・砂岩・泥岩互層）   28 ±0．2  37 ±0．2   590±10   0．075  

大島町   火山抽出物未熟土壌 く火山砕屑年妙   3．0±0．02  1．6±0．・04   97± 3．9  0．017   

豊田市   褐色森林土壌 黄掲系（花崗岩質券昂   28 ±0．2   48 ±0．3   940±12   0．089  

鳳来町A  褐色森林土壌（凝灰岩質岩石）   41 ±0．2   57 ±0．3   650＝ヒ12   0．10  

愛知県                                 鳳来町B  褐色森林土壌 赤栂系（緑色片岩）   18 ±0．1   18 ±0．2   120± 5   0．030  

一宮町   樹鰯廟鱒±頚（その他の片勧   31 ±0．2   33 ＝±0．3   680±11   0．047  

一色町   褐色森林土壌：黄褐系（砂層を主とする地嚇   30 ±0．2   37 ±0．3   710±11   0．062   

表4土壌中の239＋ヲ40pu濃度及び原子数比  

深度  239十2れ〉pu●1   
分析結果  

試料名  採取場所   採取日  
（cm）  

餌Opu／239pu  

（Bq／kg乾土）   原子数比事2   

北海道  2005年  0－5   0．82±0．036   0．18±0．002  

札幌市   10月13日           5－20   0．51±0．024   0．17±0．001  

岩手県  2005年  0－5   1．6±0．06   0．18±0．0009  

滝沢村  6月1日  5－20   0．28±0．015   0．19±0．003  

秋田県  2005年  1．7＝ヒ0．06   0．17±0．0007  
土壌  

秋田市   9月29日   

0－5  

0．88±0．037   0．17±0．0006  

兵庫．県  2005年  0－5   0．43±0．022   0．19±0，003  

加西市   7月27日           5⊥20   0．15±0．011   0．19±0．004  

大分県  2005年  0－5   2．4±0．10   0．19±0．0007  

久住町   7月29日           5－20   0．60±0．03t）   0．18±0．002   

文献値  
ND－5．1り   

0．176±0．0142）  
ND－1．11〉   

＊1誤差は、計数誤差のみを示した。  
＊2誤差は、3回のくり返し測定における標準偏差（1α）を示した。  
1）第47回環境放射能調査研究成果論文抄録集（文部科学省）  
2）Ⅹrey，P・Y・・Hardy，et al・・MaミSisotopic cotnposition of globalfalトout plutoniumin soil，   
Proceedings of a SyDpOSlum On Transuranium Nuclides in the Environnlent，   
IAEA－SM－199－39．（pp．671－678）（1976）   
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（海洋）   



Ⅱ－1日本近海の海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  
鈴木和則、茂木由夫、杉本 綾、伊藤禎信   

1．緒言   

本調査は、日本近海における放射性核種の分布及びその経年変化を把握することを目的  

として、海水の調査は1959年より、海底土の調査は1973年に開始し、以降毎年継続して  

実施している。今回は、2004年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

試料の採取は、海上保安庁海洋情報部及び管区海上保安本部が分担して、海水試料は黒  

潮海域、親潮海域、日本海の各海域で表面海水を採取し、海底土は沿岸域で表面海底堆積  

物を採取している。   

採取試料は海洋情報部環境調査課海洋汚染調査室において放射化学分析を行い、海水は、●  

90sr，137csの2核種、海底土は、90sr，137cs，60co，239・240puの4核種について放射能測定を  

行った。表面海水中における90sr，137csの放射能濃度の経年変化を図1に、海底土中にお  

ける90sr，137cs，60co，239，ユ40puの放射能濃度の経年変化を図2に示す。  

3．結語   

我が国周辺海域の海水及び海底土の放射能濃度は、各核種とも長期的にみて減少傾向に  

ある。今後も継続して日本近海における海水及び海底土の人工放射性核種を調査測定し、  

その濃度分布及び経年変化を監視する予定である。  
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図1表面海水中の90sr、137c＄の経年変化  
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図2 海底土中の90Sr、137cs、60co、239・240pu  
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Ⅱ－2 日本海の海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  
鈴木和則、茂木由夫、杉本 綾、伊藤禎信   

1．緒言  

1993年に日本海・オホーツク海において旧ソ連・ロシアは放射性廃棄物を金属製コンテ  

ナに詰めて海洋放棄していたことが明らかになったことから、海上保安庁海洋情報部では、  

放射性物質による海洋環境を把握するため1993年より日本海の放射能調査を実施している。  

今回は、2004年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

本調査は海上保安庁海洋情報部測量船「海洋」により、図1．のとおり日本海及びオホー  

ツク海で実施した。  

（1）海水の採取  

海水試料は、深度Om，200m，  

500m，750m，1000m，以下1000  

m間隔及び海底上50mの各層で  

130モ  135●E  140■E  145モ   

N   

N  

それぞれ100リットルを採取し   

た。  

（2）準底土の採取  

海底土の試料は、スミス・マッ   

キンタイヤー型採泥器で採取し、40■   

表層泥2cmのみを分け取り分析   

試料とした。  

（3）分析項目  

海水、海底土とも90sr，137cs，   

60co，239，240puの4核種である。  

（4）測定結果  

海水及び海底土中の調査結果   

をそれぞれ表1，2に示す。  8。・  

130●E  185モ  140－E  145－E  

図1 放射能調査の試料採取点   3．結語  

今回までの測定結果については、  

旧ソ連・ロシアによる海洋投棄された放射性廃棄物による海洋環境への影響は認められな  

かった。今後も、毎年1回、同規模の調査を継続し日本海・オホーツク海の放射性核種濃  

度分析及び経年変化を明らかにし、深海流調査と合わせて海洋投棄された放射性物質の拡  

散状況の解明にあたる。  
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表1日本海・オホーツク海 放射能調査結果（2004年）一海底土  
測点  採取位置  水深  放射能濃度（8q／kg－乾土）  

採取年月日  
番号  監柑・別O p11   1ユ7cs   gDsr   即co   

NO－1  36－34．9  131－30．2  2004．10．24  1，98b  0．98 ±0．06  1．57±0．06  0．29±0．03  －8．006±0．008   

NO－4  40－00．0  134－34．0  2004．10．19  l，302  0．58 ±0．04  2．30±0．08  0．18±0．02  0．011±0．009   

NO－5  40－00．3  136－00．1  2004．10．14 ■  1．411  0．42：±0．03  1．98±0．07  0．27±0．03  0．005±0．009   

NO－9  44－20．2  140－49．6  2004．09．03  249  1．07：±0．06  2．66±0．08  0．26±0．03  －0．002±0．008   

NO－10  44「50．1  143－59．7  2004．09．04  186  1．96 ±0．12  1．さ3±0．07  0．11±0．02  －0．001±0．008   

表2 日本海・オホーツク海 放射能調査結果（2004年）一海水  
放 射 能 濃 度 （mBq／L）  

号   測点番   採取位置   採取年月日  水深 （m）  採取深慮 （m）          線度（N）  経度（E）  23－・2川pu   仰c。   18′cs   90sr   
0  0．003± 0．001  －0．118± 0．105  1，89＝ヒ0．06  1．28± 0．09  
201  0．027± 0．003  0．061± 0．106  1，93±0．07  1．07：± 0．08  

NO－1  36－35．1  131－29．8  2004．10．24  1，993                                      500  0．038± 0．003  0．097± 0．112  1．73±0．86  0．84± 0．08       750  0 
．023± 0．002  －0．221± 0．086  1．27±0．07  0．65± 0．09  

999  0．041± 0．004  －0．073＝± 0．104  0．85±0．05  0．52± 0．06  
1．942  0．043± 0．004  0．123 ± 0．088  0．34：±0．05  0．20± 0．05   
0  0．006 ± 0．001  －0．023 ± 0．142  1．91±0．06  1．74± 0．12  

201  0．023 ± 0．002  －0．046 ± 0．167  1．80±0．06  1．27土 0．09  
NO－2  37－59．9  13卜59．7  2004．10．23  1，284                                          501  0．034 ± 0．005  －0．134 ± 0．128  1．63±0．06  1．16ゴ＝ 0．08       749  0 

．039 ± 0．003  －0．029 ± 0．176  1．55±0．06  0．別；± 0．08  
998   0．037 ± 0．003  －0．153 ±0，110  0．96±0．06  0．57± 0．08  
1．138  0．036 ± 0．003  －0．125 ±0．237  0．74：±0．06  0．59± 0．07   
0  0．005 ±0．001  －0．048 ± 0．063  1．79±0．07  1．07± 0．09  

NO－3  3金一42．9  132－56．0  2004．10．22  2，870                     200  0．022 ±皿002  －0．174 ±0．097  1．66±0．07  1．14：± 0．Og       498  0 
．033 ± 0．003  －0．195 ± 0．151  1．80±0．06  1．50± 0．09  

750  0．039 ±0．003  －0．193 ± 0．149  1．51±0，07  0．88：± 0．10   
0  0．007 ±0．002  －0．063 ±－0．088  1．61±0．05  1．17± 0．09  
200  0．021± 0．003  －0．215 ±0．197  1．34±0．05  1．11± 0．】2  

NO－4  39－59．9  134－33．7  2004．10．19  1，291                                      500  0．032 ±0．004  －0．258 ±0．135  1．30±0．05  0．86± 0．08       750  0 
．050 ± 0．004  －0，207 ±0．130  0．93＝ヒ0．04  1．01± 0．10  

1．000  0．032 ± 0．003  0．131±0．087  0．72±0．04  0．71：± 0．09  
1▲278  0．042 ±0．004  －0．048 ± 0．084  0．5g±0．04  0．54± 0．07   
0  0．021± 0．002  －0．031± 0．060  1．29±0．05  1．35± 0．10  
281  0．006 ± 0．001  －0．069 ±0．054  1．34±0．06  1．09± 0．10  

Ⅳ0－5  40－00．1  135－59．8  2004．10．14  1，432   
751  0．032 ±0．003  0．016 ±0．091  1．03±0．05  1．12：ヒ 0．11  
I●：  0．031± 0．004  0．021±0．081  0．80土0．05  0．70＝ヒ 0．09  
1．379  0．033 ± 0．003  0．088 ±0．102  0．53±0．04  0．57＝ヒ 0．08   
0  0．005 ± 0．001  0．103 ± 0．204  1．64±0．06  0．91± 0．09  
201  0．019 ± 0．002  0．048 ± 0．133  1．61±0．05  1．23± 0．10  
501  0．035 ± 0．003  0．017 ± 0．128  1．34±0．05  1．07＝± 0．09  

NO－6  4卜00．0  136－20．2  2004．10．12  3，390                                                              751  0．029 ±0．003  0．065 ± 0．129  1．25＝ヒ0．05  0．77＝ヒ 0．08  

1、000  0．036 ±0．003  0．129 ± 0．142  1．28±0．05  0．75± 0．09  
1．999  0．031± 0．003  0．069 ±0．095  0．37±0．04  0．13± 0．07  
2．9g5  0．031±0．003  0．405 士0．190  0．55±0．04  0．30± 0．08   
0  0．OD6 ± 0．001  0．041± 0．130  2．01±0．06  1．13二と 0．09  
178  0．022 ± 0．002  0．011±0．123  1．87土0．06  0．89士 0．08  
501  0．035 ± 0．003  －0．184 ±0．155  1．70土0，06  1．お± 0．11  

NO－7  41－26．9  137－26．0  2004．10．11  3，650                                                          752  0．036 ± 0．003  －0．008 ± 0．144  1．52±0．05  1．00± 0．1〔l  

1．001  0．036 ± 0．003  0．443 ± 0．336  1．36：±0．06  0．84± 0．09  
1．・996  0．032 ± 0．002  0．006 ±0．300  1．00±0．05  0．53± 0．09  
2．992  0．026 ±0．002  －0．006 ± 0．111  0．51：±0．05  0．37± 0．11   
0  0．003 ±0．001  －0．113 ±0．248  2．02±0．07  0．99± 0．1l  
198  0．030 ± 0．002  0．063 ±0．074  1．87±0．06  1．17± 0．10  
499  0．029 ± 0．003  0．021± 0．141  1．75±0．06  1．09± 0．10  

NO－8  43－00．3  137－29．7  2004．10．9  3，690                                                          750  0．038 ± 0．003  0．163 ± 0．088  1．62±0．05  0．83± 0．09  

1．000  0．034 ± 0．004  0．024 ±0．064  1．36±0．05  0．96± 0．09  
2．000  0．031±0．002  0．040 ±0．072  0．47：±0．04  0．20± 0．07  
2．9g8  0．026 ± 0．003  0．015 ± 0．065  0．39±0．04  0．12±  0．07   
0  0．006 ± 0．001  －0．046 ± 0．067  2．07±0．07  1．12± 0，11  

NO－9  44－20．2  140－49．4  2004．9．3  251                      198  0．016 ± 0．002  0．012 ±0．090  1．94±0．07  1．09± 0．10   
0  0．005 ± 0．001  0．022 ± 0．069  1．25±0．06  0，83± 0．10  

NO－】0  44－50，】  】43－59．7  2004．9．4  186                      129  0．007 士 0．001  0．041± 0．095  1．12±0．06  0．98士 0．09   
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Ⅱ－3 日本海の深海流測定  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  

鈴木和則、茂木由夫、杉本 綾、伊藤禎信  

1．緒言  

1993年に日本海・オホーツク海において旧ソ連・ロシアは放射性廃棄物を金属コンテナ  

に詰めて海洋投棄していたことが明らかになったことから、海上保安庁海洋情報部では、  

放射性物質の拡散の可能性を把握するため、1994年から当該海域において毎年2測点の深  

海流観測を実施している。．今回は2004年10月～2005年6月までの約8か月間連続測定結  

果を報告する。  

2．調査の概要  
130E  135∈  140⊆  1ヰ5∈   

係留系は、AANDERAA社製の  

流向流速計を測点NO－M及び 45N  

NOヰ寸で海底上50mと100mに直  

列に接続し、海上保安庁海洋情報  

部測量船「海洋」で設置、測量船  

「明洋」で揚収した。（図1）測定  

間隔は60分間隔である。  

〔調査結果〕  

（1）流速ベクトル   

25時間移動平均の流速ベクトル  

を図2に示す。  

（2）平均流況   

今回観測を実施した測点NO－M  

及びNO－N並びに以前に観測を   

135∈  140E  145E   

図1 深海流の測定点  
実施した測点の平均流向・流速  

図を底上50m（図3－1）、底上100m（図3－2）に示す。  

（3）流向別流速頻度分布   

測点NO－M及びNO－Nの流向別流速頻度分布をそれぞれ図4－1，図4－2に示す。  

3．・結語   

測点NO－M及びNO－Nともに5cmノs前後の流れが多い。測点NO－Mでは4～5月にかけて  

北東流の卓越がありこの時期は流速も速い。また、測点NO－Mでは北東方向に速い流速が  

出現する傾向が見られるが、NOJNではこの傾向が認められない。観測期間内における恒流  

は、測点NO－Mでは北東流で底上50m、】00m層それぞれ1．Ocm／s、0．9cm庵、測点NO－Nで  

は底上50mが0．lcm／s未満、100m層が末流0．3cm鳥であった。   

これまでの観測で、大まかな概況は把握できてきたが、さらなる日本海の流況把握のた  

め、今後は空白部分の調査を実施する予定である。  
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図2 流速ベクトル図（25時間移動平均）  
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国3－2 底上100m層における平均流向・流速図  図4－2 底上100m層の流向別流速頻度分布図  
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Ⅱ一4海洋環境における人工放射性核種の長期挙動の研究  

気象研究所地球化学研究部  

青山道夫、広瀬勝己  

1．緒言  

海洋環境における人工放射性核種は1945年以前には全く存在しなかったもの   

であり、これらが数十年という期間に海洋環境においてどのように振る舞うかを   

理解するためには、実際に測定を行って挙動に関する知見を得るあるいは性質が   

似ている他の元素から推定することにより知見を得る以外に方法はない。気象研   

究所地球化学研究部では、環境放射能の観測法の開発、放射能汚染の実態の把握、   

大気や海洋における物質輸送解明のトレーサーとしての利用を目的として環境   

放射能の研究を実施してきた。環境中の人工放射性元素の分布とその挙動の40   

年以上にわたる観測・研究の蓄積の結果、環境放射能について世界的にも他に類   

を見ない貴重な時系列データを内外に提供すると共に、様々な気象学・海洋学的   

発見をもたらしてきている。また、過去の観潮借をデータベース化し、自らの研   

究に用いるとともに、論文等で公表している。  

2．調査研究の概要  

平成13年度から平成17年度の5カ年の研究期間に、太平洋と縁辺海を広範囲   

にカバーする観測を行った。また、HAMデータベース（Aoyamaand甲立ose，2004）   

として年表しているデータベースの更新を行い、Ⅰ羊M2006全球版を作成中である。   

これらのデータを用いて、北太平洋の海域毎の表面水中の137Csの時系列データを   

解析し、見かけの半減時間を求め、その特徴を抽出・した。  

3．結語  

3．1187Csの表面海水中め変動  

太平洋を12の海域にわけ、時系列データから1970年から2005年までのデーダを用  

い、見かけの半減時間を求めた。海域区分を図1に示す。これらの区分は、亜寒帯城  

南北亜熱帯循環域、赤道域および南大洋を基本にして、その中をさらに東西に区分け  

している。  

卯Ⅶ 120●E 150電 100● 150●w 120W 恥●W  朗W  

図1太平洋の海域区分  
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図2・3B詣での時系列  

これらの海域の中で、日本に近いBOXl（亜寒帯域），BOX2（黒潮域），BOX4（亜寒帯  

循環域）での表面海水中137Csの長期時系列を示す。大規模核実験直後の変動は海域に  

ょって大きく様相が異なっているが、1970年以降の大気圏核実験からの降下量がすく  

なくなったあとは、全体としては指数関数的な減少と捉えることができ、見かけの半  

減時間はそれぞれ北から15．4年、15．7年、17．9年となる。南側の亜熱帯域で半減時  

間が長くなるのは、すでに著者らが報告したように（AoyamaandHirose，2004）サ  

ブダクションによる中緯度から低緯度側へめ亜表層から中層での内部輸送の効果によ  

ると考えられる。BOXl（亜寒帯域）での1960年代の表面での速い減少は、深い鉛直混  

合による効果と、本報告では示していないが、海水中蓄積量も速い減少を示している  

のでサブダクション等の移流による南向き輸送の双方の結果と考えられる。  

3．2 プルトニウムの変動  

プルトニウムについても137Csと同様長期にわたり、指数関数的な減少を示すことが  

分かった。見かけの半減時間は137Csより短く、物理過程に加え、生物地球化学過程  

による表層からのプルトニウムの除去があるためと考えられる。（H辻oseandA叩ama，  

2003）  

－48一   



Ⅱ－5日本近海海域における海洋放射能調査  

気象庁地球環境・海洋部  

宮尾 孝、田中秀和  

1．緒言   

気象庁は、核爆発実験や原子力の平和利用に伴う海水中の放射能汚染を調査する目的で、  

昭和32年度から平成17年度まで、放射能調査研究費によって日本近海海域における表面海水  

中の全β放射能の観測を実施してきた。ここでは、平成17年度の日本近海海域における全β  

放射能の測定値および主な観測定点における全β放射能の経年変化について述べる。  

2．調査研究の概要 

1）試料採水   

海洋気象観測船により図1に示す11ケ所の観測定点においてそれぞれ年2回、夏季及び冬季  

に表面の海水を採取している（旧南方定点は年5回）。さらに、沖合の5ケ所の観測定点では1000  

m深の海水も採取している。  

2）試料採取及び放射能測定   

海水中の人工放射性物質の捕集には、以下の鉄－バリウム共沈法を用いでいる。   

試料海水5L（リットル）を量り採り、塩化アンモニウム10gを加え加熱する。その後塩化バリ  

ウム溶液（0．0729mol／L）1mLを加え捜拝する。沸騰し始めたら硫酸第二鉄アンモニウム溶液  

（0．0895mol／L）1mLを加え、アンモニア水溶液によってpH8．4程度に調整する。その後約2時  

間緩やかに加熱を続け、このとき生じた水酸化第二鉄の沈殿に、硫酸バリウム及び他の人工  

放射性物質を吸着させる。冷却後、定量用濾紙を用いて試料海水を減圧濾過し、デシケ一夕  

内で乾燥させ測定試料とする。   

全β放射能測定には平成6（1994）年以前はGM計数装置、平成7（1995）年からはガ不フロー  

ヽ 検出器を用いている。放射能既知の試料（平成12（2000）年6月まで八酸化三ウラン、同年7月  
より90sr／90Y）を標準として1試料につき40分ずつ3回測定し、平均値を試料の測定値として  

いる。また自然計数として、試料の調製に用いた濾紙についても同様の測定を行い、先に得  

られた試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値との差から、試料の真の放射能を求  

めている。  

3．結果   

表1に、日本近海海域の各観測定点における表面海水中の全β放射能の平均値、標準偏差、  

試料数等を示す。また、図2には主な観測定点における年平均値の経年変化を示す。   

各観測定点における全観測期間及び平成17年の各平均値は、 

全観測定点の全観測期間の平均値は約0．05Bq／Lであった。0．08Bq／L以上の値は、昭和60（1985）  

年以前にのみ出現しており、その後は1度も現れていない。   

なお、個々の測定値については、「放射能観測報告」（気象庁編、年刊）に掲載されており、  

これを参照されたい。  
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表1 日本近海の観測定点における表面海水中の放射能（単位Bq／L）  

観測点  旧南方 定点  PH－1  PH－6  PT－5  P正一1  PN－1  PN－9 PN－6  PM⊥1  PM－9  G－5  G－8   全観測  
点   

（平成17年） 測定値  0．05  0．06  0．06  0．05  0．05  0．06  0．05  0．06  0．06  0．06  0．06  0．05   

（過去全データ） 平均値  0．05  0．04  0．03  0．03  0．03  0．04  0．04  0．04  0．04  0．05  0．05  0．04   

標準偏差  0．04  0．02  0．02  0．02  0．02  0．02  0．02  0．02  0．03  0．01  0．01  0．03   

最大値  0．27  0．13  0．11  0．．07  0．11  0．09  0．09  0．09  0．17  0．07  0．07  

試料数 389  77  81  54  64  54  71  69  76  24  25   

＊：PN－9は昭和33（1958）年～平成8（1996）年、PN－6は平成9（1997）年以降  
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図1 日本近海における気象庁の  
放射能観測定点  

●：表面海水  
○：表面及び1000m深海水  
■：旧南方定点（表面海水）  

（ただし、東シナ海中央部の観測点に  
ついては、1996年以前はPN－9、1997  
年以降はPN－6に変更している。）  
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図2 主な観測定点における海水中の  
放射能の年平均値の経年変化  
◆：表面海水  
×：1000m深海水  
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Ⅱ－6 海産生物放射能調査  

森田貴己、藤本 賢、皆川昌幸  
葛西広海、山村蘇生、小埜恒夫  
木元克則、西内 耕、岡村和唐  
山田東也、市橋正子、広瀬太郎、加藤修、渡速達郎  

山崎慎太郎、松下吉樹、本多直人   

東シナ海海域、日本海沿岸海域、北千島・オホーツ  

（独）水産給合研究センター 中央水産研究所  

北海道区水産研究所  

西海区水産研究所  

日本海区水産研究所  

水産工学研究所  

1．緒 言   

日本周辺海域（北海道周辺海域、太平洋沿岸海域、  

ク海・北海道北部沖合域）に生息する主要海産生物の放射能水準とその経年変化を把握することにより、  
水産資源の安全性を確認し、不測の事態に備え本調査を継続している。平成16年度に実施した生物調査の  
概要を報告する。   

2．調査所究の概要  
（∋採取試料   

北海道周辺海域（魚類7種、頭足類1種、貝類2種、甲殻類1種と海藻類1種）、太平洋沿岸海域（魚類  
6種、頭足類1種、貝類2種、甲穀類1種と海藻類1種）、東シナ海海域（魚類5種、貝類1種、頭足類1  
種、海藻類1種と甲殻類1種）、日本海沿岸海域（魚類7種、頭足類2種、貝類2種、甲殻類2種、海藻類  
1種）、北千島・オホーツク海・北海道北部沖合域（魚類6種）の合計ち2種を固定種として調査を行った。  
また、北千島・オホーツク海・北海道北部沖合域を除くそれぞれの海域で新たな指標生物を探索すること  
を目的として、現在までに分析されたことがないか、あるいは分析例が少ない種類を毎年新たに選択種と  
して選定している。・本年度は、北海道周辺海域はケガニ、太平洋沿岸海域はクロマグロ、東シナ海海域は  
マダコ、日本海沿岸海域はミズダコを選定した。また、近年東シナ海産マダコ肝臓から60co（半減期＝5．27  
年）が検出されていることから、東シナ海の複数地点からマダコ採集することにより、東シナ海での80co  
汚染の原状を把握することとした。  

（診核種分析   

試料は採集年月日、採集位置、平均体長、体重などを記録して、必要に応じて各部位（筋肉、内臓、肝  
臓等）に分別し、摂氏450度以下で所定の換作を行い、灰化物を調製し分析に供した。  
核種分析はGe半導体検出器を用い、計測時間16－32Ⅹ104秒で行った。分析対象核種は科学技術庁放射  
能測定法シリーズ7に記載されている対象核種の中から、半減期が30日を越える13核種7Be、54Mn、58co、  
60co、65zn、95zr、95Nb、103Ru、106Ru、125sb、134cs、137cs、144ceおよびこれに108皿Ag、110mAg、 207Bi  

の3核種を加え16核種とした。  

③分析結果   

全ての海域で検出された人工放射性核種の濃度は、昨年度までの調査結果と同程度、もしくは減少傾向  
にあった。これまで北海道周辺海域ではカニ類（昨年度まで固定種であったケガニ及び昨年度選択種のア  
ブラガニ）の肝膵臓からは108mAg（半減期：418年）は検出されていなかったが、本年度より固定種に加えた  
ズワイガニの肝膵臓からは108mAgが検出された。その濃度はこれまでに他の海域の調査で得られている値  
と同程度である。調査した全ての海域から108mAgが検出されていること、より短寿命核種の110mAg（半減  
期：249．8日）が検出されないことから、108mAgの汚染源は過去の核実験やチェルノブイリ事故などである  
と考えられる（図－1）。東シナ海海域で分析したマダコ試料全てから…coが検出されたが、他の海域の試  
料からは検出されなかった（図－2）。今年度調査した東シナ海海域農林漁区259区は、これまで60coが検出  
された採取地点で最も南に位置する。平成11年度に調査した農林漁区492区の試料では80coは検出され  
なかったことから、60coの汚染の分布の南限は農林漁区259区と492区の間にあると考えられる。マダコ  
肝臓中の60co・の濃度は、137csまたは108mAgの濃度との間に特に相関関係がみられない。このことから、  
これら3核種は異なった経路もしくは機構によりマダコ肝臓に蓄積していると考えられた。   
本調査において検出された人工放射性核種の濃度は、食しても人体に全く影響を及ぼすものではない。   

3．結 語   
近年継続的に東シナ海産マダコ肝臓から60coが検出されている。長崎市では原子爆弾によって誘導され  
た60c。が未だ残存しているとの報告もあるが、これまで九州沿岸から採取した試料からは60coが検出さ  
れていないことから、この残存60coが汚染源ではないと考えられる。これまでの本調査の結果から、東シ  
ナ海で60coが検出された海域は、北緯30度30分線、北緯33度30分線、東経128度30分線及び東経127  
度00分線で囲まれる海域である（図－2）。60coの汚染源としては、本海域で往来が頻繁である原子力潜水  
艦、または東シナ海に面する隣国の原子力関連施設が考えられるが、現在のところ不明である。本調査で  
得られた結果は、日本周辺海域の水産資源の平常時における放射能水準を把握し不測の事態に常に備える  
ものとして、その必要性は益々増加すると考えられる。  
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図－1．日本周辺海域軟体類中のAg－108m濃度  

1：ミズダコ肝臓，2：ツブガイ内蔵，3：ズワイガニ肝膵臓，4：アワビ内臓，5：スルメイカ肝臓，6，7：  

マダコ肝臓，8－11＝マダコ肝臓，12：スルメイカ肝臓，13：ツバイ内臓，14‥ズワイガニ肝膵臓，15：ミ  

ズダコ肝臓  

330－30’N  

300－30’Ⅳ   

∧I・■ヽ   

1280－30’E   

図－2．マダコ肝臓中にCo－60が検出された採取地点  
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Ⅱ－7 日本周辺海域海底土の放射能調査   

（独）水産総合研究センター 中央水産研究所  皆川昌幸  
北海道区水産研究所 葛西宏海、小埜恒未、川崎康寛、日下 彰  
西海区水産研究所  西内 耕、種子田雄、木元克則、岡村和麿  
日本海区水産研究所 山田克也、市橋正子、加藤 修、渡速達郎   

1．緒 言   
日本周辺海域の漁場環境中に蓄積されている人工放射性核種の分布および変動傾向を知るため  
に、昭和60年度から日本周辺の沿岸、沖合さらに外洋域の海底土の放射性核種の分析を行ってき  
た。平成6年度から、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄が明らかになったことから日  
本海側の調査地点を拡充  
行うことにした。  
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東シナ海及び北西太平洋海域側の地点の調査も随時  

2．調査研究の概要  
①調査海域と試料   
海底土試料は、平成16年度に、（独）水産給食研究センター調査船蒼鷹丸（892トン）、探海丸  
（168トン）、‘みずほ丸（156トン）および陽光丸（499トン）を用いて、太平洋側の常磐沖、相模  
湾、駿河湾、四国海盆、日本海側の佐渡海盆、岩内押、後志海盆、大和海嶺、東シナ海大陸棚の  
各地点から、柱状採泥器を使用して採取した。  
②核種分析   
試料は表層から2¢m毎に分画、乾燥処理し、各区分の試料について、高純度Ge半導体検出暑引こよ  
るγ線核種を分析した。また、一部地点の試料についてはPu同位体、90srの放射化学分析を行った。  
③分析結果と考察   
それぞれの地点の10cm層までの分析結果の一部を表に示した。   
γ線核種の中で有意に検出されたのは、従来と同じく187csと20TBiの2核種であった。表層の0～  
2cm層における濃度は、太平洋側の6地点で137csは2．4～5．4Bq／kg、207Biは0．57～2．O Bq／k臥239・240pu  
は1．3～4．9Bq／kgであった。日本海側の5地点で137csは2．3～11Bq／kg、23B・別Opuは0．51～3．1Bq／kg  
であった。207Biは佐渡海盆と対馬海盆の2地点で検出され、それぞれ0．88Bq／kgと0．56Bq／kgであ  
った。80srの分析は日本海の3地点で行ったが、検出されなかった。   
表層で最大値を示したのは、太平洋側では187csが常磐沖Ⅲ、207Biが相模湾II、23B・240puが相模湾I  
の地点であり、日本海側では137cs、加7Biと2汎2㈹puともに佐渡海盆の点であった。各核種の分布の特  
徴はこれまでの同様な傾向であった。   
これらの借は、中央水産研究所および諸機関による従来の調査結果の範囲内にあり、旧ソ連・  
ロシアによる海洋投棄の影響は認められなかった。   

3．結 語   
平成16年度の調査において、特に異常な値は認められなかった。今後も引き続き日本海側、太  
平洋側の沿岸・沖合域を中心にして■、変動傾向の把握に努め、監視を行うとともに、汚染の評価  
に必要な基礎データの蓄積を行っていく予定である。   

表  海底土の核種分析結果  単位：Bq／kg乾土  

深さ（cm）   137c s  207Bi  239・240 pu  90Sr  

磐
2
4
6
8
0
 
 

H16．7．15 常  沖Ⅰ  36017’札141007’E  水深712m  
3．5 ±0．18  0．80±0．12  4．1±0．20  

4．1±0．18  1．1±0．11  4．4 ±0．25  
4．4 ±0．19  0．97±0．12  3．6 ±0．19  
3．2 ±0．20  0．89±0．13  2．8 ±0．14  

3．3 ±0．14  0．67±0．089  2．2 ±0．11  l
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H16．7．15 常磐沖Ⅱ  

0～  2  

2～ 4  

4～ 6  

6～ 8  
8～10  

36●17’N，141042’E  水深1754m  
4．1±0．18  0．95±0．12  3．■5 ±0．21  

4．7 ±0．20  1．1±0．13  3．3 ±0．17  

5．0 ±0．18  1．3 ±0．12  3．3 ±0．17  

4．1±0．17  0．71±0．11  2．8 ±0．14  

2．9 ±0．16  0．67±0．10  1．8 ±0．09  

H16．7．15 常磐沖Ⅲ  36048’N，142●13’E  水深2747m  
O～ 2  5．4 ±0．19  1．1±0．12  2．9 ±0．16  
2～ 4  7．4 ±0．23  1．5 ±0．14  3．1±0．17  
4～ 6  7．4 ±0．22  1．2 ±0．13  3．3 ±0．17  

6～ 6．3 ±0．21  0．91±0．12  3．0 ±0．20  
8～10  3．3 ±0．17  ＊  1．7 ±0．10  

（＊ 検出下限値未満）  
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表  海底土の核種分析結果（つづき）  単位：Bq／kg乾土  

深さ（cm）   137c s  20アBi  239・2＝ pu  90Sr  

H16．7．14 相模湾Ⅰ  35●11’Ⅳ，139027’E  

2．5 ±0．15  1．3 ±0．12  

3．7 ±0．16  2．1±0．12  

4．3 ±0．16  2．3 ＝ヒ0．11  

2．8 ±0．095  1．4 ±0．069  

4．4 ±0．14  2．7 ±0．11  

水深9写6m  

4．9 ±0．32  
6．3 ±0．38  

6．4 ±0．33  
6．3 ±0．39  

6．2 ＝ヒ0．27  

0
2
4
6
Q
U
 
 

～ 2  
4
6
8
0
 
 
1
 
 

～
 
～
 
～
 
～
 
 

H16．7．14 相模湾Ⅱ  

0～ 2  

2～ 4  

4～ 6  
6～  8  
8～10  

35002’N，139●26’E  

3．6 ±0．17  2．0 ±0．12  

3．9 ±0．17  2．1±0．12  

4．0 ±0．16  2．4 ±0．11  

4．8 ±0．17  2．4 ±0．12  

3．8 ±0．14  1．9 ±0．098  

水深1210m  

4．1±0．20  

4．6 ±0．24  

4．0 ±0．19  

4．4 ±0．21  
3．1：ヒ0．15  

H16．7．14 駿河湾  

0～ 2  

2～ 4  
4～ 6  

6～ 8  
8～10  

34038IⅣ，138020，E  
4．2 ±0．14  0．57±0．10  

3．8 ±0．16  0．55±0．11  

3．9 ±0．15  0．40±0．10  

水深354m  
l．3 ±0．09  

1．3：ヒ0．08  

1．6 ±0．10  

4．3 ±0．15  0．32±0．095  1．6 ±0．10  
4．4 ±0．17  0．74±0．11  1．7 ±0．11  

H16．6．29 佐渡海盆  37048’N，138032’E  水深519m  
ll ±0．28  0．88±0．17  3．1±0．22  

9．6 ±0．23  0．86±0．12  3．0 ±0．16  
5．1±0．16  0．49±0．093  2．4 ±0．12  
5．4 ±0．19  0．55±0．11  2．0 ±0．09  
2．6 ±0．16  0．39±0．11  0．95±0．050  

2
4
6
8
0
 
 

1
 
 

～
 
～
∴
 
～
 
～
 
 

0
2
4
6
8
 
 

沖
 
 

内
 
 

岩
 
 

43001’Ⅳ，140022’E  

3．0 ±0．13  ＊  

3．7 ±0．15  ＊  

3．5 ±0．13  ＊  

3．1±0．12  ＊  

2．5 ±0．13  ＊  

水深345m  

l．7 ±0．11  ＊  

1．6 ±0．11  ＊  

1．7 ±0．10  
1．5 ±0．09  
1．2 ±0．07  

H16．7．  20
2
4
6
8
 
 

2
 
 

2
一
4
6
8
0
 
 

1
 
 

～
 
～
 
～
 
～
 
～
 
 

H16．7．22 後志海盆  
0′－  2  
2～ 4  

4～ 6  

6～ 8  
8～10  

42058’Ⅳ，139032’E  

2．4 ±0．15  ＊  

2．5 ±0．14  ＊  

2．5 ±0．14  ＊  

2．4 ±0．14  ＊  

2．7 ±0．14  ＊  

水深3449m  

O．76±0．075  ＊  
0．85±0．070  ＊  
0．74±0．057  

0．82±0．066  

0．73±0．057  

H16．7．24 大和海嶺  
0～ 2  

2～ 4  
4～  6  

6～ 8  
8～10  

39050，N，135053，E  
2．3 ±0．12  ＊  

1．5 ±0．12  ＊  
0．70±0．14  ＊  
＊  ＊  
＊  ＊  

水深1207m  

O．51±0．036  

0．35±0．023  
0．37±0．024  

0．13±0．013  
0．016±0．0039  

H16．7．30 対馬海盆  
0～ 2  

2～ 4  

4～ 6  
6～  8  
8～10  

36011’N，132020’E  
5．0 ±0．19  0．56±0．12  
4．9 ±0．16  0．37±0．11  

4．1±0．17  0．41±0．11  

3．9 ±0．16  0．41±0．10  
1．5 ±0．15  ＊  

水深1ほ1m  

2．2 ±0．14  ＊  

2．2 ±0．15  ＊  

1．9 ±0．10  

1．7 ±0．10  

H16．6．23 東シナ海大陸棚  
0′－ 2  
2～ 4  

4～ 6  

6～  8  
8～10  

31030，N，126030IE  
2．0 ±0．14  ＊  

1．9 ±0．15  ＊  

2．2 ±0．15  ＊  

2．1±0．14  ＊  

2．2 ±0．12  ＊  

水深 91m  

（＊ 検出下限値未満）  
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Ⅱ－8 海洋表層から深海へ鉛直輸送される人工放射性核種に関する研究  

（独）水産総合研究センター中央水産研究所  

皆川昌幸、森田貴己、藤本 賢   

1，緒 言   

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響を調べるため、平成7年から日本海を中心とした  

我が国周辺の深海域で生物・海底土中の放射能レベルのモニタリング調査を行っている。過去のチェルノ  

ブイリ原発事故後の調査により、海洋へもたらされた放射性核種は沈降粒子に捕らえられて深海へ急速に  

輸送されていることが明らかにされている。この沈降粒子は、主にプランクトン等の生物の遺骸と陸起源  

物質から構成されており、深海域の放射能レベルを決める大きな役割を担うものと考えられる。そこで、  

上記調査の一環として海洋表層から深海へ鉛直輸送される沈降粒子中の放射性核種レベルの把握とその経  

年変動を調べることを目的として、平成11年より日本海盆に沈降粒子描集装置（セジメントトラップ）を  

設置した調査を実施している．なお、本調査は平成11年度から開始され、現在も継続中である。得られた  

試料中の放射性核種は、逐次計測中である。今回は、平成17年までの全粒子束結果と平成15年度の核種  

の測定結果を報告する。   

2．調査研究の概要  

①調査航海と海域   

（独）水産総合研究センター中央水産研究所所属調査船蒼鷹丸（892トン）により、平成16年7月13  
日～8月11日の調査航海において日本海盆深部地点（40059’N，138000’E；水深3620m）に装置を設置  

し（図1）、平成17年7月11日．～8月8日の調査航海にて回収した。  

②試料採集と保存   
係留系は、装置本体が水深約1100mと3500mに設置されるように設計した。装置の形状は、大口径  
（0．5024m2）時間分画式のものを用いた。試料採取は、上下層とも約1月間隔で1年間行った。沈降粒子  

を捕集する刃引こは、10％中性ホルマリンとした5％塩化ナトリウム溶液を入れ、保存中の試料分解を防いだご  

回収後、試料を直ちに掃集瓶ごと冷蔵保存し研究室に持ち帰った。  

③核種分析   
沈降粒子試料は、生物（Swimmer）を取り除いた後0．4J川ヌクレポアメンプランフィルターで吸引濾過  

し、フィルター上に捕集した。試料は、凍結乾燥し重量測定した後メノウ乳鉢で粉砕して分析に供した。  

核種分析は、高純度Ge半導体検出器によるγ核種分析により計測時間（8～13）×105秒で行った。測定対象  
とした核種は、7Be，54Mn，S8cb，60co，65zn，95zr，95Nb，103Ru，106Ru，108qAg，110％g ，125sb，134cs，137cs，144ce，  

207Biの16核種である。  

④分析結果と考察 

これまでに得られた全粒子束の結果を図2に示す。全粒子束は、年度により3～4月に増加する1極大パ  

ターンと、11～12月と4～6月に増加する2極大パターンが見られた。各年度の全粒子束の年平均値は、  

上層で104～218mg／m2／day、下層で88～140mg／m2／dayと約2倍程度変動していた。一般に全粒子束は、表  

層の生物生産を反映して増減する。したがって、この変動は日本海中部から北部海域の生物生産の経年変  

動を反映したものと考えられる。   
平成15年度試料（2002～2003年）からは、これまでと同様に137csが検出された（図3）。137csフラッ  

クスの平均値は、上層で1．0±0．04mBq／m2／day、下層で1．2±0．04mBq／m2／dayであった。これら値は、大気  

から日本周辺への137cs降下量とほぼ同程度であり、季節的パターンも一致していた。137cs濃度の平均値は  

は、上層で4．7±0．18mBq／kg、下層で8．7±0．28mBq／kgであった。これら値は、日本海海底表層中の洩度  

の範囲内であった。2002年8月～9月に採取された上・下層の試料から207Biが検出された（0．3～0．5  

嘘q／m2／day）。このときの濃度は4～7mBq／kgであり、過去に海底土から検出された濃度の範囲内であった。  

207Biの海洋での挙動はまだ良く解っていないが、沈降粒子中から検出されたことから、現在も海洋中から  
海底へ除去されていることを示しているものと考えられる。   

3．結 語   

日本海深海域へ沈降する粒子中の放射性核種の濃度、および沈降量の変動を把握し前年度と比較するこ  

とができた。今回は前年春季に見られた異常と思われる放射能の借が諷められず、その値は平成・13年度以  

前に戻った。このことから、前年度は大気からの間欠的な上昇と考えられる。しかしながら、そ 
詳細については不明である。現在のところ旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響は無いか、  

あっても極めて少ないと考えられる。沈降粒子を長期的に調べることは、深海生物の放射能水準とその濃  

縮過程を把握するため極めて重要である。今後も引き続き得られた試料の核種分析を継続し、不測の事態  

に備える基礎的データの蓄積を行っていく予定である。  
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Ⅱ－9 日本海における人工放射性核種の移行挙動に関する調査研究灯り  

（独）日本原子力研究開発機構  

環境動態研究グループ  

乙坂重嘉、伊藤集通、外川織彦   

1．緒言  

（独）日本原子力研究開発機構軋・1997年から2002年まセの間に、科学技術庁／  
文部科学省受託調査による日本の排他的経済水域（EEZ）内における7調査航海と、  
国際科学技術センター（ISTC）パートナープロジェクトによるロシアのEEZ内にお  

ける4調査航海を実施し、日本海における最近の人工放射性核種の分布を明らかにし  
た。本調査研究により、日本海における堆積物中の人工放射性核種の存在量は、海水  
柱（watercolⅧm血）内に存在する全人工放射性核種の数パーセント程度であると見積  

もられた。しかし、海水中に溶存する放射性核種は数年から数十年の時間不ケールで  
外海と交換されるのに対し、粒子態の放射性核種は堆積物の一部として日本海内部に  
蓄積されるため、堆積物とそのもととなる粒子状物質について日本海内部での輸送・  
蓄積過程を把握しておくことは、人工放射性核種の海底付近の海産生物への移行や、  
長期的な挙動を明らかにする上で重要である。ここでは、日本海における人工放射性  
核種の分布調査結果の他に、本調査と並行して実施してきたセジメントトラップ実験  
（粒子捕集実験）等の解析結果から推定された、日本海における粒子状物質の移行過  
程の概要をまとめた。  

日本海盆  
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EKWC二束斡暖流  

TWC二対馬蜂流  

図1．日本海における主な表層海流（可  

と本研究での調査地点（b）．図仲）におい  

38140 142  132134136  

東経（度）  

さ  
封馬海盆  

点を示す．  

大和海盆  

2．調査研究の概要  

（1）調査方法   

図1に示す日本海の3つの海盆（日本海盆、大和海盆、対馬海盆）に22の観測点  
を設けて海底堆積物を採取し、人工放射性核種（137cs、90srぉよび239＋240pu）の放射  
能濃度を測定した。日本海盆と大和海盆のうち図1（b）に▼で示した観測点では、約  
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1k甲深と海底上約0．5km深となるように2台のセジメントトラップを装備した係留  
系を設置し、2年間にわたって沈降粒子覿料を採取した。得られた沈降粒子を孔径0．6  
四nのフィルター上に集め、乾重量から沈降粒子束（単位面積・時間当たりの沈降輸  
送量）を求めた後、試料中の放射性核種および微量元素濃度を測定した。   

（2）堆積物中の人工放射性核種の分布   

日本海における堆積物中の人工放射性核種の存在量は、人為的な放射性物質の投棄  
が行われた日本海西部に比べて、対馬海盆および大和海盆縁辺部で大きく、その分布  
は人為的な要因ではなく日本海が持つ物質循環過程を反映していた。   

（3）海水柱内での溶存成分の除去と鉛直輸送   

海洋表層での生物生産が活発になる春季には、日本海の北西部で、ほぼ同緯度、同  
水深の東部日本海にくらべて鱒10倍の粒子束が観測された。この海域の表層には、  
冬季の海水の冷却に伴う鉛直浪合によって栄養塩が豊富に供給され、これに伴って大  
きな生物生産が引き起こされたと考えられることから、この海域における放射性核種  
の表層からの除去と深層への輸送は、特に春季に活発になることがわかった。   

（4）深層での海水流動に伴う粒子状物質の水平輸送   

日本海盆の東西で210pbの収支を比較したと土ろ、日本海北西部深層にもたらされ  
た粒子状210pbの4割程度が深層での海水流動に伴って東方に水平輸送されていると  

見積もられた（皆川ら，2004）。日本海盆深層では、粒子状物質が比較的素早く混合・  
均一化されていることが示唆された。   

（5）陸起源成分の供給・移行過程   

沈降粒子中のLa，Yb等の元素組成から、日本海深層を沈降する陸起源粒子を（a）  
黄砂による大気経由の供給、（b）東シナ海からの水平輸送、（c）日本列島などの島  
弧からの水平輸送の3つ輸送経路に分類した。西部日本海盆では、年間の陸起源粒子  
束の8割以上が黄砂粒子によって、日本海南東部では、アジア大陸起源の粒子が、大  

気経由ばかりでなく、東シナ海から対馬暖流によって運ばれてきたと見積もられた。  

3．結語   

日本海における粒子状物  

質の移行過程を図2にまと  

める。セジメントトラップ  

実験等によって推定される  

粒子状物質の移行過程を、  

これまでに得られた堆積物  

中の人工放射性核種の分布  

と併せることにより、これ  

らの分布の決定因子を総合  

的に評価することが可能と  

なった。  
図2．日本海における粒子状物質の移行過程イメージ．  
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Ⅱ－10 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

横須賀幸正、鈴木 浩、岩野 剛志   

1．緒言  

本調査は、文部科学省に設置されている海洋環境放射能総合評価委員会が行う我が国原子   

力発屯所専属辺の海域における主要な漁場の放射能調査層の結果の総合評価に資するため、   

温排水等により飼育した海産生物に関する放射能評査及び評価を実施し、同委員会に資料を捷   

供することにある。  

2．調査研究の概要  

1）実施場所等  

調査は、当協会東海事業所（茨城県那珂郡東海村、（独）日本原子力研究開発機構東海研   

究開発センター原子力科学研究所構内）において実施した。試験池は12面（720ポ）、4m¢水  

槽3面、若干の小型水槽を使用した。飼育海水は日本原子力発t（株）東海第二発電所の温  

排水、東海発t所の自然海水を毎分柑．5t取水した。   

2）海産生物の種類及び飼育海水の放射能測定  

飼育海産生物の種類はマダイ、ヒラメ、スズキ、ブリ、マコガレイ、オニオコゼ、イシダイ、ホシ   

ガレイ、ムラソイ、クルマエビ、エゾアワビの11種類である。試験地の注水ロに水モニターを殴置  

し、放射能監視装置（NさⅠシンチレーション）によって常時放射能を測定記録した。   

3）放射能分析  

本手集は昭和59年鹿より開始され、養魚中の1きTo＄、2き…40pu、00srについて検討を加えてき   

た（以下定常調査と呼ぶ）。定常調査とともに1魚種（ブリ）について用70＄の他に引Opo 、きHを加   

え、異なる飼餌料を与え長期に飼育した魚類の放射能調査（以下特定核種移行試験と呼ぶ）を  

実施した。   

①採取試料  

定常調査では、上記飼育海産生物のうち、マダイは2年魚、1年魚、当年魚、天然魚、ヒラメは   

2年魚、当年魚、エゾアワビは放養開始時及び飼育後とし、計13雲式料を採取した。これらのうち   

マダイ2年魚、天然魚について2錮十糾¢pu、鍾＄「の分析用に脊椎骨を採取、オニオコゼ、イシダイ、   

ホシガレイ、ムラソイは予備飼育のみとした。飼餌料はマダイ親魚用配合飼料（冊cs、2錮＋糾Opu、   

叩sr分析）、1試料を採取した。砂泥は排水路定点に沈澱した採取日の異なる2試料（うち1試料   

230十川pu分析）を採取した。飼育海水は2ケ月毎に計6試料を測定に供した。  

特定核種移行試験では、ブリ（1年魚）について飼飼料の種（配合飼料区及びサバ区）別に2   

試料採取し、全身（8日）ならびに剖検試料（之10poは筋肉と内放、1ユーosは筋肉）を分析に供した。   

飼餌料はブリ用配合飼料、サバの計2書式料、飼育水については1駄科を分析試料とした。  

なお、試料は（財）日本分析センターヘ送付し同センターにおいて放射能を分析した。   

②放射能分析結果  

放射能監視装置による飼育水の放射能測定結果は40．0－52．0叩Sであり、平年の水準の範   

囲内であった。  

定常調査における放射性核種濃度範眉を表1－4に示す。海産生物、飼餌料、砂泥、飼育海   

水から得られた結果は、過去5年Ⅶの分析値の範囲内であった。  

特定核種移行試験における放射能分析結果を表5に示す。21中○についてはいずれの試験区   

においても内騰が筋肉より高かった。平成用年度において3ケ月飼育したブリ当年魚の分析価   

は、筋肉で0．08は0．0‖Bq／kg生、内放で2．8±0．20Bq／kg生であったことから、飼育期間の長期   

化に伴う筋肉中における210po濃度の増加は顕著でないものの内臓中における210po濃度は増   

加する可能性があるものと推測される。3日については、魚体の組織自由水8日濃度と海水のユH  
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濃度には大きな相違はなかった。組轍自由水叫の変動要周は、飼餌料からの取り込みよりも環   
境水の影響が主な原因であることが推測される。137c＄については筋肉の分析値は、配合飼料   
区で 0．07は0．008・58q／kg生、サバ区で0．087±0．0002Bq／kg生であった。  

3．結語   

飼育海産生物、飼餌料、砂泥、飼育海水の放射性核種の分析結果は、平成12年度以降の本   
事業における分析値と同程度であり、また原子力発電所周辺環境放射線モニタリング調査結果、   
海洋環境放射能総合評価事業成果報告雷等による報告倦の範囲内であり異常は認められなか   

った。   

表1定常調査における海産生物の放射性核種濃度葡個  
単位：Bq／kg生   

分析核種  試料敢  平成17年鹿   試料数   平成12～16年度 
柑7c 13  ND■1～0．12±0．010   93   ND～0．12±0．010   

…＋弼p 2  ND   ND   
鍾s 2  ND   ND′・′0，094±0．021   

＊1：NDは検出限界値未満を示す。   

表2 定常調査における飼餌料の放射性核種濃度範囲  
単位：Bq／kg飼料   

分析核    試料数   平成17年鹿   試料数   平成12～16年度   

137C 3   0．077土0．0089一－0．094±0．010  1ら   ND■｝0．15±0．021   

28…仰p   ND   5   ND   
gOS 0．17土0．017   5  0．17±0．016～0．27土0．037   

表3 定常調査における砂泥の放射性核種濃度範囲  

表4 定常調査における飼育海水の放射性核種濃度儀周  

表5 特定抜穂移行就陰における海産生物等の放射能分析      臭   

駄科名  18Tc＄   210po   
3日  

組織個由水8H  有機総合型8日   

（配合  筋肉  0．071土0．0085  0，13±0．012  
飼料区）              、内巌  13±0．7  

全身  
ブリ  

1．5±0．03   0．54土0．095  

筋肉  0．087土0．0092  0．05！I±0．0073  

（サバ区）              内鹿  0．88±0．11  

全身  1．¢土0．03   0．45±0．095   

飼飼料   
0．079士0．0094  28土2．1   0．41士0．020   ND  

サバ  0．077±0．0089  0．4ナ士0．028  0．19土0．018  0．34±0．094   
海水  1．2±0．14   1500±30   

1．単位は、海産生物について187cs、210poはBq／kg生、8HはBq／L、飼餌料についで87c＄、  
210 poは8d／kg飼料、8日はBq／L、海水についてはm8q／Lである。  
2．210poの結果は測定時暫定値の結果である。  
3．分析結果は試料採取日に減衰補正した。  
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Ⅱ－11核燃海域における海産魚類の経年変動予測式、変動範囲、および分析値の  

予測と判断：予報  

（財）海洋生物環境研究所  吉田勝彦 稲宵直彦 佐藤 肇 原 猛也  

御国生 淳 鈴木千吉 鈴木奈緒子  

1．緒言   

核燃料サイクル施設沖合海域海洋放射能調査により、毎年得られる環境試料の放射能分  

析値を検討し異常値を適切に指摘すること、さらに平常状態で推移した場合に、．少なくと  

も数年先の放射能レベルを予測することは重要な課題である。   

核燃料サイクル施設沖合海域海洋放射能調査により、平成3年度（1991）から海産魚類の  

Cs－137の分析値が継続して得られている。   

平成16年度までに得られたデづを用いて、原子力発電所周辺10海域で提案した方法に  

より、核燃海域での平常の経年変動傾向を示す経年変動予測式と平常の放射能レベル（平常  

値）の変動範囲を算出した。平成17年度の分析値を予軌式より求めた予測値と変動範囲に  

より検討し、平常の変動範囲内か否かの判断を試みた。  

2．調査研究の概要  

1）平常の経年変動傾向を示す予測式、変動幅の範囲  

①平常の経年変動傾向を季す基本式   

Y＝ao・Exp（－al・Ⅹ）・・・，・ ・（1）  

Ⅹ：1983年1月1日を基準年として、基準年から採取年（年月日を年単位に換算）  

までの経過年数  

Y：137Cs濃度（Bq／kg－Wet）  

②変動幅の範囲（lVrふり   

変動範囲（lV王wりは残差（Vl・n）の標準偏差（Vs．D．＝げ）の3倍以内と定義する。  

Vl・。＝Ybbs－Ybst … … ‥ （2）   

暮Vrwl≦3×Vs．D＝3け… …・ ・（3）  

Ybbs：分析値  

ⅥさSt：算出値〔（1）式に分析値のⅩ（基準年から採取年までの経過年数）を代入〕  

③平常値の選定   

分析値の変動範囲（1Vrwl）と残差（Vl・n）により分析値を判定する。Vl・。が±Viwをこえる  

分析値を除き、±Vrw以内の分析値を選別する。   

選定された平常値の残差（Vl・Jの借がほぼ正規分布をしていることを確認する。  

④経年変動予測式の作成   

平常値を基本式（1）に当てはめ、経年変動予測式を作成する。  

⑤平常の放射能レベル（平常値）の変動範囲   

平常値と経年変動予測式から求めた算出値により、残差、残差の標準偏差を再計算し、  

平常値の変動範囲（lVrwl≦3×Vs．D＝3げ）を求める。  

2）海産魚類の平常の経年変動予軌式と変動範囲   

一例としてヒラメの経年変動予測式、変動範囲（変動幅3¢）を、図1に示した。  
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稽燃デ臨機：ヒラメ C舌－1‡）7  基準日1983ハハ  3J＝0・067 平均＝0・001  

園1 経年変動予測式と平常値の変動範囲 ヒラメ（C＄－137）  

3）●経年変動予測式と平常値の変動範囲による平成17年度分析値の検討と判断   

平成17年度に得られた魚類5種6試料の187Csの分析値について、平常値の変動範囲（3  

。）、および予測値と実際に得られた分析値の残差を検討した。全て平常の放射能レベル？  

変動範囲内と判断された。今回の予備的な試みにより、本法により分析値の判断が可能で  
あるとの結論を得た。ヒラメで得られた結果を一例として表1に示した。  

予測式 y＝0．24＊Exp（－0．0278＊X）  

採集年 X：規準年（1983）Y：算出値（Ye5t）：予測値  採集年 分析値（Y。bs）予測値（Yest）残差（竺－¶）  

2005．51  0．14  0．128  0．012  
2005．88  0．11  0．127  －0．017  

3汀  0．057  

2005．51  22．51  0．128  
2005．88  22．88  0．127  

表1 ヒラメ分析値の検討と判断  

3．結語   

平成18年度にはいよいよアクティブ試験が開始される。平成17年度の調査で得られ  

た分析値が事前調査の最終の分析値になる。平成3年度から平成17年度までに得られた  

事前調査の分析値に平常の経年変動予測式とその変動範囲を求め、今後のモニタリングに  

対応していく予定である。  
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Ⅱ－12 平成17年度核燃料サイクル施設沖合海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

佐藤 肇、久田幸一、原 猛也、藤井誠二  

御園生浮、鈴木千吉、稲富直彦、磯山直彦  

太田 博、中村良一、吉田勝彦、河村鹿巳  

1．緒言  

本調査は、平成2年度から実施している核燃料サイクル施設沖   

合海域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境   

放射能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的として   

いる。  

2．調査の概要   

1）調査方法  

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲された水産業に   

とって重要な海産生物を10魚種ずっ年2回（4～7月及び10～1  
月）収集した。また、当該海域の16測点において、準底土（海底   

表面から深さ 3cmまでの表層土）を年1回（5月上旬～中旬）採   

取した。さらに同測点において、海水 

回（5月上旬～中旬及び10月上旬～中旬）採取した。  

海産生物試料（肉部）と海底土試料については90sr、ガンマー   

線放出核種及び239＋240 puを、海水試料については3H、90sr、ガン   

マー線放出核種及び239＋240 puを分析・定量した。  

2）調査結果   

①海産生物  

魚類及びイカ・タコ類計20試料の放射性核種濃度範囲を表1   
に示す。検出された人工放射性核種は90sr及び137csであり、   

濃度範囲は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。   

②海底土  

海底土計16試料の放射性核種濃度範囲を表 2に示す。検出   
された人工放射性核種は90sr、137cs及び239＋240 puであり、濃度   

範囲は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。   

③海水  

表層水及び下層水計64試料の放射性核種濃度範囲を表 3に   
示す。3H、90sr、 137cs及び239＋240 puが検出されたが、濃度範囲   

は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。  

3．結語  
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平成17 年度に核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で実施  
した海洋放射能調査の結果は前記のとおりであり、海産生物、海  
底土及び海水・の放射性核種濃度は過去5年間の測定値と同程度で  
あった。  

表1 平成17年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

年  度   試料名   競料数   90sr   137cs   23帥240pu   

魚  類   16  ND～0．0071  0．041～0．16   ND  
平成17年度  

イカ・タコ類   4   ND   ND～0．040   NDND 

魚   類   80  ND～0．0062  0．050～0．24   ND  
成12～16年  

NDは検出下限値未満を示す。  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示した。  

平成17年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／kg乾燥土）  

年  度   試料数   90sr   137cs   239＋240 pu   

平成17年度   16   ND～0．50   ND～5．3   0．46～4．6   

成12～16年   80   ND～0．91   ND～7．0   0．35～4．9   

NDは検出下限値未満を示す。  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示した。  

表3 平成17年度海水試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：mBq／L）  

年   度  試料名  試料数   3H   90sr   137cs   239＋240 
Pu 

表面水  32  81～200  1．1～1．7  1．2～2．5  ND～0．0077  
平成17年度  

下層水  32  ND～200  ND～1．7  ND′、一2．3  0．0037～0．028   

表面水  160  ND～280  0．89～1．9  1．1～2．7  ND～0．011  
成12～16年  

NDは検出下限値未満を示す。  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示した。  
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Ⅱ－13 平成17年度原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

佐藤 肇、久田幸一、原 猛也、藤井誠二  
御国生淳、鈴木千吉、稲富直彦、磯山直彦  
太田 博、中村良一、吉田勝彦、河村康巳  

1．緒言   

本調査は昭和 58年度から実施している原子力発電所等周辺海   
域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境放射   
能め総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的としている。  

2．調査の概要  

1）調査方法  

北海道、青森、宮城、福島（第1、第2）、茨城、静岡、新潟、   
石川、福井（第1、第2）、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域の計  
15 海域の主要漁場で漁獲された水産業にとって重要な海産生物   
を各海域3魚種ずつ年2回（4～9月及び10～1月）収集した。ま   
た、当該海域の各4測点において、海底土（海底表面から深さ3cm   
までの表層土）及び海水（表層水、下層水）を年1回（4月中旬   
～6月上旬）採取した。  

海産生物試料（肉部）は乾燥・灰化した後、海底土試料は乾燥   
後、それぞれガンマー線放出核種を測定した。海水試料について   

は化学分離後、90sr、134cs及び137csを分析 

2）調査結果   

①海産生物  

魚類、イカ・タコ類及びエビ類計 90試料の放射性核種濃度一   
範囲を表1に示す。検出された人工放射性核種は137csのみであ   
り、濃度範囲は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。   

②海底土  

海底土計60試料の放射性核種濃度範囲を表2に示す。検出   
された人工放射性核種は137csのみであり、濃度範囲は過去5年   
間の測定値の変動範囲内であった。   

③海水  

表層水及び下層水計120試料の放射性核種濃度範囲を表3に   
示す。検出された人工放射性核種は90sr及び137csのみであり、   
濃度範囲は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。134csは、   
これまでと同様、検出されなかった。  

－65－   



3．結語  

平成17 年度に原子力発電所等周辺海域の主要漁場で実施した   
海洋放射能調査の結果は上記のとおりであり、海産生物、海底土   

及び海水の放射性核種濃度はいずれも・、ここ数年間の本事業にお   
ける調査結果と同程度であった。  

表1 平成17度海産生物試料の137cs濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

年   度   試料名   革料数   1”cs   

魚   琴   74   0．044～ 0．23  

平成17年度  イカ・タコ類   12   ⅣD ～ 0．058  

エ ビ 類   4   0．042～ 0．080   

魚   類   359   0．034～ 0．28  

平成12～  
イカ・タコ類   57   ND ～ 0．06  

16年度  

NDは検出下限値以下を示す。  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示し 

表2 平成17度海底土の137cs濃度範囲  
（単位：Bq／kg乾燥土）  

年   度   試料数   137cs   

平成17年度   60   ND ～ 7．4   

平成12～16年度   274   ND ～ 9．5   

NDは検出下限値未満を示す。  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示した。  

表3 平成17度海水の90sr及び137cs濃度範囲  
（単位：mBq／L）  

年   度   試料名  試料数   90sr   137cs   

表層水   60   0．95 ～1．9   1．1 ～ 2．5  

平成17年度  
下層水   60   0．44～1．8   0．60 ～ 2．6   

平成12～   表層水   274   1．0 ～ 2．1   1．4 ～ 3．1   

16年度  

平成15年度以降の放射性核種濃度は有効数字2桁で示した。  
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Ⅱ－14 スルメイカの239＋240pu浪度レベル  

（財）海洋生物環境研究所  

御園生淳、吉田勝彦、磯山直彦、鈴木千古、太田 博  
河村康巳、佐藤 肇、原 猛也、鈴木奈緒子   

1．緒言   

海洋環境放射能総合評価事業の一環として、当研究所は青森県六ヶ所村に建設  

中の核燃料サイクル施設の沖合海域（以下「検燃海域」と記す）で漁獲される種々  

の海産生物について放射性核種濃度を調べて来た。調査対象とした人工放射性核  
種のうち、239＋240puについ ては魚類の筋肉中では濃度が低く、カタクチイワシの  

ように背骨を含めて分析した場合に痍出されることがある 

類、就中スルメイカではしばしば検出されている。平成13年度から部位別に分析  
を行っているが、肝臓の239十240pu濃度にばらつきが見られている。   

核燃海域に来遊するスルメイカには、日本海から津軽海峡を通過し、道東に向  

う系群、太平洋側を北上して、道東に向う系群、および道東から来た経路をたど  

って産卵地へ戻ろうとする系群があるとされている。平成16年度に・引続き、来遊  
経路とスルメイカの肝臓の23g＋240pu濃度との関係等に関する調査を行ったので、  

報告する。   

2．調査研究の概要  

（1）試料と方法   

核燃梅坪、羅臼沖と大和堆等で漁獲されたスルメイカなどを試料とした。部位  
別の濃度に雌雄差は見られないので、雌雄を分けることなく、それぞれから外套  

膜、腕足、肝臓を取り、灰化した後、文部科学省測定法シリーズの「プルトニウ  
ム分析法」に準拠して239＋240pu濃度を求めた。   

（2）結果  

1）部位別239＋240puの濃度   

これまでに核燃沖で漁獲されたスルメイカ各部位の239＋240puの濃度を表1に示  

す。漁獲された海域によらず、部位別の239＋240pu濃度は、肝臓＞腕足＞外套膜の  
順となった。部位別の23恥240pu濃度については、漁獲地による差は小さかったが、  

大和堆で漁獲されたスルメイカと比較すると、肝臓の濃度で差が見られ、いづれ  
も大和堆のスルメイカの方が高かった（表2）こ   

3．結語   

スルメイカの肝臓の239＋240pu濃度が漁獲された海域で異なることが示された。核  

燃海域で漁獲されたスルメイカの肝臓の239＋240pu濃度にはばらつきが見られるが、  

これは来遊経路を反映している可能性もあり、さらに検討したい。  
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表1 スルメイカの部位別239＋240pu濃度  

漁獲日  外套長 （m）  性別   
部位  
腕 足  肝 臓   

♂  0．77±0．14  1．8±0．2  14±1  

01．7．10   
170～210            ♀  0．86±0．15  1．3±0．2  ．14±1  

210′・－250   
♂  0．66±0．12  1．4±0．2  10±1  
♀  0．64±0．12  1．1±0．2  10±1   

190～210   
♂   m   0．75±0．17  3．9±0．6  

♀   m   1．1±0．2  5．8±0．5  

01．9．2                       210～250  ♂  0．34±0．07  1．0±0．2  4．7±0．4    ・♀  0．29±0．08  0．94±0．18  5．0±0．4  
250～  ♀   m   1．0±0．2  3．1±0．3   

♂  0．55±0．12  1．6±0．2  6．6±0．5  
210～250            ♀‘  0．66±0．15  1．1±0．2  6．7±0．5  

01．10．21                       250～290   ♂  0．61±0．14  1．7±0．2  5．3±0．4  
♀  0．80±0．16  1．8±0．3  5．0±0．4  

290～   ♀  0．34±0．10  1．3±0．2  3．3±0．3   

210～250  ♂♀  0．26±0．08   m   1．8±0．3  
03．12．16             250～   

♂♀  0．37±0．10  1．1±0．2  1．8±0．2   
190～230  ♂♀   m   0．38±0．12  3．0±0．4  

05．11．13             230～270  ♂♀  0．26±0．08  0．83±0．14  3．4±0．3   

表2 漁獲地別に見たスルメイカ肝臓の239＋240pu濃度  

（単位：mBq／kg－Wet）  

漁獲日  外套長 （m）  性別  肝 臓   

04．09．02  

四国沖  
～24   

190～250  ♂♀  2．4±0．3  
05．09．02          250～300  ♂♀  1．8±0．3   

190～210  ♂♀  2．3±0．3  

210～230   
♂  

03．10．18  ♀   

羅臼沖  230～250  ♂♀  2．3±0．2  
250～270  ♂♀  2．5±0．2  
190～230  ♂♀  1．8±0．2  

05．11．19          230～270  ♂♀  1．1±0．2   
220～270  ・♂   14±1  

石川沖  02．11．25  
♀   11±1   

01．10．16  230～250   
♂  

♀   34±2  

210～230   
♂  

大和堆  
♀   11±1  

230′、ノ250   
♂  10±1  

6．6±0．5  

05．08．10  200～290  ♂♀   16±1  

05．10．16  200～260  ♂♀   20±1   
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Ⅱ－15 海産生物の3H濃度レベル  

（財）海洋生物環境研究所  

御園生浮、太田 博、佐藤 肇  
原 猛也、鈴木千吉   

1．緒言   

当研究所は、核燃料再処理施設運転開始前のバックグラウンド放射能のレベル  

を知るために、平成3年より核燃料サイクル施設沖合の海域（以下「核燃海域」  
と言う）を対象とした調査を行ってきた。海産生物の3H濃度については、平成  

13年度より組織自由水3H濃度及び有機結合型3H濃度の測定を行っている。平  
成15年度からは、東通原子力発電所を対象として設定された青森海域の定常調  

査で収集した海産生物試料についても3H濃度の測定を行った。両海域の平成17  

年度の調査結果を主に報告する。   

2．調査研究の概要  

（1）試料と方法   

核燃、青森両海域の調査で収集した前後期合計26試料のそれぞれから一部を  

取り、文部科学省放射能測定法シリーズ9「トリチタム分析法」（平成14年度  

改訂）に準じて分析を行い、組織自由水3H濃度、および有機結合型3H濃度を  
求めた。   

（2）結果   

平成17年度の調査結果を表1に示す。前期のヒラメは真空凍結・乾燥中のトラ  

ブルのため欠測となった。また、後期のマダラが検出限界値未満となったが、  

他は16年度までとほぼ同様な値となった。   

平成13～17年度の核燃海域の表層海水の3H濃度（Bq／L）は、春期では0．16  
±0．012Bq／L（0．082～0．27Bq／L）、秋期では0．15±0．013Bq／L（0．081～b二28  

Bq／L）である。また、200m以浅の測点の下層水は、春期0．15±0．026Bq／L（0．080  

～0．21Bq／L）、秋期0．13±0．030Bq／L（0．071TO．20Bq／L）程度であるから、  

核燃海域の海産生物b3H濃度（Bq／L）はほぼこれに対応しているとみなせよう。   

平成14年度にマイワシ、スケトウダラ、キアンコウの組織自由水3H濃度  
（Bq／L）が、それぞれ1．2Bq／L、0．37Bq／L、0．42Bq／Lとなった。マイワシは10  

月5日、スケトウダラ及びキアンコウは10月7日に漁獲され、同一港に水揚げ  

された試料で、マダラ（漁獲日：10月9日）を入手するまで同一冷凍庫に保管  

されていたことを考えると、経路は不明であるが、この間に3Hで汚染されたの  
ではないかと思われる。上記3試料を除いた13～17年度の海産魚87試料の組  

織自由水3H濃度は0．18±0．05Bq／L、イカ・タコ類23試料の組織自由水3H濃  

度は0∴19±0・03Bq／Lである。組織自由水3H濃度は魚種間で大きな差は見られ  

ず、3αの範囲を越えた一例（15年度のサクラマス 0．48Bq／L）を除けば、海産  
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魚、イカ・タコ類のいずれも0．11～0．30Bq／Lの範囲にあった。   

有機結合型3H濃度は検出下限値未満となる羊とが多く、信頼性という点では  
十分ではないが、有機結合型3H濃度は、海産魚では0．40±0．10Bq／L（0．26～  

0．66）、イカ・タコ類では0．45±0．09Bq／L（0．33～0．59）となった。   

3．結語   

再処理施設稼働前の核燃海域の海産生物試料の組織自由水3H濃度及び有機結  

合型3H濃度は上に陳べた範囲にあった。  

表1海産生物中の3H羞度  

3H濃度（8q／L）  8H濃度（Bq／kg一生解物）  

生 物 種   
採取 日  

自由水型  有機結合型   自由水型   有機結合型  合  計   
カタクチイワシ  05．7．19  0．22±0．02  （0．11±0．07）  0．15±0．02  （0．020±0．014）  0．17±0．02   
サクラマス   05．4．19  0．18±0．02  0．32±0．10   0．13±0．01  0．061±0．019  0．19±0．02   
ボラ   05．9．16  0．14±0．02   0．28±0．09   0．10±0．01  0．047±0．015  0．15＝ヒ0．02   
アイナメ   05．5．27  0．19±0．02  0．35±0．08   0．15±0．02  0．043±0．009  0．19±0．02   
マダラ   05．4．25  0．15±0．02  0．34±0．08   0．13±0．02  0．035＝ヒ0．008  0．17±0．02   
スケトウダラ   05．4．25  0．14±0．02  （0．14±0．10）  0．11±0．02  （0．015±0．010）、  0．13±0．02   
マコガレイ   05．7．16  0．16±0．02  （0．15±0．10）  0．12±0．02  （0．021±0．013）  0．14±0．02   
イシガレイ   05．8．12  0．14±0．02一  （0．05±0．11）  0．11＝±0．02  （0．007±0．014）  0．12±0．02   
ヒラメ   05．7．3  0．33±0．10  0．047±0．014  
キアンコウ（1）  05．4．26、  0．19±0．02  0．42±0．08   0．16±0．02  0．036±0．007  0．20±0．02   
キアンコウ（2）  05．5．15  0．17＝ヒ0．02  0．30±0．10   0．14±0．02  0．025±0．008  0．17±0．02   
ミズダコ   05．4．13  0．18±0．02  0．37±0．10   0．15±0．02  0．032±0．009  0．18±0．02   
ス／レメイカ   05．8．28  0．16±仇02  （0．07±0．09）  0．12±0．01  （0．011±0．013）  （0．13±0．02）   
ヤリイカ   05．12．4  0．18±0．03  （0．04±0．08）  0．14±0．02  （0．006±0．012）  （0．ユ5±0．03）   
アイナメ   11．27～12．4  0．23±0．04  （0．21±0．09）  0．18±0．03  （0．029±0．012）  （0．21±0．03）   
クロソイ   05．12．5  0．17±0．03  （0．09±0．08）  0．13±0．03  （0．011±0．011）  （0．14±0．02）   
ミズダコ   05．12．9  0．21±0．03  0．42±0．10   0．18±0．02  0．033±0．0077  0．21±0．02   
ヒラメ   05．11．21  0．20±0．03  0．44±0．08   0．15±0．02  0．058±0．011  0．21±0．02   
ス／レメイカ   05．11．2  0．26±0．04  0．30±0．08   0．20：±0．03  0．043±0．012  0．24±0．03   
マコガレイ   06．1．10  0．20±0．02  （0．20±0．08）  0．16±0．02  （0．024±0．0098）  （0．18±0．02）   
シロザケ（雄）   05．11．22  0．26±0．03  0．32±0．10   0．20±0．02  0．048±0．015  0．25±0．03   
シロザケ（雌）   05．11．22  0．17±0．02  （0．13±0．10）  0．13±0．02  （0．018±0．014ト  （0．15±0．02）   
マダヲ   05．12．8  （0．06±0．02）  （0．13±0．10）  （0．048±0．020）  ー（0．015±0．011）  （0．06±0．02）   
スケトウダラ   05．11．25  0．19±0．03  （－0．05±0．08）  0．15±0．02  （－0．057±0．0095）  （0．09±0．02）   
キアンコウ   05．11．25  0．14±0．03  （0．20±0．08）  0．12±0．02  （0．017±0．0069）  （0．14±0．02）   
カタクチイワシ  05．11．25  0．26±0．04  （0．18±D．08）  0．19±0．03  （0．027±0．013）  （0．22±0．03）   
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Ⅱ－16 イシガレイの成長に伴う1ユーcs濃度の濃度変動と変動幅  

（財）海洋生物環境研究所  

磯山直彦、吉田勝彦、御国生浮、  

原猛也、佐藤肇、鈴木千古  

1．緒言   

海産生物を調査対象とした環境放射能モニタリング調査では、放射性核種濃度にかなりの変動が見  

られる。そこで、海産生物の放射性核種濃度の変動要因解明を目的として、成長に伴い放射性核種濃  

度がどのように変動するか、また、その変動幅がどの程度かを把握するための調査を、当所の海洋放  

射能調査で調査対象魚種に選定している硬骨魚類について順次行ってきた。   

硬骨魚類の成長に伴う濃度変動は魚種により異なり、成長に伴い高い濃度を示す種類、濃度変動が  

少なくほぼ一定の濃度を示す種類、現在までに1種類だけであるが、逆に低い濃度を示す種類がある  

ことが明らかになった（日本沿岸海洋環境放射能調査，海生研，2000）。   

これまでの調査により、カレイ類（異体類）には、成長に伴い137cs濃度が低くなるアカガレイ、137cs  

濃度が高くなるソウハチ、ヒラメのあることが明らかとなった。イシガレイについては、成長に伴い  

137cs濃度が高くなり、成長に伴う137csの濃度変動は、硬骨魚類の中でも極めて大きい魚種であるこ  

とを示唆するデータがある。しかし、イシガレイについて成長に伴う137csの濃度変動の詳細な調査は  

行われておらず、同じ大きさにおける137cs濃度の振れ幅も明らかに 

そこで、福島第1海域における海洋放射能調査で年2回調査対象魚としているイシガレイについて、  

成長に伴う137csの濃度変動及び同じ大きさにおける濃厚の振れ幅を明確にするための調査・検討を平  

成15、16年度に行った。平成17年度に明らかになった知見とこれまでのデータと併せて整理し、イ  

シガレイの調査結果のと．りまとめとした。   

2．調査研究の概要  

1）収集試料と方法   

福島第1海域で採取されたイシガレイ計291個体を、採取日別に6グループに分け試料とした。凍  

結保存された試料を半解凍し、全試料について全長及び体重を測定し、内71試料について標準体長も  

併せて測定した。さらに、193試料について雌雄の判別を行った。  

137cs洩度を求めるには多くの試料量を必要とする。大きさ別に採取できた4グループを、グループ  

ごとに全長別に分別し、計17群の筋肉のコンポジット試料を調製した。各コンポジット試料は、放射  

化学分析により137csを測定するとともに、Csの安定同位体（以下「安定C5」）を測定した。さらに、  

個体別の安定Cs濃度を知るために、ICP－MSにて筋肉中の安定Csを測定した。  

2）結果  

① 全長（TL）と標準体長（SL）の間によい相関が見られた（SL＝0・8939×TL－1 

こで、成長の指標として広く用いられている標準体長を成長ゐ指標として用いた。   

得られた経験式を用いて、全試料の標準体長を算出レた。標準体長と体重の間には正の相関が見   

られ、標準体長と体重の関係では、採取日による明らかな差は見られなかった。  

② 雌雄を判別した193試料について、雌雄別に標準体長と体重の関係を確認したところ、雌雄によ   

る明らかな差は見られなかった。試料の内、雌は176試料あり、その大きさは標準体長19．1～55．8cm   

の範囲であった。これに対し雄は、17試料で、標準体長21．8～34．5cmの範囲であった。雄の最大   

体長は、全長35cm程度になるとされている。よって、本調査の雄試料は、ほぼ最大体長までの個体   

が採取できたと云えよう。  

③ 群別の137cs測定結果より、成長（標準体長の増加）に伴い137cs濃度が高くなることが認められ   
た。その濃度は、0．066～0．23Bq／kg－Wetの範囲であった。従って、漁獲対象となる大きさの範囲で  
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は、イシガレイの成長に伴う137csの濃度差（濃度変動）は、約4倍になることが明らかとなった。   

また、成長に伴う安定Csの濃度変動にも、同様な傾向が認められた。  

④ 比放射能（Bq／〟gCs）を算出したところ、若干ばらつきは見られるが、成長に伴う増減は認めら   
れず、ほぼ一定であると考えられた。これにより、イシガ   

レイの筋肉中においては、成長に係わらず137csと安定Cs   

は挙動がほぼ同一であると推定された。  

⑤ 個体別の安定Cs濃度の結果が得られている試料につい   

て、．成長と安定Cs濃度の関係を図1に示す。   

巨視的に見ると、成長に伴い安定Cs濃度は、高くなる傾   

向が見られ、その濃度は7．5～50〟g／kg－Wetの範囲であっ   

た。従って、イシガレイの成長に伴う安定Csの濃度変動は   
最大で5倍以上に達することがわかった。  

また、同一標準体長における安定Cs濃度の振れ幅は、極   

めて大きく、大きいところでは7．5～32〟g／kg－Vetであった。  
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図1 標準体長と安定Cざ濃度の関係（雌雄別）   

即ち、同一標準体長における安定Cs   

濃度の振れ幅は、最大で4倍以上にも達することがわかった。  

⑥ 雌雄とも、成長に伴い安定Cs濃度は高くなる（雌8・7～24JLg／kg－Wet、雄11～32Jlg／kg－Wet）が、   

雌に比べて雄の方が、成長に対する安定Cs濃度の増加傾向は大きいことが明らかとなった。  
従って、個体別に成長と安定Cs濃度の関係を調べる際   

には、雌雄を分けて検討する必要があると云えよう。  

⑦ 雌試料について、採取日が近い試料ごとにJun－04・  

Juト04（夏季）とNov－04－B・Dec－04（秋季）分けた標準   

体長と安定Cs洩度の関係を図2に示す。  

夏季と秋季ともに、成長に伴い、安定Cs濃度は明らか   

に高くなり、夏季と秋季の間では成長に伴う安定Cs濃度   

の増加傾向に明瞭な違いは見られなかった。従って、雌   

試料に限れば、採政時期を分けることなく、成長と安定  
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図2 標準体長と安定Cs濃度の関係（：採取時期別，雌試料）   

Cs濃度の関係を調べることが出来ることがわかった。  

⑧ 雌試料のみを用いて、成長と安定Cs濃度の関係を詳細に検討した。  

安定Cs濃度は、7．5～50〟塵／kg－Wetの範囲にあり、成長に伴う安定Csの濃度変動は最大で5倍   

以上に達した。  

同一標準体長における安定Cs濃度は、振れ幅の最も大きいところで、・10～33JLg／kg－Wetであっ   

た。従って、同一標準体長における安定Cs濃度の顕れ幅は、雌雄を混合すると4倍に達するが、雌   

試料に限れば、最大で3倍程度、平均的には約2倍になることが明らかとなった。  

3．結言   

イシガレイは、成長に伴い137cs濃度が明らかに・高くなる特性があり、成長に伴う137cs濃度の濃度  

変動（濃度差）は最大で5倍以上に達した。他の異体類（アカガレイ、ソクハチ、ヒラメ）の濃度変  

動は2倍程度であるから、イシガレイは成長に伴う137cs濃度の濃度変動が極めて大きいと云えよう。   

雌雄とも成長に伴い137cs濃度は高くなるが、その増加傾向は雄の方が大きく、成長に伴う137cs濃  

度の濃度変動は雌雄で差があることが判明した。   

なお、成長に伴う137cs濃度の濃度変動には、採取時期による明瞭な違いは見られなかった。   

同一標準体長における137cs濃度の振れ幅は雌雄を混合すると4倍に達するが、雌試料に限れば、最  

大で3倍程度、平均的には約2倍になることが明らかとなった。   

従って、環境放射能モニタリング試料としてイシガレイを選定した際、①大きさ別、（診雌雄別に試  

料を分けて分析する必要があると云えよう。  
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Ⅱ－17 マコガレイの成長に伴う ＝7c＄濃度の濃度変動と変動幅  

（財）海洋生物環境研究所   

磯山直彦、吉 田 勝彦、御 国生淳   

原猛也、佐藤肇、鈴木千古  

1．緒言   

海産生物を調査対象 と した環境放射能モニタリ ング調査では、放  

射性核種濃度にかなり の変動が見られる。そこで、海産生物の放射  

性核種濃度の変動要因解明を 目 的 と して、成長に伴い放射性核種濃  

度が どのよ う に変動するか、また、その変動幅がどの程度かを把握  

するための調査を、当所の海洋放射能調査で調査対象魚種に選定 し  

ている硬骨魚類について順次行っ てき た。   

硬骨魚類の成長に伴う濃度変動は魚種によ り異な り、成長に伴い  

高い濃度を示す種類、濃度変動が少な く ほぼ一定の濃度を示す種類、  

現在ま でに1種類だけである が、逆に低い濃度を示す種類がある こ  

と が明 ら かになっ た（日 本沿岸海洋環境放射能調査．海生研，2000）。   

これま での変動調査の結果に よ る と、カ レイ 類（異体類）には、  

成長に伴い137cs濃度が低 く な る アカ ガ レイ、137cs濃度が高 く なる  

ソ ウハチ、ヒ ラ メ のある こ と が明 らかと なった。また、マガ レイ、  

マコ ガ レイ は、海洋放射能調査に基づく 大まかな解析結果か ら、成  

長に伴い137cs 濃度がほ と ん ど変わ ら ない魚種である と推定されて  

いる（日 本沿岸海洋環境放射能調査．海生研，2000）。   

マ コ ガ レイ は、茨城海域におけ る海洋放射能調査で長期にわた り  

対象魚種と しているが、成長に伴 う137cs の濃度変動についての詳  

細な調査は行わーれてお らず、同 じ大き さ における137cs 濃度の▲振れ  

幅も 明 ら かに されてい■ない。   

そ こ で、茨城海域におけ る海洋放射能調査で年 2 回調査対象魚 と  

している マ コ ガ レイ について、成長に伴 う 137cs の濃度変動及び同  

じ大き さ における濃度の振れ幅を胡確にするための調査・検討を平  

成17年度か ら 開始した。  

2．調査研究の概‘要  

（1）収集試料と方法   

茨城海域で、2005 年 5 月 に採取 されたマコ ガ レイ 65個体を試料  

と した。凍療保存された試料を半解凍し、全ての試料について全長、  

標準体長及び体重を測定 し、雌雄の判別を行った。   

137cs濃度を求め る には多 く の試料量を必要 と する ので、全長別に  

分別 して、4 群の筋肉の コ ンポジ ット試料を調製した。コ ンポジッ  

ト試料は放射化学分析に よ り137cs を－測定する と と も に、ICP－MS に  
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て安定 Cs を測定 した。  

（2）結束  

①  全長（TL）と 標 準 体長（SL）の 間 に は よ い 相 関 が 見 ら れ た   

（SL＝0．862×TL－0．6028，R2＝0．9954）。そこで、成長の指標と し   

て広く 用いられている標準体長を本調査でも用いるこ 

②  群 別 の 平 均 標 準 体 長．と   

137cs濃度の関係を図1に示す。  

成長（標準体長の増加）に   

伴い137cs 濃度が高 く なる こ   

と が諷め られた。その濃度は   

0．053～ 0．13Bq／kg－Wet の 範   

囲であっ た。従っ て、漁獲対   

象 と な る 大き さ の範囲では、   

成長に伴 う137csの濃度差（濃   

度変動）は 3倍程度であった。  

ま た、成長 に伴 う 安定 Cs  
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図1 群別 の平均梗準体長 と137cs 濃度 の関係   

の濃度変動でも同様な傾向が見 られた。  

③ 比放射能（Bq／〝g Cs）を算出 し、成長との関係を確認したと こ   

ろ、ばらつきはある ものの、成長に伴う 比放射能の増減は、明確   

には認め られず、ほぼ一定である と考え られた。これによ り、マ   

コガレイ の筋肉中において、137cs と安定 Cs は挙動がほぼ同一で   

あ る と 推定 さ れた。  

3．結言   

マコガレイ は、以前に整理した知見による と、成長にかかわらず  

137c5濃度はほと んど変わらないと されていた。 本調査で、同時期に  

採取した試料を用いて、大き さ別に137cs 濃度を測定し、平均標準  

体長と137cs濃度と の関係を確認した限り では、成長に伴い137c5濃  

度は高 く なる傾向が見 られた。   

しかし、多く の試料量を・必要とする放射性核種分析では詳細に成  

長に伴 う137c5 の濃度変動を把握する こ と は困難である。成長に伴  

う137cs の濃度変動及び同じ大き さにおける137cs 濃度の振れ幅を  
云々するには、個体別に筋肉中の安定 Csを測定し、これをもって確  

認・検討する必要がある。   

今後、全試料から有眼側の筋肉を 20～50g程度分取し、凍結保管  

しておい、たものを用いて、個体別に安定 Cs を測定し、標準体長と安  

定 Cs濃度の関係から、詳細に成長に伴う137csの濃度変動及び同 じ  

大き さ におけ る137cs濃度の振れ幅について確認・検討したい。  
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Ⅱ－18 原子力施設周辺海域から採取したヒラメの ユ87cs濃度  

財団法人 海洋生物環境研究所  

中村良一、御国生 淳、鈴木千古、河村廣巳  

磯山直彦、佐藤 肇、原 猛也、鈴木奈．緒子  

1．緒言   

当研究所は、文部科学省より、原子力発電所等周辺海域（以下「発  

電所海域」という）及び核燃料サイクル施設沖合海域（以下「核燃  

海域」という）における「海洋放射能調査」を受託し、行っている  

が、毎年、全国16の海域から 39種、110試料の海産生物を採取し、  

放射能濃度を分析している。 試料生物種の内訳は、硬骨魚類 32，  

軟骨魚類1，頭足類4及びエビ類2種である。各海域における生物  

試料は、その海域における漁獲量の多さ又は生活期間の長さを基準  

に3種類ずつ選定されているが、多くの海域間で共通に選定されて  

いる生物種は比較的少ない。   

したがって、異なる海域間における海産生物の放射能濃度レベル  

を比較しよ う とする場合には、放射性核種の濃縮の程度が生物種の  

違いによって基本的に異なるため、同じ生物種を調査対象生物に選  

定していない海域間では、生物の放射能濃度レベルを直接比較する  

ことは非常に困難である。そのため、調査初年度（平成16年度）に  

共通な生物種と して選定したヒ ラメ を、平成17年度も各海域よ り採  

取し、137cs浪度を比較した。   

本調査の調査期間は、平成16年度から平成 20年度までの5年間  

である。  

2．調査研究の概要   

1）調査海域   

「海洋放射能調査」の対象である全国16の海域のう ち、北海道、   

核燃、宮城、福島第2、茨城、静岡、新潟、石川、福井第1、島   

根、佐賀、愛媛、鹿児島の各海域（13海域）及び近く に原子力施   

設のない四国沖海域の合計14 海域からヒラメを採取し、肉部の  

137cs濃度を分析する。   

2）平成17年度の結果  

図1に、平成17年度における海域別ヒラメ 肉部の137cs濃度を   

示す。前期は4月～7月、後期は10月～平成18年1月に採取し   

た試料である。ただし、平成17年度は、新潟海域及び福井第1海   

域において、ヒ ラメ試料を採取することができなかった。  

横軸（Ⅹ軸）に、北・東日本から西・南日本に位置する海域を   

左から順に並べた。ばらつきはあるが、一見して右肩上がり で、  
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酉・南日本の海域からのヒラメの137cs濃度の高い傾向が見える。   

しかしながら、ヒラメ試料は、海域による魚体サイズや年齢な  

どの違いがかなり大きく、一方で、ヒラメの137cs 濃度は、それ  

らの＿生物的要因及びヒラメが生息する海域・の海水中137cs 濃度や  

水温などの環境要因の違いによって影響を受けるため、これらの  

各要因による影響の大きさを検討することなく短絡的に海域間の  

ヒラメの137cs濃度の差を結論づけることはできない。   

そこで、ヒラメの137cs濃度変動に比較的影響が大きい 

れる生息海水の137cs 濃度、水温及びヒラメの平均全長の3つの  

要因について検討し、各ヒラメ試料に対する各要因の影響が同じ  

になるよ うに補正計算した結果、酉・南日本の海域のヒラメの  

137cs濃度が相対的に高い傾向は見られなくなった。  
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調査海域  

図1 海域別ヒラメの137cs濃度  

3．結語   

各海域間のヒラメの137cs 濃度を比較する上で、重要な要素は、  

同じ海域おける年変動幅の大きさである。平成17年度に2年目のデ  

ータを得て、最初の年変動を比較することができたが、倍額の置け  

る年変動幅を求めるには、平成18年度以降のデータを必要とする。  
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Ⅱ－19 茨城沖～核燃沖の239＋240pu濃度の鉛直分布4  

（財）海洋生物環境研究所  

稲富直彦 鈴木千言 御国生淳 原猛也 佐藤肇  

1．緒言   

239＋240pu濃度の鉛直分布には亜表層に極大層（以下、Pu極大層とよぶ）が誅められる。その  

分布特性は水系配置のみでは十分な説明が出来ないため、水と独立な挙動をする浮遊懸濁粒  

子が鉛直的な移行に寄与していると考えられている。このような背景から、平成10年度以降、  

青森沖、茨城沖、宮城沖等に順次定点を配置し、鉛直多層採水を継続し239＋240pu濃度と浮遊  

懸濁粒子、密度、溶存酸素量、栄養塩類等の時空間的な分布特性の把握に努めている。  

2．調査研究の概要   

平成17年度は図1に示す測点の内、表1に示す5測点において、鉛直多層（3～8層）から  

海水を採取し、その90sr，137cs，239’竺40pu濃度および、DO，栄養塩類，SSを分析した。深度700m  

を中心とした定常点4点の海底直上およびAMlOとEll中間層において、現場濾過装置による  

300～900Lの濾過を行い、孔径0．45JLmフィルター上に捕集されたSS中の239十240pu濃度を測  

定した。  

表1 測点位置および調査項目（2005年春および秋）  

測点  位置  水深  調査日 

No  経度  （m）   

採水   現場濾過  
緯度  前期   後期   

AMlO  40●54．0’N  142●10．2’E  981   5／13   10／08  鉛直3層   500m，   

Ell  41●12．0’N  143●20．0’E  2132  10／7  鉛直8層   750In，   

MI18  380 0．3’N  1420 59．8’E  1800   4／16  鉛直8層   海底直上   

MI19  39019．5’N  1420 59．8’E  1800   4／26，  10／10  鉛直8層   海底直上   

5／12  

IB17  360 24．7’N  1410 54．3’E  2400  4／17，18  10／22  鉛直8層  海底直上   

（後期4層）  

3∴結語  

・恥極大層 茨城海域から宮城海域、核燃海域までの太平洋岸では、深度750～1000mにPu  

極大層が認められたが、濃度は0．02mBq／L程度（図2、3）であり例年に比べ低い値であった。  

・PLJ濃度とAOU，栄養塩類，qeの関係 239＋240pu濃度とAOU，PO4－Pの関係はいずれも表層か  

らPu極大層（げ8く27．3）で例年より緩やかな勾配の直線性が認められた、Pu極大層以探（げ  

8〉27．3）では関係は不明瞭であった（図4、上中段）。  

・SS中Pu濃度 SS中Pu濃度比（採取海水中の濃度に占める、SS中濃度の割合）は海底直 

上で高い傾向はこれまでと同様であった。中間層においても濾過量を増やした結束、AMlO，ElO  

においてP．6～1．2％の値が検出された。現場濾過によって捕集された239十240pu量は、掃集さ  

れたと想定される粒子量（濾過量×SS濃度）に対して概ね正の相関が認められた（図5）。  
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Ⅱ－20 海産生物の270poおよぴ210pb濃度－210po濃度に寄与する210pb濃度の検討－  

（財）海洋生物環境研究所  吉田勝彦 小島健治 太田 博  

佐藤 肇 原 猛也 御園生 淳 鈴木千吉   

1．緒言   

210poは40Kとほぼ同等の被曝線量をもつ核種と推定され、しかも、海産生物に高く、海   

産食品から人体に取り込まれる経路が最も重要な経路であると指摘されている。我が国の   

海産食品中の218poの測定例は少ない。共存する210pbからの寄与分を補正した分析借はさ   

らに少ない。主要海産生物について210poの蓄積部位、濃度水準と変動幅などの基礎的知見   

を一通り蓄積しておく必要がある。  

主として三陸海域で採取された、魚類、頭足類、貝類、甲殻類、藻類、および餌生物に   

っいて、 

210pb濃度を検討した。  

2．調査研究の概要  

1）採取試料と分析   

可食部の濃度、および蓄積部位を確認することを目的として、筋肉、肝臓、または内臓   

に加えて、各種類に特異的な部位、鯉心臓、幽門重などを分別して分析試料を調製した。   

210po分析は208poを回収率補正用のトレーサとして加え湿式分解し、アスコルビン酸の   

存在下で塩酸抽出液から電着してα線スペクトロメトリーを行った。生物試料は210pb濃度   

が低く硫化物共沈一硫酸鉛法では分析値が得られないことが判明した。そこで210poの分   

析過程で得られる塩酸抽出液から210poを取り除いた抽出液を数ヶ月放置して新たに生成   

してくる210poを同様に計測することにより210pb濃度を求めた。以上の分析は（財）日本分   

析センターに依頼した。   

2）分析結果   

（∋210po濃度が高かったのはカタクチイワシ内臓1，300±130Bq／kg，Wet、マコガレイ幽門  

垂900±41Bq／kg，Wet、ホタテガイ中腸腺520±30Bq／kg，Wetなどの特定臓器であった。そ  

ルメイカ 

200－700Bq／kg，Wet程度であった。   

②筋肉中の濃度はこれらの部位と比べて造かに低い。カタクチイワシ、サンマがやや   

高く20－80Bq／kg，Wetであるが、その他の魚介藻類は全て数Bq／kg，Wet以下であった。   

（∋210pbの蓄積傾向は肝臓、中腸腺、鯉心臓に高く（78から13Bq／kg，Wet）、筋肉に低い  

（全て1Bq／kg，Wet以下）ことが認められた。ワカメも低く筋肉と同レベルであった。   

3）生物試料中の210po濃度に寄与する210pb濃度の検討・   

生物試料では210po濃度に比べて飢Opb濃度は極めて小さいとの知見があることなどから、   

210pbからの寄与は無視出来るほど小さいと仮定して210po濃度を求めている報告が多い。   

これらの仮定はほとんど検討されていない。そこで全分析試料について210pb分析を行い、   

210pbからの寄与の是非を検討した。   

①210pbからの寄与分を補正した210po洩度を210po（1）、210pbの寄与分を補正せずに求め   

た210po濃度を210po（2）として、210pb／210po（1）と 210po（2）／210po（1）の関係を図1に示した。  
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図から明らかに両者には正の相関がある。従って、210pbからの寄与分を補正する必要があ  

る海産生物試料は210po濃度に対して210pb濃度が相対的に高い試料であることが魚介藻類  

全般で明確になった。   
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図1210pb／210po（1）と210po（2）／210po（1）との関係－1   

②次いで試料採取日から分析終了日．までの経過目数について検討した。図2に経過日数  

60－90 日、100－150 日、180－290 日の3グループに分析試料を分けて、210pb／210po（1）と  

210po（2）／210po（1）の関係を示した。経過日数が大きいほど210pbからの寄与を補正する必要  

が生じる。  
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図2 210pb／210po（1）と210po（2）／210po（1）との関係－2   

①、および②の検討結果とも、210pb／210po（1）比が0．2以下である大部分の試料では、210pb  

の寄与分非補正の分析値は、高々20～30％程度大きくなるにすぎないことが判った。   

3．結語  

葺要海産生物群（浮魚類、底魚類、頭足類、貝類、甲殻類、藻類、餌生物）について一通  
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り210po、及び210pb濃度の分析を終了し基礎的知見を得た。本調査研究は一区切りとする。  
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Ⅱ－21日本周辺海域、深度500m以深の137cs／90sr比について。  

（財）海洋生物環境研究所  

稲富直彦 小島健治 太田博 鈴木千吉  

原猛也 御園生淳 佐藤肇  

1．緒言  

1984年より今日までのモニタリング結果から、日本周辺海域200m以浅の90sr，137cs濃度  

は、いずれも20年程度の実効半減期で減少しており、同海水中137cs／90sr比は概ね1．4を  

維持していることが明らかになった。一方で、▲海水から除去された放射性核種の最終的な到  

達場所と考えられている海底土中の137cs／90sr比について、核燃海域等で採取されている結果  

では5～20程度と海水中の値に比べ高ことが明らかになり、137cs、 

で、水深200m以深から海底直上までの海水中のインベント 

課題となっている。本研究は、検出下限値に近い低濃度域である深度500m以深の海水中の  

137cs、90sr濃度分布を明らかにし、137cs、90srめ挙動を説明するための基礎データを蓄積す  

ることを目的としている。  

2．調査研究の概要   

図1に示す測点において継続されている、鉛直多層（8層）採取の内、深度500m以深から採  

取される海水の90sr，137cs分析に用いる供試量を、通常の2倍（100L）とした。   

90sr，137csの分析については何れも文部科学省放射能測定シリーズに基づき、化学分離後β．  

線計測を行った。また、放射線計測時間について、 通常値（90sr，3600s、137cs，5400s）より  

延長し、計数誤差の1倍以上の計数値が得られるよう配慮した。  

表1 測点位置および調査項目  

■測点  位置  水深  調査自   

No  （m）  

採水  
緯度   経度   

Ell  41012．0’N   143020．0’E  2100   2004年5月10月・2005年10月   鉛直8層   

MI18  380 0．3’N  1420 59．8’E  1800   2004年4月・2005年4月   鉛直8層   

MI19  39019．5’Ⅳ  1420 59．8’E  1800  2004年5月ユ0月・2005年4月10月   鉛直8層   

IB17  360 24．7’N  1410 54．3’E  2400   2004年4月10月・2005年10月   鉛直8層   

YRl  400 50．0’N   138000．0’E  3640   2004年5月・2005年5月   鉛直8層   

Y】モ5  390 22．0’N  36030・0’E  2680   2004年5月・2005年5月   鉛直8層   

3．結語   

これまでND値であった深度500－3400mの範囲の、海水中の90sr，137cs濃度が明らかになっ  

た。その結果、青森沖～茨城沖の太平洋岸に配置した測点の深度1000m以深では、137cs／90sr  

比が1以下になる事が示唆された（図2，4）。一方、日本海に配置した測点では太平洋岸配  

置測点に認められた137cs／90sr比の減少は明確では無かった（図3，4）。   

今後、他の日本周辺海域について同様の調査を行い、137cs／90sr比の詳細情報を蓄積する。  
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Ⅲ．食品及び人に関する調査研究   



Ⅲ－1牛乳中の放射性核種に関する調査研究  

（独）農業・食品庫実技術総合研究機構  

畜産草地研究所 
西村宏一・宮本 進  

北海道農業研究センター  

村井 勝・鎌田八郎・上田靖子  

九州沖縄農業研究センター  

田中正仁・神谷裕子・鈴木知之  
1．緒言  

前年に臥き続き、わが国の牛乳中における放射能レベルの推移を調べるため、全   

国各地から採取した原料乳中の00srおよび137cs濃度を測定した。環境への人為的放   

射性核種の放出レベルが減少していることから、牛乳中の放射能レベルも地域的な   

変動は多少あるものの、経年的には横這いの傾向を示し、測定値自体も非常に低い   

レベルになってきている。このような状況 

ベルについて調査・監視すると・ともに緊急時の測定にも対応する。また、乳牛が摂   

取している飼料についても137cs濃度を測定し、飼料と牛乳の187csのレベルの関連   

について検討する。   

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90s王・および137cs濃度の測定   

経常調査は例年と同様に、全国の9カ所の国公立研究機関（北海道、岩手県、秋   

田県、福島県、茨城県（畜産草地研究所）、静岡県、福井県、香川県、福岡県）から、   

春、夏、秋、冬の4回、測定用試料（原料乳）を採取して80srおよび137cs濃度の測定   

を行った。gOsr濃度の測定は、牛乳2Lを濃縮した後、450℃以下で灰化して塩酸抽   
出し、HDEHP法により低バックグランドガスフローカウンタで測定した。187cs濃度   

の測定は、牛乳2Lを濃縮した後、450℃以下で灰化し、灰を測定用容器に詰めて、   

高純度ゲルマニウム半導体検出器を用いて測定した（謝定時間は32～56×104秒）。   

なお、飼料中の】37csの測定は試料を乾燥後、粉砕し箱型容器（3．5L）に入れ、牛   

乳の場合と同様に測定した。   

平成17年度における牛乳中の90sr、137csの測定痕果を表1、2に示した。   

90srは、N．D．～49．5mBq／L、137csは、N．D．－49．2mBq／Lと前年度までと同様に低い   

値であった。年間を通して（5月、8月、11月、2月）の全国平均値は15．9～20．6   

mBq／L（90sr）、8．3～15．1mBq／L（lSアcs）で同様に低い億で推移し、季節による変   

動はみられなかった。  

（2）牛乳と飼料中の187cs濃度の関連の把握   

（a）つくば（畜産草地研究所）、（b）札幌（北海道農業研究センター）、（c）熊本（九州   

沖縄農業研究センター）、（d）沖縄（沖縄県畜産試験場）の4ケ所について、平成17   

年11～12月に原料乳と給与 飼料を採取し、それらの試料中の】37．cs濃度を・謝定   

した。牛乳の結果は、つくば10．2、札幌 62．2、熊本 6．8、沖縄 Ⅳ．D．m8q／Lで、飼   

料については混合飼料（TMR）（116．8、131．8、108．6、52．5血Bq／Ⅹg乾物）、濃厚  

飼料（76．8、 

一 皿Bq／Ⅹg乾物）、グラスサイレージ（－ 、598．1、298．9、－ mBq／Kg乾物）、乾草（   

492．5、1，841．3、27．1、N．D．mBq／Kg乾物）であった。  

牛乳中の137cs濃度は飼料中の濃度を反映していることが推察された。今後、測定   

点数を増やし、平常時の牛乳と飼料中の】37cs濃度の関連について把握したい。  
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表1 平成17年度 牛乳中90sr濃度  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  

17年5月  17年8月  17年11月  18年2月  

34．7±4．7  

18．5±4．2  

25．8±4．3  

13．4±3．5  

17．1±3．2   

7．7±2．9  

12．5±4．0  

13．8±3．4  

N．D．  

32．4±4．4  

16．4±3．6  

28．8±4．2  

23．1±4．2  

12．4±3．5  

17．3±3．6  

12．6±3．4  

20．5±4，2   

6．9±2．9  

35．3±4．・3  

25．4＝ヒ4．2  

18．3±3．4  

N．D．  

10．3＝±3．3  

13．6±3．5  

12．2±3．4  

17．4±3．7  

18．6±4．0  

49．5±5．6  

28．5±4．3  

29．9±4．7  

19．4±3．7  

11J2±3．7  

12．6±3．5  

12．1±4．2  

22．2±4．3  

N．D．  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 平 均  20．6±14．3   16．8±9．9  18．9±8．2   15．9±10．0  

＊平均値±標準偏差，N．D．：検出不可  

表2 平成17年度 牛乳中137cs濃度  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  

17年5月  17年8月  17年11月  18年2月  

8．7±2．7  

49．2±3．1   

9．6±2．9  

33．9±3．1   

9．6＝ヒ3．3  

11．0±3．0   

6．3±3．1   

7．3±3．2  

N．D．  

11．8：±3．0  

31．2±3．0   

8．6±3．4  

11．5±2．9  

10．2±2．5  

16．3±3．0  

11．4±2．9   

6．6±2．8  

N．D．  

6．2±2．7  

37．5±2．7  

12．3±2．7  

29．5±2．8  

12．6±3．2  

25．6±2．8  

N．D．  

N．D．  

N．D．  

7．1±2．8  

19．9±3．1  

N．D．  

16．0±3．O  

N．D．  

12．9±2．9  

8．9±2．9  

10．2±2．8  

N．D．  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 平 均  8．3±7．3  13．7±14．1   12．0±8．5  15．1±15・8  

＊平均値±標準偏差，N．D．：検出不可  

3．結語   

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく、牛乳中の   

90srおよび137cs濃度は100～101mBq／Lの低いレベルで推移している。地域による変動   
は、乳牛が摂取する飼料の汚染の程度等を反映しているものと考えられる。次年度   

以降、全国（平成18年から沖縄県が入る）から牛乳（年に4回）、飼料（年に1回）   
を採取し、所定の方法で90sr（牛乳、飼料の一部）と】37cs（牛乳・飼料）を測定し、   

牛乳中のレベルを調べると共に平常時における牛乳と飼料中の137cs濃度との関連に   
ついての検討を継続する。   

緊急時に備えては、畜産草地研究所、北海道農業研究センター、九州沖縄農業研   

究センター、沖縄県畜産試験場が共同し、連絡を密にとり牛乳及び飼料等の測定体   

制の整備を図り、対応する。  
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Ⅲ－2 家畜の骨中軸sr濃度調査（2005年度）  

（独）農業・食品産業技術総合研究機構  

動物衛生研究所 北海道支所  
塩野浩紀、渡部 淳  
高橋雄治、近山之雄  

1．緒 言   

家畜とその飼養環境における放射能汚染を把握するため、1957年  
から家畜の骨中 卯sr濃度を継続調査している。馬や牛などの家畜は  
放射性降下物（フォールアウト）により汚染された飼料を直接採取  
する。また、フォールアウトの中でも 卯srは骨に蓄積するため、馬  
や牛などの骨平射sr濃度を測定することは、家畜とその飼養環境の  
卯sr汚染状況を知る良い指標となる。今年度も例年と同様に、北海  
道内における馬および牛の骨中軸sr濃度の測定を行った。   

2．調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料として、2005年度内に北海道各地から採取した馬 27例  
および牛 30例の中手骨を用いた。骨中 卯sr濃度は、ジー（2－エチル  
へキシル）リン酸を用いる90Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果   

馬および牛の骨中90sr濃度は、それぞれ41．5±20．9mBq／g・Ca、23．5  
±11．2mBq／g・Caであった（表1および2）。年次の推移でみた場合、  
これらの値は測定を開始してから最も低い値を示した（図1）。ま  
た、例年同様に、牛よりも鳥の90sr濃度が高かった。  

3．結 語   

骨中 卯sr濃度は1965年（馬）、1966年（牛）をピークとして次第  
に減少し、現在では低い水準で推移している。本年度における馬お  

よび牛の骨中 90sr濃度は昨年度よりもさらに減少し、測定を開始し  
てから最も低い値を示した。また、例年同様に馬の 卯sr濃度が牛よ  

りも高値を示したが、これは骨中の安定 Sr濃度が馬骨の方が牛骨  

よりも高いことのほか、主に給与飼料の違い、すなわち馬の場合、卯sr  

汚染度の高い牧乾草を多く摂取するのに対し、牛の場合は 卯sr汚染  
度の低い配合飼料を多く摂取することを反映しているものと考えら  
れる。不測の事態に備え、基礎デヤタを蓄積することは極めて重要  
であることから、今後も本調査を継続する。  
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牛押Os 
mB．。。  

0－1   8．3  22．1  

C－2  5．1  15．5  

C－3  3．3  22．O  
C－4   7．0  14．8  

C－5  3．8  25．9  
C－6  6．5  18．3  

C－7  4．6  19．7  

C－8  7．8  10．4  

C－9  10．1  25．1  
C－10  52  11．8  

C－11 8．7  1L3．6  
0－12  4．0  14．5  

C－13  4．5 14．5  
C－14  5．5  56．4  
C－15  7．3  18．3  
C－16  5．4  7．7  

C－17  9．8  21．5  
C－18  7．5  14．5  

C－19  4．1  23．8  

C－20  6．1  33．7  
C－21  8．6  22．1  
C－22  9．8  23．6  
C－23  5．8  20．4  
0－24  9．5  34．2  

C－25  3．9  48．7  
C－26 11．2  28．7  

C－27  5．1  33．1  
C－28  9．0  43．2  

C－29  5．4  18．3  
C－30  6．3  30．2  

表1馬骨中90sr濃度  

帥sr（mBq／g・Oa）  

41．1  

29．5  

36．6  

14．4  
21．5  

21．8  

26．2  
18．1  
25．7  

20．3  

38．6  
39．8  

39．3  
45．8  
64．2  

33．4  
40．8  

36．0  
31．0  

72．9  
25．3  

58．4  
36．7  
92．1  

91．7  
51．6  
66．9  

No．・ 年齢  
H－1   1．6  

日－2   1．8  

日－3   1．8  
日r4  1．6  

日－5  5．7  

日lき  6．O  

H－7  5．O  

H－8   1．6  
日－9  0．6  

日－10  0．8  

日－111 
日－12  4．O  

H－13  5．O  

H－14  4．O  

H－15  5．O  

H－16  5．O  

H－17   4．O  

H－18  8．O  

H－19  6．O  

H－20  5．O  

H－21  4．O  

H－22  6．O  

H－23  1．O  

H－24  3．O  

H－25  10．O  

H－2t∋  3．O  

H－27   7．0  

平均±標準偏差   41．5±20．9  

平均±標準偏差   23．5±11．2  

90sr（mBq／g・Ca）  

5000  

4000  

3000  

2000  

1000  

0  

195519601965197019751980198519901995200020052010  
年次  

圃1馬および牛骨中90sr濃度の年次推移  
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Ⅲ一3 緊急時に対応するための野菜等の農作物および土壌の放射能調査  

（独）農業環境技術研究所  

藤原英司，山口紀子，木方展治  

1．緒言   

農業環境技術研究所では野菜等の周年栽培を実施しており、これらは原子力関  

連施設における災害藤生時等の緊急時において、農作物の汚染状況を迅速に把握  

するための測定用試料として用いられる。また平常時においては、作物中131Ⅰおよ  

び1”csのバックグラウンドレベルを把握するために用いられている。最近では農  

業環境における人工放射性核種による汚染が極めて低い水準で推移していること  

をふまえ、従来の13ユⅠおよび137csに加えて、ウラン系列核種や40Ⅹなど天然放射性核  

種についても平常時における測定対象とし、食物摂取にともなう人工および天然  

放射性核種による被ばく線量の推定に資するためのデータを収集する。今回は平  

成17年度に収穫した作物の測定結束について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）材料および方法   

農業環境技術研究所内の環境放射能調査圃場においてホウレンソウお，よびチン  

ゲンサイを栽培した（表1）。これち作物を収穫後、器官別に分け可食部のみ採取  

し試料とした。試料を70℃で乾燥後、電気炉により450℃で40時間加熱して灰化し、  

灰化物50～100gをとり．乳鉢を用い粉砕して測定用容器に青め、γ線スペクトロメ  

トリにより24万秒間測定した。  

2）結果  

（》1さ1Ⅰおよび137csはすべての作物で検出されなかった（表2）。  

②一部の作物からウラン系列核種が検出された（表2）。これは土壌中または大  

気中粒子の作物表面への付着によると考えられる。  

3．結語   

作物中の人工放射性核種濃度は極めて低い水準にあるが、緊急時への備えとし  

て引き続きデータを収集する必要がある。  
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表1栽培作物の概要  

作物  品種  播種日  収穫日  

1．ホウレンソウ  

2．ホウレンソウ  

3．ホウレンソウ  

4．ホウレンソウ  

5．ホウレンソウ  

6．ホウレンソウ  

了．ホウレンソウ  

8．ホウレンソウ  

9．ホウレンソウ  

10．ホウレンソウ  

ソロモン  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティオン  

アクティオン  

アクティブ  

ソロモン  

2004．11．28  2005．4．1  

2005．4．25   

2005．5．12   

2005．6‘1   

2005．6．21   

2005．7．7   

2005．7．28   

2005．9．29   

2005．11．14  

2005．3．3   

2005．4．1   

2005．4．25   

2005．5．13   

2005．6．1   

2005．6．21   

2005．8．15   

2005．9．13  

29  2006  

11．テンゲンサイ  

12．テンゲンサイ  

13．チンゲンサイ  

2005．6．21  2005．7．28   

2005．7．7  2005．■ 8．12   

2005．7．28  2005．9．13  

表2 栽培作物中ユ3ユⅠ，137cs，214Bi，210pbおよび40Ⅹの放射能濃度  

放射能濃度  

137cs  …Bi  
之10pb  40K  

ND  O．022＊：±0．017  0．186 ±0．014 197．6±0．47   

日D  ND  O．163 土0．017  245．5：±0．58   

ND  l拍  ND  280．7 ±0．66  

1．ホウレンソウ  

2．ホウレンソウ  

3．ホウレンソウ  

4．ホウレンソウ  

5．ホウレンソウ  

6．ホウレンソウ  

7．ホウレンソウ  

8．ホウレンソウ  

9．ホウレンソウ  

10．ホウレンソウ  

249．5：土0．61   

270．8 土0．69   

221．4 ±0．53   

244．了：±0．60   

230．5 ±0．58   

224．1 ±0．59   

184．3 ±0．52  

ND  O．058＊ゴ；0．023  0．308 ±0．015   

ND  ND  O．432 ±0．022   

ND  ND  O．788 士0．017   

ND  l判】  0．097 土0．014   

ND  ND  O．704 ±0．015   

ND  ND  O．760 ±0．018   

ND  O．021＊：土0．020  0．808 ゴ＝0．019  

11．テンゲンサイ  

12．テンゲンサイ  

13．テンゲンサイ  

ND  O．034土0．011  0．118 ±0．008  101．2 ±0．28   

M）  0．067 ±0．014  ND  l12．8 ±0．31   

ND  O．043 士0．014  0．056 士0．011 110．5 ±0．32  

注）＊参考値（計数誤差の3倍以下）  
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Ⅲ－4 食品試料の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

太田智子、庄子隆、中山一成  

1．緒言   

本調査は、環境放射能水準調査の強化拡充の一環として、食品中の放  

射能レベルを把握するとともに、国民の食物摂取による内部被ばく線量  
の推定・評価に資するデータを蓄積することを目的に実施している。平  

成17年度は、欧州の原子力施設を考慮し、欧州等からの輸入量が多い海  
産食品について放射能調査を実施した。   

2．調査研究の概要  

1）調査対象食品  

欧州等から輸入されている海産食品のなかから、輸入量の多い食品   
（平成15年度財務省貿易統計）を優先し、国内の流通市場から50食   
品を購入した。（くろまぐろ、あじ、さば、さけ、かれい、たら、赤魚、   

いわし、にしん、ししやも、いか、たこ、えび、かに、貝、たらこ、   

数の子、缶詰類）  

2）調査対象核種   

・γ線放出核種  

・90sr、137cs、 239＋240pu、210pb、210po、226Ra、232Th、238u  
3）分析・測牢方法  

購入した食品の可食部について、乾燥・灰化等の前処理を行ったの   
ち、γ線スペクトロメトリー及び90sr，137cs，210pb，210po，226Ra，239’240 pu   
は放射化学分析で、232Th，238uはICF」MSを用いて定量した。なお、210po   
については、生試料または乾物試料を分析に供した。  
4）調査結果  

①γ線スペクトロメトリー  

γ線スペクトロメトリーにより検出された核種は、137cs・の他、自然   
放射性核種の 40Ⅹ、208Tl、214Bi、228Ac であった。また、フランスのつ   

ぶ貝から微量の60co、106Ru、108mAgが検出された（0．038～1．1Bq／kg）。  
②90sr及び137cs  

90srは2試料で検出され、その濃度は0．037Bq／kg（赤にし貝；トル   
コ）、0．051Bq／kg（つぶ貝；フランス）であった。   

137csは41試料で検出され、その濃度範囲は0．015Bq／kg（たらばが   
に；ノルウェー）～0．64Bq／kg（くろまぐろ；クロアチア）であった。  
③239＋240 

pu  

239＋240puは7試料で検出され、その濃度範囲は0．00049Bq／kg（たら   
ばがに；ロシア）～0．0011Bq／kg（数の子；アイルランド）であった。  

④210pb  

210pbはすべての試料から検出され、その濃度範囲は0．062Bq／kg（さ   

ば缶詰；フランス）～1．3Bq／kg（くろまぐろ；マルタ）であった。  
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⑤210po  

210poは49試料で検出され、その濃度範囲は0．024Bq／kg（しめさば；   
ノルウェー）～3．2Bq／kg（たらばがに；ロシア）であった。各種海産食   

品中の210po放射能濃度について、過去の調査結果とともに図1に示す。  
⑥226Ra  

226Raは13試料で検出され、その濃度範囲は0．089Bq／kg（ツナ缶霹；   
フランス）～0．32Bq／kg（つぶ貝；フランス）であった。  
⑦232Th及び238u  

232Thは42試料で検出され、その濃度範囲は0．000030Bq／kg（さば；   
ノルウェー）～0．14Bq／kg（赤にし貝；トルコ）であった。  

238uはすべての試料から検出され、その濃度範囲は0．00045Bq 
ろまぐろ；スペイン）～0．13Bq／kg（ししやも；ノルウェー）であった。  

3．結語   

平成17年度は、欧州等からの輸入量が多い海産食品（50食品）につ  
いて放射能調査を行った。今回の調査結果は、フランスから輸入したつ  

ぶ貝で検出した60co、106Ru、108mAgを除き、他の核種については過去の調  

査結果（平成元年度から平成16年度に実施した本調査）と同程度であっ  
た。海産食品については、種類により放射能濃度の範囲が広いことが知  

られており、海産食品のさらなるデータの充実を図ることが必要である。  
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海産食品中の210po放射能濃度  図1   
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究   



Ⅳ－1環境生態系のトリチウム安全評価モデルとデータベース構築  

放射線医学総合研究所  
宮本霧子、武田 洋、′井上義和  

本郷昭三、竹下 洋、佐野理江  

ワイフアースト（有）山本一英  
茨城大学 一政祐輔、九州大学 百島則幸  

富山大学 佐竹 洋  

1． 緒言   

3H（トリチウム、半減期12．4年）は、水素の同位体であり、原子  
力施設から放出される際の化学形は主としそ水素ガス、水蒸気、水  
であるため、環境中での拡散性が高く、気圏、水圏、地圏を経て生  
物圏に移行し環境生態系を循環する。本来は宇宙線が大気中窒素と  
衝突して生成される宇宙線生成核種であるため、地球上に常時微量  
に存在するが、1950年代からの核実験で大気圏に大量に放出され地  
球規模で拡散し、一時は環境中の濃度がそれまでの100倍のレベル  
まで上昇した。そのフォールアウト 3H が減少した現在では、重水  
冷却型原子力発電所、核燃料再処理施設、核兵器原料製造施設、3H  
標識化合物工場 、放射性廃棄物処分場などが放出源である。日本で  
は今年度から青森県六ヶ所村の大型再処理施設がアクティブ稼動試  

験に入った。またフランスに建設が決まった国際共同開発核融合実  
験炉ITERは、燃料として一度に101gBqの3Hを利用する計画であ  
る。本研究は、3Hが施設から定常的にまた一時的（緊急時）に放出  
された場合の防護対策をたてるため、環境生態系移行を定量的に予  
測し、ヒトの被ばく線量を評価するモデルを作ることを目的とする 
2． 調査研究の概要  

1）モデル計算システムの検証と改良   

2001（平成13）年度より、ランダムウオーク型大気拡散計算プロ  
グラムを 3H 用に変換して（Tritium－EESAD）、環境・人体核種移行  
評価システム（Tritium－ERMA）に組み込み、線源から人体までの3H  
移行量と被ばく線量をパーソナルコンピュータで評価・計算するた  

めの体制構築に着手した。その後システムは、IAEA 主催の環境モ  
デル国際共同事業である、BIOMASS（BIOsphere Modelling and  
ASSessment program、生物圏モデル化評価、1996～2000年）、及び  
後継事業でぁるEMRAS（EnvironmentalModelingforRAdiationSafety、  
放射線安全のための環境モデル化、2003～2007年）の「生物と人へ  
の3Hと炭素14移行モデル作業部会」から提供されるデータセット  
（シナリオ）を用いて、プログラムコード及びパラメータの不都合  
部分を順次改変する、検証・改良作業を進めてきた。  
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2）長期観測データのモデル計算   

放医研が長年放射能調査研究予算で蓄積した東海村の観測データ  

と、日本原子力研究開発機構が提供した研究用重水冷却型原子炉の  

トリ チウム放出量と気象観測データから、「松の木シナリオ（Pine  
Tree Scenario）」を作成して EMRASに提供しモデル計算を行った。  

放出点から1k m圏内の評価地点における、大気中水蒸気、降水、  
松葉水分（TFWT）、松葉有機物p（OBT）及び松年輪OBTの月平均．3H  
濃度を推定計算して実測値と比較し、各国モデルの特徴や相違につ  

いて議論しモデルを検証している。放医研のTritium－EES皐Dも、他  

国が主に採用しているガウスプルームモデルの予測結果と比較を行  

い、能力実証のための議論を行っている。このシナリオが EMR皐S  

で採用されたことによって、松葉TFWT及びOBTが、再処理施設等  

のモニタリ ング試料と して利用されることの意義が確認され、モニ  

タリ ング結果の信頼度と限界について国際的な議論がまとめられる  

ことになる。大気水蒸気の計算例を図1に示した。Tritium－EESAD  

の計算値は、月間平均濃度の実際の変動をよく再現した結果となっ  

ており、未だ議論中のため図示できないが、他国のガウスブルーム  

法を採用した計算結果よ り も観測値に近かった。  
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図1 評価地点の大気水蒸気3H濃度の観測値（実線）  

と Tritium－EESADによる計算値（点線）   

3．結語   

各種の観測データセットを使って予測モデルの実証を行った結果  

は今後IAEA からの報告書に公開される。Tritium－EESAD を実際の  

国内3H放出施設のモニタリング評価値の予測に利用していきたい。  

研究発表  

（1）Yamamoto，K．，Sakashita，T．＆Miyamoto，K．：Fusion Science＆  

Technology、48、500－503（2005）・  

（2）Inoue，Y．，Miyamoto，K．，Fuma，S．＆Takeda，H．：Fusion Science  

＆Technology、48、508－511（2005）．  
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Ⅳ－2ICP－MSによるウラン同位体比迅速測定法の開発  

および環境モニタリングへの適用に関する研究  

放射線医学総合研究所  

吉田聡、田上恵子、内田滋夫  

1．緒言   

ウランは自然放射性核種の1つであるため、ごく微量のウランの人為的付  
加を濃度のみから検出することは困難である。一方、天然ウランの 235u／23∂u  

同位体比はほとんど一定であり、ウランの同位体比の変化を測定することは  

濃縮ウラン或いは劣化ウランによる汚染を検出・モニタリングするため、に非  

常に有効である。本研究の目的は、原子力施設周辺の環境試料中のウラン同  
位体比測定を環境モニタリングの一環とすることを念頭に、ICP－MSによるウ  

ラン同位体比の迅速測定法を開発することである。   

平成16年度までは、土壌と植物試料に関して、ウランの濃度と 235u／238u  

同位体比の分析方法を検討するとともに、土壌の物理化学特性について分析  

を行なった。また、土壌中のウランに適用できる選択的抽出法の検討を行  

い、微量のウランの同位体比をより正確に測定するための簡便な分離・ 

縮法の検討に着手した。平成17年度はこれまでの調査研究項目について最  

後の分析とまとめを行うとともに、土壌からのウランの選択的抽出法と、  

試料溶液中のウランの分離・濃縮法に関して、最適条件を見いだし、これ  

らを組みあわせることによらて、環境試料中のウラン同位体比の異常を感  

度良く検出するための簡便な手法を確立した。  

2．調査研究の概要  

1）手法   

茨城県東梅村を中心に土壌と植物試料を採取し、土壌に関して基本的な物  
理化学的特性の分析を行った。   

土壌と植物中のウランの全量と同位体比を、前年度までに検討した手法に  
よって分析した。即ち、乾燥、粉砕した試料を酸で湿式分解し、四重極型  

ICP－MS（Agilent7500）或いは二重収束型ICP－MS（ThermoElectronELEMENT）  

を用いてウラン同位体を分析した。   

土壌に付加された濃縮ウランを土壌から選択的に抽出するための手法開発  
には、バッチ法を用いた。即ち、一定重量の風乾細土をポリプロピレン製遠  

沈管に採取し、各種の抽出液を加えて、一定時間振とうした。この上澄みを  

ろ過し、‘ろ液中のウラン濃度と235u／23gu同位体比を二重収束型ICP－MSにて  

測定した。   

試料ヰのウランを簡便に分離・濃縮するための手法を開発する目的で、  
UTEVAレジン（EichromTechnologies）等によるウランの分離試験を行った。  

ごく微量の濃縮ウランを含む土壌の分解溶液をあらかじめコンディショニン  

グしたUTEVAレジンに通し、各種の分離・洗浄溶液を順に流し、各段階の流  
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出液を回収した。各流出液中のウランの濃度と同位体比をICP－MSにて測定し、  
ウランの回収率とウラン同位体比の値を確認した。   

土壌からのウランの抽出とUTEVAレジンによる分離工程を組み合わせ、ウ  
ランの回収率及び同位体比を測定し、環境試料中のウラン同位体比の異常を  
感度良く検出するための簡便な手法としての有効性を確認した。  

2）結果と考察   

ごく微量の濃縮ウランが付加された土壌から抽出されるウランの量と同  
位体比は用いる溶液の種類によって異なった。235u／238u同位体坪は土壌を全  
分解した時の値よりも大きく、抽出液の濃度が低いほど大きい傾向を示した。  
抽出時間が長くなると抽出されるウランの量が増加し、235u／238u同位体比が  
減少した。即ち、適当な抽出条件を使うことで、付加された濃縮ウランを選  
択的に抽出し、汚染の有無を感度良く検知できることが示された。   
一方で、この条件で抽出されるウランの量は一般的に少なく、ウラン分析  
の観点からは不利となる。このため、試料中のウランを簡便に分離・濃縮す  
るための手法開発を進め、UTEVA レジン等の分離用樹脂を用いることで、試  
料溶液中のウランを濃縮し、しかも分析の妨害になるような共存元素を除去  
する事を検討した。土壌試料を酸で全分解した溶液を用いて、UTEVA レジン  
によるウランの回収率と同位体比の精度を検討した結果、ほぼ100％のウラ  
ンの回収率を得るとともに、溶液を直接測定した場合とほぼ同じ235u／238u同  
位体比を得る事ができた。235u／238u同位体比の繰り返しの分析精度は、四重  
極型ICP－MSよりも二重収束型ICP－MSの方が優れているが、四重極型ICP－MS  
でも相対標準偏差2．5％以内で測定可能である事が実証された。   
硝酸による抽出（土壌2g＋1M硝酸20mL、10分）とUTEVAレジンによるウ  
ランの分離・濃縮を直接組み合わせた一連の分析手法に関して検討したとこ  

ろ、回収率がやや低いものの、環境中に付加された濃縮ウランを高感度で検  
出できることが明らかとなり、分析に要する時間を大幅に短縮する事が可能  
となった。   

また、植物中のウラン濃度は土壌に比べて1／100程度であるが235u／238u同  
位体比は同じ地点の土壌に比べて高い事が明らかとなった。これは、土壌中  
のウランのうち、植物に吸収されやすいものの方が235u／238u同位体比が高い  
ことを示している。この傾向は土壌抽出実験の結果と一致しており、付加さ  
れた濃縮ウランの化学形態を知るうえで重要な情報である。  

3i結語   

土壌からウランを効率良く抽出する選択的抽出法を検討するとともに、  
微量のウランの同位体比をより正確に測定するための簡便な分離・濃縮法  
を検討した。更にこれらの結果を組み合わせ、環境試料中のウラン同位体比  
の異常を感度良く検出するための簡便な手法を確立した。  
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Ⅳ－3129Ⅰモニタリ ングのための分析法の確立  

（独）農業環境技術研究所  

藤原英司，山口紀子，木方展治  

1．緒言   

青森県六ヶ所村において、核燃料再処理施設の稼働開始が予定さ  

れている。稼働中の施設から使用済み核燃料に由来する人工放射性  

核種が放出される危倶があり、中でも】29Ⅰは半減期が約1600万年と長  

いため、施設周辺の土壌への蓄積など環境への影響が考えられる。  

そこで本研究では、再処理施設周辺における129Ⅰのモニタリングに適  

した分析法を確立する。   

環境中129Ⅰの分析法と しては、研究用原子炉を使用する中性子放射  

化法が通常用いられる。この分析法の検出下限は129Ⅰ／127Ⅰ比で10■9程度  

と、モニタリ ングを目的とするのであれば感度は十分であると考え  

られる。また最近では、加速器質量分析装置（AMS）により129Ⅰ／127Ⅰ比  

で10‾10以下の高感度な分析が可能になっている。しかしながら、これ  

らの分析で用いられる装置は導入や運用が容易ではなく、使用でき  

たと しても運転状況や利用時間配分による制限を受けることが多い。  

モニタリングや緊急時対応のための分析には、感度は比較的低いと  

しても、利便性や迅速性の面で良好であろことが求められる。そこ  

で本研究では、誘導結合プラズマ質量分析装置（ICPJMS）を用いる  

方法について検討した。  

2，調査研究の概要  

1）分析方法   

従来のICP－MSでは、キャリ アガス由来の129Ⅹeによる同重体干渉のた  

め、環境試料中の129Ⅰを分析することは困難であった。最近ICP－MSに  

おける干渉を除去する技術と してリアクショ ンセルが開発され、129  

Xeによる干渉も、反応ガスと して02を用いることによ り除去すること  

が可能となった。しかしながら試料中に多量に含まれる127Ⅰか・ら127II  

H2が生成することが、129Ⅰ／127Ⅰ比で10‾ち以下の範囲の分析を行う場合に  

おける新たな問題となった。この、127IIH2による分子イオン干渉を低減  

するためには、ICP－MSへの水素の混入を抑制する必要がある。そこ  

で本研究では、電気炉に組み込まれた石英管内に固体のヨウ素試料  

を挿入し、アルゴンをパージガスと して流しながら500℃まで急速昇  

温することにより ヨウ素を蒸発させ、これをICP－MSに直接導入した。  

リ アクショ ンセルを備えたICP－MS（DRC－ICP－MS）と して、今回はパ  

ーキンエルマー製ELAN・DRCⅡを使用した。  
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2）標準試料の調製   

分析の正確さ、検出感度を評価するための標準物質として、日本  

アイソトープ協会から購入した12gI標準溶液を用いた。これを市販試  
薬のヨウ化ナトリウムの水溶液と混合し、129Ⅰ／127Ⅰ比で10‾9～10‾4とな  

る複数段階の希釈液を得た。各々の希釈静からヨウ素3mg相当量を  
取り塩化パラジウム溶液を添加して煮沸し、生成したヨウ化パラジ  

ウムの沈殿を、濾過により石英繊維濾紙上に捕集して分析用試料と  
した（  

3）結果  

129Ⅰ／12丁Ⅰ比で10－7以下の範囲においても、基準値と測定値の間で良好  

な対応が認められた（図）。1回の分析に要する時間は約10分であ  
った。高濃度の12丁Ⅰを連続して測定することによるメモリ効果が認め  
られたが、リアクションセルのパラメータを調整し、12丁Ⅰに対する感  

度のみを約1／100に低下させることによって、検出器への影響を低減  
することができた。  

3．結語   

リアクションセルを備えたICP」MSを使用して129Ⅰ標準試料を分析し  

たところ、 モニタリングや緊急時対応のための手段としては十分な  

検出感度を得ることができた。今後は前処理方法を改良し、より簡  

便に環境試料中の129Ⅰを分析できるようにする。  

（
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罵
 
 

10欄  甘8 10－7  甘も 10‾5 10‾4 10‾3  

基準値ぐ29げ271）  

図 129Ⅰ標準試料の測定結果  
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Ⅳ－4 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

－トリウム分析法一  

財団法人 日本分析センター  

磯貝啓介、及川真司、黒田知孝  

武田健治、佐藤兼章  

1．緒言   

トリウム（トリウム232）は、半減期が1．405×1010年の自然放射性核種で、「トリウ  

ム系列」を構成する一連の壊変系列の親核種である。自然界には、地球誕生以来地殻  

に存在するものや宇宙線により生成されたものなど、さまざまな放射性核種が存在し、  

これらの核種を含む物質は、自然起源の放射性物質（NORM、Naturally Occurring  

RadioactiveMaterials）と呼ばれている。それらの代表的なものにモナザイト、リン  

鉱石、チタン鉱石、鉱物砂などがあり、トリウムやウランが比較的多く含まれている。  

近年、これらのNORMが幅広い分野で利用され、一般消費財としても多くの人に使用  

されるようになったことに伴い、放射線防護の観点からその中に含まれるトリウムや  

ウランに対する関心はますます高まりつつある。   

こうした背景のもと、ICRP（国際放射線防護委員会）における1990年勧告や、ラド  

ン及びその子孫核種に関する勧告、IAEA（国際原子力機関）のBSS（国際基本安全基準）  

に見られるように、自然放射線や自然放射性核種に対する安全面での適切な取り組み  

が求められてきており、分析法の斉一化が必要とされている。   

このような背景のもと、従来制定されていなかったトリウム分析法に関する調査・  

研究を行い、NORMを含む環境試料を対象としたトリウム分析法マニュアル原案を作成  

した。  

2．調査研究の概要  

1）対象試料と前処理方法   

対象試料は、大気浮遊じん、土試料、水試料、生物試料に加え、NORMの代表とされ  

る各種の鉱石、コンシューマグッズ等も対象とした。本法では、放射線防護の観点か  

ら、試料中に含まれるトリウムの全量を分析する必要があることから、従来ウラン等  

のマニュアルに記載された酸抽出法に加え、全分解法を取り入れた。   

鉱石、コンシューマグッズ等の難溶解性試料の全分解法として、マイクロウエーブ  

分解法とアルカリ溶融法を組み合わせる方法を採用した。α線スペクトロメトリーの  

ための分離・精製法として、陰イオン交換樹脂カラム法を採用した。また、ウランと  

の系統分析を可能とした。  

2）測定方法   

トリウムの測定法として、従来のα線スペクトロメトリーに加え、微量元素分析の  

分野で飛躍的に普及してきたICP質量分析法を採用した。測定対象とした核種は、α  
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線スペクトロメトリーでは228Th、230Th及び232Thを、ICP質量分析法では232Thとした。  

3）クロスチェックの結果   

本マニュアル原案の妥当性を確認するため、岩石標準試料（JB－1）を用いてクロス  

チェックを実施した。結果を表1に示す。いずれの結果も、トリウム含有量■lと一致  

することを確認した。  

表l標準岩石試料（JB－l●l）のクロスチェック結果  

平均値と  

標準偏差  

（mg耽g）  

回収率  か2Th濃度  

（％）   （m釘kg）  

測定法トレーサ  

α線スベタ  77   8．8±0．41●ヱ  

トロメト  234Th   75   9．4±0．45 ・9．3±0．47  
リー  73  9．7±0．49  

9．5±0．33  

9．2±0．26  9．5±0．25  

9．7±0．16  

ICP－MS  

8．9±0．02  

9．3±0．04  9．1±0．21  

9．2±0．03  
B ICP－MS  

91   8．5±0．37  

229Th   86   9．1±0．40   9．1±0．51  

79  9．7±0．44  
α線スペク  

トロメト  

リー  
84  9．1±0．33  

234Th   87   9．0±0．33   9．1±0．10  

83  9．3±0．36  

9．1±0．03  

9．1±0．06  9．1±0．03  

9．1±0．06  

ICP－MS  

●－トリウム含有量：9．30±0．71m釘kg（7，8～11．Smg此g、lロ、n＝42）（産総研Hf・掲載）  
●2計数誤差（α線スペクトロメトリー）あるいは繰り返しの標準偏差（ICP－MS）   

3．結語   

NORMを含む環境試料を対象としたトリウム分析法を検討し、その結果を基にマニュ  

アル原案を作成した。  
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Ⅳ－5 環境試料中の放射性核種迅速分析法の開発  

一 食晶、指標生物及び生体試料への対象試料の拡大 －  

財団法人 日本分析センター  

伴場 滋、松田秀夫、佐野友一  

及川真司、津吹忠弘、磯貝啓介  

1．緒言   

日本分析センターは、文部科学省からの委託により、再処理施設等の原子力施設の  

緊急時における環境モニタリングのための各種環境試料（大気浮遊じん、‾土壌、降下  

物、飲料水、牛乳、葉菜等）中の放射性核種迅速分析法マニュアル原案の作成を行っ  

ている。   

平成17年度は、平成16年度までに作成した迅速分析法マニュアルについて、「原子  

力施設等の防災対策について（防災指針）」において飲食物摂取制限の指標が定めら  

れている食品（乳製品、穀類、肉、卵及び魚介類）や、指標生物及び生体試料（尿、  

糞）に対象試料を拡大し、試料採取後24時間以内に分析結果を得られる迅速分析法マ  

ニュアル原案を作成した。  

2．調査研究の概要   

平成16年度までに作成した迅速分析法マニュアルのうち10種類（①トリチウム、②  

炭素I4、③ストロンチウム90、④テクネチウム99、⑤ヨウ素129、⑥ネプツニウム237、  

⑦プルトニウム238、239、240、⑧プルトニウム241、⑨アメリシウム241・キュリウ  

ム、⑩全アルファ放射能（Pu、Am・Cm）について、食品、指標生物及び生体試料に対  

象試料を応用・拡大するため、主に前処理法（燃焼法、乾式分解法、湿式分解法等）  

の検討を行い、それぞれの迅速分析法マニュアル原案を作成した。  

1）食品及び指標生物   

対象核種は、上記の全核種とした。前処理法として、トリチウム及び炭素14に？い  

ては迅速試料燃焼装置を用いる方法を採用し、またヨウ素129については燃焼一括性炭  
掃集法を採用した。その他の核種については乾式分解法（電気炉による灰化）と湿式  

分解法（硝酸による分解）を採用した。前処理法の妥当性の検証は、実試料（チーズ、  

精米、豚肉、卵、鮭、アサリ、ワカメ及び松葉）に放射能標準溶液等を添加して実施  

した添加回収試験等により行っ牢。添加回収試験結果の一例を表1に示す。回収率は  

いずれも60％以上であり、前処理法の妥当性を確認した。  

2）生体試料   

対象核種は、トリチウム（尿）、ストロンチウム90（尿）、テクネチウム99（尿）、  

ヨウ素129（尿）、ネプツニウム237（尿、糞）、プルトニウム238、239、240（尿、  

糞）、プルトニウム241（尿、糞）、アメリシウム241・キュリウム（尿、糞）及び全  

アルファ放射能（尿、糞）とした。前処理法として、トリチウムについてはイオン交  

換法及び蒸留法とともに、未処理のまま直接乳化シンチレ一夕と混合する方法も、よ  

り簡便な方法として採用した。ヨウ素12．9については燃焼一括性炭捕集法を採用した。  
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その他の核種については乾固（尿）あるいは灰化（糞）後に硝酸、過酸化水素水によ  

る湿式分解法を採用した。前処理法の妥当性の検証は、当該核種の実試料（尿、糞）  

への添加回収試験により行った。添加回収試験結果の一例を表2に示す。  

回収率はいずれも60％以上であり、前処理法の妥当性を確認した。  

表1 添加回収試験結果（食品及び指標生物）  

試料名   242pu回収量（mBq）回収率（％）  243Am回収量（mBq）回収率（％）   

魚介類  鮭   20  77   29  6l   

アサリ   22  88   36  7（i  
ワカメ  23  89  29  62  

肉類  豚肉  25  96  40  84   

穀類  米   18  72  31  66  

卵類  卵  25  97  39  82  
チーズ  22  86  28  60  

指標生物松葉  24  94  31  66   

（注1）242pu添加値：25．6mBq／試料、243Am添加値：47．1mBq／試料  
（注2）回収率はα線スペクトロメトリーにより求めた。  

表2 添加回収試験結果（生体試料）  

試料名   242pu回収量（mBq）回収率（％）   243Am回収量（mBq）回収率（％）   

尿  23  90   31  65  

糞  16  62   28  60   

（注1）242pu添加値：25．6mBq／試料、243Am添加値：47．1mBq／試料  
（注2）回収率はα線スペクトロメトリーにより求めた。   

3．結語   

再処理に関連したプルトニウム等長半減期核種の迅速分析法マニュアルについて、  

対蓼試料を食品、指標生物及び生体試料に拡大し、それらのマニュアル原案を作成し  

た。  
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Ⅴ．都道府県における放射能調査   



Ⅴ一1北 海 道 に お け る 放 射 能 調 査  

北海道立衛生研究所健康科学部放射線科学科  
福田 一義、佐藤 千鶴子、市橋 大山  

1．緒 言  

前年に引き続き、文部科学省委託による平成17 年度の北海道における   

環境放射能水準調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1） 調査対象  

降水（定時採取）については、全ベータ放射能の測定、降下物（大・型水盤  

による1ケ月採取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食に  

ついては Ge ガンマ線スぺクト ロメータによる核種分析を行った。あわ  

せて、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・海産生物の 90Sr および137Cs  

の核種分析を行った。また、空間放射線量率調査を行った。   

2） 測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベー タ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出  

器等を用いた機器分析法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線  

スぺクトロメトリー」，「放射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分  

析法」に準拠して行った。なお、空間放射線量率は、モニタリ ングポス  

トによる連続測定およびシンチレーションサーベイメータによる月に一  

度の測定を行った。   

3） 測定装置  

GM計数装置；アロカ TDC－103（GM－HLB－2501）  
Geガンマ線スぺクト ロメータ；ORTEC GEM・25185P  
低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカ LBC・471Q  

モニタリングポスト；アロカ MAR－21  

サーベイ メータ；アロカ TCS－166  

原子吸光分光光度計；Varian Spectr AA220   

4） 調査結果  

大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全 B放射能調査  

結果を表Ⅰ、90Srの放射化学分析結果および ユ37Csの核種分析測定結果  

を表ⅠⅠ、牛乳中の131Ⅰ分析結果を表ⅠⅠⅠ、Ge半導体検出器による核種分  

析測定結果を表Ⅳ、空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。なお、187Cs  

の放射化学分析結果については、Ge半導体検出器による核種分析とした。  

1月18日と2月23日採取分の降水の全ベータにつ 
3．1、5．OBq／Lであったが、人工放射性核種は検出されなかった。  

降下物4月分については、蒸発残留物が 5．1g、137Cs及び 40Kがそれ  

ぞれ0．19M王〕q／km2、3．8MBq／km2、3月分については蒸発残留物が 3．3g、   

137Cs及び40Kがそれぞれ0．074M】〕q／km2、2．2MBq／km2であり、黄砂の  

飛来によるものと考えられる。  

3． 結 語  

本年度の調査において、異常値は認められなかった  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量   放射能濃度（Bq瓜）  月間降下量   月間降下量  

（mm）   測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）   （MBq／km2）   

2005年4月   80．0   8   Np   ND   ND  

5月   51．5   9   ND   ND   ND  

6月   50．5   4   ND   ND  ND  

7月   108．5   7   ND   ND   ND  

8月   110．5   4   ND   ND   ND  

9月   116．5   7   ND   ND   ND  

10月   69．5   5   ND   ND   ND  

11月   181．5   13   ND   ND   ND  

12月   33．0   7   ND   ND   ND  

2006年1月   106．0   17   ND   3．0   9．1  

2月   53．5   10   ND   5．0   5．0  

3月   84．0   1‘1   ND   ND   ND  

年間値   945．0   102   ND   ND   ND～9．1  

前年までの過去3年間の値  355   ND   ND   ND′－ND  

ⅠⅠ放射化学分析結果   

採取  90Sr  187Cs  
試料名  単位  

年月   

野  根  H17．8  ロ  0．075  0．057～0．ほ  ND  ND～0．014  Bq／kg 

菜   0．019  ND～0．048  ND   ND～ND  Bq／kg 

牛乳  H17．6  4  0．017  0．029  ND～0．055  ND  0．064  ND～0．11   Bq瓜   

海  
真  鱈  H18．1  口  ND   ND～ND  0．22   ND～0．22  Bq／kg生  

産  ND   ND～Ⅶ  ND  0．029～’0．038  Bq此g生  

生・  ND   ND～ND  ND   ND～ND  Bq／kg生  

物  ND   ND～0．12  ND   ND′－0．12  Bq／kg生   

＊前年度まで過去8年間の値  
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ⅠⅠⅠ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

前年度まで  
採 取 場 所   札 幌 市 北 区  

過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H17月．9  H17．7．4  H17．9．5  H17．11．7  H18．1．10  H18．3．1  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq瓜）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

検  前年度まで  その他の  
137Cs  

試 料 名  採取 場所  採取 年月   体 数  
過去3年間の値    検出された  

人口放射性核種   

降 下 物  札幌市  毎月  12  ND   0．19   ND   0．14  MBq／km2   

ND   ND   0・57 

陸 水  上 原水  札幌市  H17．5  ロ        ．・  ND   Np   ND  mBq几  

淡 水   石狩市  H17．7  口  ND  、ND   ND  

19   22   32  Bq／kg乾土  

土  
0～5cm  札幌市  H17．10  口  

0．62  0．34  b．73  GBq／km2  

壌  
12   10   17  Bq此g乾土  

5～20qm  札幌市  H17．10  口  
1．5   0．97   1．6  GBq／km2   

精  生産地   石狩市  H17．11  口  ND   ND   ND  
Bq／kg精米  

米  消費地   札幌市  H17．11  口  ND   ND   ND  

野  大 根   恵庭市  H17．8  口  ND   ND   ND  
Bq／kg生  

菜                        ホウレン草  恵庭市  H17．8  ロ  ND   ND   ND  

牛  ND   ND  0．082  

Bq乱  

乳   ND   ND   ND  

淡水産生物 鮒   石狩市  H17．7  口  0．050  ND  0．050  Bq／kg生   

H17．6  
日 常 食  札幌市  2  ND  0．033  N．D．  0．029  Bq／人・日   

H17．12  

海  水  余市町  H17．6  口  ND   ND   ND  mBq几   

海 底 土  余市町  H17．6  口  ND   ND   ND  Bq此g乾土   

海産生物鮭   浦河町  Hi7．9  口  0．069  0．069  0．086  Bq／kg生   
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Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy瓜）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy仙）  

2005年4月   23   39   25   76   

5月   24   33   26   72   

6月   25   45   26   75   

7月   25   37   26   73   

8月   25   44   27   75   

9月   25   38   27   71   

10月   25   48   27   75   

11月   25   49   28   75   

12月   20   45   26   71   

2006年1月   17   53   22   66   

2月   16   38   21   62   

3月   23   38   25   54   

年． 闇  値   16   53   26   54～76   

前年度まで過去3年間の値   19   84   26   61～76   
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Ⅴ－2 青森県における放射能調査  

青森県原子力センター  

三浦誓也 野呂幸男※1阪崎俊璽  

佐々木久美子 高橋秀昭  
※1現青森県帝境保健センター青森環境管理事務所  

1．緒 言  
平成17年度に文部科学省の委託により実施した青森県における放射能調査の概要を報   

告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

①全ベータ放射能……降水（定時採取）  
②131Ⅰ  分 析……牛乳  

③ γ線放出核種分析……降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米、野菜類、牛乳、日常食、  

海産生物、海水、海底土  
④空間放射線量率……モニタリングポスト、サーベイメータ  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平成17年度）」及  

び放射能測定法シリーズ（文部科学省編）に準拠し実施した。  

（3）測定装置  

①全ベータ放射能  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製LBC－472Q型）  

②131Ⅰ分析及びγ線放出核種分析  
ゲルマニクム半導体検出器（SEIXO EG＆G ORTEC製GMX－25190型）  

③空間放射線量率  
モニタルク～ポスト：空間放射線測定器（アロカ製MSR－R42型3¢×3inchNaI（Tl）シンチレーション検出器）  

サーヘ○ィメづ：NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）  

（4）調査結果  

①降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。  

月間降下量（平成17年10月）が過去3年間の測定値の範囲を下回ったが、環境レづ  

ルの変動と考えられる。  

②牛乳中の131Ⅰ測定結果を表2に示す。  

測定結果は過去3年間と同様、いずれも検出限界以下であった。  

③各環境試料のγ線放出核種分析結果を表3に示す。  

137csの測定結果が土壌（五所川原市・5～20cm層）で過去3年間の測定値の範囲  

を上回り、土壌（五所川原市・0～5cm層）、牛乳（青森市）及び海底土（陸奥湾）・で下  

回ったが、環境レベルの変動と考えられる。  

なお、土壌・ジャガイモ・キャベツ（五所川原市）、精米（つがる市）、海水・海底  

土（深浦町及び平内町）、ワカメ（今別町）、ムラサキイガイ（深浦町）、カレイ・ホ  

タテ（平内町）については、平成17年度から採取地点を変更している。  

④空間放射線量率測定結果を表4に示す。  

調査結果（平成18年1月及び2月）が過去3年間の測定値の範囲を下回ったが、積雪  

による影響と考えられる。  

3．結 語  

平成17年度の調査結果は、これまでとほぼ同じ水準であった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取  降水量  

年 月  （mm）  

放射能濃度（Bq／L）  月間  

降下量  

測定数   最低値   最高値   （MBq／加2）  

平成17年 4月   69．5   9   札D   2．0   70   

5月   53．7   9   N．D   2．3   32   

6月   43．2   6   N．D   1．1   2．4   

7月   140．0   9   N．D   0．26   1．3   

8月   89．8   9   N．D   0．39   0．45   

9月   136．0   7   N．D   0．38   臥2   

10月   105．6   6   N．D   0. 48 0．82   

11月   209．4   17   N．D   3．0   190   

12月   120．2   10   N．D   2．写   63   

平成18年 1月   113．9   16   N．D   2．9   110   

2月 61．8   9   0．3   2．8   43   

3月   39ト0   12 N．D   2．8  27   

年 間 値   1182．1   119   N∴D   3．0   0．82～190   

前年度までの過去3年間の値  408   N．D   8．3   0．86～190   

（注）凡D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   青 森 市  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   17．6．20  17．7．28  17．8．30  17．9．28  17．10．31  17．11．30  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／L）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D 

（注）N．D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
試 料 名  採取場所  採取 年月  検 体 数  

最低値最高値  最低値 最高値   放射性核種  

青森   
H17．4  

降 下 物  12  N．D  0．12  N．D  0．17  
～H18．3  

肥q／h2   

陸  N．D   N．D   N．D  
水   

mBq／L   

6．0   5．3   6．9  恥／短乾土  青森市  H17．7  ロ  

170   190   270  
0～5c皿  

丸田q／h2  

2．4   2．3   3．8  軸ルg乾土  五所川原市  H17．9  ロ  

土  85   97   150  肥q／h2  

壌  5．8   5．1   7．1  Bq／kg乾土  青森市  H17．7  ロ  

630   440   660  
5～20c皿  

肥q／血2  

6．3   N．D   1．0  Bqルg乾土  五所川原市  H17．9  口  

930   N．D   180  MBq／km2   

精  米  つがる市  Hl寧．1  ロ   N．D   N．D   N．D  軸ルg精米   

ジャガイモ  五所川原市  H17．9  ロ   N．D   N．D   N．D  

野  五所川原市  H17．9  ロ   N．D   N．D   N．D  
キャベツ  

菜  
Bq／kg生  

下田町（※）  H17．10  口   N．D   軋D  0．074  

大  根  下田町（※）  H17．10  口   N．D   N．D   凡D  

牛  乳  青森市  H17．8  口   N．D   0．031  0．23  Bq／L   

青森市   
H17．6  

日 常 食  2  ・N．D  N．D  N．D  0．051  
H17．12  

Bq／人日   

深浦町  
H17．8  N．D   N．D   N．D  

海  水  
（風合瀬沖）  

戚q／L  

平内町  
H17．8  N．D   N．D   N．D  

（陸奥湾）  

深浦町  
H17．8  N．D   N．D   N．D  

海 底 土  
（風合瀬沖）  

平内町  
軸／kg乾土  

H17．8  N．D   4．9   5．4  
（陸奥湾）  

深浦町  
H17．5  N．D   N．D   N．D  

（風合瀬沖）  
ワ カ メ  

今別町  
H17．5  N．D   N．D   N．D  

海  （今別沖）  

深浦町  
H17．5  N．D   N．D   N．D  

産 生  
Bq／kg生  

（風合瀬沖）  

物  平内町  
カ レ イ  ．H18．2  0．088   0．079  0．095  

（陸奥湾）  

ホ タ テ   
平内町  

H17．9  N．D   N．D   N．D  
（陸奥湾）  

（注）N．D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  

※：現おいらせ町  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  

測  定 年  月  
サーベイメータ  

最値   
（nGy／h）  

最高値   平均値   

平成17年 4月   27   45 29   45   

5月   27   47   29   55   

6月   28   41   29   6   

7月   27   47   29   58   

8月   28   44   30   62   

9月   28   55   30   55   

10月   28   52   30   55   

11月   28   64   32   55   

12月   18   67   27   45   

平成18年1月   13   59   20   39   

2月   12   46   17   39   

3月   16   47   22   40   

年  間  値   12   67   27   39↑ノ62   

前年度までの過去3年間の値   9   80   28   40～65   

（注）モニタルクやホ○スト：3MeVを超える高エネルギー成分を含まない。  

サ「ヾイメづ：3MeVを超える高エネルギー成分を含む。  
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Ⅴ－3 岩手県における放射能調査  

岩手県環境保健研究センター  

松本 文雄 開山 秀信  

1．緒言  

平成17年度岩手県において実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査  

結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

（∋ 定時降水の全ベータ放射能  

② 空間放射線量率  

モニタリングポスト及びサーベイメータ  

③ Ge半導体検出暑削こよる核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、白菜）、牛  

乳、日常食、海水、海産生物（ほたて貝）  

（2）測定方法  

試料の採取、㌧前処理及び空間放射能線量率の測定は、「放射線測定調査委託実  

施計画書（文部科学省・平成17年度）」、全ベータ放射能測定は文部科学省 放射  

能測定法シリーズ「全ベータ放射能測定法（昭和51年改定）」、核種分析は同シリ  

ーズ「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成4年改訂）」によ  

り実施した。  

（3）測定装置  

① 全ベータ放射能：プラスチックシンチレ一夕ーALOXA製JDC－3201  

② 空間放射能線量率：サーベイメータALOXA製TCS－171  

モニタリングポストALOXA製M－21  

（∋ Ge半導体核種分析装置：SEIXO・EG＆G7700、ORTECGEM・15180P  

（4）調査結果  

① 定時降水の全ベータ放射能は表1に示した。過去3年間と同レベルにあり、  

異常値は認められなかった。  

② 空間放射線量率（サーベイメータ及びモニタリングポスト）の結果は表2に示し  

た。異常値は認められなかった。  

③ Ge半導体検出器による核種分析の結果は表3に示した。降下物、土壌、  

牛乳及び日常食から137Csが検出されたが過去3年間と比べ差は認められ  

なかった。  

3．結語  

平成17年度の岩手県における環境放射能のいずれの調査項目においても異常値   

は認められず、過去3年とほぼ同程度の測定値であった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
大型水盤による   

降水量  降下物  
採取年月  

（mm）  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

l（肥q／kIぜ）   

平成17年4月   76．5   7  羞 N・D  3．3   39．4   0．173   

5月   111．8   10   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   99．1   3   N，D   N．D   N．D   N．D   

7月   250．9   13   N．D   N．D   N．D   N．D   

8月   144．2   6  H  N．D   N．D   N．D   N．D   

9月   231．1   N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   57   6   N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   137．3   12   N．D   箪．9   32．1   N．D   

12月   103   N．D   N．D   N．D   N．D   

平成18年1月   41．5   3   N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   55．6   N．D   1．9   2．2   N．D   

3月   145．5   16  N．D   2．6   2．9   0．094 

年間値   1453．5   109   N．D   3，3   N．D～39．4  N．D～0．173   

前年度までの過去3年間の値  283   N．D  4．1   N．D～50．0  N．D～0．141   

表2 空間放射線量率測定鮭果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最高値   最低値   平均値   （nGy／h）  

平成17年4月   43   20   22   38．6   

5月   33  20  21   48．2   

6月   51   20   22   33．4   

7月   44   20   23   34   

8月   65   20   22   32   

9月   41   20   23   33．4   

10月   32   20   
－   

22   31．6   

11月   54   21   24  32．2   

12月   47   14  H   22  37．4   

平成18年1月   42   17   32．2   

2月   30   14   19   26．8   

3月   42   18   23   30．4   

年間値   65   14   22   26．8～48．2   

別年度までの過去  
76   u  17  

3年間の値  
24  20．6～40．0   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

137cs  
前年度までの  

過去3年間の値   その他の  
採  

採 取  
取  

体  
‖  

試料名  
検出され   

場  年  た人工核  
所  月   

数  種   

‖   

‖  

大気浮遊じん   盛岡  4回／ 年  4   N．D   ：N．D  N．D  ！N．D  なし  mBq／m3   
‖  

：  

降下物  盛岡  毎月  12  N．D  0．173   N．D   璽0．141  なし  MBq／km2   

上水  ！蛇口水 ‖   盛岡  7月  口   
N．D  N．D  ‖ 垂N．D ‖  なし  mBq／L   

…0～5cm  滝沢  8月  6   46  35．0  なし  

土  ． ‖  
壌  ‖  

…5～20cm   滝沢  ・8月  口   8．   6．65   なし   
乾土  

‖  璽  

精米  滝沢  11月  口   N．D  N．D   ー N・D   なし  Bq／kg生   

璽 大根  玉山  11月  6  N．D  N．D   ！0．0141 ！  なし   

野 菜  

H  

Bq／kg生  

6  N．D  0．0179  ！0．043  なし  
‖ H   ‡  

原乳  滝沢  8月  6   0．091  0．0356  l ぎ0・0668  なし   Bq／L   

日常食  盛岡  6月 12月  2  0．0243  0．0409   0．0107  ‖ 星0．0303 ‖  なし  Bq／人・ 日   
海水  種市  7月  口   N．D  N．D  なし  Ⅰ通q／L   

海産 生  垂帆立貝  
物   ‖   

N．D  N．D茎0．0204   
‖  

注：計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」と表記している。  

：海水については、平成15年度より実施している。  
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Ⅴ－4 秋田 県における放射能調査  

秋田県健康環境センター  

珍田 尚俊 武藤倫子 柳田■知子  

1．緒 言  

秋田県における環境及び食品中の放射能レベルを把握し、その変動を監視するため、   

文部科学省委託による環境放射能水準調査を毎年実施している。ここでは、平成17   

年度’（16年4月～17年3月）の調査結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

a）全β放射能分析・・・定時降水（採取装置により平日午前9時頃採取した雨水）   
b）131Ⅰ（ヨウ素）分析・・・牛乳（市販乳）   

c）γ線核種分析‥大気浮遊じん（3ケ月毎）、降下物（毎月）、陸水（蛇口水、河川水）、土壌、  
精米、野菜（大根、キャベツ）、牛乳（市販乳）、淡水産生物（鯉）、日常食、海産生物（鯛）   

心 空間放射線量率‥ モニタリングポスト（連続測定）、サーベイメータ（月1回測定）   

2）測定方法  

試料の採取、調整及び測定は、文部科学省編「環境放射能水準調査委託実施計画  

書（平成17年6月）」と、旧科学技術庁編の「全β放射能測定法（昭和51年改訂）」、  

「環境試料採取法（昭和58年）」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペ  

クトロメトリー（平成2年改訂）」に準拠して行った。   

3）測定装置  

低バックグランド自動測定装置（全β放射能測定用）：アロカ製LBC－471－Q  
Ge（ゲルマニウム）半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製MCA－7700  

EG＆Gオルテック製GEM－20P  
モニタリングポスト：アロカ製M－22  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TCS－166   

4）調査結果   

a）全β放射能分析・・・秋田市における定時降水中の全β放射能分析結果を表1に  
示した。平成17年度の年間降水量は約1848mm、定時降水の試料数は年間146  

試料であり、全試料中82試料で全β放射能が検出された。全β放射能の年間  

降下量は約842MBq／km2であり、昨年度及び過去3年間の平均値より約1．5  
倍高い値であった。   

b）131Ⅰ分析・・・牛乳（市販乳）中の131Ⅰ分析（Ge半導体核種分析装置を使用）  

結果を表2に示した。これまでと同鱒に全て検出下限値以下（N・D）であった。   

c） γ線放出核種分析‥・Ge半導体核種分析装置による人工放射性核種の分析結  

果を表3に示した。降下物（17年4月分と18年3月分）、河川水、土壌、淡  
水産生物（鯉）、日常食（17年6月分）及び海産生物（鯛）から187Csが検出された。  

また、全ての試料について137Cs以外の人工放射性核種は検出されなかった。   

d）空間放射線量率測定‥・秋田市における空間放射線量率の測定結果を表4に示  
した。昨年度とほぼ同様のレベルであり、問題となるレベルではな中った。   

3．結 語  

平成17年度の全β放射能の年間降下量は若干高い値を示したものの、例年と同様   

のレベルであり問題はみられなかった。また、137Csの検出は過去の核実験等による影   

響とみられるが、その濃度は極めて低いレベルであり異常値は認められなかった。  
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表1．定時降水試料中の全β放射能調査結果  
採取場所：秋田市  

降水の定時採取 （定時降水）  

採取  
降水量  

（皿）  

放射能濃度（Bq几）  

年月  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成17年4月   74．6   10   N．D   2．99   60．0   

〝  5月   86．7   9   N．D   0．56   8．5   

〃  6月   106．2   6   N．D   N．D   N．D   

／／  7月   201．4   4   N．D   0．70   20．2   

〝  8月   196．0   9   N．D   2．38   49．0   

〃  9月   113．0   10   N．D   0．69   5．0   

J′ 10   209．3   8   N．D   0．74   13．2   

／J ll月   235．1   15   N．D   4．15   248   

〃 12月   221．4   17   N．D   2．43   117   

平成18年1月   94．3   16   N．D   3．07   104   

〃  2月   132．7   13   N，D   3．70   82．8   

JJ  3月   177．2   19   N．D   3．81   134   

年 間 値   1847．9   146   N．D   4．15   N．D～248   

前年度までの過去3年間の値  421   N．D   4．76   N．D～229．9   

表2．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

前年度まで過去  
採取場所   秋田市   秋田市   秋田市   秋田市   秋田市   秋田市  

3年間の借   

採取年月日  H17．4．12  H17．6．13  H17．8．2  H17．1α3  H17．11．刃  H18．3．6  最低値  最高値   

放射能濃度  
N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq几）  

N．D   N．D   
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表3．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採   
137Cs  

前年度までの  

過去3年間の値  
試料名  採取場所   取 毎  体  た人工放  

単 位  

月   数  

H17．4  
大気浮遊じん    秋田申  ～  4  N．D  N．D  N．D  N．D   なし   mBq／m3   

H18．3  

H17．4  

降下物  ～  12  N．D  0．252  N，D  0．213   なし   MBq／km2   
H18．3  

陸  H17二7  1   N．D  N．D  N．D   

なし   mBq几  

淡水  

水  
H17．8  1   0．353  N．D  0．420   

50．9  23．0  26．4   なし   Bq此g乾土  

0′～5cm   〝   H17．9  1  

土  2236  553  998   なし   MBq／km2  

壌  23．5  15．5  20．6   なし   Bq此g乾土  

5～20cm   H17．9  1  

2002  1717  1969   なし   MBq／km2   

精米  H17．10  1   N．D  N．D  N．D   なし   Bq瓜g精米   

野  大根  H17．10   1   N．D  N．D  N．D   

なし   Bq此g生  

莱  H17．10  1   N．D  N．D  N．D   

牛乳（市販乳）  〃   H17．8  1   N．D  N．D  0．0854   なし   Bq／L   

淡水産生物（鯉）    八郎潟町  H17．8  1   0．176  N．D  0．133   なし   Bq此g生   

日常食  秋田市  H17．6 H17．12  2  N・Do・0300   N．D  0．0433   なし   Bq／人・日   

海産生物（鯛）    男鹿市  H17．8  1   0．0696  0．0930  0．0998   なし   Bq戊g生   
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表4．空間放射線量率測定結果  

測定場所：秋田市  

モニタリングポスト（nGy瓜）  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

（nGy瓜）  

最低値   最高値   平均値   

平成17年4月   35．5   53．4   37．2   53．5   

11 5a 34．0   54．1   37．2   52．5   

JJ 6月   34．4   59．9   37．7   50．4   

〃  7月   33．6   52．9   36．4   50．0   

〝  8月   33．5   61．1   36．0   49．0   

J／ 9月   33．7   52．3   35．9   48．4   

J／ 10月   33．8   60．8   36．3   57．0   

ナノ ll月   33．9   58．2   37．1   53．6   

〃 12月   22．1   57．1   32．9   42．0   

平成18年1月   21．8   45．8   27．0   34．4   

〝  2月   26．1   45．4   32．1   44．4   

J／  3月   32．3   48．4   35．7   55．6   

年  間  値   21．8   61．1   35．1   34．4～57．0   

前年度までの過去3年間の値   29．5   86．0   36．2   45．9～59．6   
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第48回  

Ⅴ－5山 形県 に お け る 放射能調査  

山形県衛生研究所   

伊藤 健，熊谷昭彦，笠原義正  

1．緒言  

前年度に引き続き、平成17年度に山形県が実施した文部科学省委託環境放射能水準調   

査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β′放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日常食・   

海産生物（魚類，貝類，海藻類）の各々の核種分析，並びにサーベイメータ，．モニタリン   

グポストによる空間放射線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間放射線量率の測定は、文部科学省編   

『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和51年）』，『ゲルマニウ   

ム半導体検出暑削こよるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）』及び平成16年度放射能   

測定調査環境放射能水準調査委託実施計画書により行った。  

3）測定装置  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

c．空間放射線量率  

GM自動測定装置（Aloka製JDC－163）  

Ge半導体核種分析装置（セイコーEG＆G製ORTECGEM15180）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka製TCS－171）  

モニタリングポスト（Aloka製MÅ臥21）  

4）調査結果  

a．定時降水の全β激射能調査結果を表Ⅰに示した。例年と同様のレベルであった。  
b．γ線核種分析調査結果を表Ⅱに示した。例年と同程度の値であった。  

c．空間放射線量率測定結果を表Ⅲに示した。例年と同程度の値であった。  

3．結 語  

平成17年度の山形県の環境放射能レベルは、前年度までの過去3年間の本県における   

放射能レベルと同程度であった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量 
放射能濃度（B釘L）  

年月   （mm）  

測定数   最低値   最高値   

平成17年4月   32．2   5   N．D   N．D   N．D  

5月   40．2   9   N．D   N．D   N．D  

6月   56．8   7   N．D   N．D   N．D  

7月   10g．1   10   N．D   N．D   N．D  

8月   205．0   12   N．D   N．D   N．D  

9月   54．1   6   N．D   N．D N．D  

10月   66．6   5   N．D   N．D   N．D  

11月   61．1   12   N．D   N．D   N．D  

12月   146．8   N．D   N．D   N．D  

平成1＄年1月   30．2   9   N．D   N．D   N．D  

2月   6g．6   14   N．D   N．D   N．D  

3月   103．0   12   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   972．7   112   N．D   N．D  N．D  

前年度までの過去3年間の値  3 N．D   N．D   N．D  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで 

試料名  採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値   その他の検出された  

単 位  

数  
人工放射性核種  

大気浮遊じん    山形市  17．4～ 18．3  4  N．D  N．D  N．D、  N．D  mBq血3   

降下物  山形市  17．4～ 18．3  12  N．D   0．124  N．D  0．15  MBq此m2   

上水 源水  
陸  

蛇口水  山形市   17．6   N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／L  
水  

淡水  

19   1S   23  Bq此g乾土  

0～5cm   山形市   17．8   

土  834   768  1130  MBq此m2  

壌  4．2   6．2   8．3  Bq此g乾土  

5′～20cm  山形市   17．8   

472   523   846  MBq此m2   

精 米  山形市  17．11  口  N．D  N．D  N．D  Bq此g精米   

野   大根  山形市  17．10  口  N．D  N．D  0．02  

Bq此g生   

菜 ホ N．D  N．D  N．D  

茶  Bq此g乾物   

牛 乳  山形市   17．S   N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物  Bq此g生   

日常食  山形市  17，6，11  2  N．D  N．D  N．D  0．07  B¢人・日   

海水  mBq／L   

海底土  Bq此g乾土   

海  酒由市   17．8   N．D  N．D  N．D  
産  

生  
ワカメ  酒田市   17．6   N．D  N．D  N．D  Bq此g生  

物   
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト匝Gy瓜）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy血）   

平成17年 4月   38   57   39   54   

5月 38   48   39   64   

6月   38   50   39   67   

7月   38   58   40   68   

8月   38   55   40   78   

9月   38   52   39   69   

10月   38   55   39   65   

11月   37   59   39   68   

12月   27   58   38   60   

平成18年1月   26   57   30   62   

2月   27   45   34   54   

3月   37   50   39 67   

年 間 値   26   59   38   54～78   

前年度までの過去3年間の値   25   73   40   53～81   
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Ⅴ－6 宮城県における放射能調査  

宮城県原子力センター  
面川和信  木村昭裕  
木立 博  石川陽一  
三浦葵美  佐藤信俊   

1．緒  口  

前年度に引き続き、平成17年度に文部科学省の委託を受けて宮城県が実施した「環境放射  
能水準調査」の結果を報告する。  

2．調査概要   

1）調査対象   

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日・常食、農畜産物、海   
産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   
また、サーベイメータたよる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間線量   
率を周年連続で測定した。  

2）測定方法   

全ベータ放射能は文部科学省編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種分析   
は同省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成4年改訂）、   
サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定 調査委託実施計   

画書（平成17年度）」に基づいて行った。  

3）測定装置   
①全ベータ放射能オ「トサンプルチェンジャー付β線自動測軍装置  

（アロカ製JDC－3201）  
②核種分析  オルテックG e半導体検出器  

セイコーEG＆G多重波高分析装置  
③サーベイメータによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  
（アロカ製TCS－166）  

率
 
 

量
 
 

線
 
間
 
 

空
 
 

④モニタリングボス  よ
 
 

ト
 
 

る
‥
し
 
 
 
 
 
 
T
 

l）シンチレーション式モニタリングポスト  N aI  

（アロカ製MAR－21）  
4）調査結果   

表－Ⅰに定時降水試料の放射能測定結果を示す。   
表－Ⅱに牛乳（原乳）の131Ⅰの分析結果を示す。   
表－Ⅲに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   
表－Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。  

3．結  語  

定時降水試料の放射能測定結果は、例年と同レベルであった。また、ゲルマニウム半導体検  
出器による核種分析結束についても、特に異常な値は認められなかった。空間線量率の測定結  
果については、モニタリングポストが例年と同レベルであったものの、2月に実施したサーベ  
イメータによる測定値が、平常値よりもやや高い値を示した。これは測定時に降雪の影響を受  
けたためと思われる。  
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表－Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  
（mm）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   
（MBq／km2）  

平成17年4月   53．5   4   ND   ND   ND   

5月   75．8   7   ND   1．4   41．2   

6月   54．9   4   ND   ND   ND   

7月   186．9   9   ND   1．2   22．8   

8月   99．6   6   N   1．6   19．1   

9月  72．6   5   ND   ND   ND   

10月   87．1   4   ND   ND   ND   

11月   34．0   3   1．1   2   55．4   

12月   58・q   2   ND   1．5   63．0   

平成18年1月   16．4   2   ND   ND   ND   

2月   65．1   6   ND   2．3   25．7   

3月   99．3   6   ND   6．8   150．0   

年間値   903．2   58   ND   
ND～  

6．8  
150．0   

前年度までの過去3年間の値  183   ND   
ND～  

7．4．   848．9   

表－Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   宮城県畜産試験場（岩出山町）  
前年度までの過去3   

年間の値   

採取年月日   H17．5．20  H17．6．20  H17．7．20  H17．8．10  H17．9．14  H17．10．12  最低値  最高値   

放射能濃度   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   NP   
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表一Ⅲゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

131 
前年度まで  その他の  

検  c亭  過去3年間の値  検出され  

試料名  採取場所  採取年月   体  た人工放  単位  

数  
射性核種  

降下物  女川町  17．4一－1台．3  12   ND   ND   ND   0．076   なし   肥q／km2   

陸水（蛇口水）  仙台市   H17．6   ND   ND   ND   ND   なし   mBq／L 

4．5   4．5   4．2   5．3   な‾し  Bq／kg乾土  

0－5cⅡI  岩出山町   刀17．9   

157   157   160   200   
土  

なし   肥q／km2  

壌  
1．8   1．8   1．4   3．9   なし  Bq／kg乾土  

5－20cm  岩出山町   H17．9   

301   301   220   730  なし   肥q／km2   

精米 石巻市   H17．11   ND   ND   ND   ND   なし  Bq／kg精米   

ホウレン草  利府町   H17．7   ND   ND   ND   ND   なし   
轟  
菜  

3q／kg生  

大根   利府町   H17．9   0．046  0．046  0．07  0．024   なし   

牛乳（市販乳）  利府町   H17．7   ND   ND   ND   ND   なし   Bq／L   

日常食  石巻市他  H17．7，11  2  0．020  0．022   ND   0．120   なし  Bq／人・日   

海産生物  
（カレイ）  

利府町   H17．7   0．072  0．072  0．041  0．070   なし   Bq／kg生   
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表－Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測定年月  

最 低 値   最 高 値   平均値   （nGy／h）  

平成17年4月   19．6   39．2   20．7   67．2   

5月   18．9   29．7   20．3   65．8   

6月   19．5   31．7   写0・9   65．0   

7月   19．7   36   21．5   69．4   

8月   19．9 3β．2   21．4   65．4   

9月   19．8   29．7   21．3   66．2   

10月   19．7   31．7   21．2 69．0   

11月   20．0   38．6   21．4   67．2   

12月   18．9   45．4   21．7   69．8   

平成18年1月   19．1   30．3   20．3   65．2   

2月   17．3   29．2  20．5   78．6   

3月   19．1   32．2   20．6   68．4   

年間値   17．3   45．4   21．0   65．0～78．6   

前年度までの過去3年間の  
16．4   

値  
44．4   22．3   61．4～70．2   
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過去3年間のデータ（参考）  

秀一Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

月間降下量  
降水量  放射能濃度（Bq／L）  

（MBq／km2）  

（mm）  測定数  最低値  最高値  最低値  最高値   

H14年度年間値  1251．5  52   ND   6．1   ND  211．9   

H15年度年間値  1329．9  64   ND   2，6   ND  207．7   

H16年度年間値  1424．5  67   ND   7．4  ND  848．9   

表一Ⅱ牛乳（原乳）中の131Ⅰ分析結果．  

H14年度  H15年度  H16年度  

最高値  最低値  最高値  最低値  最高値  最低値   

放射能濃度（Bq／L）  ND   ND   ND   ND  N   ND   

表一Ⅲゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

H14年度137Cs′  H15年度137Cs  H16年度13アCs  
試料名   採取場所  検体数  

検体数  
検体数  

最低値  最高値  最低値  最高値  

降下物   女川町   12  ND  0．076  12   ND   ND   12   ND   ND  MBq／km2   
陸水（蛇口水）   仙台市   2  ND   ND   ND   ND   ND   ND  mBq／L   

土壌   岩出山吋   4．3   4．3   4．2   4．2   5．3   5．3  Bq／kg乾土   

0－5cm  160  160  170  170  200  200  MBq／km2   

土壌   岩出山町   1．4   1．4   2．8   2．8   3．9   3．9  Bq／kg乾土   

5－20cm  220  220  530  530  730  730  MBq／km2   

精米   石巻市   1 ND ND   ND   ND   ND   ND  Bq／kg精米   

ホウレン草   利府町   1 ND ND   ND   ND   ND   ND  

大根   利府町   0．017  0．017   0．019  0．019   0．024  0．024  

牛乳（市販乳）   利府町   2  ND   ND   ND   ND   ND   ND  Bq／L   

日常食   石巻市   2  ND  0．12   2   ND  0．024  2   ND   ND  Bq／人・日   

海産生物（カレイ）  利府町   0．07  0，07   0．063  0．063   0．041  0．041  Bq／kg生   

表－Ⅳ空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値  最低値  最高値   

Hl 20．1  38．3  23．9  62．4  70．2   

H15年度年間債   19．5  44．4  21．8  61．8  70．0   

H16年度年間値   16，4  39．4  21．3  61．4  70．2   
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Ⅴ－7 福島県における放射能調査  

福島県原子力センター  

佐々木信博 景山博 酒井広行 

梅田光裕 加藤謙太郎 富士原昌之   

1 緒言   

文部科学省委託により、福島県が平成17年度に実施した環境放射能水準調査結果を   

報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

① 全β放射能 定時降水   

②13】Ⅰ分析 牛乳（原乳）   

③ 核種分析 大気浮遊じん、降下物、陸水（上水（蛇口水）、淡水）、土壌（0～5cm、5  

～20cm）、精米、野菜（大横、ほうれん草）、牛乳（市販乳）、淡水  

産生物（いわな）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいなめ）   

④ 空間線量率 モニタリングポスト、NaI（Tl）シンチレーションサーベイメ  

ータ  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、環境放射能水準調査委託実施計画書に準拠して行った。   

① 全β放射能 文部科学省マニュアルによりGM自動測定装置にて測定した。   

② 柑】Ⅰ分析 牛乳（原乳）をGe半導体検出器により直接測定した。   

③ 核種分析 乾燥後又は直接灰化装置で450℃で灰化するか蒸発乾国後にGe半  

導体検出器で測定した。   

④ 空間線量率 環境放射能水準調査委託実施計画書に準拠して測定した。  

（3）測定装置   

① 全β放射能 GM自動測定装置（ALOKA製JDC－161）   
②131Ⅰ分析 Ge半導体検出器（CANBERRA製 GC－3018－7500RPC）   

③ 核種分析 Ge半導体検出器（CAⅣBERRA製 GC－3018－7500RPC）   

④ 空間線量率 NaI（Tl）シンチレーション検出器（ALOKA製 ADP－112）  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（ALOEA製  

TCS－166）  

（4）調査結果   

① 定時降水の全β放射能は、全98試料すべてが検出限界未満であった。   

② 牛乳（原乳）では】3】Ⅰが検出限界未満であったこ   

③ 核種分析では、137Csが土壌（0～5cm、5～20cm）、淡水産生物（いわな）、海  

産生物（あいなめ）で検出された。   

④ 空間線量率は、モニタリングポストで39～73nGy／h（年間平均値41nGy／h）  

の範囲で、サーベイメータで71～83nGy／h（年間平均値77nGy／h）であった。   

3 結語   

平成17年度の当県の調査結果は、例年とほぼ同レベル、かつ、全般的に低レベルで   

推移しており、異常は認められなかった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

降水量  

採取年月  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

（mm）  

測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成17年4月   27．5  9   ND ND   ND   

5月   58．5   10   ND   ND   ND   

6月   38．0   ND   ND   ND   

7月   186．0   12   ND   ND   ND   

8月   265．0   13   NP   ND   ND   

9月   141．0   7   ND   ND   ND   

10月   87．0   9   ND   ND   ND   

11月   39．0   4   N   ND   ND   

12月   47．0   5   ND  ND   ND   

平成18年1月   40．0   2   ND   ND   ND   

2月   58．5   9   ND   ND   ND   

3月   60．0   7   ND   ND   ND   

年間恒   1047．5   98   ND   ND   ND   

5．9  
前年度までの過去3年間の値  ND  ND   

（Hl）  

（2）牛乳（原乳）中の】3】Ⅰ分析結果  

前年度までの  
採取場所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町   過去3年間の値   

H17   H17   H17   h17   H18   

採取年月日  H17  8．9  10．5  12．15  2．2   
最低値  最高値  

放射能濃度  
（Bq／L）   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  】37cs  
前年革までの  

採坂   採取    体  過去3年間の値  
単位 試料名  

場所   年月  た人工放  
数  

大気浮遊じん   大熊町  四半期  4  ND  ND  ND  ND   ND  mBq／m8   

降下物  大熊町  毎月  12  ND  ND  ND・  0．18 （H15）   ND  MBq／l皿2   

上水蛇口水  福島高  H17．6  口  ND  ND  ND   ND   
陸  

鱒／L  

水  
淡水   福島市  H17．9  口  ND  ND  ND   ND   

22  

0（一5cm  福島 

21  
（H16）   

26  
ND  Bq／kg乾土  

土  660  970  

620   （Ⅱ16）   （H15）   
ND  MBq／km2  

12  

壌  
5～20cm  福島市  H17．6  q  

13  
（Ⅱ16）   

16  
ND  Bq／kg乾土  

1200  980 （H16）  1700 （H14）   
ND÷  姐Bq／l皿2   

精米  福島市  は17．11  口  ND  ND  ND   ND  Bq／kg精米   

大根   福島申  H17．、11  6  ND  ND  ND   ND   
野  

Bq／kg生  

菜                        ほうれん草  福島市  Ⅱ17．11  ロ  ND  ND  ND   ND   

牛乳  
福島市  且17．6  口  ND  NDノ  ND   ND  Bq／L   

（市販乳）  

淡水産生物    福島市  Ⅱ17．10  ロ  0．085  
0．11  

（いわな）  （技14）   

ND  Bq／kg生   

0．038  
日常食  福島市  Ⅱ17．6 H17．11   2  ND  ND  ND  ND  Bq／人・日   

（H15）  

海水  相馬市  H17．7  ロ  ND  ND  ND   ND  mBq／L   

海底土  相馬市  H17．7  口  ND  ND  ND   ND  Bq／短乾土   

海産生物  
相馬市  江17．10  口  

0．11  
0．12  

（且16）   

ND  Bq／kg生   
（あいなめ）  

－137－   



（4）空間放射線量率測定結果  

放射能濃度（nGy／h）  サーベイメータ  

採取年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成17年4月   40   52   41   73   

5月   39   56   41   72   

6月   39   55   41   79   

7月   39   58   41   77   

8月   39 64   42   71   

9月   40   52   41   78   

10月   40   63   42   80   

11月   40   57   41   75   

12月  40   73   41   77   

平成18年1月   40   54   41   77   

2月   39   57   41   83   

3月   40   5   41   80  

年間値   39   73   41   71～83   

前年度までの   36   86   41   59～80   

過去3年間の値   （H16）   （H14）   （H14・15・16）   （H14）（H14）   
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Ⅴ－8茨城県における放射能調査  

茨城県環境監視センター  

滝口修平 橋本和子 石崎孝幸  

酒井洋一斎藤美子 外山浩司  

1緒 言   

平成17年度に茨城県で実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果について報告   

する。   

2 調査結果の概要  

1）調査対象   

①全β放射能：定時降水；水戸市石川   

②核種分析：降下物，大気浮遊じん，陸水（蛇口水），農産物（精米，大根，ホウレン草），  

陸水（淡水），水産生物（アメリカナマズ）；霞ケ浦  

畜産物（原乳）；水戸市見川  

土壌；東海村石神  

海水，海底土；東海沖  

水産生物（シラス）；大洗沖  

日常食；水戸市  

空間放射線量率；水戸市石川  

2）測定方法   

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として耳部科学省マニュアルに従って   

実施した。  

3）測定装置   

①全β放射能：低バックグランドβ線測定装置 アロカLBC－472Q   

②核種測定：ゲルマニウム半導体検出器  キヤンヘ○ラGC－4019   

③空間放射線量率：車載エげモニタ   アロカASM－R74－21922－1（3”¢NaI（Tl）検出器）  

モニタリンダステーション アT＝カMAR－R74（2”¢Nal（Tl）検出器）   

4）調査結果   

①表1に定時降水の全β放射能を示した。87試料中23試料で検出された。   

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界値未満であった。  

③表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。降下物，淡水，土壌，アメ  
リカナマズ，シラスで微量の137csが検出された。   

④表4に空間放射線量率を示した。異常は認められなかった。   

3 結 語   

平成17年度の本調査に係わる環境中の放射能水準は，例年とほぼ同レベルであり，異常は   

認められなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全β放射能調査結果（水戸市石川）  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   

月  日   （mm）   測定数   最低値   最高値  
ウ （MBq／km山）   

平成17年 4月   50．0   6   N．D．   0．91   15   

5月   57．5   8   N．D．   N．D．   N．D．   

6月   47．5   12   N．D．   N．D．   N．D．   

7月   179．0   N．D．   1．1   4   

8月   191．5   9   N．D．   N．D．   8．9   

9月   45．0   7   N．D．   0．87   45   

10月   164．5   9   N．D．   0．97   7   

11月   49．5   3   N．D．   0．42   

12月   14．0   N．D．   0．70   6   

平成18年1月   51．5   4   N．D．   0．98 10   

2月   93．5   7   N．D．   3．83   13   

3月   69．5   10   N．D．   2．32   8   

年 間 値   1013．0   87   N，D．   3．83   117．9   

前年度までの過去3年間の値  84～90   N．D．   1．1～1．9  N．D．～76．6   

（表2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   水 戸昂 見川  過去3年間の値   

採 取 年 月 日  17．4．20  17．7．28  17．9．21  17．10．13  18．1．24  18．3．14  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  N．D．   N．D．  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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（表3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
取  137cs  

前年度まで  その他の  

鮮科名  採取場所    年  過去3年間の値    検出された  
人工放射  

単位  
月  数  
日   

性核種  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  水戸市   1回／3ケ月  4  N．D．   
石川  

N．D．   N．D．   N．D．  mBq／m3   

降 下 物  水戸市 石川  1回／月  12  N．D．   N．D．   N．D∴   0．12  MBq／km2   

上水蛇口水  水戸市 石川  6月   
N．D．   N．D．   N．D．  

陸  
mBq／L  

水  淡 水  霞ケ浦   5月   N．D．   N．D．   0．69  

30   18   38  Bq／kg乾土  

0～5cm   東海村   5月   
石神  

土  
1500   570   2200  MBq／km2  

壌  2．3   Bq／kg乾土  

5｛、一20cm   東海村   5月   
石神  

560   540   1900  MBq／km2   

精  米  
水戸市 石川  10月  口  

N．D．   N．D．   N．D．  Bq／kg精米   

野  根  水戸市 石川  11月  ロ  
N．D．   N．D．   N．D．  

Bq／kg生  

菜   水戸市   11月  ロ  N．D．   N．D．   0．04  
石川  

牛  乳  水戸市   8月   N．D．   N．D．   N．D．  
見川  

Bq／L   

淡水産生物  
霞ケ浦   7月   

（アメリカナマスり  

0．63   0．19   0．64  Bq／kg生   

日 常 食  水戸市  6月，12月  2  N．D．   0．019   N．D．   0．012  Bq／人・日   

海  水   東海村沖  7月   N．D．   N．D．   N．D．  mBq／L   

海 底 土   東海村沖  7月   N．D．   N．D．   0．34  Bq／kg乾土   

海産生物（シラス）   大洗町沖  10月  ロ  0．052   0．065   0．091  Bq／kg生   

－141－   



（表4）空間放射線量率測定結果（水戸市石川）   

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最高値   平均値   
（除宇宙線）  

（nGy／h）   

平成17年 4月   44．4   65．3   46．1   33．3   

5月   44．1   60．4   45．5   36．7   

6月   43．7   52．5   45．6   36．4   

7月   43．7   66．4   45．9   35．9   

8月   44．2   66．5   45．9   35．6   

9月   44．3   60．5   45．7   35．2   

loa 44．2   58．9   46．6   36．4   

11月   44．7   65．7   46．6   37．4   

12月   45．1   68．7   46．6   36．5   

平成18年1月   44．7   52．8   46．4   36．2   

2月   ，44．8   68．6   46．8   33．5   

3月   45．1   64．2   40．5   34．0   

年 間 値   44．4   62．5   45．7   33．3～37．4   

前年度までの過去3年間の値   41．9   92．3  46．1～47．4   26～38   
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Ⅴ一9 栃木県における放射能調査  

栃木県保健環境センター大気環境部   

斎藤由実子 磨田久美子 見目ススム  

1 緒 言  

平成17年度に実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査に   

ついて、その結果を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精  

米、野菜（大根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食及び空間線量率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は文部科学省の放射能測定マニュアル  

及び平成17年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。  

（3）測定装置  

ア 全β放射能  GM式全β 自動測定装置  

（アロカ JDC－16 
イ γ線核種分析 G e半導体核種分析装置  

（O R T E C G EM－15180－P）  
ウ 空間線量率   N aI（Tl）シンチレーションサーベ イメータ  

（アロカ T C S－16 6）  

モニタリ ングポスト  

（アロカ MAR－21）  
（4）調査結果   

ア 全β放射能  結果を表1に示した。3回の検出値は、本県の  

過去の検出例と比較しても特異的な値ではなかっ  

た。  

イ γ線核種分析   結果を表2に示した。土壌と野菜から137c s  

が検出された。土壌は前年度と同程度の水準であ  

り、野菜は直近の検出例である平成13年度と同  

程度であった。   

結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタ  

リングポストの値とも、ほぼ前年度同様の水準で  

推移した。  

ウ 空間線量率  

3 結 語  

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度   

で、全般に低レベルで推移しており、異常は認められなかった。  
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（表－1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中わ全β放射能調査結果  

降水 の 定 時採取 （定時降水）  
降水量  

採 取 年 月  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   （MBq／km2）        最高値   

平成17年 4月   87．5   8   ND   ND   ND   

声月   116．5   8   ND  ND   ND   

6月   62、4   6   ND   1．7   

7月   327．3   12   ND   ND   ND   

8月   221．4   12   ND   ND   Nb   

9月   71．4   8   ND   1．9  27   

10月   140．2   8   ND   ND   ND   

11月   61．1   1＊   ND   ND   ND   

12月   4．8   0＊  

平成18年1月   26．3   2   ND   ND   ND   

2月   69．9   7   D   1．8   3．3   

3月   60．9   6   ND   ND   ND   

年 間 値   1249．7   77   ND   1．9   ND～27   

前年度までの過去3年間の値  249   ND   ND   ND   

＊ GM管故障のため11月2試料、12月1試料欠測。  
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（表－2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

前年度まセ  
検  137cs  

試料名   採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値   その他の検出され た人工放射性核種  単位  

数                   最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   河内町 ND   ND   ND   なし   mBq／m3   

降 下 物   河内町  H17．4～H18．2  四  ND   ND   ND   ND   なし   MBq／km2   

陸   蛇口水  河内町  H17．6．22  ロ   
水  

ND  ND   ND   なし   ふBq／L   

0～5cpl  今市市   H17．8．8  39±0．99  37±1．1  41±1．1   なし   Bq／kg乾土  

土  
壌  

5へ一20dm  今市市   H17．8．8  20±0．白3  5．7±0．66  35±0．96   なし   Bq／kg乾土   

精  米   宇都宮市  Il17．11．15  口   ND  ND   ND   なし  Bq／kg精米   

大根二  宇都宮市  H17．12．15  口  0．024±0．0062  ND   ND   なし   Bq／kg生  

野  
菜  

白菜  ＝宇都宮市  H17．12．15  口   0．044±0．011  ND   ND   なし   Bq／kg生   

牛  丸   那須塩原市  H17．臥25  口   ND  ND   ND   なし   Bq／L   

日 常 食   宇都宮市  1117．6．25～26 H17．12．11  2   ND  ND   ND   なし   Bq／人・目   

降下物は、検田器故障により3月分未測定のため、暫定値として扱う  

－145－   



（表－3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最嘩値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成17年4月   34   52   37   58   

5月   35   57   37   54   

6月   36   54   37   58   

7月   36   57   38   60  

8月   36   57   37   60   

9月   36   44   37   52   

10月   36   54   38   56   

11月   36   52   38   60   

12月   36   52   37   58   

平成 36   43   37  56   

2月   36   53   37   60   

3月   36   52   37   58   

年 間 値   34   57   37   52  ～  60   

前年度までの過去3年間の値   33   63   36～37   52  ～  62   
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Ⅴ－10群馬県 にお け る 放射能調査  

群馬県衛生環境研究所   

飯島明宏  嶋田好孝  

1．緒言   

平成 17 年度に群馬県で実施 した文一部科学省委託環境放射能調査  

の結果について報告するこ  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、穀類、野菜  

類、牛乳、日 常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成17 年度）及び科学技  
術庁編放射能測定法シリ ーズに準 じて行った。   

3）測定装置  

ア 全β 放射能調査  GM 自 動測定装置  

（ア ロ カ JDC・163）  

Ge半導体核種分析装置  

（セイ コー GEM－20190・S）  

モニ タリ ングポスト  

（ア ロ カ MAR－15）  

シ ンチ レーシ ョ ンサーベイ メ ー タ  

（ア ロ カ TCS－151）  

イ γ 線核種分析調査  

ウ 空間放射線量率調査  

4）調査結果  

ア 全 β 放射能調査  

イ γ 線核種分析調査   

夕 空開放射線量率調査  

別紙（1）の と お り  

別紙（2）の と お り  

別紙（3）の と お り  

3．結語   

いずれの試料について も 放射能濃度は過去の結果 と 同 レベルで  

あ り、異常値は認め られなかっ た。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  

採 取 年 月  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（mm）  測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

17年 4月  25．0   5   N．D． N．D．   N．D．  

5 月  31．0   9   N．D．   N．D．   N．D．   

6 月  46．0   9   N．D．   N．D．   N．D．   

7 月  244．0   N．D．   N．D．   N．D．   

8 月  158．5   10   N．D．   N．D．   N．D．   

9 月  68．5   5   N．D．   N．D．   N．D．   

10月  37．5  5   N．D．   N．D．   N．D．   

11月  21．0   2   N．D．   N．D．   N．D．   

12 月   2．5   N．D．   N．D．   N．D．   

18 年 1月  11．0   N．D．   N．D．   N．D．   

2 月  22．5   6   N．D．   N．D．   N．D．   

3 月  14．0   4   N．D．   N．D．   N．D．   

年 間 値   681．5   68   N．D．   N．D．  N．D．′・′N．D．   

前年度までの過去3年間の値  213   N．D．   2．9   N．D．～7．9  

N．D．：検出されず  
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（2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
前年度まで  

検体  
試料名  

採取場所  採取年月   数  

過去3年間の値   その他の検出   
された人工放  
射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   前橋市  H17．4・－ H18．3  4   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  mBq／m3   

降下物  
H17．4－  0．24  0．24  

前橋市   H18．3   12  N．D．   ±0．03   N．D．   ±0．02  MBq／km2   

上水 源・水  

陸  
蛇口水  前橋市  H17．6   

水  
N．D．   N，D．   N．D． mBq／L  

淡 水  

1．9±0．2  N．D．  2．7±0．3  Bq／kg乾土  

0〈′5cm  前橋市  H17．7 

土  
110±10  N．D．  140±20  MBq／km2  

壌  1．8：±  

0．4   
N．D．  1．3：ヒ0．2  Bq／kg乾土  

5－20Gm  前橋市  H17．7   

180：±40  N．D．  130±20  MBq／km之   

精 米  前橋市  H17．12  ロ  N，D．   N．D．   N．D．  Bq／kg精米   

前橋市  HlT．12   
0．011±  

野  0．003   
N．D．   N．D．  

菜   
Bq／kg生  

ホウレン草  前橋市  H17．12   N．D．   N．D．   N．D．  

茶  Bq／kg乾物   

牛 乳  富士見村  H17．8   N．D．   N．D．   N．Dニ  Bq／L   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  
0．072  

前橋市  H17，6， H17．12  2   N．D．  0．038± 0．009  N．D．  ：ヒ0．007  Bq／人・日   

海水  mBq／L   

海底土  Bq／kg乾土   

海  
産  
生  

Bq／kg生  

物  

N．D．：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（¢P＄）  サーTベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17 年 4 月   7．虫   14．2   8．0   64   

5 月   7．3   12．6   7．8   56   

6 月   7．2   11．5   7．9   65   

7 月   7．1   16．2   8．0   64   

8 月   7．1   15．6   8．0   63   

9 月   7．1   13．9   8．0   61   

10 月   7．3   13．8   8．0   63   

11月   7．4   13．3   8．2   61   

12 月   7．3   13．0   8．1   60   

18 年 1月   7．3   11．1   8．0   63   

2 月   7．4   12．0   8．1   60   

3 月   7．4   14．2   8．0   63   

年 間 値   7．1   11．1   8．0   56′－65   

前年度までの過去3年間の値   6．7   20．6   7．9   58〈・80   
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Ⅴ－11埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

日生 司 三宅定明 浦辺研一  

1緒 言   

平成17年度に埼玉県で実施．した文部科学省委静による環境放射能水準調査ゐ結果について   

報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、精巣、野菜（大根・ホルン草）、茶、牛乳、淡水産生物   

（ニシやマス）、日常食及び空間放射線量率。  

（2）測定方法  

環境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年度）及び各種放射能測定法シリーズ   

（文部科学省締）に基づいて行った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置：AldkaJDC－161  

Ge半導体検出器：CANBERRAGC1518  

波高分析器   ：CANBERRADSA2000A  

シンチレーションサ・叫寸イメータ：AlokaTCS－166  

全β放射能  

核種分析  

空間放射線量率  

モニタルタやホ○スト   ：AlokaMAR－15、MAR・22  

（4）調査結果   

ア全β放射能測定結果  

定時降水の全β放射能測定結果を表1に示した。75検体中2検体から検出されたが、  

異常値は認められなかった。   

イ 牛乳中の1さ1Ⅰ分析結果  

牛乳中の＝1Ⅰの分析結果を表2に示した。全検俸が検出限界値未満であった。   

ウゲルマニウム半導体検出券による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。土壌、茶及び淡水産生物  

から1a7csが検出されたが、異常値は静められなかった。   

エ空間放射線量率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間放射線皇率の測定結果を表4に示し  

た。異常値は静められなかった。  

3 経 常   

調査結果は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度の値であり、異常値は静められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年・月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBq瓜m2）   （MB殖m2）   

平成17年4月   寧5．2   7   N．D※  N．D   N．D  

5月   105．0   6   N．D   N．D   N．D   

6月   143．7   10   N．D   N．D   N．D   

7月   228．2   7   N．D   NこD   N．D   

8月   266．7   8   N．D   N．D   N．D   

9月   173．7   8   N．D   3．3   5．2   

10月   165．5   S   N．D   N．D   N．D   

11月   26．0   3   N．D   2．9   11．1   

12月   4．5   2   N．D   N．D   N．D   

平成1S年1月   55．5   3   N．D   N．D   N．D   

2月   113．7   7   N．D   N．D   N．D   

3月   75．5   6   N．D   N．D   N．D   

年間値   1443．2   75   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値   233   N．D   N．D   N．D  

※N．Dとは、計数値がその計数誤差の3借以下のものとする。   

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  江南町  江南町  江南町  江 南 町  江南町  江南町  前年度まで過去3年間の債   

採 取 年 月 日  H17．5．24  H17．7．28  H17，乳21  H17．11．29  H18．1．1＄  Hl＄．3．20  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  1さ7cs    過去3年間の値  位  

数  

大気浮遊じん  mBq匝3   

降下鱒  さいたま市  H17．4～HIS．3  12  N．D  0．067  N．D  N．D  M丑q／血2   

陸  N．D  N．D  N．D  

蛇口水  さいたま市  Ⅱ17．6   N．D  N．D  N．D  mBq／L  

水   水  

0～5cm   さいたま市  H17．7   6．0  7．5   虫．7  Bq／短乾土  

土  180  210   230  MBqハ皿2  

壊  N．D  N．D  ーN．D  B西乾土  

N．D  N・D  N．D  MBq几m2   

精 米  さいたま市・  H17．10   N二D  N．D  N．D B扉由緒米   

野  さいたま市  H17．9   N．D  N．D  0．41  Bq／短生  

菜   さいたま市  H17．9   N．D  N．D  N．D  

茶  所沢市他  H17．5   2  0．17  0．23  N．D 1．5  Bq／短乾物   

牛 乳  さいたま市  H17．S   N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物  熊谷市   H17．10   0．14  0．11  0．35  3中也生   

日常食  さいたま市  H17．6，H17．1l  2  N．D  N．D  N．D  0．065 Bq／人■日   

海  mも扉L   

海底土  Bq他乾土   

海  

産  Bq他生  

生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（叩S）  サーベイメータ  

測  定  年  月  最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nOy／b）   

平成17年 4月   11．5   16．9   12．1   45   

5月   11．3   16．4   11．9   串1   

6月   11．4   17．4   11．9   48   

7月   11．4   17．7   12．0   49   

8月   11．3   18．7   11．9   47   

9月   11．2   16．3   11．9   50   

10月   11．3   16．2   12．2   47   

11月   11．5   15．7   12．4   48   

12月   11．8   13．7   12．5   47   

年   間   鹿   11．2   18．7   12．0   45～51   

前年度までの過去3年間の催   11．2   23．9   12．1   40～49   

※ 平成17年12月のモニタリングポストのデータは、12月1日から4日までの計測値である。   

モニタリングポストの機器更新のため、平成17年12月5日から12月15日まで計測を停止し、   

12月16日から計測を開始した。更新機器によるデータは下記の表のとおりである。  

モニタリングポスト（皿Oy／い  サーベイメータ  

測  定  年  月  最 低 値  最 高 値   平 均 値   （nOy／い   

平成17年 12月   32   37   34  

平成18年 1月   33   43   35   35   

2月   33   53   35   33   

3月   33   42 34   35   

年  間  値   32   53   35   33～35   

※ 平成18年1月分からサーベイメータによる測定地点が変更となったため、従来の測定地点のデー  

タと区別するため上表と分けた。  
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Ⅴ－12千葉県における放射能調査  

千葉県環境研究センター   

井上智博 井村正之 内藤季和  

押尾敏夫 中西基晴  

1．緒言   

千葉県は、前年度に引き続き平成17年度文部科学省委託の環境放射能水準調査を   

実施したので、その結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

a．全β放射能：定時降水   

b．γ線核種：大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・  

牛乳・野菜類（ダイコン、ホウレンソウ）・日常食・海水・  

海底土及び海産生物（ゴマサバ）   

c．空間線量率：モニタリングポスト及びサーベイメ∵タによる測定  

2）測定方法   

試料の採取及び前処理は、「平成17年度放射能測定調査委託実施計画書」に基   

づき行った。測定は旧科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいて行っ   

た【  

3）測定装置   

a．全β放射能   

b．γ線核種分析  

GM式全β自動測定装置：アロカ JDC－163  

G e半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA－7700  

c．空間線量率  モニタリングポスト：アロカ MAR－21  

シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TCS－151  

4）調査結果   

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。   
b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した。   

c．空間線量率調査  測定結果を表3に示した。  

3．結語   

平成17年度の調査結果は以下のとおりである。定時降水試料中の全β放射能調査で  
は平成17年10月、11月及び平成18年2月の各1試料から放射能が検出され、γ線核種  

分析調査では土壌1深度、海底土及び水産生物から137C sが、源水からl＝Ⅰがわず  

かに検出されたが、特に異常値と諷められるものではなかった。空間放射線量率につ  

いても異常値は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）    月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

平成17年 4月   12 2．5   10  N．D．  N．D．   N．D．  

5月   9 9．2   5  N．D．  N．D．   N．D．  

6月   18 3．0   11  N．D．  N．D．   N．工）．  

7月   14 5．5   8  N．D．  N．D．   N．D．  

8月   19 3．，5   7  N．D．  N．D．   N．D．  

9月   6 6．5   5  N．D．  N．D．   N．D，  

10月   16 7．6   11  N．D．  2．1   8．6  

11月   4 3．3   2  N．D．  1．6   4．．7  

12月   9．3   2  N．・D．  N．D．   N．D．  

平成18年 1月   116．0   4  N．D．  N．D．   N．D．  

2月   12 5．3   7  N．D．  1．7   9．4  

3月   9 6．7   8  N．D．  N．D．   N．D．  

年 間値  13 6 8．4   8 0  N．D．  2．1  2 2．7  

前年度までの過去3年間の値   80～87  N．Ⅰ⊃．  4．0  22．0－562．4  
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表 2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  前年度まで  

取  I37cs  その他の検出さ  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    れた人工放射能  

月   核種（数値）   

数  

H17．・4  

大気浮草じん   中原市  ～  嘘q／ふ3   

H18．3   

H17．4  

降 下・物  市原市  ～  Ⅶ∋q／km2   

H18．3   

上水 源水  木更津市  H17．6  1  N．D．  N．D∴  N．D．  N．D．  Ⅰ－131（7．8）   

陸  
蛇口水  市原市  H17．6  1  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  血Bq／ト  

水  

淡水  

1，5  N．D．  2．0  Bq／kg乾土  
0～5cm   市原市  H17．8  1  

土  76  N．D．  81  l仏q／km2  

壌  N．D．  N．D．  1．7  由／k占乾土  
5～20cm  市原市  H17．8  1  

N．D．  N．D．  25 MBq／km2   

精  米  千葉市  H17．9  1   N．D． N．D．  N．D．  Bq／kg精米   

野  N．D．  N．D．  N．D．  

8q／kg生  

莱   N．D．  N．D．  N．D．  

茶  Bq／kg乾物   

牛  乳  八街市  H17．8  ロ  N．D．   N．D．  N．D．  N．D．  Bq／1   

淡水産生物  Bq／kg生   

H17．6  

日 常 食  千葉市  2  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  Bq／人・日   

H17．11  

海  水  市原市  H17．8  1   N」D，  N．D．  N．D．  mBq／1   

海 底 土  市原市  H17．8  1   2．7  N．D．  3．1  Bq／kg乾土   

水産生物（珊バ）千倉町    H18．3  1   0．071  0．11  0．14  Bq／kg生   

※千倉町は現南房総市  
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表 3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最 高 値  平均値   （nGy／h）  

平成17 年  4 月   22   3 9   24   48   

5 月 2 2   3 3   23   4 8   

6 月   2 2   4 2   24   44   

7 月   2 3   4 3 24   4 5   

8 月   22   3 9   24   5 9   

9 月   23   31   24  61   

10 月   2 2   34   24   4 9   

11月   2 2   3 5   24   4 9   

12 月   2 2   40   24   4 9   

平成18 年  1月   21   41   24   4 6   

2 月   2 2   3 7   24   4 9   

3‘月   2 2   34   24   5 3   

年  間  値   21   4 3   24   44 人一 61   

前年度までの過去3年間の値   21   4 3   24   45 ～ 53   
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Ⅴ－13東京都におけ る放射能調査  

東京都健康安全研究センター   

富士栄聡子 小輪瀬勉  高橋保雄  

高橋保雄  栃木博  小西浩之  

榎田 隆一  矢口 久美子   

小杉有希  
高田千恵子  

1．緒 言  

東京都において平成17年度に実施した放射能測定調査に  

ついて報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物  
及び空間放射線料率  

2）測定方法   

環境放射能水準測定調査委託実施計画書（平成17年度）並びに   

文部科学省編各種放射能測定法に準じた。   

3）測定装置   

GM計数装置  ALOKA TDC－511   

シンチレーションサーヘやメーター ALOKA TCS－166   

モニタリンク○ポスト  ALOKA MAR－15   

核種分析装置  CANBERRA Genie2000System   

4）調査結果   

定時降水の全β放射能測定結果を表Ⅰに示す。   

表Ⅱに核種分析結果を示す。   

表Ⅲに空間放射線量率測定結果を示す。  

3．結 語  

平成17年度の東京都における放射能測定調査では、特に異常は  

認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 

採取年月   
降水量  

（m）   

放射能濃度（Bq／L）  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq／kポ）  

平成 17年 4月   87   6   N．D   N．D   札D   

5月   176   8   N．D   N．D   N．D   

6月   182   10   N．D   N．D   N．D   

7月   264   7   N．D   N．D N．D   

8月   205   7   N．D   N．D   N．D   

9月   145   5   N．D   N．D   N．D   

10月   229   8  N．D   N．D   N．D   

11月   37   2   N．D   N．D   N．D   

12月   3   N．D   N．D   N．D   

平成 18年 1月   65   3   N．D   N．D   N．D   

2月   121   7   N．D   2．6   17．4   

3月   80   5   N．D   N．D   N．D   

年 間 借   1594   69   N．D  2．6   17．4   

前年度まで過去3年間の値  220   N．D   4   N．D～59   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  

試 料 名  採取 場所  採 取 年 月   体  
過去3年間の値  

数  
人工放射  

最低値  最高値  最低値 最高値   
性核種   

大気浮遊じん  嘘q／m3ミ   

降 下 物  新宿区  H17．4～H18．3  12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／kポ 

上水源 水  葛飾区   H17．6   N．D   N．D   N．D  

陸  
蛇口水  葛飾区   H17．6   N．D   Ⅳ．D   凡D  

水  
mBq／L  

淡 水  

4．7   2．1   4．3  月q／kg乾土  
0～5c甲  新宿区   H17．7   

土  
119   70   154  MBq／kIば  

壌  
5．6   3．2   4．9  Bq／kg乾土  

5 ～20 cm  新宿区   H17．7   

394   268   450  MBd／krば   

精  米   新宿区   H17．10   0．14   N．D  0．10  Bq／kg精米   

大 根  新宿区   N．D   N．D   N．D  

野 菜       H17．11  口            Bq／kg生   ホウレン草  新宿区  H17．11  口    Ⅳ．D  N．D  N．D  
茶  Bq／kg乾物   

八丈島   H17．8   N．D   N．D   N．D  
牛  乳  Bq／L  

新宿区   H17．8   N．D   N．D   N．D  

淡水産生物  Bd／kg生   

日 常 食‘   新宿区  H17．6，H17．12  2  N．D   N．D   N．D  0．027  Bq／人・日   

海  水  mBq／L   

海 底 土  Bq／kg乾土   

むろあじ  八丈島   H17．10   0．078  0．12  0．13  
海  

産  生  

物  
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Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポ云ト（cps）  サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月  

最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平成 17年 4月   13．7   19．3   14．2   40   74 

5月   13．5   18．4   14．0   40   64   

6月   13．5   19．3   14．0   40   72   

7月   13．6   18．9   14．1   40   60   

8月   13■．5   19．0   13．9   40   60   

9月   1．5 16．6   14．0   40   75   

10月   I3．6   18．0   14．3   40   58   

11月 13．8   16．7   4．   46   60   

12月   13．8   16．4   14．4   42   54   

18年 1月   13．6 16．8   14．写   44   56   

2月   13．7   17．9   14．4   42   62   

3月   13．7   16．5   14．2   40   64   

年 間 値   13．5   19．3   14．2   40 ～ 46   54 ～ 75   

前年度までの過去3年間の値  13．4   29．4   14．2   38 ～ 48   57 ～ノ78   
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Ⅴ－14 神奈川県における放射能調査  

神奈川県衛生研究所   

飯島 育代、桑原 千雅子   

中ロ 幹雄、勝部  貢治  

1 緒言   

文部科学省委託により2005（平成17）年度に実施した環境放射能水準調査の概要を報告  

する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

全ベータ放射能：定時降水  

力◆ンマ線スヘ○クトロメトリーによる核種分析：定時降水，浮遊じん，降下物，陸水，土壌，  

精米，野菜類，牛乳，日常食，海水，海底土，海産生物  

ウラン分析：河川水．土壌．河底土，海水，海底土，海産生物  

空間放射線量率：横須賀市長坂．足柄下郡箱根町，茅ヶ崎市下町屋   

2）測定方法  

力◆ンマ線スヘ○ク川メトリー，全ベータ放射能及び空間放射線量率：放射能調査委託実施計画   

書（平成17年度）に準じた。  

ウラン分析：固体ケイ光光度法を用いた。   

3）測定装置  

①全ベータ放射能：アロカ製JDC－3301型αβ測定装置  

②力■ンマ線スヘ○クトロメトリー：オックスフォート◆社製Ge半導体検出器及びマルチチャンネルアナライサ●－  

③ウラン分析：アロカ製FMT－3B型フリオリメータ  

④空間放射線量率：アロカ製TOS－171型シンチレーションサーヘ●ィメータ、同MAR－22型モニタリンク●ポスト   

3）調査結果  

今年度から、原子力艦放射能調査指針大綱及び同調査実施要領に基づき、寄港地周   

辺の陸上調査を開始した。これに伴い、土壌・上水・野菜は採取場所を横須賀市に変   

更した。また、コメ・牛乳は横須賀市または周辺地の試料を追加して採取した。  

①定時降水：95試料について計測した。年度を通じて全て不検出であった。  

②環境試料：土壌・海底土から－37Csが検出された。土壌は採取地が横須賀市に変更さ  

れ、過去の値とは比較できない。降下物からは－8TC＄は検出されなかった。  

③食品試料：精米、日常食、牛乳、マアジから13TCsが検出されている。  

④ウラン濃度：測定を行った50試料とも前年度と同様の値であり、環境における平常  

の範囲内であった。  

⑤空間放射線量率：サーベイメータによる測定結果では3地点とも、ほぼ過去3年間の  

測定値の範囲内セあった。モニタリンク●ホ○ストによる空間放射線量率は今年度に初めて通年  

データがそろった。今年度は2回、ごく短時間の線量率上昇が認められた。スペクトル  

解析により、近隣で非破壊検査が実施されたものと推定された。年間を通して月毎の  

平均値には変化がなかった。  

3 結語   

県内の環境放射能レベルは前年同様、食品試料、土壌等に－8TCsが断続的に検出されて  

いる。降下物からは－a7Csが検出されず、全体的に一定の濃度を推移しつつも漸減傾向が  

認められる。また、核燃料加エエ場周辺のウラン濃度も平常の範囲で推移している。原子  

力艦寄港地周辺の陸上調査を含め、今後も継続した調査が必要である。  
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表1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／t〉  月間降下量   月間降下量  

（mm）  測定数  最低値  最高値   MBq／km2   MBq／km2   
2005年4月  96．4   8   ND   ND   ND  

5月  108．0   8   ／J   ／／   J／  

6月  170．6   14   ／／   
JJ   J／  

7月  252．2   12   ／J   J／   J／  

8月  265．3   10   JJ   ／／   ／J  

9月  183．8   9   ／／   ／／   ／／  

10月  181．2   9   J／   ／／   ／／  

11月  35．5   3   ／／   ／／   

12月  3．4   J／   ／／   ／J  

2006年1月  62．8   4   J／   ／J   ／J  

2月  152．占   8   JJ   ／／   ／／  

3月  101．9   9   ／J   JJ   ／／  

年間値   1613．6   95   ND   ND   ND  

前年度までの過去3年間の値  ND   6．1   10  

表2 牛乳中のト131分析結果  

採取場所   藤沢市  藤沢市   藤沢市  藤沢市   藤沢市   藤沢市  前年度までの過去3年廟の値   

採取年月日   05／05／26  05／07／14  05／08／16  05／11／17  06／01／12  06／03／08  最低値   最高値   

放射能濃度（鴎／l）   ND   ‖D   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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Cs－137   前年度まで過  
試料名  採取場所  採取月  検体  3年間の値  

放射性核種   

大気浮遊じん   茅ヶ崎市  4T3  4   ND   ND  ND   ND  血Bq／m3   

降 下 物   茅ヶ崎市  4へ・3  12  ND   ND   ND  0．12  
MBq／km2   

上水（原水）  津久井郡  6   ND   ND   ND  mBq／l  
陸水  ND   ND   ND  mBq／l   

5．4  2．0   3．3  
8－5cm  横須賀市  8   

Bq／kg乾土  

230   60   100  MBq／km2  
土壌  

6．1   1．4   2．7  
5・－20cm  横須賀市  8   

Bq／kg乾土  

870  140  290  MBq／km2   

精 米  茅ヶ崎市 横須賀市  皿   
2   ND  0．023  ND  0．024  Bq／kg精米   

ダイコン  横須賀市  口   ND   ND   ND  Bq／kg生  

野菜  ND   ND   ND  Bq／kg生   

牛 乳  茅ヶ崎市   8   2  0．020  0．032  ND  0．045  
藤沢市  

Bq／l   

0．028  0．063  Bq／（人日）  日 常 食   横浜市                    平塚市  6．12  2  0．0（‡5  0．074  0．028  0．063  Bq／（人日）   

海 水  横須賀市  8   ND   ND   ND  mBq／l   

海 底 土   横須賀市  8   2．2   1．5 1月  Bq／kg乾土   

海 産  マアジ  小田原市  10   0．15  0．15  0．22  Bq／kg生   
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表4ウラン分析結果  

試料名  採取場所   採取年月   
単位  

河川水  横須賀市  2005年8月，2006年1月   0．2   1．2   0．2   1．3   
〟g／l   

海水  横須賀市   2006年2月   4   2．4   2．6   2．6   3．3   

土壌  横須賀市  2005年9月，2006年3月   8   0．2   1．0   0．3   1．3   

河底土  横須賀市  2005年5，8，10月．2006年1月   20   0．3   2．5   0．4   2．8   m〆kg乾土  

海底土  横須賀市   2006年2月   4   0．9   1．7   0．7   2．2   

海産生物  横須賀市   2006年2月   3   0．01  0．01  0．01  0．03   mg／kg生   

表5 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ（n（〕y／h）  

茅ヶ崎市  

測定年月 最低値   最高値   平均値   茅ヶ崎市  棟須賀市   箱根町   

2005年4月   35   57   36   53   57   48   

5月   35   44   38   52   59   49   

6月   35   58   36   53   58   49   

7月   35   57   37   56   57   49   

8月   35   49   36   53   60   50   

9月   35   45   36   55   58   50   

10月   35   49   37   57   58   46   

11月   36   51   37   55   59   49   

12月   36   45   37   55   61   50   

2006年1月   35   47   37   54   59   48   

2月   35   51   37   58   59   50   

3月   35   52   37   54   57   50   

年間値   35   58   37   55   58   49   

前年度までの過  35   61   37   51一－59   57～66   47一｝57   

注：サーベイメータの測定値には宇宙線の寄与分（27．8nGy／h）を付加している。  

ー166－   



Ⅴ－15 新潟県における放射能調査  

新潟県放射線監視センター  

霜鳥 達雄、笠原 責、昆 倍芳、山崎 興樹、加藤 健二、  

藤巻 広司、坂上．央存、段内 重政、鈴木 博之   

1．緒  
前年度に引き続き、平成17年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査及び放射轡監視等交付金による  
原子力発電所周辺の韓境放射線監視調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調 査 対 象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水J土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生物、日常   
食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、大気、降下物、陸水、   

土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産生物、指標生物を対象とした。   
2）測 定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、文部科学省編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定調査委託実   
施計画書（平成17年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書（平成17年度）」  

に基づいて行った。   

3）測 定 装 置   

ア．全ベータ放射能  自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163   
イ．空間線量率  低線量率測定器：DBM方式2”¢×2”NaI（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－1 

ゲルマニウムガンマ線分光分析装置：検出器 キャンベラ社製  

γ線解析システム セイコーEG＆G社製  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC－LB5  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－4211  

α線エネルギー分析装置：キャンベラ社製 シリコン半導体検出器、Genie2000  

蛍光ガラス線量計素子、リーグ：旭テクノグラス社製 SC－1、FGD－202   

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

4）調 査 結 果   

ア．全β放射能（表1）  

定時降水について測定したが、例年と同レベルであった。   

イ．空間線量率（表2、3）  

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と岡レベルであった。   

ウ．核種分析（表4、5）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウムガンマ線分光分析装置を用いて測定した結果、海水等に137csを  

検出した。  

放射化学分析により90sr、3H、 239＋240 
puを検出した。これら検出された人工放射性核種は、いずれも  

例年と同レベルであった。なお、原子力発電所周辺の環境放射線監視調査において本年度から調査を開始し  

た大気中の8Hでは、監視調査地域の値は対照地点（新潟市）の値と差が見られた。   

エ．積算線量（表6）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルであった。  

3．結  語  

平成17年度の調査結果からは、一部の試料から過去に行われた核実験等の影響によるものと判断される人工   

放射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（環境放射能水準調査）  

降水の定時採取（定時採水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  
放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

（mm）  （MBq／kmZ）  （MBq／km3）  

測定数   最低値   最高値   

H17年 4月   49．9   ＊   3．0   

5月   41．6   ＊   3．0   6．5   

6月   144．0   ＊   ＊   ＊  ＼ 

7月   83．1   ＊   ＊   ＊   

8月   143．0   ＊   ＊   ＊   

9月   59．2   ＊   ＊   ＊   

10月   204．5   ＊   ＊  ＊   

11月   221．7   ＊   2．0   

12月   232．9   14   ＊   1．3   2．0   

H18年 1月   87．2   ＊   ＊   ＊   

2月   84．6   ＊   1．5   8．1   

3月   142．5   ＊   3．6   

年 間 値   1，494．2   ＊   3．6   ＊ ～ 61   

前年度までの過去3年間の値  5 ～18   ＊   2．9   ＊ ～119  

（注）1 調査地点は新潟市  

2 ＊は検出下限値未満   

表2 低線量率測定器による空間線量率（原子力発電所周辺監視調査）  

空間線量率（nGy／h）  

測 定 地 点   測 定 年 月  平均値   最高値   最低値 

柏崎市街局   H17年4月～H18年3月   42   90   

荒 浜局   H17年4月～H－18年3月   

下高町局   H17年4月～H18年3月   104   

刈 羽 局   H17年4月～H18年3月   

勝 山 局   H17年4月～H18年3月   

宮 川 局   H17年4月～H18年3月   40   

西 山 局   H17年4月～H18年3月   

赤田町方局   H17年4月～H18年3月   40   

土 合 局   H17年4月～H18年3月   
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表3  空間放射線真率測定結果（環境放射能水準調査）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

H17年 4月   47   49   

5月   47   48   

6月   47   49   

7月   47   49   

8月   46   ヰ9   

9月   46   48   

10月   46   70   49   

11月   46   78   49   

12月   44   

H18年 1月   101   47   

2月   45   49   

3月   43   48   

年  間  値   49   

前年度までの過去3年間の値   49   77 ～ 96   

（注）1 測定場所は新潟市  
2 サーベイメータ測定値は宇宙線を含む。  
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表4－1放射化学分析結果（90sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料名   採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

精 ノ 米   H17．10   ＊   0．0091   ＊ ～ 0．017  Bq／kg生   

大根（根）  H17．11   0．023   0．15   0．020 ～ 0．083  Bq／kg生   

原  乳   H17．4，7，10，  4   0．015   0．039   0．021～ 0．051  Bq／L   

H18．1  

貝類（ササ●ェ）  H17．7   ＊   ＊   ＊   Bq／kg生   

海産生物  
H17．5，10   

（ホンダワラ）  

4   0・048   0．068   0．050 ～ 0．080  Bq／kg生   

表4－2 放射化学分析結果（8H）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名  採取年月   最高値   過去3年の値   単 位   

大  ＊   0．019   H17年度から開始   

Bq／m3  

気   ＊   0．011   H17年度から開始   

H17．6，9，12  
陸  

Hl、8．3   
＊   0．87   ＊  ～1．l   

Bq／L  

水   H17．6，12   0．55   0．73   ＊  ～ 0．98   

海  水  H17．5，10   ＊   ＊   ＊  ～ 0．75   Bq几   

麦4－3 放射化学分析結果（239＋240 pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名   採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

浮遊じん   H17．7 H18．1   ＊   ＊   ＊   Bq／皿3   

降下物   H17．7 H18．1   ＊   ＊   ＊   Bq／mヱ   

海底土   H17．5，10   4   0．092   0．11   0．079 ～ 0．17  Bq／kg乾   

（注）＊は検出下限値未満  
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表5－1 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

検  
137cs  前年度まで  

試料名   採 取 場 所   採取年月   体  過去3年間の値  
射性核種   

数  

大気浮遊じん   柏崎市（2地点）  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／m3   
刈羽村   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   24  ＊  0．19   ＊  0．19  Bq／m2   

陸 水  上 水  柏崎市（2地点） 刈羽村  H17．6，9，12 H18．3  四  ＊   ＊   ＊  0．0013  
Bq／L  

河川水  柏崎市   H17．6，12   ＊   ＊   ＊   ＊  

土  
0～5cm   

柏崎市  

壌  刈羽村（2地点）   
H17．7，11   2．4   1．7   Bq／kg乾   

精  米   柏崎市（2地点） 刈羽村  H17．10   ＊  0．034   ＊  0．059  Bq／kg生   

大 根（根）   刈羽村（2地点）  H17．11   ・032  0．054  0．016  0．055  Bq／kg生   

大 根（葉）   刈羽村（2地点）  H17．11   0．18  0．22  0．029  0．34  Bq／kg生   

キャベツ■   刈羽村（2地点）  H17．11   0．056  0．072   ＊  0．15  Bq／kg生   

牛 乳  原 乳  柏崎市（2地点）  H17．4，7，10 H18．1   ＊   ＊   ＊  0．019  Bq／L   

松  葉   柏崎市（2地点）  H17．7，11   4  ＊  0．086   ＊  0．094  Bq／kg生   

海  水   前面海域（3地点） 放水口付近（2地点）  H17．5，10   0．0017  0．0025  0．0016  0．0030  Bq／L   

海 底 土   前面海域（3地点） 放水口付近（2鮎）  H17．5、，10   10  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg乾   

カレイ  柏崎由   H17．5   0．087  0．087  0．066  0．093  Bq／kg生  

マダイ  柏崎市   H17．6   0．11  0．11  0．11  0．15  Bq／kg生  
海  
ヒラメ  柏崎市   H17．10 0．12  0．12  0．12  0．15  Bq／kg生  

産  
サザエ  柏崎市   H17．7   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

生  
ワカメ  柏崎市   H17．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

放水口付近（2地点）  H17．5，10  
＊   ＊   ＊  Bq／kg生  ホンダワラ     Ⅶr7．一打川ニIl‾ 12．H18．1．3  四  ＊  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す。  
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表5－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（環境放射能水準調査）  

検  
137cs  前年度まで  

試料名  採 取 場 所  採取年月   体  過去3年間の値  
工放射性核  

数  

大気浮遊じん   新潟市   毎月   4  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／m3   

降 下 物   新潟市   毎月   ＊   0．13   ＊   0．16  MBq／km2   

陸  H17．6   ＊   ＊   ＊   ＊  

mBq／L  
水   H17．11   ＊   ＊   ＊   ＊  

Bq／kg乾  

土  H17．7   
510   690   980  MBq／km2  

5．9   5．9   10  14  Bq／kg乾 
壌   Ⅱ17．7   

530   530、．  2000  2400  MBq／km2   

精  米   新潟市   H17．10   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

大 根（根）   新潟市   H17．11   ＊   ＊   ＊  0．022  Bq／kg生   

ホウレン草   新潟市   H17．6   ＊   ＊ ＊   ＊  Bq／kg生   

牛  H17．8   ＊   ＊   ＊  ＊  

Bq／L  
乳   H17．8   ＊   ＊   ＊   ＊  

淡水産生物    ■新潟市   

（フナ）  

H17．11   0．12  0．12  0．13  0．16 Bq／kg生   

日 常 食   新潟市   H17．6，12   ＊   ＊   ＊   0．033  Bq／人日   

海  水   新潟港沖   H17．7   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／L   

海 底 土   新潟港沖   H17．7   1．9   1．9   1．2   1．2  Bq／kg乾   

海  H17．11   0．10  0．10  0．074  0．093  
産  

・Bq／kg生  

生  H17．4   ＊   ＊   ＊   ＊  

物   
Bq／kg生  

ワカメ  佐渡市   H17．4   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 －  は検出されなかったことを示す。   

表6 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mGy／91日）  

．四半期 測定地点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年間積算線量   
監 視 調 査 地 域   0．12   0．12   0．13   0．11   0．47   

対  照  地  点   0．12   0．14   0．13   0．10   0．50   

（注）1年間積算線量の単位は、皿Gy／365日  
2 測定地点数は、監視調査地域20か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16 富 山 県 に お け る 放 射 能 調 査  

官山県環境科学センター  

森友子 橋本淳一  

1．緒 言  

前年度に引き続き、富山県にぉいて平成17年度に実施した文部科学省委託による   

環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は文部科学省編の各種放射能測定法シリーズ及び「環   

境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年度）」に準じて行った。  

3）測定装置   

（∋全ベータ放射能   

② γ線核種分析   

③空間放射線量率  

ベータ線自動測定装置（AlokaJDC－3201）  

Ge半導体検出器（CANBERRA GC－2519）  

モニタリングポスト（Aloka MAR－21）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka TCS－166）  

4）調査結果   

①全ベータ放射能  

測定結果を表1に示す。測定した136検体中、6検体で検出された。   

② γ線核種分析  

測定結果を表2に示す。降下物、土壌及び日常食でCs－137が検出されたが、  

異常値は、認められなかった。   

③空間放射線量率  

測定結束を表3に示す。モニタリングポスト、サーベイメータとも例年と  

同程度の値であった。  

3．結 語  

平成17年度の富山県における調査結果は例年とほぼ同程度の借であり、異常は認  

められなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

（m）  
放射能濃度（Bq／L）  

月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成17年4月   89．0   12   Ⅳ．D   2．9   4・6   

5月   59．7   6   N．D   N．D   N．D   

6月   187．7   6   N．D   N．D   ・D   

7月   271．1   N．D   N．D   N．D   

8月   244．7   N．D   N．D   N．D   

9月   194．2   7   N．D   N．b   N．D   

10月   152．4   7   N．D   NJD   N．D 

11月   194．4   15   N．D   2．7   13．5   

12月   451．2   6   凡D   2．3   15．9   

平成18年1月   188．7   13   凡D   N．．D   N．D   

2月   149．0   15   N．D   1．8   3．6   

3月   2●50．1   17   N．D   1．   76．0   

年間値   2，432．2   136   N．D   2．9   123．6   

前年度までの過去3年間の値  401   N．D   4．2   N．D～50．2   

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137c白  
前年度まで  

試料名  採取場所  採取年月  体  
過去3年間の値  

た人工放  
単位  

数  

大気浮遊じん   小杉町  H17．4～H18．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  嘘q／m3   

降下物  小杉町  H17．4～H18．3  12  N．D  0．14  N．D  0．14  MBq／km2   

陸  
小杉町   H17．6   N．D  N．D  N．D  

水   蛇口水  
通q／L   

1．4  N．D  N．D  Bq／kg乾土  

0～5cm   

67  N．D  N．D  
土  

MBq／km2  

壌  
小杉町   m7・7   

0．42  N．D  軋D  Bq／kg乾土  

5～20¢m  

70  N．D  N．D  MBq／km2   

精 米  杉町   H17．10   N．D  軋D  N．D  Bq／kg精米   

大 根   小杉町   H17」11   N．D  N・D  N．D  

野  

菜  
Bq／kg生  

ホウレン草  富山市   H17．10   N．D  N．D  N．D  

牛 乳  砺波市   H17．8   N．D  N．D  0．032  Bq／L   

日常食  富山市他  H17．6、H17．11  田  0．022 0．027   N．D  0．046  Bq／人・日   

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  

測定年月  
サーベイメータ  

最低値   最市債   平均値   
（nGy／h）  

平成17年4月   47   65   49   97．7   

5月   47   70   49   1bo．0   

6月   48   69   51   101．0   

7月   48   79   52   101．2   

8月   49   86   52   100．3   

9月   48   65   51   102．5 

10月   48   76   51   99．6   

11月   47   88   52   100．8   

12月   29   92 48   90．3   

平成18年1月   34   76   44   88．0   

2月   43   73   49   92．2   

3月   46   81   51   98．7  

年敵値   29   92   50   88．0～102．5   

前年度まやの過去3年間め備   29   114   51   82．7～103．6   
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Ⅴ．r17石川県における放射能調査  

石川県保健環境センター  

吉本 高志・中谷 光・小森 正樹  

1．緒言   

前年に引き続き、平成17年度に実施した文部科学省委託環境放射能水準調査結果   

について報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率   

2）測定方法  

試料の調製および測定は、文部科学省マニュアルに準じている。   

3）測定装置  

全ベータ放射能  アbカ（株）製JDC－3201  

核種分析  ゲルマニウム半導体検出器：CANBERRA製  

モニタリングポスト  NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製h仏R－21  

サーベイメータ  NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製TCS－166   

4）調査結果   

・定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は136であり、そ  

のうち全ベータ放射能が検出されたのは6試料であった。これらは4月、6月、11月、  

1月、3月に確認された。   

・牛乳中の131Ⅰについては、6試料（奇数月）全てが検出限界未満であった。   

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析については、降下物、土壌、日常食、  

フクラギ試料から137csが検出されたが、例年と同レベルの濃度であった。  

137cs以外の人工放射性核種は、全ての試料から検出されなかった。   

・空間線量率については、サーベイメータによる測定は例年と同レベルを示した。  

モニタリングポストによる連続測定についても、例年と同レベルの範囲で推移し  

た。  

3．結語   

各試料の放射能分析及び線量率モニタリング結果において、異常は観測されず、例年   

と同レベルであった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   
降水量  

放射能濃度（Bq／l）  
（mm）  

月間降下量（MBq／km2）  

測定数  最低値  最高値   

平成17年 4月   74．0   7   N．D   4．7   35・3 

5月   121．0   9  N．D   N．D 

6月   146．0   6   N．D   l．6   2二4   

7月   342．0   N．D   N．D   

8月   214．0   S  N．D   N．D   

9月   168．5   8  N．D   N．D   

10月   197．5   き  N．D   N．D   

11月   145．5   15   N，D   10．2   81．6   

12月   396．5   19  N．D   N．D  

平成18年 1月   194．5   17   N．D   2．5   3．7   

2月   172．5   14  N．D   N．D   

早月   232．0   14   N．D   5．8   73．5   

年 間 値 2404．0   136   N．D   10．2   N．D ～ 81．6   

前年度までの過去3年間の値  33g   N．D   10．7   N．D ′～287⊥7   

（2）牛乳中の13】Ⅰ分析結果  

採取場所   羽咋郡宝達志水町坪山 石ノ＝県畜産総合センター  
前年度まで  

過去3年間の値   

H17．   H17．   
採取年月．日  

H17．   H17．   Hl臥   H18．   
7．】2   9．20   】1．21   1．12   3．16   

最低値  最高値  

放射能濃度  
N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

（Bq／l）   

N．D   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名   採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値  

数  
た人工放  

射性核琴   
最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物   金沢市 太陽が丘  毎 月  】2  N．D   0．23   N．D   0．1l   なし  MBq此m2   

陸   上水  
N．D  

水   （蛇口水）   
N．D   なし   巾Bq／l   

25．き   28．4   3】．0   なし  Bq丑g乾土  

0′、5cm   金沢市   H17．7  口  
末町  

土  
l164   861   1730   なし  MBq耽m2  

壌  
21．7   20．7   39．3   なし  Bq此g乾土  

5～20cm   金沢市   H17．7  口  
末町  

3052   1570   4600   なし  MBq／km2   

精 米  内灘町  N．D  N．D   なし  Bq耽g精米   

大 根  金沢市  
H17．10  N．D  

野  
0．027   なし   

菜  酉念町  
Bq／kg生  

ホウレン草  H17．10  N．D  N．D   なし   

羽咋郡  

牛 乳    宝達志水  N．D  N．D なし   Bq／1   
町坪山   

H17．7   N．D   

日常食   金沢市  2  0．018  0．037   なし  Bq／人・日  

H17．12  0．17   

海  
ワカメ   H17．4  、l  N．D  N．D   なし   

産  
鳳至郡  

生  門前町  N．D  N．D   なし  Bq几g生  

物  
鹿磯  

フクラギ  H17．10  0．1占   0．15   0．17   なし   
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（4）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  
＊1）  

測 定 年 月  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成・17年 4月   48  7】   50   100   

5月   4g   66   0   96   

6月   4S   63   50   100   

′‾  

7月   4S   87   50  100   

8月   48   6（；   50   96   

9月   48   62   50   94   

10月   4S   76   50   94   

11月   47   76   52   96  

12月   25   89  44   76   

平成18年 1月   23   59   34  92   

2月   38   63   46   92   

3月   47   72   51   94   

年  間  値   23   S9   48   76～100   

前年度までの  

過去3年間の値   
25   120   50   ＄0～100   

＊1）宇宙線寄与分30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－18 福井県における放射能調査  

福井県原子力環境監視センター  

松井亮 正通寛治  

1．緒言  

前年に引き続き、福井県が平成17年度に実施した文部科学省委託の「放射能測  

定調査」の結果について、その概要を報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物、浮蓬じん、土壌、陸水、各種食品、空間線量率  

（2）測定方法  

放射能調査委託実施計画書（平成17年度）によった。  

（3）測定装置  

①全β放射能調査：アロカ JDC－3210  

②核種分析調査 ：HP G e検出器（相対効率 約30％）  

③空間線量率調査：サーベイメータ；アロカTCS－171  

モニタリングポスト；アロカ MAR－21  

（4）調査結果  

平成17年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の詳細  
については別添の表を参考にされたい。  

（》定時降水  

前年と同様に大気中での核実験はなかった。測定した104試料のうちで上半期の   

1試料から全β放射能が検出されたが、検出された数値はバックグランドに等しく、   

僅かなものであった。10月から3月にかけては、測定器に問題のある可能性があ  

つたため、現在検討中である。（表Ⅰ脚注参照）   

②牛乳中の131Ⅰ分析の結果  

前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。   

③核種分析調査  

（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、人工放射性核種は検出されなかっ  

た。  

（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した試料の測定を行ったが、人工放射性核種は  

検出されなかった。  

（e）陸水  

蛇口水と淡水（それぞれ100リットル）を蒸発乾陶した試料について測定を行  

った結果、淡水中から従来と同レベルで137c sがわずかに検出された。  

（d）土壌  

0～5cm及び5～20cmの2層から採取した試料について測定を行った結果、  

いずれも従来と同レベルで137 c sがわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、・淡水産生物、日常食、海産生物から、従来と同レベルで137c s  

がわずかに検出された。   

④空間線量率  

空間線量率の調査結果は、モニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と同程   

度であった。   

3．結語  

全β放射能及び空間線量率については従来と同程度であり、核種分析の結果も陸   

水、土壌、及び食品の一部から従来と同レベルの137c sがわずかに検出されたの  

みであった。  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取  降水量  

年月  （mm）  

放射能濃度（Bq／L）  
月間降下量  

測．定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成17年4月   65．7   5   N．D   N．D   N．D   

17年5月   93．2   6   N．D   N．D   N．D   

17年6月  133．2   4   N．D   N．D   N．D   

17年7月  286．0   9   N．D   N．D   N．D   

17年8月  225，4   9   N∴D   N．D   N．D   

17年9月  128．6   4   N．D   3．7   35   

17年10月  167．3   5   ／＊   

17年11月  185．4   12   ／＊   

17年12月  787．0   18   ／＊   

18年1月  230．3   9   ／＊   

18年2月  170．1   ／＊   

1寧年3月  239．7   12   ／示   

年 間 値   2711．9   104   N．D   3．7   N．D～35   

前年度までの過去3年間の      300   

債  
N．D   11．7   N．D～656  

＊）現在検討中。他の目的で実施している核種分析で137csと90srの県内の合計年間  

降下量は約0．8（MBq／km2）であることを把握している。   

Ⅱ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

奥越  
〝   〝   

前年度までの  

採取場所   高原牧場   過去3年間の値 

採取年月  日  H17．5．12  17．6．13  17．7．14  17．8．24  17．9．15  17．10・．26・  最低値  最高値   
放射能濃  

度  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq／L）  
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs 
前年度までの  

試 料 名  採取場所   採取年月   体  
過去3年間の値  

人工放射性  
単  位  

数   核種  

大気浮逆じん  
福井分析管理  

室屋上   
17．4～18．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降 下 物  17．4～18．3  12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

陸  17．6   N．D   N．D   N．D  

mBq／L  

水   17．8   1．6   1．3   1．8  

1．0   3．7   5．4  Bq／kg乾土  

土  17．8   

45   160   240  MBq／km2  

1．1   2．3   2．4  Bq／kg乾土  

壌   17．8   

200   380   530  MBq／km2   

精 米  福井市   17．10   N．D   N．   N．D  Bq／kg精米   

大 根   あわら市   17．11   
野  

N．D   N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜  坂井郡   17．11   N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市   17．8   2  N．D  0．020  N．D  0．013  Bq／L   

淡水産生物    ＼三方町三方湖   17．12   0．12  0．12  0．15  
（フナ）  

Bq／kg生   

福井市   17．6   0．015  0．016  0．023  

日常食  Bq／人・目  

福井市   17．12   0．016  0．019  0．026  

海産生物  
福井市   17．11   0．13  0．10  0．1Ⅰ  

（カレイ）  
Bq／kg生   
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Ⅳ。空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （nGy／h）  サーベイメータ  

測‘定 年 月   

最 低 値   最 高 値   平 均 値  （鱒Gy／h）   

平成17年 4月   42   59   44   79．2   

17年 5月   42   65   44   85．5   

17年 6月   43   54   44   80．7   

17年 7月   43   80   46   83．1   

17年 8月   43   68   46   82．0   

17年 9月   44   52   45   87．1   

17年10月   43   74   46   87．3   

17年11月   43   107   47   84．3   

17年12月   20   85   40   82．9   

18年 1月   19   51   30   85．5   

18年 2月   38   66   45   84．1   

18年 3月   41   64   47   88．2   

年 間 値   19   107   44   79．2～88．2   

前年度までの  
28   107   46   68．8～99．0   

過去3年間の値  
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Ⅴ－19 山 梨 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山梨県衛生公害研究所   

石井 洋亨  江頭 恭子  

1 緒言  
平成17年度に山梨県で実施した文部科学省委託の環境放射能調査結  
果について、その概要を報告する。  

2 調査の概要  
1）調査対象  

降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、  
野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、日常食及び空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は文部科学省編「全ベータ放射能測定   
法（1976）」「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメト   

リー」及び同省防災環境対策室編「放射能測定調査委託実施計画書   
（平成17年度）」により行った。  

3）測定装置  

ア）全ベータ放射能  

GM計数装置：AlokaJDC－163型  

イ）核種分析  

G e半導体核種分析装置：SEIKOEG＆G  

ウ）空間線量率  
シンチレーションサーベイメータ：AlokaTCD－166型  
モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：M－21型  

4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表（Ⅰ）に、ゲルマニウム半導   
体検出器による核種分析結果を表（Ⅱ）に、空間放射線量率の測定結果  
を表（Ⅲ）に示した。  

3 結語   

いずれの調査項目も昨年度とほぼ同じレベルにあり、異常値は認めら   

れなかった。  

－185－   



（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採  取   
降水量  

（mm）  
放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   （MBq／kポ）  （MBq／kポ）  

平成17年4月   52．0   6   N．D   N，D   N．D  

平成17年5月   38．0   5   N．D   N．D   N．D  

平成17年6月   88．5   10   N．D   N．D   N．D  

平成17年7月   174．5   9   N．D   N．D   N．D  

平成17年8月   83．5   9   N．D   N．D   N．D  

平成17年9月   84．5   7   N．D   N．D   N．D  

平成17年10月   114．5   10   N．D   N．D   N．D  

平成17年11月   26．0   2   N．D  N．D   N．D  

平成17年12月   5．50   2   N．D   N．D   N．D  

平成18年1月   24．0   2   N．D   N．D   ・D  

平成18年2月   122．5   8   N．D   N．D   N．D  

平成18年3月   58．5   5   N．D   N．D   N．D  

年間値   872   75   N．D   N、D   N．D  

前年度までの過去3年間の値   263   N．D   N．D   N．D  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
検  137C＄  

前年度まで  
その他の検  

試料名  
採取場所   取 年  体  

過去3年間の値    出された人エ  

月   
数  放射性核種   
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  甲府市  H17．4′・■ H18．3  ヰ   N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降下物  甲府市  H17．4′・■ H18．3  12   N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／kポミ   

上水 源水  

陸  
N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／L  水                        蛇口・7  甲府市  H17．6  口  

淡水  

18．6±0．77  15．8±0．85  18．0±0．72  
北杜市   H17．8  口  Bq／kg乾土  

0～5cm  
高根町  

土  
409±19．0  327±13．5  491±19．6  MBq／kポ  

壌  
6．54±0．50  10．4±0．59  17．8±0．67  

北杜市   H17．8  口  
Bq／kg乾土  

5一｝20cm  
高根町  

514±39．4  920±44．1  1485±55．9  MBq／kポ   

精  北杜市 ■  H17．12  口   N．D   N．D   N．D   N．D  
高根町  

Bq／kg精米   

大根   北杜市   H17．12  口   N．D   N．D   N．D  N．D  
野      高根町  
菜  

Bq／kg生  

ホウレン草  北杜市 高根町  H17．12  口   N．D   N．D   N．D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  北杜市   H17．8  口   N．D   N．D   N．D   N．D  
高根町  

Bq／L   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  甲府市  H17．6 H17．12  2  0．03±0．007  0．03±0．007  ．02±0．00  0．05±0．01  Bq／人・日   

海水  mBq／L   

海底土  Bq／kg乾土   

海  

産   
生  

Bq／kg生  

物  
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメ⊥タ  

測定年月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17年4月   48   74   50   82   

平成17年5月   47   55   49   87   

平成17年6月   48   62   50   85   

平成17年7月   48   79   50   81   

平成17年8月   48   63   50   91   

平成17年9月   48   66   50   88   

平成17年10月   49  65   51   88   

平成17年11月   49   67   52   87   

平成17年12月   49   64   51   83   

平成18年1月   49   58   51   8王‡   

平成18年2月   49   62   51   82   

平成18年3月   49   62   50   84   

年間値   48   65   50   8トー91   

前年度までの過去3年間の値   43   73   48   81～91   

モニタリングポストは前年度までの過去2年間の値  
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Ⅴ－20 長野県における放射能調査  

長野県環境保全研究所  

申込和徳 薩摩林光 林弘道  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成17年度に実施した文部科学省委託に  

よる環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん■降下物・陸水（源水、蛇口  

水、淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生  

物（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメ  

ータおよびモニタリングポストによる空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調整と測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」・、  

「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー  

（平成2年改訂）」および文部科学省防災環境対策室編「放射能調査委  

託実施計画書（平成17年度）」によって行った。   

3）測定装置 ■  

GM計数装置   ：ALOⅨA JDC・163  

Ge半導体検出器 ：SEIKO EG＆G GEM・20180十P  

シンチレーションサーベイメータ ：ALOKA TCS・166  

モニタリングポスト：ALOKA MAR－15   

4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表1に、Ge半導体検出器による  

核種分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示す。  

3．結 語   

平成17年度の長野県における調査の結果、環境試料中の放射能および空間  

放射線量率ともに平常時のレベルにあり、異常値は認められなかった。  
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表1．定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採取年月   
降水量  

（皿）  

放射能濃度（Bq／1）  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（脆q／h2）  

平成17年4月   24．3   8   Ⅳ．D   7．2   8．1   

5月   23．、7   Ⅳ．D   N．D   N．D   

6月   92．2   8   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

7月   148．5   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   

8月   162．1   N．D   N．D   Ⅳ．D   

9月   7声．8   Ⅳ．D   Ⅳ．D   ・D   

10月   38．8   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

11月   34．7   4   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

12月   94．1   14   ・D   Ⅳ．D   Ⅳ．D 

平成18年1月   41．6   9 Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

2月   61．5   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

3月   86．1   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

年値   886．4   108   Ⅳ・  Ⅳ．D   Ⅳ．D   

前年度までの過去3年間の値  298   N．D   6．3   Ⅳ．D～6．5   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果ノ  

検  

試料名  採取   採取年月   体  

137cs  
前年度まで 過去3年間の値   その他の 検出され  

場所  た人工放  
単 位  

射性核種  

数                      畠低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   長野市  17．4・－18．3  4  Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D  嘘q／㌦   

降下物  長野市  17．4・し18．3  12  Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D  弧q／k㌦   

上水 源 永  長野市   17．7   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  

陸  
上水 蛇口水  長野市   17．6   N．D  Ⅳ．p   Ⅳ．D 亜q／1  

水  

淡 水  諏訪湖  17．10   Ⅳ．D  Ⅳ．p   Ⅳ．D  

58  9．2   26  Bq／kg乾土  

0－5c皿・  長野市   17．7   

土  1200  220   750  蝿q伽  

壌  6．0  Ⅳ．D  4．7 恥／kg乾土  

5～20cm  長野   17．7   
330  Ⅳ．D   270  腫q／ふ2   

精 米  安曇野市  17．10   Ⅳ．D  Ⅳ．D   ¶．D  Bq／kg精米   

野  大 根   佐久市  17．11   Ⅳ．D  N．D   Ⅳ．D  

Bq／kg生  

菜  Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  

牛 乳  信濃町   17．8   Ⅳ．D  Ⅳ．D   軋D  軸／1   

淡水産生物（ワカサキや）   諏訪湖  17．11   0．089  0．070  0．098  Bq／kg生   

日常食  長野市  17．6，17．11  2  Ⅳ．D   Ⅳ．D   ¶．D  0．051  Bq／人・日   

海産生物（イワシ）   長野市  17．11   Ⅳ．D  Ⅳ．D  0．078  Bq／kg生   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／b）  

平成17年4月   12．6   17．2   13．3   84   

5月   12．7   18．1   13．4   88   

6月   12．8   17．3   13．9   

月   12．5   19．2   13．7   82   

8月   12．6   20．0   13．7   84   

9月   12．6   16．5   13．6   84   

10月   12．9   17．6   13．8   82   

11月   13．1   18．8   14．0   84   

12月   10．7   21．9   13．7   80   

平成18年1月   10．3   21．3   12．4   70   

2月   12．6 22．0   13．6   90   

3月   12．4   19．3   13．5   78   

年 間 値   10．3   22．0   13．6   70～90   

前年度までの  
過去3年間の値   

10．9   24．2   13．7   78～98   
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Ⅴ－21岐阜県 に お け る放射能調査  

岐阜県保健環境研究所  

南 部 敏 博  

1．緒言   

平成17年度岐阜県において実施した、文部科学省委託の環境放射能水準調査の結果につ   

いて報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレンソウ）′、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」  

「ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スペクトロメトリー（平成2年度改訂）」及び  

「平成17年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：  

アロカLBC－452型  

キャンベラS5Ⅹ2050E－S型（平成1客年3月17日より）  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメーター：アロカ製  

TCS－166  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－21  

（4）調査結果  

表－1定時降水試料中の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表－2 環境試料の核種分析結果を示す。  

表－3 空間線量率の測定結果を示す。  

3．結 語   

平成17年度の調査結果は、前年度とほぼ同様、異常値は認められなかった。  
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表－1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq几）  月間降下量  

年月  （mm）  （MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成17年 4月   144．3   6   N．D   7．8   23   

5月   133．5   2   N．D   N．D   N．D   

6月   143．6   9   N．D   1．7   57   

7月   233．0   6   N．D   0．79   3．2   

8月   335．2   9   N．D   2．＄   200   

9月   151．8   6   N．D   7．1   49   

10月   135．7   5   N．D   2．0   4．4   

11月   113．1   N．D   3．8   3，1   

12月   41．6   7   N．D   1．8   17   

平成18年1月   80．6   3   N．D   2．0   1．9   

2月   157．8   10   N．D   0．79   2．4   

3月   170．9   9   N．D   1．3   53  

年 間 値   1941．1   73   N．D   7．8   N．D～．200   

前年度までの過去3年間の値  185   N．D   2．4   N．D～71   
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葬一2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  体  137cs  前年度まで  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  年  数  過去3年間の値    人工放射能性核種   

月  

嶺低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   各務原市  毎月   4  N．D  N．D   N．D  N．D   N．D   mBq′mj   

降 下 物   各務原市  毎月   12  N．D  N．D N．D  N．D   N．D   MBq侃m2   

嘩  

蛇口水  各務原市  6月   N．D  N．D  N．D   N．D   mBq／L   

水  

4．2  6．5   8．5   N．D   Bq化g乾土  

0～5   岐阜市   7月   

土  Cm  23  41   68   N．D   MBq／Km－  

壌  

5．1  5．7   8．1   N．D   Bq／kき乾土  

5～20   7月   

C113 27  37   51   N．D   MBq侃m之   

精  米   岐阜市   10月   N．D  N．D  N．D   N．D   Bq凡慮精米   

野  N．D  N．D  N．D   N．D   Bq／kg生  

菜   N．D  N．D  N．D   N．D   Bq／kg生   

白川町   5月   N．D  N．D  N．D   N．D   Bq／kg乾物  

茶  

池田町   5月   N．D  N．D  N．D   N．D   Bq／kg乾物   

牛 乳  笠松町   S月   N．D  N．D  N．D   N．D   Bq／L   

岐阜市  

日 常 食  と  5・12月   N．D  0．042   N．D   Bq／人・日   

各務原市  
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表－3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy几）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy仙）   

平成17年  4月   64  90   66   96   

5月   64   84   66   92   

6月   64   84   67   90   

7月   64   9l   68   98   

8月   93   67   100   

9月   65   74   67   90   

10月   65   8l   68   96   

11月   65   100   68   98   

12月   60   100   6＄   100   

平成18年  1月   65   86   68 94   

2月   64   88   68   100   

3月  65   90   6g   9g   

年  間  値   60   】00   67   90－100   

前年度までの過去3年間の値   100   65   90～100   
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Ⅴ－22 ■静 岡 県 に お け る 放 射 能 調 査  

静岡県環境放射線監視センター  

息明雄、落合泰（現 静岡県薬剤師会）  

太田充、鈴木敦雄、高橋真紀、鈴木喬大  

1．緒 言   

静岡県では、昭和36年度より文部科学省委託環境放射能水準調査を実施している。   

今回は、平成17年度に実施した調査結束の概要を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査の対象  

ア 放射能  全β放射能（定時降水）  

l 核種分析（浮遊塵、降下物、陸水、土革、農畜産物、海産生物及  
び日常食）   

イ 放射線量 ・空間放射線量率  

2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成17年度）によった。  

3） 測定装置   

ア 全β放射能   ・GM測定装置   

イ 核種分析  ・Ge半導体検出器を用いた波高分析装置   

夕 空開放射線量率・NaI式モニタリングポスト（DBM方式）  

・N aI式サーベイメータ（DBM方式）  

4） 調査結果   

ア 全β放射能調査  

定時降水試料の全β放射能は、表1に示すとおり、すべて検出限界以下であり、  

過去3年間と同様であった。   

イ 核種分析  

牛乳中の131Ⅰは、表2に示すとおりすべて検出限界以下であり、過去3年間  

と同様であった。  

その他の環境試料の調査結果は、表3に示すとおりであり、137c s以外の核種  

は検出されなかった。   

ウ 空間放射線量率  

空間放射線量率の調査結果は、表4に示すとおりであり■、モニタリングポスト  

による線量率は年間を通じて大きな変動はなかった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は、従来の値と同程度であり、異常は認められなかった。  
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表1 定時降水中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度［Bq／u  月間降下1  

［mm］  ［MBq／km2］    測定数  最低値  最高値   

平成17年  4月   114．5   8  ND   ND   ND   

5月   157．5   7  ND   ND   ND   

6月   222．0   9  ND   ND   ND   

7月   301．5   9  ND   ND   ND   

8月   293．0   8  ND   ND   ND   

9月   122．5   8  ND   ND   ND   

10月   121．5   4  ND   ND   ND   

11月   59．0   3  ND   ND   ND   

12月   0．0   2  ND   ND   ND   

平成18年  1月   73．5   4  ND   N ND   

2月   205．5   7  ND   ND   ND   

3月   102．0   7  ND   ND   ND   

年 間 値   1772．5   74  ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  
ND   ND   ND   

表2 牛乳中の1alI分析結果  

採 取 場 所   
浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市  御殿場市  浜松市  浜松市  御殿場市   

採 取 年 月 日   H17．4．7  H17．4．8  H17．7．7  H17．7．8  H17．10．5  H17．10．6  H18．1．5  H18．1．6   

放射能濃度【Bq／u   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出矧こよる核種分析測定調査結果  

検  
137cs  

その他の  

試・料 名  採取場所  採取年月   体  検出され 工  

本年度  
た人放  
射性核種   

数  

大気浮遊じん  御前崎市  4回／年  4  ND   ND   ND   ND   ND  mBq／m8   

降 下 物  静岡市  毎月  12  ND   ND   ND   0．085   ND  MBq／km2   

陸水   蛇白水   静岡市   6   ND  ND   ND   ND  mBq／L   

9．4  6．7   ND  8q／kg乾土  
土  0～5cm   御殿場市  7   

250  190   420   ND  MBq／kポ  

3．1  4．1   6．0   ND  Bq／kg事乞土  
壌  5～20Gm   御殿場市  7   

260  360   900   ND  MBq／kn了   

精 米  静岡市   ND  ND   ND   ND  Bq／kg生   

野  
浜松市   ND  ND   ND   ND   

大 根  
御殿場市  皿   0．13  ND   0．044   8q／kg生  

菜  
ホウレン草  御殿場市  皿   ND  ND   0．041   ND   

磐田市   4   ND  ND   ND   ND   
茶  Bq／kg生  

伊豆市   5   0．085  0．10   0．19   ND   

牛 乳  静岡市   8   0．016  ND   0．026 ND   B■q／L   

日 常 食  静岡市  6．11   2  0．Pll  0．023  0．012  0．048   ND  Bq／人・日   

海産生物 
lあじ   静岡市   

0．Ot；2  0．081   α13   ND  Bq／kg生   

浜松市  6，9，12，3  4  ND   0．036   ND   0．10   ND   
松 葉  Bq／kg生  

沼津市  6，9，1乞3  ヰ  ND   0．025  2008／1／5  2006／1／6  ND   
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニ9］）ングポスト［nGy／h］ 
サーベイメータ  

測 定 年 月   
［nGy／h］  

最低値   最高値   平均値   

平成17年  4月   29．8   51．4   3乙 84   

5月   30．3   44．1   32．1   78   

6月   30．0   43．5   32．8   74   

7月   28．8   57．8   33．1   90   

8月   28．2   47．4   31．8   82   

9月   28．9   44．9   31．4   80   

10月   28．5   58，2   31．5   82   

11月   28．4   46．7   31．1   92   

12月   28．9   51．0   30．9  94   

平成18年  1月   27．9   46．8   31．5   100   

2月   28．7   53．9   31．8   94   

3月   28．8   55．0   31．6   90   

年 間 値   27．9   58．2   31．8   74～100   

前年度までの過去3年間の値   21．9   72．7   32．4   68′・′96   
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Ⅴ－23 愛知県における放射能調査  

愛知県環境調査センター  

吉田 豊 中根 知康 角脇 怜  

1緒言   

愛知県は文部科学省（旧科学技術庁）の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウ  

ト調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等立地県の隣接県として「環境放射能水準調  

査」を実施することになった。ここでは平成17年度の放射能調査結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物（大型水盤）、  

常食、海水、海底土、海産生物、  

射線量率（モニタリングポスト）  

大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）、野菜、牛乳、日  

空間放射線量率（サーベイメータ）等合計125件と、空間故  

について通年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、   

射能測定法シリーズに従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置  

ゲルマニウム半導体核種分析装置  

シンチレーションサーベイメータ  

モニタリングポスト  

「放射能測定調査委託実施計画書」及び文部科学省編各種放  

ALOXA製TDC－501、SC－702、GM－2503B  

CANBERRA製GC3518－7915－30、MCAシリーズ35プラス  

Exploranium製GR－135  

ALOm製肌岨－21  

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表1に示した。定時降水中の全β放射能測定は82回行ったが、いずれも検出さ  

れなかった。  

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表2に示した。137csの検出は、降下物の2／12検体、土壌の0－5cmと5－20cm  

の両者とも1／1検体、海底土の1／1検体、海産生物で2／3検体であったが、いずれも通常測定  

される債であった。また、その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった。・  

3）空間放射線量率  

名古屋市内の定点（北区辻町、当所敷地内）で測定した結果を表3に示した。シンチレー  

ションサーベイメータによる測定は月1回で、それらの測定値の平均は95n伽／h（変動係数  

4．5％Lモニタリングポストによる測定は通年で、それらの月間平均値の平均は39nGy／h（変  

動係数1．6幻で、いずれも通常測定される値であった。   

3 結語  
本年度は、いずれの調査項目においても特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取（定 時 降 水）  

採 取 年 月   降水量  

（mm）  放 射 能 濃 度（Bq瓜）  月間降下量  

（MBq／km2）  
測定数  最低値   最高値   

17年 4月   89．4   10   N．D   N．D   N．D   

5月   75．0   5   N．D   N．D   N．D   

6月   74．2   9   N．D   N：D   N．D   

7月   145．9   7   N．D   N．D   N．D   

8月   79．4   7   N．D   N．D   N．D   

9月   73．8   8   N．D   N．D   N．D   

10月   86．6   8   N．D   N．D   N．D   

11月   45．2   2   N．D   N．D   N．D   

12月   49．2   5   N．D   N．D   N，D   

18年 1月   50．4   2   N．D   N．D   N．D   

2月   126．2   7   N．D   N．D   N．D   

3月  128．2   12   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1023．5   82   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去8年間の値  253 N．D   2．1   N．D・－9．8   

「N．D」は不検出。  

表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（nGy瓜）  サーベイメータ  

測  定  年  月  （nGy瓜）  

最低値   最高値   平均値   

平成17．年  4 月   37   52   39   91   

5 月   38   46   89   9年   

6月   38   50   0   99   

7 月   37   55   40   94   

8 月   87   50   39   101   

9 月   37   45   39   97   

10 月   87   61   40   100   

11 月   37   51   40   95   

12 月   35   52   38   94   

18 年 1 月   36   49   39   87   

2 月   37   54   39   90   

3 月   37   55  39 92   

年  間  値   35   55   39   
87～101   

95♯   

前年度までの過去3年間の値   88   65   40   
91－108   

97事   

＊平均値  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度までの  その他  
検  187Cs  過去3年間の値    の検出  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  された  

数            人工放 射性核  

種   

大気浮遊じん    名古屋市北区  17．4′・■18．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降 下 物    名古屋市北区  17．4′－18．8  12  N．D  0．054  N．D  0．065  MBq／km2   

上水海水   犬山市継鹿尾  17．6   l   N．D  N．D  N．D  

陸  mBq几  

水                       蛇口水   名古屋市北区  17．6   1   N．D  N．D  N．D  

12  9．1   11  Bq／kg乾土  
0 ～ 5cm   田原市   17．6 1  

土  

590  240  500  MBq此m2  

14  11   18  Bq／kg乾土  
壌  17．5  1  

1600  770  1200  MBq甚m2   

精  米    名古屋市北区  17．12   1   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

野  17．5   1  N．D  N・p  N．D  

Bq／kg生  

菜  田原市   17．5   1   N．D  N．D  NTD  

牛  乳    名古屋市北区  17．8   1   N．D  N．D  N．D  Bq几   

日 常 食    名古屋市   17．6，11  2  N．D  N．D  N．D  0．052  Bq／人・日   

韓  巫    常滑市小鈴呑沖  17．9   1   N．D  N．D  N．D  mBq几   

海 底 土    常滑市小鈴谷沖  17．9   1   2．5  N．D   3．4  Bq化g乾土   

梅  1   0．046   N．D  0．065  

産  

あ さ り  知多那南知多町  17．6   1   0．042   N．D  0．034  Bq此g生  
生  

物  1   N．D  N．D  0．024  

「N．D」は不検出。  
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Ⅴ一24 三 重 県 に お ける 放 射 能 調 査  

三重県科学技術振興センター 保健環境研究部  

小川 正彦 森 康則 橋爪 清  

1．緒 言  

三重県では、昭和63年より文部科学省の委託による環境放射能調査  

を行っている。今回は、平成17年度に実施した調査についての概要を  

報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

降水（定時採取）93試料の全β放射能大気浮遊じん、降下物（大  

型水盤による月間採取）、陸水（上水、淡水）、土壌、精米、野菜類  

（大根、ほうれん革）、茶、牛乳、日常食及び海産生物（鯛、あさ  

り、わかめ）計31試料、のγ線スペクトロメトリーによる核種分析、  

サーベイメータ（月1回）及びモニタリングポスト（周年連続）によ  

る空間放射線量率を対象に測定。   

2） 測定方・絵  

試料採取、前処理、全β放射能、γ線核種分析および空間放射線  

量率の測定は、文部科学省編「環境試料採取法」、「全ベータ放射能  

測定法」、「ゲルマニウム半導体検出轟等を用いる機器分析のための  

試料の前処理法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペ  

クトロメトリー」、「連続モニターによる環境γ線測定汝」および平  

成16年度放射能測定調査委託実施計画書に従った。   

3） 測定装置  

GM計数装置：アロカGM自動測定装置TDC－511，SC－756B  

Ge半導体検出器：CANBERRA GC2519－7500S／RDC  

NaIシンチレーショ ンサーベイメータ：アロカTCS－171  

モニタリングポスト：アロカMAR－21   

4） 調査結果  

全β放射能調査結果は表Ⅰに、空間放射線量率測定結果は表Ⅱに、  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果は表Ⅲに示  

した。  

3．結   語  

本調査は18年度目になるが、環境試料等の放射能および空間放射線  

量率は、ともに前年度まで過去3カ年の借とほぼ同程度の借を示し、特  

に異常な借は認められなかった。  
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（表－Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
採 取  

降水量  
年月  

放射能濃度（Bq／L）  ＝．；童＝．因嗣臣  
（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成16年4月   90．0   9   N．D   N．D   N．D   

5月   149．0   4   N．D   N．D   N．D   

6月   69．5   8   N．p   N．D   N．D  

7月   268．5   11   N．D   N．D   N．D   

8月  101．5   9   N．D   N．D   N・D   

9月   175．0   9   N．D   2．6   10．7   

10月   87．0   8   N．D   0．9   6．7   

11月   36．0   2   N．D   N．D   N．D   

12月   34．5   8   Ⅳ．D   1．2 5．3   

平成17年1月   53．0   4 N．D   1．5   5．8   

2月   121．5   9   N．D   0．8   2．3   

3月   91．0   12   N．D   1．1   8．7   

年 間 値  1276．5   93   N．D   2．6   N．D ～10．7   

前年度までの過去3年間の値  284   N．D   2．2   N．D ～18．5   

（表－Ⅱ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成16年 4月   44．5   6．1．7   46．8   51   

5月   44．6   58．2   46．1   59   

6月   44．9   57．4   46．6   60   

7月   44．9   75．0   47．6   51   

8月   45．0   61．5   46．6   54   

9月   44．1   58．6   46．7   53   

10月   45．2   59．9   47．2   58   

11月   45．3   60．1   47．1   58   

12月   43．7   73．5   47．6   54   

平成17年1月   44．7   62．7   47．0   54   

2月   43．4   64．6   47．4   51   

3月   44．9   71． 4 55   

年  間  値   43．4 75．0   47．0   51～60   

前年度までの過去3年間の債   42．1   90．5   47．8   47～66   
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（表一Ⅲ）ゲルマニウム半導体検     出器による核種分析測定調査結果   

採   1．37cs  
前年度まで  その他の  

試料名   採取場所   取 年  
過去3年間の値    検出され た人工放  

月   
数            射性核種   

大気浮遊じん   四日市市   
17．4  
4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

－18．3  

降 下 物   四日市市   
17．4  
12  N．D   0．084   N．D   0．098  MBq／加2   

～18．3  

陸   蛇口水  四日市市  17．6  1   N．D  N．D   N．D  mBq／L   
水  

0～5  N．D  N．D   0．998  Bq／kg乾土  
17．ケ  1  

土  Cm   菰野町  N．D  N．D   47．0  MBq／km2  

壌  
N．D  N．D   N．D  Bq／kg乾土  

17．7  1  

Cm   菰野町  
N．D  N．D   N．D  MBq／km2   

精  米   松阪市  17．9  1   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

多気郡  
17．11  1   N．D  N．D   N．D  

野  
Bq／kg生  

菜   
三重郡  

17．11  1   N．D  N．D  0．0582  
桶町  

多気郡  
17．5  1   

茶  大台町      N．D   0．151   N．D   N．D  Bq／kg乾物  

亀山市  17．5  1   

牛  乳  
度会郡  

17．8  1   N．D  N．D   N．D  Bq／L   
大内山村  

日 常 食   津市   
17．6  
2  N．D  0．0287  N．D   0．050  Bq／人・日   

17．12  

魚類   北牟手郡紀  
0．118  0．110  0．148  

海  

産  
17．4  1   N．D  N．D   N．D  Bq／kg生  

生  

物  
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Ⅴ－25滋賀県における放射能調査  

滋賀県衛生科学センター  

大塚信二 金由恵美子 坪田てるみ  

小林博美 山中直  

1．緒言  

前年度に引き続き、滋賀県が．平成17年度に実施した文部科学省委託に   

よる環境放射能水準調査の結果を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

① 全ベータ放射能 定時降水   

②核種分析調査  大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、穀類（精米）、  

野菜類（大根、ホウレン草）、牛乳、日常食（都市部）   

③ 空間放射線量率  

2）測定方法  

測定方法等は、平成17年度環境放射能水準調査委託実施計画書に従  

い行った。  

3）測定装置   

① 全ベータ放射能  

GM計数装置（ALOKAJDC－163）   

② 核種分析調査  

ゲルマニウム半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180P、SEIKO MCA7700）   

③ 空間放射線皇  

サーベイメータ（ALOKA TCS－166）  

モニタリングポスト（ALOKA MAR－21）  

4）調査結果   

①全ベータ放射能  

定時降水における測定結果を表（1）に示す。過去3年間には低レベル  

のベータ線が時折検出されているが、平成17年度も1検休低レベルのベ  

ータ線が検出された。   

②核種分析調査  

ゲルマニウム半導体検出器を用いた環境試料中‖7csの測定結果を表  

（2）に示す。過去3年間には土壌、日常食から低レベルの‖けCsが時折検  

出されているが、平成17年産も低レベルの187c＄が検出された。降下物は  

過▲去計年間は検出されていないが、平成17年度は1検体低レベルで検出  

された。   

③空間放射線皇率  

大津市における測定結果を表（3）に示す。前年度と同、程度の値であっ  

た。   

3．結語  

調査鯖果は前年度とほぼ同程度あり、特に異常値は認められなかった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

膵水の定時搾取（声時降水）  

採 取 年 月  
降水量 （ml¶）   

（MBq／kn†）     測定致■  最低値  最高値   

平成17年   4月   54   7   N．D  N．D   N．b  

5月   76   5   N．・D  N．D   N．  

6月   88   9   N．D  N．D   N．D  

7月  ．245   10   N．D  N．D   N．D  

；＝   16¢   9   N．D  N．D   N．D 

● ＝   115   8  N．D  N．D   N．D  

10j弓   119   7   N．D  N．D   N．D  

11月   39   2   N．D  N．D   N．D  

1女月   42   8   N．D 5．9   30．1   

平成18年   1月   53   6   N．D  N．D   N．D  

2月   114   9   N．D  N．D   N．D  

3月   128   10   N．D  N．D   N．D   

年 闇 値 1．239   88   N．D  5．9   N．D－■30．1   

前年度までの過去3年間の値  284   ・D  3．5   N．D■－15．8   

（2）ゲルマニウム半導体検出番による核種分析測定調査結果  

療  1即c＄  
前年度まで  その他  

試料名  採取場所  採取 年月   体 敦  過去3年間の債    検出された  
人工放射性  単位  

核種         最低値  声高偉  長底値  最声催   

大気浮遊じん  大津市  四半期  4  N．D  ！N・D  N．D  N．D    mBq／ma   
降 下 物  

i 

大津市  毎月  12  N．D  o．092  ・N．D  N．D  MBq／km2   

陸水  上水（蛇口水）  大津市  H17．8  口  N．D   ／  N．D  N．D    mBq／L   

13  N．D   －7．3  
0■－5Gm   

Bq／kg乾土  

土壌  野洲市  H17．7   
900‘  

4．畠  3．5  
5～20cm  声り／kg乾土  

1   720  
精 米  志賀町  H17．10  口  N．D  ／  N．D  N．D    Bq／kg精米   

野菜   高島市  H17，11  ト  、N．D  Bq／kg生  
ン草          N．D  

牛 乳  日野町  H17，8  口  N．D 

N．D  童N．D N二D  
N．D  N．D  Bq／L   

大津市  
日食  Bq／人■日   1 （都市部）  H17．8 H17．12  ■2  N・D…  q  0．031  二 N．D  0二0亜  
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（3）空間放射線畳率測定結果  

モニタリングポスト  

採取 年 月  
サーベイメータ  

単位  最低値  最高値   平均値   （nGy／h）  

平成17年  4月  32   4¢   34．5   97．2  

5月   33   56   34．5   96．0  

6月  33   49 34．6   104．0  

7月  59  35．5  1 

8月   52  35．0  101．0  

9月  41   34．5  108．2  

」旦旦  
＿  

33  50   35．1   98．2  

11月  33   59   35．6  99．8  

12月   33   54   34．7  102．6  

平成18年 1月  nGy／h   32 _ 48   34．7  102．8  

2月  32   56   34．9   99．2  

3月   33   59   35．0   101．4   

年 間 値  nGy／h   32   59   34．9   96．0～108．2   

前年度までの  CPS   12．5り  20．9り   13．8■1   
90．0′・■105こ2  

過去3年間の値               nGy／h  32■2   
72＊2   35．2＊2   

＊1‥平成14年4月一平成15年2月12日までの値（ALOKA MAR－1引こて測定）  
＊2‥平成15年2月18日～平成17年3月31日までの値（ALOKA MAR－21にて測定）  
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Ⅴ－26 京都府における放射能調査   

京都府保健環境研琴所  

荒木智億、前田高志、平澤幸代  

藤波直人、田村義男  

1 稀 首  

京都府では、平成16年度に引き続き平成17年度も文部科学省幸吉引こよる環境放射能水準調査を行   

ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

浮遊じん、降下物（定時及び月間）、陸水（上水及び淡水）、土壌、農畜水産物く精米、茶、  

大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、日常食及び空間線量卒  

（2）測定方法  

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁絹『全ベータ放射能測定法』及び『ゲルマニウム半導体  

検出器を用いた機器分析法』等に準じた『京都府環境放射能測定法（改訂Ⅲ）』によった。  

（8）測定装置  

ア）全ベータ放射能  

イ）核種分析  

り）空間線量卒  

プラスチックシンチレーション検出器  

ゲルマニウム半導体検出器  

モニタリングステーション：DBM方式NaIくTl）シンチレーション検出器  

サーベイメータ：－NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（4）調査結果  

表Ⅰ－Ⅳに調査積果を示す。  

定時採水を除く療境試料について、ゲルマニウム半導体検出矧こよる核種分析調査を行ったと  

ころ、降下物、土壌、茶、日常食及びさばから1卯C8が検出された。  

3 結 語  

平成17年度の調査結果は、前年度と同程度のレベルにあり、特に異常値は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の衰時採取く定時降水〉  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／」）  
月間降下量  

）  測定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成17年4月   27．5   7   N，D   1．5   4．6   

5月   82．0   7 - N．D   3．5   19．1   

月   67．0   8   N．D   1．4   12．6   

7月   204．5   10   N．D   2・．5   22．8   

8月   92．0   10   N．D   1．8   9．9   

白月   90．5   7   N．D   4．9   40．2   

10月   104．5   8 N．D   1．3   2．7   

11月   29．0   2   N．D   N，D   N．D   

12月   22．0   5   N．D   5・亭  5．2  

平成18年1月   35．0   4   N．D   2．8   1．4   

94．5   8   N．b   N．D   N．D   

3月   108．0   12   N．D   3．3   59．9   

年間値   958．5   88   N．D   5．2   N．D～59．9   

前年度までの過去3年廟の値  259   N．D   6．4   N．D～110．6   

採取地点：京都市伏見区村上   町395 京都  府保健 環濁研 所屋上   

Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   京都市   前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   H17．8．22   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／L）   N．D   N．D   N．   
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Ⅲゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

llTc8  前年度まで過去8年間の施  単位  

試料名   採取壌潮  採取年月  検体歎  その他の検出された  
人工放射性機種  

土低隠   七井丑   t低価   t高価   

大気浮遊じん   京都市  HlT．4～H柑．∂  4   N．D   軋D   N．D   N．0   N．D   m8q／mき   

降下物  京市  H17．中一H18．8  12   N．D   0．0ヰ4 士 0．013   N．D   N．D   N．P   MBq／km之   

濾水  京都市  HlT．7   N．D   N．D   N．ロ   N．D   N．D   mβq／L  

塵  
水  

N．D   N．D   N，D   N．D   N．D  

地下水  幸治市  H17．12   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

a．1 士 0．さ0  3．1士0．き0  N．D  Bq／kg乾土  

0■－6¢m  京都市  H17．丁   

83±8．1   札D  MBq／km2  

土 ♯  
l．ヰ 土 0．2¢  1．4 土 0．28   N．D   2．a 土 0．28   N．D   Bq／kg乾土  

5′－20¢m  京郡市  H17．7   

140 士 2l  140 ± 28   N．D   さ50 士 42   N．D   MBq／krn2  

新米  真布市  H17．10   N．D   N．D   軋D   N．D   N．D   Bq／k♀精米   

大枚（租）  京都市  HlT．10   N．D   N．D   N．D   0．029 土0．0057   N．D   Bq／kg生  
野  
菜  
ほうれん羊  京都市  H17．10   N．D   N．D   N．D   札D   N，D   

宇治市  H17．5   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg乾物  

茶  

加悦町  HlT．5   0．17 ± 0．039  0．叩± 0．0的   N．D   0．15 士 0．Oa5   N．D   

牛乳  京都市  HlT．0   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   巳q／L   

淡水産生物（フナ）   宇治市  H17．12   N．D   N．D N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

訂常食   京都市  Hけ．8．HlT．12  2   N．D   0．018 土0．0058   N．D   0．038 土0．Ot）51   N．D   8q／人・日   

海産生物（サノく）   京都市  HlT．11   0．0さ5 士0．¢070  0．085 士0．0070  0．078 士0．0050  0．004 士0．0078   N．D   Bq／k書生   
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーヘ●ィメータ  

測定年月  

最低値  最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17年4月   39   60   40   79   

5月   39   67   40   82   

6月   39   55   40   83   

7月   39   85   41   81   

8月   39   61   41   84   

9月   39   55   40   80   

10月   39   62   41   82   

11月   40   55   42   80   

12月   40   62   42   80   

平成18年1月   40   52   42   81   

2月   40   74   42   84   

3月   39   69   42   79   

年 間 値   39   74   41   79～84   

前年産までの過去3年間の値   38   87   41   80～89   

測定地点：京都市  伏見区村上町395 京都府保健   環境研究所屋上   
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Ⅴ－27大阪府における放射能調査   

大阪府立公衆衛生研究所  

肥塚利江 安達′史恵 渡辺 功  

1緒言  

大阪府では、昭和35年度より文部科学省（旧科学技術庁）の委託により放射能調査を  
実施している。今回は、平成17年度に実施した調査結果について報告する。  

2調査の概要  

（1）調査対象  

・全ベータ放射能：降水（定時）  

・核種分析：大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米、   
野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳（原乳・市販乳）、  
日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）  
・空間放射線量率：モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベ イメータ（5地点）  

（2）測定方法   

平成17年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  
（3）測定装置  

・全ベータ放射能：低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製LBC－472－Q型）  

・核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGC－20175SD型）  
・空間放射線量率：モニタリングポスト（アロカ製MAR－22型）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）  

（4）調査結果  

・全ベータ放射能：定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示す。  
86件中10例検出したが異常値は認められなかった。  

・核種分析：環境及び食品試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定  

調査結果を表2に示す。上水（原水）試料より、昨年度と同様、微量の 
131Ⅰ  

が検出された（0．9mBq／1）。  
その他の試料に異常値は認められなかった。   

・空間放射線量率：モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果を表3に示す。異常値は認められず、昨年度までと  
同程度の値であった。   

3結語   

平成17年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、人工  
放射性物質の新たな療境への放出は無いことが確認された。  
昨年度に続き今年度も上水道原水に微革の131Ⅰを検出したが、飲料水の摂取制限に  
関する指標の約1／105のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

m血       （MBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成17年4月   46   8   ND   0．45   1．7   

平成17年5月   79   7   ND   ND   ND   

平成17年6月   64   7   ND   ND   ND   

平成17年7月   186   9   ND   ND   ND   

平成17年8月   73   8   ND   0．65   6．49   

平成17年9月   95   6   ND   ND   ND   

平成17年10月   150   8   ND   ND   ND   

平成17年11月   33   3   ND   1．22   1．27   

平成17年12月   31   5   ND   0．44   6．58   

平成1鱒年1月   39   3   ND   トわ   ND   

平成18年2月   113   10   ND   ND   ND   

平成18年3月   108   12   ND   0．40   2．82   

年間値   1017   86   ND   1．22   NDヘノ6．58 

前年度までの過去3年間の値  257   ND   2．65   ND～15．0   
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表2ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  
検  その他の検出  

試料名  単位  採取場所   採取年月  

体 数        された人工放 射性核種         平成17年度   前年度まで過 去3年間の催  

最低値  最高値  最底値  最高値   

大気浮遊じん   大阪市  H17．4 ～ H18．3  12  ND  ND  ND  ND  mBq／m3   

降下物  大阪市  H17．4 ～ H18．3  12  ND  ND  ND  ND  MBq／km2   

上水・原水  守口市・   Hl7．6   ND  ND  ND   131I：0．9  
陸  mBq／L  
水  大阪市   H17．6   ND  ND  ND  

0～5cm  大阪市   3．3  2．0  、2．3  Bq／kg乾土  

H17．7   

土  
250  130  140  MBq／km2  

壌  3．5  2．9  4．1  Bd／kg乾土  

H17．7   
600  490  850  MBq／km2   

精米  大阪市   H17．11   ND  ND  ND  Bq／kg精米   

ダイコン  大阪市   、H17．11   ND  ND  0．012  
Bq／kg生  

農  H17．11   ND  ND  ND  
産  

物  H1・7   ND  ND  ND  
Bq／kg生  

キャベツ  熊坂町   H18．1   ND  ND  0．017  

H17．8   ND  ND  ND  
牛  Bq／L  

乳   大阪市   H17．8   ND  ND  ND  

日常食  大阪市  H17．6 ～H17．12  2  ND  0．033  ND  0．049  Bq／人／日   

海水  大阪港   H17・7   ND  ND  ND  mBq／L   

海底土  大阪港   H17．7   2．0  2．1  3．0  Bq／kg乾土   

大阪市   H17．11   0．08  0．06  0．11  
海   

産  
Bq／kg生  

生  

物   
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表 3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／hr）  サーベイメータ（nGy／hr） 

測定年月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭  大阪城公園  熊坂町3地点   

平成17年 4月   38   51   41   120   84．3  

同  5月   40   66   41   114   白5．6  

同  6月   40   53  41   119   86．4  

同  7月   40   58   42   114   85．1   77．2 ～107   

同   8月   40   57   42   122   86．6  

同  9月   40   48   41   115   87．3  

同   10月   40   56   42   116   87．3  

同   11月   41   55   43   118   88．7  

同   12月   41   62   42   114   85．6  

平成18年1月   41   51   42   114   84． 72．5 ～114   

同   2月   41   64   43   115   85．6  

同  3月   41   61   43   119   82．6  

年間値   38   66   42   114 ′～122  83 ～89   72′～114   

前年度までの  

過去3年間の値   
34   99＊   41   112 ～．129  81′～99   74～115   

＊：平成14年7月非破壊検査の影響  
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Ⅴ－28兵庫県における放射能調査  

兵庫県立健康環境科学研究センター  

様村公郎．平木隆年  

1．緒言   

前年にひき続き，平成17年度に兵庫県が実施した文部科学省委託による環境放   

射能水準調査結果について報告する．  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水），土壌，日  

常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地、消費地），海産生物（生産地），  

空間γ線線量率   

（2）調査方法  

試料の前処理，全べ一夕放射能測定及び核種分析は，文部科学省のマニュアルに  

準拠した．．   

（3）測定機器  

アロカ LBC472  

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置  

アロカ MAR－21  

アロカ TCS－171  

3．調査結果  

（1）定時採取による降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す．過去3年間とほ  

ぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった‥  

（2）ゲル々ニウム半導体γ線核種分析装置を用いた137csの測定結果を表2に示  

す．柑7c＄は土壌，日常食に検出されたが土壌，日常食は過去3年間と比べて差  

は認められなかった．その他－3－Ⅰなどの人工放射性核種は全て認められなかっ  

た．   

（3）サーベイメーター及びモニタリングポストによる空間γ線線量率測定結果を表3  

に示す．サーベイメーターによる空間線量率は過去3年間と比べて差は認めら  

れなかった．モニタリングポストによる空間線量率も過去3年と比較したがこれ  

も差は認められなかった．2005年8月9日に機器の点検整備を行いゲインな  

どを調整した結果測定値は5nGy／hrほど低下した．   

（4）結語  

平成17年度兵庫県における放射能調査において土壌及び日常食に人工放射  

性核種である137csが検出されたが，その値は過去3年間の値と．もしくは過去3  

年間に全国で検出された値と大きく異なることなく異常値は認められなかった．  

他の試料は柑7csを検出しなかった．サーベイメータおよぴモニタリングポストによ  

る空間線量率測定値についても異常値は認められなかった．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取 降水量   降水の定時採取（定時降水）  月間降下量（MBq／km2）   

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  （γ線核種定性分析）   

測定数  最低値最高値  

2005．04   2了．5   6   N．D．  0．7   7．8（人工核種検出しない）   

2005．05   52．7   7   N．D．  1．1   11．8（人工核種検出しない）   

2005．06   74．3   7   N．D．  0．9   1．6（人工核種検出しない）   

2005．07   150．5   8   N．D．  1．0   56．9（人工核種検出しない）   

2005．08   89．3   7   N．D．  1．0   31．9（人工核種検出しない）   

2005．09   61．2   5   N．D．  N．D   N．D   

2005．10   95．4   8   N．D．  N．D   N．D   

2005．11   27．9   2   N．D．  N．D．   N．D．   

2005．12   19．9   4   N．D．  1．5   6．6（人工核種検出しない）   

2006．01   22．8   3   N．D．  N．D   N．D   

2006．02   107．5   8   N．D．  N．D．   N．D．   

2006．03   132．3   10   N．D． 3．6   28．1（人工核種検出しない） 

年間値   860．4   75   N．D．  3．6   144．7（年間合計）   

前年度までの過去3年の値   245（過去3  N．D．  7．9   589．9（過去3年間の合計）   

年の合計）  

注：降水量は1mm以下の全ベータ測定を行わなかった降水も含む  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検   137c＄   過去3年の値   その他検出   

試料名 採取場所採取年月  体  単位  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市2005．04－2006．03  4 N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  mBq／M8 
豊岡市2005．04－2006．03  4   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  mB’q／M8   

降下物  神戸市2005．0∠ト2006．03  12   N．D． N，D． N．D． N．D．   検出しない  MBq／km2   

蛇口水神戸市2005．06   N．D， N．D． N．D． N．D．   検出しない  mBq／l   

土壌0－5cm加西市2005．07   11   11   19  35   検出しない  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市2005．07   3．1  3．1 1．1  5．5   検出しない  Bq／kg乾土   

生産地米 加西市 2005．11   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 2005．11   N．D． N．D． N月． 0．054  検出しない  Bq／kg精米   

大根  加西市 2005．11   N．D． N．D． N．D． N．D   検出しない  Bq／kg生   

ホウレン草 加西市 2005．11   N．D． N．D． N．D． N．D   検出しない  Bq／kg生   

牛乳  三原町 2005．08   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／I   

日常食 加古川市2005．06．2005．12  2   0．022 0．031 N．D． 0．027  検出しない  mBq／人日   

海産生物 明石市 2005．04   N．D． N．D． 40  60   検出しない  mBq／kg生   
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表3．   空間γ線線量率測定結果く神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（nGy／hr）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   エネルキ●一補正型  

2005．04   40  45  42   100   

2005．05   40  44  42   100   

2005．06   41  46  44   105．   

2005．07   41  53  39   100   

2005．08   36  43  37   107．   

2005．09   36  39  38   107   

2005．10   36  41  38   106   

2005．11   35  41  37   103   

2005．12   35  39  37   99   

2006．01   35  39  37   99   

2006．02   35  42  37   106   

2006．03   35  42  37   110   

年間値   36  53  39   99－105   

前年度までの   過去3年の値   

過去3年の値   35  77  41   92・‥111  

2005／08／09モニタルタやホ○スト点検，整備，ゲインなど調整  
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Ⅴ－29 奈良県に お ける放射能調査  

奈良県保健環境研究センター  

奥野病夫 清水敏男 北村栄治  

1．緒言  

前年度に引き続き、平成17年度に実施した文部科学省凄託による  

環境放射能水準調査の結果を報告する。  

2，調査の概要  

（1）調査対象  

全β放射能：定時痙水  

核種分析：大気浮遊じん、降下物、上水、土琴、精米、  

ホウレン草、大根、茶、牛乳、日常食  
空間線量率：モニタリングポスト（奈良市）  

サーベイメータ（大和郡山市）  

（2）測定方法  

平成17年度文部科学省「環境放射能水準調査委託実施計画書」  

に準じて実施した。  

（3）測定装置  

全β■放射能  

核種分析  

空間線量率  

全βGM自動測定装置（アロカLBC－4202型）  

ゲルマニウム半導体検出器（東芝NAlGIGC16180SD型）  

モニタリングポスト（アロカMAR－21型）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－171型）  

（4）．調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示した。  

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表2に示した。  

空間放射線量率測定結束を表3に示した。  

3．結語  

平成17年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度の値を示し  

特に異常な値は静められなかった。今後も、環境での動態、摂取量  

などについて継続した調査が必要と考える。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時陣水）  

採取年月 降水量  放射濃度（Bq／L）  
月間降下圭  
（MBq／km2）  

（mm）               測定数   最低値   最高値   

平成17年4月   87．2   9   ND   0．4   0．8   

5月   71．4   5   ND   0．7   6．4   

6月   133．3   ND   ND   ND   

7月   221．0   8   ND   ND   ND   

8月   70．5   9   NP   0．4   1．8   

9月   195．1   了   ND   ND   ND   

10月   285．7   9   ND   0．4   7．2   

11月   36，0   3   ND   0．5   0．8   

12月   39．0   6   ND   0．8   13．3   

平成18年1月   53．0   4   ND   ND   ND   

2月   158．7   ND   0．9   19．6   

3月   124．4   12   ND   3．2   13．1   

年 間 値   1455．3   90   ND   3．2   ND～19．6   

前年席までの過去3年間の値  276   ND   5．8   NP一←29．1   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

検  
137 
cs  

前年度まセの  

試料名  
過去3年間の値  

採取場所  採取年月   体  単位  

数                最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   奈良市  17．4一－1臥3  4   ND   ND   ND   ND  mBq／mさ   

降下物  奈良市  17．4ん18．3  12   ND   0．04¢   ND   0．18  M8q／km2   

陸水（蛇口水）   恵良市   17．6   ND  ND   ND   m8q／L   

表虐  3．7  3．9   4．4  Bq／kg乾土  

檀原市   17．7   

土  190  203   286  M8q／km2  

壌  下層  4．7  3．8   4．2  βq／kg乾土  

檀原市   17．7   

（5－20¢m）  530  27¢   379  MBq／km2   

精米  柾原市   17．11   ND  ND   ND  8q／kg群米   

野  大根   榛原町   17．12   ND  ND   ND   

Bq／kg生  

菓  17‘12   ND  ND   ND   

．茶  恵良市   17息8   2   ND   ND   ND   0．3  Bq／短乾物   

牛乳  大宇陀町   17．8   ND  ND   ND   Bq／L   

日常食  檀原市  17．6，1丁．11  2   ND   ND   ND   0．030  Bq／人・日   
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表3 空間放射線量率調査結果  

モ羊タリングポスト（nqy／h）  サーベイメータ  

調査年月   
最低値 最高値   平均値  （nGy／h）   

平成17年 4月   48   62   51  88   

5月   47   69   50  72   

6月   48   64   50  70   

7月   49   66   59   

8月   48   64   51  69   

9月   49   59   51  65   

10月   48   69   51  66   

11月   48   58   50  65   

12月   47   68   49  86   

平成18年1月   47   58   49  67   

2月   47   68   49  62   

3月   4丁   弼   49  86   

年 間 値   47   69   50 59■－72   

前年度までの連声3年間の値   45＊1   80＊1   51＊1  83～70＊2   

（注）   

＊1：モニタリングポスト機器更新（H14年3月）後の値を使う。   

＊2：サーベイメータ機器更新（H14年4月）後の値を使う。  
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Ⅴ一30 和歌山県iこおiナる放射能調査  

和歌山県環境衛生研究センター  

麓 岳文  勝山 健  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成17年度文部科学省委託による放射能水準調査について報告する。  

2．爾’査 の 概 要  

1）調査対象   

降水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、・日常食、土壌、・各種食品一（牛乳、・自・  

菜、大根、鯵、米、茶）の核種分析、及び空間線量率測定を行った。  

2）測定方法  

試料の調整及び測定方法は、「平成17年度環境放射能水準調査委託実施計画書」、昭   

和51年改訂「全β放射能軸定絵」、平成4年改訂版「Ge半導体検出器によるガンマー   

線スペクトロメトリー」に基づいて行った。  

3）測定装置  

・核種分析：Ge半導体検出器（SEIKO EG＆G製 GEM20P4－Ⅹ型）   

・全β放射能：低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U型）   

・空間線量率：シン≠レーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－166型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－21型）  

4）調査篇果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表、2に陸水、土壌、日常食、精米、野菜等のγ線核種分析結呆を示した。  

表3に空間線量率測定結果を示した。  

3．清 春  

今年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  
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放射能の測定調査  

表1  定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水）  

月間降下物  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／ 且）  （MBq／km2）  

（m）  

測定数  最低値  最高値   

平成17年4月   5 6．5   8   ⅣD   1．16   22．5   

5   6 4．5   4   ND   ND   ND   

6   7 9．4   8   ND   ND   ND   

7   20 2．9   5   ND   ⅣD   ND   

8   56．7   4   ND   ND   ND   

9   124．1   4   ND   ND   ND   

10   2 5 2．2   8   ND   ND   ND   

11   5 3．5   2   ND   ND   ND   

12   8．8   3   ND   ND   ⅣD   

平成1寧年1月   3 5．6   3   ND   ND   ND   

2   13 8．8   9   ND   0．57   2．75   

3   120．6   8   ND   0．62   6．52   

年 間 値   8．8～252．2  2～8   ND   1．16   ND～22．5   

前年まセの過去  ⅣD   2．04   ND～7．31   

3年の値   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  

試料名  採取場所  採取年月  検体  単位  

数  人工放  

射性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎  4  ND  ND  ND  ND  mBq／ma   

降  下  物  〝   毎 月  12  ND  ND  ND  ND  lBq／kエゴ   

陸水（蛇口水）   新宮市  ’05 07   ND  ND  ND  ND  mBq／L   

2．68  1．12  2．75  Bq／kg乾土  

新嘗市  ’05 08   1  

土  84．89  48．3  99．5  MBq／kd  

ND  ND  ND  Bq／kg乾土  

新宮市  ’05 08   1  

壌   ND  ND  ND  I瓜q／kIば   

● 精  米・   新宮市  ’05 10   1   ND  ND  ND  Bq／kg生   

野  根   新宮市  ’06 01   1   ND  ND  ND  

Bq／kg生  

菜   菜   新宮市  ’06 01   1   ND  ND  ND  

牛乳（市販乳）   新宮市  ’06 01   1  ND  ND  ND  ND  Bq／L   

日 常 食  和歌山市  ’0507  2  0．0242  0．0635  ND  ND  Bq／人・日   

0511  

魚夢（アジ）  新宮市  ’05 04   1   0．185  0，133  0．168  Bq／kg生   

茶  那智勝浦町  ’05 06   1   0．517  0．409  0．563  Bq／kg乾   
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表3  空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメ「タ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／hr）   

平成17年4月   28．1   33．7   29．3   53．8   

5   28．2   32．0   29．1   62．4   

6   28．3   32．3   29．4   56．6   

7   28．2   34．3   29．8   64．0   

8   28．0   31．5   29．4   61．8  

9   28．3   31．1   29．3   62．2   

10   28．5   38．5   32．3   67．0   

11   33．4   39．3   34．8   62．0  

12   33．2   36．1   34．2   69．6   

平成18年1月   33．・1   37．2   34．6  60．8   

2   33．1   38．’0   34．6   59．6   

3   33．0   39．4   33．4   64．4   

年  間  値   28．0   39．4   31．7  53．8～69．6   

前年までの過去3年間  53．0   30．9  54．2～70．4   

の値   

ー232－   



Ⅴ一31鳥取県における放射能調査結果について  

鳥取県生活環境部衛生環境研究所  

洞崎和徳 尾田喜夫  

1．緒   言  

鳥取県において平成17年度に実施した文部科学省委託による   

環境放射能水準調査結果の概要について報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、  

精米、野菜（大針ホウレン削、牛乳、日常食、海産生物（さば）及  

び空間放射線量率   

2）測定方法  

「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年6月文  

部科学省）」及び文部科学省放射能調査測定法シリーズに基づ  

いて行った。   

3）測定装置  

（1）全β放射能 ・GM計数装置（ALOKA TDC－511）  

（2）γ線核種分析・G e半導体検出器（ORTEC GEM－15180－P）  

（3）空間放射線量率・モニタリングポスト（ALOKA MAR－21）  

・サーベイメータ（ALOKA TCS－151）   

4）調査結果  

（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示す。  

検出回数は14回と前年度とほぼ同程度であった。また降下  

量についても前年度と同程度であり、秋から冬にかけて高い  

傾向は前年度と同様であった。  

（2）牛乳中の131Ⅰ調査結果を表2に示す。  

前年度と同様全て検出されなかった。  

（3）ケサルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を表3に示す。  

降下物（H18年3月分）及びさばから1き7c sが低レベルで検  

出された。降下物は平成12年度以来の検出であったが、前回の  

測定値に比べ低かった。さばは前年度とほぼ同程度の値であ  

った。  

（4う空間放射線量率測定結果を表4に示す。  

前年度とほぼ同程度の値であり、年間を通じて異常値は認  

められなかった。  

3．結  

鳥取県における放射能調査結果は、平成17年度も過去の調査   

結果と同程度の値であり特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 走 時 採 取 （定時降水）  

採  取   降 水 量  放射能濃度（Bq／L）  月 間 降 下 量   

年  月   （MBq／km2）  

測定数  最低値  最高値   

平成17年4月   46．0   ND   ND   ND   

5月   72．5   ND   ND   ND   

6月   45．1   ND   ND   ND   

7月   146．8   NI）   NI）   ND   

8月   113．1   4   ND   ND   ND   

9月   145．6   ND   ND   ND   

10月   207．6   ND   1．1   

l1月   251．3   ND   1．3   

12月   311．9   ND   1．3   

平成18年1月   105．5   ND   4．9   

2月   155．0   ND   1．1   47   

3月   16、2．5   14   ND   2．0   

年 間 値   1763   ND   4．9   ND～108   

前年度までの過去3年間の値   94～111   ND   6．8   ND’～213   

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

東伯郡  東伯郡  東伯郡   東伯郡   東伯郡  東伯郡   前年度までの  

採取場所                 琴浦町  琴浦町   琴浦町  琴浦町   琴浦町  琴浦町   過去3年間の値   

採取年月日   H17．5．26  H17．7．14  H17．9．21  H17．11．17  H18．1．23  H18．3．9  最低値  最高値   

放射能溝度（Bq／L）   ND   NI）   ND   ND   ND   ND   ND 
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

採  前年度までめ  

取  検  137CSSSSS 過去3年間の  

年  債  された  単 位  

試 料 名   採取場所  月  体  人工放  

日  射性核  

数  種  

東自郡  H17‥4～  

大気浮遊じん  比18．3   4   ND   ND   ND   ND   なし   m丑q／m8   

降 下 物   東伯郡  H17．4～  ND   0．25   ND   ND   卑し   MBq／km2   

湯梨浜町  H18．3   

陸  ND  ⅣD   ND   なし   m8q／L   

水   

叩  ND   ND   なし  Bq／kg乾土  
土  

大原   ND  ND   ND   なし   M鋸／km2  

壌   ND  ND   ND   なし   Bq／短乾土  

5～′20cm  倉吉市  

大原   ND  ND   ND   なし   MBq／km2   

精   米  倉吉市  ND  ND  0．059  なし   鋸／kg清栄   

秋書   

大 根  鳥取市  ND  ND   ND   なし   

野  国府町   
Bq／短生  

菜  倉吉市  ND  ND  0．064  なし   

北野   

牛  乳   東伯郡  H17．8．8  ND  ND   ND   なし   Bq／L   

琴浦町  

日常食  鳥取市   山7．6．26  ND   NI）   ND  d．048  なし  Bq／人・日   
H17．11．27   

海産さば  0．073  0．063  0．139．  なし   Bq／kg生   

生物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）   

平成17年 4月   

5 月   

6 月   

7 147   

8 月   131 

9 月   104   

10月   142   

11月   

12 月   42   90   

平 成18年1月   

2月   

3 月   49   134   

年  間  値   42   102～147  

前年度までの過去3年間の値   72～118   

（注）サーベイメータの調査地点：平成17年4月～6月までは鳥殿市国府町、平成17年7月～平成18年3  

月までは倉吉市大原で測定。  
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Ⅴ－32 島根県における放射能鍋査  

島根県保健環境科学研究所  

生田美抄夫、山根宏、藤井幸一  
江角周一、伊藤準、．新宮和男   

1．緒言   

平成1ワ年度に島根県ザ実施した文部科学者委託の環境放射能水準鍋査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能鍋査結果の概要を報告する。   

2．鍋査の概要  

（1）調査対象   

ア．文部科学省委託療墳放射能水準鍋査 定時降水、降下物、陸水土壌、精米、野菜  
類、牛乳、日常食、海産生物、全問放射線真率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能鍋査  

空間放射線積算線量、空間放射線量率、大気浮饗じん、降下物、陸水はく護原水、華  
□水、池水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キヤベlソ、  
′ト松葉、茶、牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、  

岩のり、わかめ、ほんだわら類）、土壌、海底土  

（2）測定方法  

「平成17年虔環境放射能水準調査委託突砲計画書」及び「平成17年虔島根原子  
力発電所周辺環境放射線等測定計画」に基づき、測度は文部科学省編各種放射能測虔法  

シり－ズに準じて行った。  

3）測尭装置   

測度ノ区 分  使用機券   

全β放射能  低バlソクグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90sr  〟  

種  3H  低バルクグラウンド液体シシチレーシ貞ン計数装置  

析  
その 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

堂  線  モニタリングポスト  原発監視：DBM回路付き3”¢球形NdI（Tl）検出器  圃  

線  1”¢×1”Ndl（TL）  
畳   積算線量  熟ルミネセンス線量計   

（4）調査結果   

ア．全β放射能  
定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と同程度であった。   

イ．核種分析環境試料の核種分析の錯果、微量の13ワC8、90sr及び3日げ検出された。  

1311はいずれの牛乳からも検出されなかった。  

ウ．空間放射線  
年間積算線量は、県下2g地点で0．43～0．81mGyで針ノ、平均は0．57mGyであっ  
た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年度と  

同程度であった。   

3．結語  

平成17年度の島根県下の環境放射能鍋査結果において、核種分析からは過去の核棄   

炭等の影響が見られたが、全体とレては前年度と何程度のレベルであり、特異な傾向は  

観められなかった。  
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l．大型水姐こよる月間降下物試料及び定時降水帥斗中の全β放射能調査結果（採取場所：松江市西浜佐陀町）  
降水の定時採取（定時降水）  大型水盤によ卑降下物  

採 取 年  月  降水量  放射能濃度（叫）  月間睦下圭  月間降下王  

（mm）  最低値   最高値   （MB叫m2）  （M日揮）  

平成17年 4月   47．4   7   0．19   1．36   6．3   0．05   

5月   53．6   8   ND   0．83   2．2   ND   

6月   46．2   4   ND   0．25   3．1   ND   

7月   2g2．2   15   ND   1．56   14．9   ND   

8月   67．1   ND   0．70   2．1   ND   

9月   1∝i，8   10   Nb   0．21   0．5   ND   

10月   125．0   12   ND   0．40   11．2   ND   

11月   130．8   14   ND   1．57   24．3   ND   

12月   153．6   20   ND   2．82   98．1  ND   

平成18年1月   80．4   15   ND   2．66   28．8   0．07   

2月   87．1   15   ND   1．86   45．5   ND   

3月   55．7   15   ND   2．23   30．5   0．27   

年  間  値   1245．9   146   ND   2．82   0．5～98．1   ND～0．27   

前年度までの過去3年間の任  425   ND   17．9   ND～117   ND～0．71   

ND：検出下限値未満。  

l】．放射化学分析結果  

90sr  

拭 科 名  採取場所  採取年月  検体致  単  位  
最低値  最高借  過 去 の 値   

土 叫0～5cm  松江市   再17．7   220  90～170   MBく咋m～   

植  物（松 葉）  松江市   H17．4   7．2  t4．3～6．1   

野  菜  類   松江市   H17．12   0．14  0．11～0．19   B（咋9生  

茶  松江市   H17．5   1．3  0．75～0．90   

準  水   原発沖 H17．4   ND  ND・－2．2   mB叫   

海  
産  H17．4   ND   ND   ND   

生  
輌生  

物   H17．4   ND  ND   

ND：検出下限値未満。  過去の値：前年度までの過去3年間の価。  

川．トリチウム分析結果  

＊  さH  

試 料 名  採取場所   採取年月   
検体致      単  位      最低値  最高借  過去の価   

月 間 降 水  松江市1   H17．4～H18．3   12   ND   0．94   ND～0．80   

原発沖4  

表 層 海 水   原発放水口2  H17．4～H17．10   12   ND   ND   ND～1．32   

原発取水口1  B叫L  

池  水  松江市1   H17．5～H17．11  2   ND   0．61   0．49～0．61   

水 道 原 水  松江市2   H17．5－H17．11   4   0．41   0．53   0．31～0．66   

＊：数字は地点致。  ND：検出下限値未満。  過去の価：前年度までの過去3年間の値，  
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肌ゲルマニウム半導体検出矧こよる核稚分析測定嗣壬結果  

＊  
前年度までの  

賦  料  名    採取鱒所  採取年月  
教  最低値  【最高価  最低値  最高価   

過去3年仰の価   その他の人エ 放射性核種  単  位  

大 気 浮 遊 應   松江市3  H17．4－H18．3   36  ND   ND   ND   ND   ND   叫1い   

降  下  物   松江市1   〟   12  ND  0．27   ND   0．71   ND   M晰   

上 水 原 水  松江市2  Hけ．5～Hlア．11   4  ND   ND   ND   ND   ND   
陸  

蛇  口  水  松江市1 浜田市1  H17．6～H18．1   3  ND   ND   ND   ND   ND  m叫．  

水                                                  池      水  松江市1  H17．5  l  ND   ND  Nb  ND   

松江市3   ・H17．7   ND  23．5   ND   琴0   ND   
土  

Bq噌乾土  
4  

大田市1  ま）0  17∝l ND   M画  

松江市3   H17．7  ND  14．0   ND   11．0   
4   

ND   
壌   

叩く9事乞土  

大田市1  790  15∞   ND   M晰   

精  米  松江市2   H17．10～H17．12  2  ND  0．086  ND   0．087   ND   叫鴫柵米   

大   根（根）  松江市2 大田市1  H17．7～H17．12   3  NP  0．13   ND   0．35 ND   
野  

ほ う れ ん 革  松…エ市2  H17．12   2  ND   ND   ND  ND   ND  

菜  2  ND  0．055  ND   ND   ND  

小  松  菜  大田市1   H17．7   1．33  0．33   1虚   ND   
輌生  

茶  松珊   H17．5   ND  ND   0．04．   ND   

松  

（2年葉）  

葉  鹿島町2、   H17．4・－Hl乙10  3  ND  ND   
松江市1  

ND   0．10   ND   

牛  乳  松江市2  H17．ら・－Hl乱2   20  ND  0．q20  ND   0．0；2   ND   

叫  

乳   H17．8   ND  ND   0．D44   ND   

日  常  食   松江市1   H17．8・－H17．11   2  ND   ND   ND  0．033   ND   叫人・日   

海  水   原発沖4 原発放水口2  H17．4・｝H17．10   9  1．5   2．4   1．7   2．6   ND   m叫＿   

海  底  土   原発沖4  H17．4～H17．10   4  ND  0．87   ND   ND   ND   叫晦乾土   

か  さ  ご  浜田市1 原発沿岸1  H17．4～H17．6   2  0．12  0．15   ND   0．16   ND   

海  ND ND   ND   ND  

さざえ（筋肉）  原発沿岸2  H17．4～H18．2   6  ND  ND   ND   ND   ND  

産  〝   6  ND   ND   ND   0．（裕   ND  

原発沿岸2  

むらさきいがい   松江市1  H17．4－H17．6   5  ND  ND   ND   ND   ND  
Bq相生  

生  

わ  か  め  原発沿岸2  H17．4～H17．5   2  ND ND   ND   ●ND   ND  

物  0．16   ND  

＊：故字は地点数。  ND：検出下限値未満。  
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∨．牛乳中の’｝－1分析結果  

前年度までの過去  
採 取 場 所  松江市A  松江市A  松5工市A  松江市A  松江市A  松江市A  松江市K   3年間の他   

採 取 年 月 日  Hlア．5．12  H17．7．5  H17．8．2  H17．10．17  H17．11．22  H18．2．6  H17．4．13・一 H18．1．23   最低債  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  ND   ND   ND   ND   ND   D   ND   ND   ND   

ND：検出下限値未満。  

VI．空間放射線暮率測定結果  

a．水準調査（松江市西浜佐陀町）  

モニタリングポスト（nG）爪）  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

最 低 価   最 高 価   平 均 価   （∩句仙）  

平成17年 4月   34   50   36．7   声7   

5月   35   52   3ア，4   57   

6月   36   封   382   55   

7月   36   67   39．1   59   

8月   37   ∝）   39．3   55   

9月   37   48   38．8   53   

10月   38   53   39．1   53   

11月   36   56   38．9   55   

12月   糾   69   37．9   5ア   

平成18年 1月   34   48   37．2   59   

2月   34   54   37．2   62   

3月   35   51   37．   55   

年  間  価   封   69   ：娼．1   53 ～・82   

前年度までの過去3年間の値   30   91   38．0   44 ～ 58   

b・原発監視モニタリンク博スト（2分値）  単位：nGゾh  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

西浜佐陀   40   107   51   

御  津   35   101   40   

舌  浦   34   85   39   

深 田 北   23   76   27   

片  句 36   78   41   

北 講 武   29   83   岳5   

佐 陀本郷   26   82   32   

末  次   28   71   封   

大   芦   30   8（）   37   

上 訴 武   24   85   33   

宇  結   39   87   44   

地点は全て松江市  

V軋空間放射樺積算櫻t  単位：四半期：mG卿日、年間：嘩5日  

地 域  地点致  区   分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期   年間線1   

平 均 イ直   0．14   0．14   0．15   0．14   0．57  

県下全域  28  最 低 値   0．11   0．11   0．10   0．11   0．42  

最 高 値   0．20   0．20   0，20   0．20   0．80   
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Ⅴ－33 岡山県における放射能調査  

岡山県環境保健センター  

信森達也 宮崎清 清水光郎  
道広恵秀 小倉肇  

1．緒言  
岡山県において平成17年度に実施した、文部科学省委託による環境放射能水準調査結果について報   
告する。   

2．調査の概要  
1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水・蛇口水）、土壌（0～5Gm、5～20Gm）、精米、  
野菜（大根・ホウレン草）、牛乳（原乳・市販乳）、日常食、海産生物’（ポラ）、空間放射線皇率及びウラ  
ン分析（河川水）   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は文部科学省編「放射能測定調査委託実施計画書（平成17年  
度）」及び文部科学省編の各種放射能測定シリーズに基づいて実施した。   

3）測定装置  

①、全β放射能：GM自動測定装置（アロカ製TDC－511・GM－5004型）  

② γ線核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製GC－1520型）  

③ 空間放射線畳率：モニタリングポストくアロカ製MAR－22型）  

シンチレーションサーベイメ」タ（アロカ製、TCS－166型）  

④ ウラン分析：tCP質量分析法（島津製、tCPMr8500型）   

4）調査結果  

① 定時降水試料中の全β放射能調査結集を表1に示す。定時降水（74件）及び大型水盤による降  
下物の測定値は、全てにおいて検出下限値未満であった。また、過去3年間の測定値も検出下限  
値未満セある。  

② 牛乳（慮乳）中の181肋分析結果を表2に示す。全試料（6回／年）とも検出下限値未満であった。  
また、過去3年間の測定値も検出下限値未満である。  

③ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表別こ示す。環境及び食品の試料につい  
て調査を行った。大気浮遊じん、陸水（蛇口水）、土壌（5～20¢m）、精米、野菜（大根、ホウレン草）  
及び牛乳（市販乳）の試料からは、13Tc＄等の人工放射性核種はいずれも検出されなかった。  
一方、降下物、土壌（0－5¢m）、日‘常食及び海産生物の試料からは柑70＄が微量検出された。これら  
の値は、過去3年間の測定値あるいは全国の測定値く環境放射能細査研究成果論文抄録集）と  
比較しても同程度の値である。  

④ 空間放射線畳率調査結果を表4に示す。モニタリングポストによる計数率は、45～77nGy／h（平  
均49nGy／h）の範囲であり、シンチレーションサーベイメータによる年間の線量率は88～98nGy／h  
の範囲であった。いずれの線量率も過去3年間の測定値と同程度である。これらの値は全国の測  
定値（環境放射能調査研究成果論文抄録集）と比較して同程度の値である。   

⑤（独）日本原子力研究開発機構人形峠環境技術セシター周辺及び吉井川流域における河川水中  

のウラン分析結果を表5に示す。1地点でウランが微量検出されたが、全国の測定値（環境放射能  
調査研究成果論文抄録集）と比較しても同程度の値である。また、過去3年間の測定値は検出下限  
値未満である。   

3．結語   

平成17年度に岡叫県において実施した環境及び食品中の放射能調査結果は、過去の調査結果及び   
全国の調査結果と比較しても同程度の濃度レベルであり、異常値は認められなかった。  
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表1．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料．中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年 月   降水量（mm）  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

平成17年4月   42．2   8   ND   ND   ND   ND   

5月   45．6   5   ND   ND   ND   ND   

6月   33．4   5   ND   ND   ND   ND   

7月   204．5   7   ND   ND   ND   ND  

8月   78．5   7   ND   ND   ND   ND   

9月   寧2．7   6   ND   ND   ND   ND   

10月   70．2   6   ND   ND   ND   ND   

11月   33．2   2   ND   ND   ND   ND   

12月   4．2   3   ND   ND   ND   ND   

平成18年1月   39．6   4   ND   ND   ND   ND   

2月   74．8   ND   ND   ND   ND   

3月   71．6   10   ND   ND   ND   ND   

年 間値   780．5   74   ND   ND   ND′〉ND   ND～ND   

前年度までの過去3年間の値  248   ND   ND   ND■－ND   ND′・■ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについてはrND」とした。   

表2．牛乳申の131Ⅰ分析結果  

採取場所  美咲町  ．美咲町  美咲町  美咲町  美咲町  美咲町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  ・H17．5．16  H17．7．．29  H17．9．14  H17．11．24  H18．1．17  H18．3．7  最低値  最高値   

放射能濃度（B扉U  ND   ND   ND   ND   ND   ▲ND・   ND  ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。   

表3．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  187cs  前年度まで過  

拭科名   採取場所  採取年月   去3年間の値  

l  

放射性核種   

大気浮遊塵   岡山市  Hl■7．4～H18．3  4  ■ND ND   ND   ND  検印されず  mBq／m3 

降 下 物   岡山市  H17．4～H18．3  12  ND  0．037  ND   ND  検也されず  MBq／km2   

陸水・蛇口水   岡山市   H17．6   1 ND  ND   ND  検出されず  mBq／L   

1．1  ND   2．1   
土  0′－5¢m  美咲町   H17．7   口  

Bq／kg幸乞  

＄5．6  ND   150  MBq／km2  
ND  ND   ND   

5～20Gm  美咲由   H17．7   口         検出されず   Bq／kg乾  

ND  ND   ND  MBq／km2   
精   米   瀬戸町   H17．12   ND  ND   ND  検出されず  Bq／kg生   

画  大   岡山市   H17．11   ND  ND   ND  検出されず  Btq／kg生   

菜  ホウレン  岡山市   H17．11   トND  ND   ND  検出されず  Bq／kg生   

牛   乳   岡山市   H17．8   ND  ND   ND  検出されず  Bq／L   

日 常食   岡山市  H17．6，H17．11  2  0．021  N．D   ND  0．021  検出されず  Bd／人・日   
海産生物   瀬戸内市  ・【17，11   0．069  ND  0．088  検出されず  Bq／kg生   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。  
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表4．空間放射線量率調査結果  

モニタノングポスト  サーベイメータ  
測 定年月  （nGy／h）  （エネルギー補僅型による直読法）  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成17年 4月   47   65   49   95   

岳月   47   75   49   98   

6月   46   84   48   89   

7月   46 71   49   92   

8月   46   77   48   94   

9月   45   52   47   97   

10月   47   61   49   95   

11月   46   65   50   由6   

12月   47   63   50   91   

平成18年1月   47   62   50   88   

2月   45   89   50   89   

白月   47   68   49   91   

年 間 値   45   77   49   88〈′98   

前年度までの過去3年間の値   

（¢P＄）   

17．2   30．1   19．2   89～99   

Hけ．3．†0■｝H17．3．31   47   75   49  

（注）サーベイメーターの値は宇宙線を含むく直読値＋30nGy／h）  

平成17年3月10日、モニタリングポストをアロカ鵬製MAR－22に更新した。   

衰5ニウラン分析結果  

前年度までの  

試料名   採取場所   採取年月日   ウラン漉度（〃〆L）   過去3年間の値 

最低値  最高値   

H17．5．24へ′  
く0．2・－2．9   く2   く2  

河川水   吉井川水系  
H17．5．25  

H17．12．12一－  
く0．2一一1．6   く2   く2   

H17．12．13  

（注）測定数：24検体（12地点×2呵）  

平成17年虔よりU－238の分析法をICP－MS法（高周波誘導結合プラズマ質量分析装置）に変更した。  
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Ⅴ－34 広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健療境センター  

松尾 健  窮池千恵子  

1．緒 言   

平成17年度に広島県が実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査の測定結果   

について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水），降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），土壌，日常食，牛   

乳（原乳，′市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草），精米，水産生物（コイ，カレイ，   

カキ，ワカメ）及び空間放射線量率（サーベイメータ，モニタリングポスト）  

2） 測定方法  

試料の採取；調製および測定は，文部科学省編「放射能測定調査環境放射能水準調査委   

託実施計画書（平成17年度）」，「全ベータ放射能測定法（昭和51年2訂）」及び「ゲルマ   

ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成4年3訂）」にしたがって行った。  

3） 測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型  

Ge半導休検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166型  

モニタリングポスト：アロカ社製 MR－21型  

4）調査結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表1に，大型水盤による月間降下   

物試料及び定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果を表2に，空間放射線量率測定結果   

を表3に示した。  

全ベータ放紆能が全76試料中7試料から検出されたが，過去3年間の測定値の範囲内   

であった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は，全項目について過去の測定値とほぼ同程度であり，特に異常値は認   

められなかった。  
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表1 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  
その他検  

137cs  前年度までの 3の    出された  

試料名   採取場所  採取年月   体  過去年間値     人工放射  単位  

数  

性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   広島市  17．4～18．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  嘘q／m3   

降下物  広島市  17．4～18．3  12  N．D  N．D  N．D  N．D  肥q／km2   

陸  広島市 17．6   N．D  N．D  N．D  mBq／L  

水   淡水   庄原市   17」10   N．D  ′N．D  N．D  mBq／L   

N．D  2．4  4．0  
0－5cm   広島市   17．7   

Bq／kg乾土  

土  N．D  150  290  肥q／血2  

壌  1．9  6．1  7．6  
5－20cm   広島市   17．7   

Bq／kg乾土  

510  1100  1300  肥q／km2   

精米  広島市   17．10   N．D  N．D  N．b  Bq／kg生   

野  17．11   口  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

莱   17．12   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

牛  広島市   17．8   N．D  N．D  N．D  Bq／L  

乳   17・   N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物（コイ）   原島市   17．10   0．11  0．088  0．12  Bq／kg生   

日常食  広島市  17．6，17．12  2  N．D  N．D  N．D  0．026  Bd／人・日   

海  大竹市   18．2   N．D  N．D  0．10  Bq／kg生 

産  広島市   18．2   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

生  カキ   廿日市市   18．2   0．12  N．D  N．D  Bq／kg生  

物   
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表2 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水） 大型水盤による降下物  

採取年月 降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

（m）   （岨q／血2），  （舶q／km2）  

平成17年4月   98．9   7  N．D   N．D   N．D   130   

5月   59．2   6  N．D   N．D   N．D   110   

6月   70．4   7  N．D   N．D   N．D   54   

7月   413．8   9  N．D   N．D   N．D   130   

8月   82．1   4  N．D   1．5   45   56   

9月   198．0   6  N．D   N．D   N．D   26   

10月   75．3   4  N．D   N．D   N．D   70   

11月   76．6   2  N．D   N．D   N．D   50   

12月   32．7   6  N．D   3．7   19   81   

平成18年1月   36．3   3  Ⅳ．D   N．D   N．D   62   

2月   93．7   12  Ⅳ．D   1．9   8．9   140   

3月   93．3   10  N．D   3．0   14   220   

年間値   1330．3   76  N．D   3．7   N．D～45   26～220   

前年度までの過去3年間の値  247  N．b   5．5   N．D～12   9．0～280   

表3 空間放射線土率測定結果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメ∵タ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成17年4月   37   46   39   88   

5月   37   54   39   84   

6月   37   52   39   94   

7月   37   60   39   81 

8月   36   49   38   91   

9月   35   47   38   91   

10月   36   44   38   90   

11月   35   51   39   93   

12月   35   57   39   82   

平成18年1月   36   45   38   92   

2月   36   54   39   84   

3月   36   51   38   88   

年間値   35   60   39   81～ 94   

前年度までの過去3年間の値  38   62   42   83 ～100   
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Ⅴ－35 山 口 県 に お け る・放 射 能 調 査  

山口県環境保健研究センター  

佐野 武彦，嘉村久美子  
松田 義彦，光井 常人   

1．諸 首   

平成17年度に実施した文部科学省委託「環境放射能水準調査」の調査結果について、そ  
の概要を報告する。   

2．調査の概要   

1） 調査対象   

① 全β放射能測定試料（調査地点：山口市）  

定時降水   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析（採取場所：表3に記載）  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  
牛乳（市販乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）   

③ 空間γ線々量率調査（調査地点：山口市）  

シンチレーションサーベイメータ及びモニタリングポスト   

2） 測定方法   

① 全β放射能測定  
文部科学省編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施計  

画書（平成17年度）に準じて行った。   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成2  

年）及び放射能測定調査委託実施計画書（平成17年度）に準じて行った。   

③ 空間放射線量率調査  
放射能測定調査委託実施計画書（平成17年度）に準じて行った。   

3） 測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－4202  

② Ge半導体検出器  
③ モニタリングポスト  

④ シンチレーションサーベイメータ  

：ORTEC GEM－15180－P  
：アロカ  M－21  
：アロカ  TCS－171  

4） 調査結果  

表1）2，3に、定時降水試料中の全β放射能調査結果、空間放射線量率測定結果及   

びゲルマニウム半導体検出器による核種分析の結果を示す。   

3．結 語   
平成17年度に行った全ての調査項目は前年度と同レベルであり、異常値はなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

採取年月日  鱒射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

¢叫  測定数  最低値  最高値   00  
平成17年 4月   132．5   6   N．D   2．4   73   

5月   64．5   6   N．D   1．1   15   

6月   62．0   6   Ⅳ．D   1．4   6．9   

7月   442．0   Ⅳ．D   3．1   208   

8月   3l．5   2  軋D   1．4   5．0   

9月   279．0   8   N．D   0．6   6．3 

10月   41．5   5   Ⅳ．D   3．0   7．1   

11月   117．0   軋D   6．4   34   

12月   69⊥0   9   軋D   5．5   105   

平成18年1月   50．5   7   軋D   8．3   40   

2月   112．5   12   Ⅳ．D   5．4   

3月   98．0   N．D   20   274   

年   間   値  1，500．0   90   Ⅳ．D   20   5．0～274   

前年度までの過去3年間の値  332   N．D   14   0．41～269   

表2空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測定年月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成17年 4月   83   110   87   129   

5月   84   112   88   134   

6月   85   121   91   132   

7月   84   115   92   131   

8月   90   103   95   134   

9月   88   118   94   129   

10月   90   114   95   133   

11月   87   119   93   128   

12月   85   121   90   131   

平成18年1月   85   104   132   

2月   85   108   90   130   

3月   85   120   89   128   

年 間 値   83   121   91   128～134   

前年度までの過去3年間の値   74   138   88   122～137   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検体  
の他の触   

試料名  採取場所  採取年月  13℃s   前年度まで 、3年間の値     単位           た人】遜耐性  
数                             最f封直  最前直  最低値  最高値   

大気浮遊じん   山口市  H17．4～ H18．3   4   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／m3   

降下物  山口市  H17．4～ H18．3  12   ＊   ＊   ＊  0．12  MBq／km2   

陸   蛇口水  宇部市  H17．6   ＊   ＊   ＊  
水  

mBq／L   

2．5  2．4  5．8  Bq／短乾土  

0～5cm  萩市  H17．7   
165  170  390  

土  
MBq／km2  

壌  
2．0  2．1  3．8  Bq／短乾土  

5～20cm  萩 市  H17．7   

479  440  970  MBq／km2   

精米  山口市  H17．10   ＊   ＊   ＊   ＊   Bq／k精米   

大根   長門市  H18．1   ＊   ＊   ＊  
野  

Bq／ぬ生  

菜  ＊   ＊   ＊  

牛乳  山口市  H17．8   1  ＊   ＊   ＊  Bq／L   

日常食  
H17．6，  

山口申   H17．12   2   ＊   ＊  0．028  0．039  Bq／人・日   

海水  山口市  H17．8   ＊   ＊   ＊  m王∋q／L   

海底土  山口市  H17．8   2．6  2．2  3．2  Bq／鹿乾土   

海産生物（メバル）   山口市  H18．3   0．13  0．093  0．15  Bq／鹿生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36徳島県における放射能調査  

徳島県保健環境センター  

森吉通博、瀬尾大樹  

1．緒 言  

徳島県において平成17年度に実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査   

結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

定時降水の全べ一夕放射能測定、大気浮遊じん・降下物＋睦・水（蛇口水）・土壌   

精米・野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタリ   

ングポストにより空間放射線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料め採取や前処理及び測定は、「平成17年度放射能測定調査委託実施計画書」及   

び科学技術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置  

（D全β放射能の計測：フ○ラスチックシンチレーション検出器（アロカ製JDC－3201）   

②γ線核種分析  ：Ge半導体核種分析装置（セイコーイーシ●－アンドシ●一製G．EM－15180－S）   

③空間放射線量率 ：O Na】（Tりシンチレーションサーヘ○ィメータ  

アロカ製 TCS－171  

0 モニタリンク○ホ○スト  

アロカ製 ‖AR－21  

4）調査結果  

（D全β放射能  

表1に測定結果を示す。全試料において検出限界以下であった。   

②γ線核種分析  

表2に測定結果を示す。土壌試料で137csが検出されたが、特に異常値とは認め   

られない。   

③空間放射線量率  

表3に測定結果を示す。前年度とほぼ同程度の数値であった。  

3．緒言苦  

いずれの調査結果においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  

（叩）  月間降下量  

測虚数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成17年 4月   32．4   6   N．D   N．D   N．D   

ち月   38．2   4   軋D   N．D   N．D   

6月   38．5   軋D   軋D   軋D   

7月   124．9   5   軋D   軋D   N．D   

8月 84．4   5   N．D   軋D   N、D   

9月   201．6   5   N．D   軋b   軋D   

10月   120．9   6   N．D   N．D   N．D   

11月   47．5   4   N．D   N．D   軋D   

12月   11．0   軋D   軋D   軋D   

平成18年 1月   48．6   3   N．D   N．D   N． 

2月   126．8   N．D   軋D   軋D   

3月   91．9   10   N．D   N．D   N、D   

年間値   966．7   N．D   軋D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  237   N．D   軋D   軋D   

計数値がその計数誤差の3倍以下のものについて軋Dと表示  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  その他の  

取  柑7cs  前年度まで過  

試料名  採取場所  年  体  去3年間の値  

月  射性核種   

数  

大気浮遊じん   徳島市  H17．小目18．3  4  N．D   軋D  N．D  軋D  mBq／m3   

降 下 物  石井町  机7，4－H用．3  12  N．D   N．D  軋D  0．39  MBq／km2   

陸水（蛇口水）   徳島市  H17．6   N．D  N．D  軋D  mBq／l   

2．8  2．7   3．5  Bq／kg乾土  

0～5Gm   上板町  H17．7   

土  150  336   246  MBq／km2  

壌  軋D  2 4．3  Bq／kg乾土  

5～20cm  上板町  H17．7   

N．D  344   739  MBq／km2   

精米  石井町  H18．1   軋D  軋D  N．D  Bq／kg精米   

野  大根   石井町  H18．1   N．D  N．D   N．D  
菜  

ホウレン草  石井町  H18．1   N．D  N．D   N．D  

牛乳  上板町  H17．8   軋D  N．D   軋D  Bq／1   

日常食  徳島市  H17．6，12  2  N．D   N．D   軋D  0．055  Bq／人．日   

計数値がその計数誤差の3倍以下のものについてN．Dと表示  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーヘ◆イメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17年  4月   40．・0   55．0   41．8   76   

5月   40．0   53．0   41．5   74   

6月   39．0   53．0   41．8   74   

7月   40．0   68．0   42．5   78   

8月   39．0   59．0   41．9   80   

9月   40．0   51．0   41．6   76   

10月   40．0   54．0   42．2   72   

11月   40．0   57．0   42，3   74   

12月   40．0   64．0   41．9   72   

平成18年  1月   40．0   57．0   41．8   72   

2月   39．0   57．0   42．1   72   

3月   40．0   60．0   42．1   76   

年間値   39．0   68．0   42．0   72′・′80   

前年度までの過去3年間の値   ／   ／   ／   70へ′90   
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Ⅴ－37香川県における放射能調査  

香川県環境保健研究センター   
壷井 明彦  日野康良  

1．緒 言  
文部科学省委託による平成17年度環境放射能測定調査結果の概要について報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精   

米・野菜（大根・ほうれん草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析  
及び空間放射線量率について、調査を行ったものである。  

（2） 

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書」、「全ベータ放射   
能測定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線  

スペクトロメトリ（平成4年改訂版）」により行った。  

（3）測定装置  
1）全ベータ放射能  

アロカJDC3201  
2）核種分析  
キャンベラGC1518  

3）空間放射線量率  
アロカTCS－131（シンチレーションサーベイメーター）  
アロカMAR－21（モニタリングポスト）  

（4）調査結果  

1）定時降水の全ベータ放射能は、表1のとおりである。  
2）核種試料の核種分析は、表2のとおりである。  
3、）空間放射線量率は、表3のとおりである。   

3．結 語  

平成17年度香川県における環境放射能調査結果においては、Cs－137が土壌及び海   
産生物から検出されたが、これまでの調査結果とほぼ同程度の備であった。  
その他の調査項目からげ人工放射性核種は検出されなかった。  
空間放射線量についても、過去の償と同程度であり、異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能  

降水の定時採取 （定時降水）  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／但）  月間降下量  

（m）  （MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成17年 4月   26．0   8   Ⅳ．D   N．D   N．D   

5月   22．5   3   Ⅳ．D   N．D   N．D   

6月   16．0   
4   N．D   N．D   札D   

7月   198．5   
6   

Ⅳ．D   N．D   N．D   

8月   30．0   
4   N．D   Ⅳ．D   N．D   

9月   117．0   
7   

N．D   N．D   N．D   

10月   79．5   6   N．D   N．D   N．D   

11月   30．0   
3   

Ⅳ．D   N．D   N．D   

12月   20．0 
7   

Ⅳ．D   N．D   N．D   

平成18年 1月   48．5   5   N．D   N．D   N．D   

2月   58．0   19   N．D   N．D   N．D   

3月   63．5   9   N．D   3．8 9．5   

年 間 催   709．5  72   N．D   3．8   N．D ～ 9．5   

前年度までの過去3年間の値  
239   

N．D   N．p   Ⅳ．D ～N．D   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで過去  
体  3年間の催  単位  

試 料 名   採取場所  採取年月  

数  

大気浮遊じん   高松市  4半期毎  4  N．D  N．D  N．D  N．D  撼q／m3   

降 下 物  高松市   毎月   12  N．D  N．D  N．D  N．D  MBq／km2   

上水源水  

陸  
蛇 口 水  高松市  17．7．25   Ⅳ．D  N．D  N．D  mBq／也  

水  

7．8  5．8   16  Bq／kg乾土  
0～5cm  坂出市  17．8．5   

土  
320  210  283  2  

2．0  N．D  3．8  
5～20cm  坂出市  17．8．5   

叫／kg乾土  

壌  
140  N．D  180  2 MBq／km   

精  米  三木町  17．12．13  口  N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D  N．D  
．，              Bq／kg生  

莱   N．D  N．D  N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛  乳  高瀬町  17．8．23  口  N．D  N．D   N．D  Bq／8   

淡水産生物  Bq／kg生   

日 常 食  高松市  17．8．3  
18．1．27   Bq／人・日   

海   永  mBq／也   

海 底 土  Bq／kg乾土   

0．056  0．048  0．054  
海  

産  

生  Bq／kg生  

物   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h） サーベイメータ  

測  定  年  月   

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17年 4月   56   81   59   98   

5月  58  75   61   98   

6月   58   74   60   101   

7月   58 85   61   74 ※   

8月   56   81   59   77   

9月   58   72   61   80   

10月   57   96   61   76   

11月 58   72   62   79   

12月   56   73   60   80   

平成18  1月   58   78   61   78   

2月   55   78   59   82   

3月   55   75   59   78   

年  間  値   55   96   59・、ノ62   74へ′101   

前年度までの過去3年間の値   51   93   54～61   69～107   

※ 7月以降、測定地点を変更。  
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Ⅴ－38 愛媛県における放射能調査  

愛媛県立衛生環境研究所  

吉野内 茂・余田 幸作・篠崎 由紀  

滝山 広志■宇高 美行・松本 純子   

1 緒言   

平成17年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力発  

電所周辺環境放射線等調査と、文部科学省委託の環境放射能水準調査の結果について報告す   

る。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

ア 全ベータ放射能  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、海水、海底土、海産生物  

イ 核種分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、  

海底土、海産生物  

り 空間放射線量率  

工 積算線量   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、文部科学省の放射能測定法シリーズと「環境放射能  
水準調査委託実施計画書（平成17年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 核種分析  

り 空間放射線量率  

低げッげラウンド放射能自動測定装置：アロカLBC－4202  

高純度ケ○ルマニウム半導体検出器：オルテックGEM・40180  

低ハ●ッ∠ゲラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LB5  

NaI（T也）シンチレーション検出器：アロカADP－122Rl、アロカM－15  

応用光研MSP．－20＋8朗、∫応用光研 S－2685  

加圧型電離箱検出器：アロカRIC・328、GERSS・131  

NaI（T也）シシチトションサーへ－ィメータ：アロカ TCS－166   

蛍光ガラス線量計：千代田テクルSC・1   エ 積算線量  

（4）調査結果  

ア 全ベータ放射熊  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  
は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。  

イ 核種分析  

90s rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る。131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料と＿も検出されていない。  

また、3Hの分析結果についても表5一に示すとおり過去3年間と同レベルである。  

ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析結果曝表6のとおりであり、137cs  

が微量検出されている。  

り 空間放射線量率  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果は、表7のとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベル  

である。  

エ 積算線量  

モニタリングポイント（30地点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりで  

あり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。  

3 結語   

平成17年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであ   

り、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去に  

おける大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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表1 全ベータ放射能調査結果  

検  
試 料 名  採取場所   採取年月  体  単位  

数   

伊方町九町越公園   17／4   
大気浮遊じん  mBq／m3  

松 山 市   17／4   110   

伊方町九町越公園   17／5   
降 下 物  MBq／km2・月  

松 山 市   17／5   

陸 水   j融Il水   伊方町九町新川   17／4   ND   mBq／L   

土 壌   0～10cm   伊方町九町越他   17／4   3  250   300   2叩   300   Bq／kg乾土   

みかん（可食部）  伊 方 町 他   17／11   10  43   

農産 食品  1711   10  47   67   Bq／kg生  

野 菜   伊 方 町 17／12，18／1   9   230   200   

植物   諺 彙   伊 方 町   17／5   67   49   Bq／kg生   

海  水  伊方町平婆沖   17／5   46   皿Bq／L   

海 底 土  伊方町平婆沖   17／5   2 260 360 230   340   Bq／kg乾土   

魚類（可食部）  伊方町九町越沖   1－7／4   4  100   

海 産  17／4   4   60   54   70  
Bq／kg生  生  

無脊椎動物 ■  伊方町九町越沖  17／5．8，18／2  5   物  

海 藻 類  伊方町九町越沖   17／4   4  240   450   200   470   

（注）未知試料の放射能N土△附こおいて、N≦3△Nのとき「叩」と表示した。海水の測定値は、40Kを除いている。  

表2 大型水盤による降下物試料中の全β．放射能調査結果  

検  
伊方町九町越公園  松山市  

採 取 年 月  

（MB／血2）   体 数         降水量  月間降下量  降水量  月間降下量    （血）    （m）  （MB／加2）   

平成17年4月   56．0   53．5   ＝   

前年度までの過去3年間の値  17～25  13～27   
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表3 放射化学分析結果  

検  90sr濃度  前年度車で過去3年間の値  
試 料 名  採取場所   採取年月  体  単位  

数               最低値  最高値  最低値  最高値   

伊方町九町越公園   17／5．‖   ND  ND   0．063   
降 下 物  MBq／血2・月  

松 山 市 ユ7／5．＝   2 ND 0．044   ND   0．076   

陸 水   河川水   伊方町九町新川   17／10   1．1  0．65   0．93   皿Bq／L   

土 壌   0～10cm   伊方町九町越他   17／10   1．2   2．5   l．0   5．4   Bq／kg乾土   

農産食虐  野 菜   伊 方 町   17／12   0．12  0．057   0．16   Bq／kg生   

海  水  伊方町平準沖  17／5．7．9．11  4  1．8   2．5   ND   1．9   mBq／L   

海 底 土  伊方町平婆沖  16／5．7．9．11  田   ND  ND  Bq／kg乾士   

魚類（可食部）  伊方町九町越沖   17／4   ND  ND  

海   
産  

17／4   ND  ND   0．031  
Bq／kg生  

生  
無脊椎動物  伊方町九町越沖   

物  
17／7   ND  ND  

海 藻 類  伊方町九町越沖   17／4．7   2 ND 0．046   ND   q．066   

（注）未知試料の放射能N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と表示した  

表4131Ⅰ分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月   
添 喬 輝   

131Ⅰ濃度   前年度まで過去3年間の値  単 位   

みかん（可食部）   伊 方 町   17／11   ND   ND   

農産  伊 方 町   食品  
17／11   3   ND   ND  

野 菜  伊 方 町   17／12，18／i   ND   ND   Bq／kg生  

植物   杉 葉  伊 方 町  17／5．8．11，18／2  田   ND   ND   

海産生 物  海藻類  全 体  伊方町九町越沖   17／4   
ND   ND   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と表示した  

表5 3H分析結果  

検  3H濃度  前年度まで過去3年間の値  
試 料 名  採取場所   採取年月  体  単 位  

数                ．最低値  最高値  最低値  最高値   

伊方町九町越公園   月i回   ND   l．29   ND   1．6   
陸  降 水  

松山市   月1匝I   ND  ND   1．3 ■  

水  8q／L  

河川水   伊方町九町新川  17／4．7．10，18／1  4   ND  ND   0．78   

海  水  伊方町平邁沖   17／5．7．9．11  4   ND  ND   

（注）未知試料の放射能N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と表示した  
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表6 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

前年度まで  
検   

試 料 名  採取場所   採取年月  体  検出された  

数   

伊方町九町越公園  17／4．7．10，18／1  4   ND  ND  なし   

大気浮遊じん  mBq／m3  
松 山 市   17／4．7．10，18／l  4   ND  ND  なレ   

伊方町九町越公園   月1回   ND  0．064  ND  0．094   なし   
降 下 物  Bq／km2′．  

松 山 市   月1回   ND  0．087  ND  0・045   なし   

陸  河川水   伊方町九町新川   17／4．7．10，柑／l  4   ND  ND  なし   

mBq／L  
水  蛇口水   松 山 市   17／6   ND  ND  なし   

土  0～10cm   伊方町九町越他   17／4．7．10，18／1  四  4．7  33．0  4．9  26．7   なし   

0～5  
Bq／kg乾士  

壌  5～20cm   松 山 市   17／7   24   35．8   なし   

穀類（精米）   松 山 市   17／11   I ND  ND  なし   Bq／kg生  

農  みかん  

（可食部）   
伊 方 町 他   17／11   ND  0．015  ND  0．015   なし   

産  

みかん（表皮）   伊 方 町 他   17／‖   ND  0．036  ND  0．033   なし  
食  Bq／kg生  

伊 方 町   17／12，18／1   ND  0．034  ND  0．042   なし  
晶  野・菓  

松 山 市   17／10   ND  ND  なし   

植  
物   

杉 集   伊一方 町   17／5．8．11，18／2  田  ND  0．038  ND  0．0豆1   なし   Bq／kg生   

牛  乳  松 山 市   17／8   ND  ND  なし   Bq／L  

日  常  食  松 山 市   17／6．11   ND  0．0071  0．0095  0．023   なし   Bq／人・日   

海  水  伊方町平婆沖   17／5．7．9．11   4  1．9  2．2   ND  2．6   なし   mBq／L   

海  底  土  伊方町平藩沖   17／5．7．9．11   0．57  2．0  ND  l．l   なし   Bq／kg乾土   

伊方町九町越沖   17／4．7．10，18／2  皿  0．086  0．15  0．050  0．柑   なし   
海  

松 山 市 沖   17／10   0．10  0．Og9  0．11   なし  

産  
魚類（可食部外〉  伊方町九町越沖  17／4．7．10．11，柑／2  田  ND  ▲0．079  ND  0．082   なし  Bq／kg生  

生  

無脊椎動物   伊方町九町越沖  】7／4．7．10．‖，柑／2  田   ND  ND  0．023   なし  
物   

海 藻 類   伊方町九町越沖  17／4．7．10．，18／2  田   ND  ND  0．12   なし   

（注）未知試料の放射能N±△Ⅳにおいて、N＜3△Nのとき「ND」と表示した  
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表7  空間放射線量率測定結果  

モニタリングステーション  モ  ニ  タ  リ  ン  グ  ポ  ス  ト  
測定地点  

伊方町九町越  伊方町伊方越  伊方町九町  伊方町津浦  伊方町川永田   

NaI（T且）  ⅣaI（T但）  Ⅳa．Ⅰ（T且）  NaI（T也）  ⅣaI（T止）  

測定器                     シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション  

（nGy／h）  （mGy／h）  （nGy／h）  （nG☆／h）  （nGy／h）   

区  分  最低  最高  平均  最低  声高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均   

17年  4月            20    45    14    、15  24  47  

5月            20．        14      24  82  

6月            28        14      24  
7月        柑        47          24  
g月    40      41  20    43    14        45  
9月                40          24  44  
10月  川  40    柑  3き            24      41  
11月    41  柑    42        24        24  44  
12月          54          14  44    24  
1g年  1月          39      44  24  14      24  47  
2月    44  1き    43      47  24  14  34    24  47  
3月          46      44    14      24  

年間値   柑  1g          24        24  80  
前年度まで 3の  田  田  田  14  田  田  田  田  田  田  田  田  田  田  田   
過去年間値  

モ  ニ  タ リ  ン  グ  ポ  ス  ト  サーベイメータ  
測定地点  

伊方町豊之浦  伊方町加周  伊方町大成  松山市  松山市  伊方町専 9地点 

ⅣaI（T且）  鮎Ⅰ（T超）  ⅣaI（T也）  Nal（T皿）  NaI（T必）  
測定器                     シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション    シンチレーション  

（nGy／h）  （nGy／h）  （nGy／h）  （nGy／b）  （nGy／わ）   

区  分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

17年  4月          48            60  20←77   

5月            24            50   
8月            24    48    49  
7月    40                49    52   20～89   

8月    34      45  24  
9月          46  24      ■21  49  
10月          42          50  94   20－77   

11月          46  
12月                44  89  

18年  1月  円  19～78   

2月          47      34        54   
3月                      64  90  

年間値   円  田  田  四  田    田  田  四  田    四  83・－94  19～78   

前年度まで 過去3年間の値  ロ  田  四  田  田  田  田  田  四  H17年度より測定方式変 更のためデータなし    82～95  19～82   

表8 積算線量測定結果（蛍光ガラス線量計）  （単位‥〝Gy／91日）  

測定地点   第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  前年度まで過去3年間の値   

伊方町等 29地点  79～128   79～134 78′－127   76～128   76～142   

松山市  1地点   200   197   193′－ 204   
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Ⅴ－39高知県における放射能詞■査  

高知県衛生研究所  

宅間範雄 二植村多恵子  

1緒青  

平成17年度に、高知県が実施した文部科学省委託による「環境放射能水準調査」の篇   

具について、その概要を報告する。   

2 調査の概要  

i）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、溝米、野菜（大根、抑刷斡、牛乳  

（原乳、市販乳）、日常食、海避物＝郎嘲、空間放射線主宰（瑚，げホ●ストナ√イ  

メイ）  

2）測定方法  

試料め採取、調蜘定は「放射能測定調査委誰実施計画書（文部科学者平成  

17年度）人文部科学者編掛●ウ放射能測定法（197飢及び「ケ●圃ム半導体検  

出敷こよるカ●榔卯可トト（平成2年改訂）」に準じて行った。  

3）測定装置  

GM軒数装債  アロカ㈱でDO・106  

シ桝ヨ沖・ベ●イメヤ  アロカ ㈱TCS・171  

瑚押ク●ガスト  アロカ㈱朋仏R瑠1  

Go半導体検出半 （株）東芝IGC161鰯D  

4）榔果   
（1）定時降水中の金β放射能を表1に示した。  

全ての検体は横出塵界位未済であった。  

（2）空間放射線長澤測定括東を表2に示した。  

前年と同様、異常値は認められなかった。  

（3）Go半導体検出蕃による187臨の核種分析測定調査結果を表3に示した。  

1さ†C8は土壌、日常食およびカツオから検出されたものの、異常値は認め  

られなかった。   

（4）牛乳中のはⅧ分析結果を表4に示した。  

全ての政体は検出限界値未満であった。   

3 結 薄  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の債を示し特に異常は諦められ  

なかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全8放射能調査結果  

降水の定時採取（定時陣    水）   大型水盤による降下物  

採取年月   降水t  放射能濃度他q／0  月間降下t   月 間降下土  

血皿）   測定敷  最低値  最高値  細q瓜mう   （MBq堰mう   

平成17年4月   220   7   N．D   N．D   N，D  

5月   85   6   N．D   N．D   Ⅳ．D  

6月   80   10   N，D   N．D   N．D  

7月   244   4   N．D   N．D   N．D  

8月   210   11   N．D   N．D   N．D  

9月   346   5   N．D   N．D   N．D  

10月   94   8   N．D   N．D   N．D  

11月   114   2   N．D   N．D   N．D  

12月   15   3   N．D   N．D   N．D  

平成18年1月   96   6   N．D   N．D   N，D  

2月   294   9   N．D   N．D   N．D  

さ月   109   7   N．D   N．D   N．D  

年間値   1906   78   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値   289  N．D   8．6  N．D－′26．4  

く採取地点：高知市丸ノ内）  
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表2  空間放射線真率測定結果  

測定年月   モニタリカ●ホ○ストhGy血）  サーヾイメータ  

最低値  最高個  平均値   仏和心  

平成17年  4月   2乱1   43．3   26．き   さき 

5月   由、5   88．7   2説4   30   

6月   28．6   44．0   26．9   30   

7月   2乳8   50．8   27．0   ＄1   

8月   2乱2   5．1   25．9 31   

9月   2乱－1   47，5   2説6   80   

10月   2さ．7   4乱6   2臥6   29   

1 2乳9   46カ   26．8 き0   

12月  24．0   50．9   26．4   80   

車成18年 1月   24．8   46．8   28．5   由   

2月   2乱8   42．4   2   29   

3月   2乱6   38．8   26．3   27   

年 間 値   28．1   54．1   26．2   27～8き   

前年度までの過去3年間の値  2臥0   65．8   26．0  29～40   

く測定地点：高知市丸／内）  
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表3  ダブ匿鮎半導体検出辞による核種分析測定調査結果  

檎  前年度まで  その他の  

試  料  名   ＃微増所  採取年月   体  187c8  準轟3年間の値    検出された  

赦           人工放射性域壌   

拝  下  物  ホ知市  Ⅱ17．4・｝Ⅱ18．3  12  N．D  N．D  N．D   な  し  MB小皿ヱ   

陸 水  上水蛇口水  高知市  tI17．11   1  N．D  N．D  N．D  N．D   な  し  血Bq瓜   

0一｝8¢m・  ホ知市  E17．7   
18  17   21   な  し  軸胸痛土  

土 壌・  
さ80  270  640   な  し  MBq瓜m2  

6｛■20（）n  ホ知市  耳17．7   
15  11   18   な・ し  ちq晦乾土  

1  

940  885  ー ね0   な  し  旭埴m虫   

精  米  高知市  Ⅱ1き．1   1   N．D  N．D  N．D   な  し  Bq／脚＊   

大 根  四万十市  E17．11   1   N．b  N．D  0．01了   野 菜                  な  し  お扉kg生  
ホウレン草  四万十市  Ⅱ17．11   1   N．D  N．D  N．D   な  し   

原 乳  高知市  Ⅱ17．8   口  N．D  N．D  N．D  N．D   
牛 乳                   な  レ  軸瓜  

市価軋  高知市  Ⅱ17．8   1  N．D  N．D  N．D  N．D   な  し   

日  常   食   高知市  耳17．8，E17．11  2  0．086  0．182  0．028  0．220   な し  Bq／人・日   

カ ツ オ  土佐市沖  E17．6   1   0．21  0，20  0．26   な  し  β扉kg生   
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表4 牛乳申の181Ⅰ分析結果  

採取場所   
高知市   高知市   前年度まで  

（原乳）   （市販乳）  過去3年間の値   

採取年月日   Ⅱ17．8．4  H17．8．g  最低値  最高値   

放射能濃度¢q心   N．D   N．D   N．D   N．D   
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Ⅴ－40福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

有田明人・田上四郎・岩本眞二  

1．緒 言   

平成17年度に福岡県が実施した文部科学省委託業務「環境放射能水準調査」の結果につい   

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

降水（定時降水）89件  

NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及び他Ⅰ（T且）シンチレーション式サーベイメータに  

よる毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

月間降下物（大型水盤）12件、陸水（源水1件、蛇口水1件）、  
土壌（地表－5皿1件、5－20cml件）、精米（消費地1件、  
生産地1件）、野菜（大根1件、ホウレン草1件）、牛乳  
（生産乳1件、消費乳1件）、日常食（都市部2件）、海水1件、  
海底土1件、海産生物（鯛）1件の合計27件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「平成17年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技   
術庁編の各放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率   

：GM計数装置（アロカ製∬C－163）  

：NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製MR－15）  

NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製肌膿－22）  

※h岨R－22型はH18．1から使用開始  

NaI（T且）シンチレーション式サーベイメータ （アロカ製TCS－166）  

：ゲルマニウム半導体核種分析装置（セイコーEG＆G製ORTEC GEM－30185）．  ク 核種分析   

4）調査結呆   

ア 全ベータ放射能  定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。定時降水の測  

定回数は89回で、このうち73回は川）（検出されず）であった。  

検出された放射能濃度の最高値は8．8Bq／且であった。   

イ 空間放射線量率：測定結果を表2－1、2－2に示す。モニタリングポスト、サーベイメ  

ータの測定結果は、ともに過去3年間の値と同程度であった。   

ウ 核種分析   ：分析結果を表3に示す。137csが降下物、土壌、日常食、生産米、  

海底土及び海産生物（鯛）から検出されたが、その他の人工放射性  

核種はいずれの試料からも検出されなかった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採  取  
降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

年 月  
（mm）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   （M王主q／kmヱ）  

平成17年 4月   111．6   5   ND   ND   ND   

5月 29．8   5   ND   ND   ND   

6月   23．0   6   ND   ND   ND   

7月   347．2   8   ⅣD   3．5   寧・8   

8月   68．7   9   ⅣD   0．6   31．3   

9月   137．3   4   ND   ND   ND   

10月   25．2   5   ND   2．1   3．6   

11月   89，5   6   ND   7．5   59．8   

12月   81．5   10   ND   8．8   86．3   

平成18年1月   56．1   7   ⅣD   4．3   33．9   

2月   138．2  12   ND   4．3   44．2   

3月   91．9   12   ND   6．8   38．0   

年  間  値   1200．0   89   ND   8．8   ND～86．3   

前年度までの過去3年間の借  306   ND   6’．3   ND～60．2  

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）   

表 2－1 空間放射線量率測定結果（アロカ社製MAR－15型）  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成17年  4 月   13．3   20．8   13．9   76   

5 月   13．3   19J5   14．1   74   

6 月   13．1   16．4   14．0   76   

7 月   12．9   22．3   13．7   72   

8 月   13．0   16．4   13．7   78   

9 月   13．1   18．7   13．8   72   

10 月   13．6   20．4   14．4   80   

11 月  1畠．4   20．1   14．4   74   

12 月   13．4   23．7   14．5   70   

平成18年 1 月   13．2   2・1．1   14．1   70   

2 月  74   

3 月  72   

年  間  値   12．9   22．3   14．1   72～80   

前年度までの過去 3年間の借   13．0   24．2   14．1   70～98   

※平成18年1月に薪横種（アロカ社製MAR－22型）に更新のため2、3月分は表2－2に記載  
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表 2－2 空間放射線量率測定結果（アロカ社製MAR－22型）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成17年  4 月  76   

5 月  74 

6 月  76   

7 月  72  

8 月  78  

9 月  72   

10 月  80   

11 月  74   

12 月  70   

平成18年 1 月   3 6   4 2   3 8   70   

2 月   3 6   5 4   3 8   74   

3 月   3 6   5 3   3 8   72   

年  間  値   3 6   5 4   3 8   72～80   

前年度までの過去 3年間の値  70～98   
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表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  】＝cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名  採取  採取年月  体  過去3年間の値  れた人工放射性  

場所  数  核種   

（平成）  最低値  最高値  最低値  最高値   

降 下 物   太宰府市  17．4－18．3  12  ND   0．13   ND   0．041   なし   MBq／km2   

陸  1  Nげ   ND   ⅣD   m   なし   

mBq／且  

水   n  ND   ⅣD   ⅣD   ND   なし   

1．6   1．6   2．2   2．9   なし   Bq／kg乾土  

土  

170   170   150   220   なし   MBq／km2  

ND   ND   ND   0．61   なし   Bq／kg乾土  

壌   

ND   ND   ND   110   なし   MBq／km2   

精  ロ  ND   ND   NI）   ND   なし   

Bq／kg精米  

米   ロ  ND   ND   NI）   0．075   なし   

野  口  ND   ND   ND   0．022   なし   

Bq／kg生  

菜   ロ  ND   ND   ND   0．083   なし   

牛  ロ  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／且 

乳   ロ  ND   ND   ND   ND   なし   

日  

常  なし   Bq／人・日   

食   

海  水  北九州市  17．8   ロ  ND   ND   ND   ND   なし   mBq／且   

海底・土  北九州市  17．8   ロ  2．8   2．8   1．d   2．9   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福岡市  17．7   ロ  0．11  0．11  0．10  0．15   なし   Bq／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41佐 賀 県 に お け る 放 射 能 調 査  

佐賀県環境センター  

日迫剛志 小野美智子  

木原幸書 中島英男  

1．緒言   

平成17年度に文部科学省委託により佐賀県が実施した環境放射能水準調査の結呆  

を報告する。   

2．鯛査の概要   

1）調査対象  

平成16年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査を  

行った。  

空間放射線は、佐賀市の1カ所で連続測定及び毎月1回のサ」ベイメータに  

よる測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分  

析を実施した。  

調査対象試料数、測定内容は、降水73試料の全β放射能測定及び大気浮遊じ  

ん4、降下物12、陸水1、土壌2、精米1、野菜類2、‘牛乳1、日常食2、海産  

生物1試料の核種分析並びに牛乳6試料のト1畠1の測定である。   

2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、文部科学省編の各種放射能  

謝定法シリーズ及び「放射能測定調査環境放射能水準調査委託実施計画書（平  

成17年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

全β放射能……… Aloka：LBC－481Q低Jヾツクダランド放射能測定装置  

キャンベラ：S5Ⅹ2050E型低バックク○ラウンドα／βカウンタ  

（平成18年3月に更新）  

核種分析………… 東陽テクニカ：Ge半導体検出器  

牛乳中のⅠ－131…東陽テクニカ：Ge半導体検出器  
空間放射線…‥・・・ Aloka：2〝x2〝NaI（Tl）モニ州げホ。スト、TCS－166サーヘやイメータ  

4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

表1に定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。  

表2に牛乳中のト131の調査結果を示す。  

表3に各種環境試料中の核種分析調査結果を示す。  

表4に空間放射線量率の測定結果を示す。   

3．結語   

平成17年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の核種分析及び空  

間放射線量率の測定結果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであり、異常は  

認められなかった。   

また、環境試料中の核種分析で検出されているCs－137は、過去の大気中の核実験等の  

影響によるものと思われるが、その濃度は極めて低く、問題となるものではなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度 （Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （舶q／kIぜ）  （MBq／kI迂）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成17年4月 151．8   5   ND   0．86   1．9  

5月   53．6   4   ND   1．2   1．8  

6月   51．6   5   ND   1．′5   2．5  

7月  293．2   9   ND   0．83   1．6  

8月   71．3   6   ND   0．46   1．2  

9月   150．4   5   ND   0．86   1．5  

10月   12．3   5   ND   0．53   1．7  

1 111．6   5   ND   0．82   2．6  

12月   35．6   5   0．68   1．8   5．2  

平成18年1月   36．4   6   ND   3．1   5．8  

2月   119．0   9   ND   3．2   7．8  

3月   64．2   9   ND   5．9   8．7  

年  間  値  1151．0   73   ND   5．9   州）～8．7  

前年度までの過去3年間の値   85 ～101   ND   4．1   M）～103  

（江）ND・・・定量限界未満を示す。   －・・ ・測定せず。  

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

採  取  場  所  佐賀郡大和町  前年度まで過去3年間の値   

東山田  

H17年  H18年  

採 取 年 月  日  最低値   最高値   

5／19  8／2  10／2云  12／6   1／19  3／7  

放射能濃度（Bq／L）   ND  ND  ND  ND  ND  ND   ND   ND   

（注）ND・・・定量限界未満を示す。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

検  前年度まで  その他の検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  137cs  過去3年間の値    された人工放  

数  射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

17．4  
大気浮遊じん   佐賀市  ′、′  4  ND  ND  ND  ND   なし   嘘q／㌔   

18．3  

17．4  

降下物  佐賀市  ～  12  ND  0．062  ND  0．058   l但q／血2   

18．3  

上水 蛇口水   佐賀市   17．6   ND  ND．  ND   〃   血Bq／L   

1．2  0．94  1．3   〝   Bq／kg乾土  

土  17．7   

130  31   55   〝   脆q／血2  

ND  ND  0．72   〃   Bq／kg乾土  

壌   I7．7   

ND  ND   58   〃   l瓜q／血2   

精米  佐賀市   17．10   ND  ND  ND   〝   Bq／kg精米   

野  佐賀市   17．10   ND  ND  ND   〝   

Bq／kg生  

莱   17．11   ND  ND  ND   

牛乳  佐賀郡   17．8   ND  ND  ND   〃   Bq／L   

17．6  

日常食  佐賀市他  2  0．016  0．021  ND  0．017   〃   Bq／人・日   

17．11  

海  

産  佐賀郡   17．8   0．068  0．060  0．092   Bq／kg生   

生  

物   

（往）ND・・・定量限界未満 を示す。  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  サーベイメーター  

洩 定 年 月  （nGy／h）  
（nGy／h）  

最 低 値   最 高 値   平 均 値  

平成17年  4 月   44   75   46   75  

5 月   44   74   46   73  

6 月   44   57   46   73  

7 月   44   76   46   77  

8 月   44   60   46   71  

9 3 61   42   71  

10 月   40   49   42   79  

11月   41   66   43   73  

12 月   40   63   43   71  

平成18年   1月   40   58   43   79  

2 月   40   64   43   80  

3 月   40   65   43   84  

年  間  値   39   76   44   71 ～ 84  

前年度までの過去3年間の値   37   92   43   70 ～ 96   
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Ⅴ－42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  
古賀康裕 谷村義則 平良文亨  

1．緒言   
前年度に引き続き、平成17年度に長崎県が実施した文部科学省委託  
の環境放射能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要  
1）調査対象  

①全β放射能調査 ：定時降水  
②γ線核種分析調査：大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精  

米、野菜（大根、ほうれん革）、牛乳（原乳、  
び海産生物（アサリ、アマダ  市販乳  

イ、■ ヮ  

③空間放射線量率 ：モニタ  

及
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2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画  

書〔文部科学省、平成17毎度〕」及び文部科学省編各種放射能測定シ  
リーズに基づいて実施した。  
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能：β線自動測定装置 アロカ：JDC・3201  
核種分析：Ge半導体検出器 セイコーEG＆G：GEM・15180－P  

放射線量率  
タリ ングポスト  15  

アロカ：TCS・166  ショ ン  

4）調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。定時降水71件  
中 26件検出（最高値 3．3Bq／L）されたが、特に異常な値は認めら  
れなかった。   

②牛乳（生産地の原乳）中の131Ⅰの調査結果を表2に示した。生産地  
の原乳については131Ⅰは検出されなかった。   
③Ge半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。環境及び食  
品の28試料について実施した。1a7Csは、土壌（佐世保市）、海産生  
物（アマダイ）から検出されたが、特に異常な値は認められなかった。   
④空間放射線量率の測定結果を表4に示した。モニタリングポスト  
の結果は33～88nGy化（平均35nGy化）、シンチレーションサーベ  
イメータの結果は 56－64nGy仙（宇宙線の影響30nGy化 を含む）で  
あり、特に異常な値は認められなかった。   

3                                       ．結語   
平成17年度に長崎県で実施した環境及び食品試料申の放射能調査結  
果は、長崎県の過去3年間と同程度の濃度レベルであり、特に異常値は  
認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成17年度）  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日   
降水量  

（m）  
放射能濃度（軸几）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
†柑8〟伽i）  

平成17年 4月  131．0   ⅣD   0．4   

5月  144．0   ⅣD   0．5   50   

6月  54．5   4   ND   ⅣD   ¶D  

7月  309．5   7   ND   1．4   45   

8月  186．5   5   ⅣD   0．4   37   

9月  100．5   4   ND   ND   ⅣD   

10月  24．0   4   ND   0．4   1．9   

11月  54．5   ⅣD   1．2   4．7   

12月  58．5   10   ND   1．2   

平成18年1月   59．5   ND   0．6   1．9   

2月  127．0   7   封D   0．6   9．6   

3月   94．5   12   ⅣD   3．3   19   

年闇値   1344．0   71   ⅣD   3．3   ⅣD～50   

前年度までの過去3年間ゐ値  270   ⅣD   1．8  ⅣD～49   

（注1）ⅣD：測定値が測定誤差の3倍未滞。  

表2 牛乳中の…Ⅰの分析結果（平成17年度）  

採取場所   諌早市   
前年産まで過去  

3年間の値   

採取年月日   H17．5．11   最低値   最高値   

放射能濃度  

叩qル）   

¶D   ND   ⅣD   

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である  

（注2）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スぺクトロメーターで測定した。   

（注3）ⅣD：測定偉が測定誤差の3倍未満。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（平成17年度）  

前年度まで  

検  137cs  過去3年間の値  その他の検  

試料名  採取場所  採取年月   体  出された人工   単 位  

数           放射性核種          最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   長崎市  17年4月 ～18年3月  4   
m   m   ⅣD   肺   ⅣD   嘘q／m3   

降下  
長崎市  17年4月 ～18年3月  12  ⅣD   

肺   抑  0．056   m   HB〟血2   

陸  

蛇口水   佐世保市   17年6月  口   ⅣD   m   m   ⅣD   m   嘘〟L   

水  

ⅣD  29   42   ⅣD   

1  

Bq／kg乾土  
0～5cm  佐世保市   

土  m）  540  1500   脇q／血2  

17年 7月   1．2  10   22   yD   Bq／kg乾土  
壌  

88  610  1300   m   甑q／血2   

精米  佐世保市  18年1月  口   Ⅳp  Ⅳ♪   抑   抑   丑q／短精米   

野  佐世保市  18年1月  6   ⅣD  m   yD   m   

莱   ⅣD  ND   ND   ⅣD   8q／短生  

牛 乳  佐世保市  18年1月  口   Ⅳp   ∬D   ∬D   的几   

17年6月  m   即   ⅣD  0．039   m   
日常食  

長崎市   及び10月  
Bq／人・日  

m   m   m  0．026   m   

海  小長井町  17年 5月  口   抑  抑   ⅣD   

産  
生  0．93  0．086  0．12   m  Bq／kg生  

物   島原市  18年 2月  口   m  m   ⅣD   ⅣD   

（注1）食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。  

（注2）ND：測定値が測定誤差の3倍未満  

（注3）陸水、土壌、精米、野菜、牛乳については、今年度から採取場所が佐世保市に変更になっている。  

－283－   



蓑4 空間放射線量率測定結果（平成17年度）  

サーベイメーター  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成17年4月   33   68   34   

5月   33   52   34   58   

6月   33   88   34   

7月   33   63   35   58   

8月   33   49   35   

9月   33   54   35   60   

10月   33   41   35   64   

11月   33   58   35   60  

12月   33   57   36   60   

平成18年1月   33   57   35   60   

2月   33   49   35   62   

3月   33   57   35   64   

年 間 債   33   88   56～64   

（注）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響30nGy／hを含む。  
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Ⅴ一43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

北岡宏道 木山雅文 上野一意  

緒方和博 黒木隆司  

1 緒 言  

前年度に引き続き、平成17年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果   

について報告する。  

2・調査の概要   

く1）調査対象  

① 全ベータ放射能  

② ガンマ線核種分析  

降水（定時降水）  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、野菜（生産  

地、大根及びホウレン草）、茶（生産地）、．精米く生産地）、  

牛乳（生産地）、日常食  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる測定  ③ 空間放射線皇率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、r放射能測定調査委託実施計画書（平成17年  

度）」及び文部科学省編の各種放射線測定法シリーズに基づいて行った。  

（3）測定装置  

（D 全ベータ放射能  

GM式ベータ線測定装置：アロカJDC－163   

② ガンマ線核種分析  

ゲルマニウム半導体検出器：キャンベラジャパン（株） GC－3018  

波高分析装置  JJ  DSA－1000   

③ 空間放射線量率  

モニタリングポスト   ：アロカ MAR－21  
シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TCS－171（エネルギー補償型）  

（4）調査結果   

① 宇土市における定時降水の全ベータ放射能調査結果を表1に示す。鱒定した85  
検体のうち3検体から放射能が検出されたが、いずれも過去3年間の測定値の範囲内  

であった。   

② ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を表2に示す。  

27検体の測定を実施し、土壌・茶及び日常食から137csが検出されたが、いずれも  

過去3年間の測定値の範囲内であった。   

③ 空間放射線量率測定結果を表3に示す。宇土市（モニタリングポスト）の計測値は  
過去3年間の値と同程度であったが、合志町（サーベイメータ）の計測値は測定機器  

が16年度から鉛遮蔽体方式（TCS－151）からエネルギー補償型になったこと  

から、測定値が以前より高くなった。  

3 績   

平成16年度の熊本県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線量率とも  
に前年度とほぼ同程度であり、特に異常な値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

（m） （l伯q／km2）  

測定数  最低値  最高値   

平成17年4月   127．8   6   N．D   N．D   N．D   

5月   13■3   4   N．D   N．D   N．D   

6月   128．3   9   N．D   N．D   軋D   

7月   451．1   9   N．D   N．D   N．D   

8月   66．5   6   N．D   軋D   N．D   

9月   184．1   5   N．D   N．D   札D  

10月   47．6   5   N．D   2．4   4．9   

11月   62．2   5   N．D   軋D   N．D   

1草月 39．1   6   N．D   3．2   24．8   

平成18年1月   82．5   8   N．D   2．2   24．0   

2月   132．4   10   N．D   N．D   N．D   

3月   125．8   12   N．D   N．D   N．D   

年 間 値 1578．7   85   軋D   3．2   24．8   

前年度までの由去3年間の値  280   N．D   5．4   軋D・－28   

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム半導体検出串による核種分析測定調査結果  

検  柑7c＄  前年度まで過  
試 料 名   採取  採取  去3年間の値  

場所  年月  数  た人工放  
射能核種   

大気浮遊じん   宇土市   
17年4月  

4’  N．D  N．D  N．D  軋D  mBq／ma   
－18年3月  

降下物  宇土市   
17年4月  

12  ・N．D  N．D  N・P  N．D  鵬q／km2   

ん18年3月  

陸  17年6月   軋D  N．D  N．D  mBq／且   

水   

50   53   67  
土  

Bq／kg乾土  
17年7月   

910  1000  1300  MBq／km2  

壌   14   14   16  
5｛一20¢m  原村   

Bq／kg乾土  
17年7月   

900  910  1000  HBq／km2   

精 米   合志町   17年9月   N．D  N．D  軋D  Bq／kg精米   

17年6月   N．D  N．D  N．D  
野  

菜   17年5月   軋D  軋D  N．D  

茶  
御船町  17年5月  

2  N．D  0．30  N．D  0．27  Bq／kg乾物   

あさぎり町   17年占月  

牛  乳   合志町   17年8月   N．D  N．D  N．D  Bq／且   

淡水産生物  

日 常 食   熊本市   
17年6月  

2  0．033  0．035  軋D  0．044  Bq／人J日   

17年12月  

海  水  

海 底 土  

海  

産  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

軋D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平壌17年 4月   26   78   28   59   

5月   26   45   28   59   

6月   64   26   28   59   

7月   21   59   28   55   

8月   26   38   28   59   

9月   45   26   27   59   

10月   26   35   28   63   

11月   27   39   29  61   

12月   26   49   28   59   

平成18年1月   26   55   29   59   

2月   26   55   28  63   

3月   27   61   29   61   

年 間 値   21   78   28   55 ～ 63   

前年度までの過去3年間の値   22   65   29   53 ′・■ 61＊   

（注）調査開始：平成元年10月  

＊  ：測定機器アロカ製TCS－171（エネルギー補償型）の計測値（16年度）  
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Ⅴ－44 大 分 県 に お け る 放 射 能 調 査  

大分県衛生環境研究センター  

蛎灰谷喬、粟津記久夫  

1，緒  音   

大分県において、平成17年度に実施した文部科学省からの委託による環境放射能水準調査   
の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

・全β放射能  定時降水   

・γ線核種分析  大気浮遊じん，降下物，陸水，土壌，精米，野菜，牛乳及び日常食   

・空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年度）」及   
び放射能測定法シリTズ（文部科学省編）に準じて実施したこ  

3）測定装置  

・全β放射能  

・γ線核種分析  

・空間放射線量率  

GM自動測定装置（アロカ製 ∬C－163）  

Ge半導体検出器（キャンベラ製 インスペクタ1200）  

モニタリングポスト（アロカ製 仙岨－21）  
シンチレーションサーベイメータ（アロカ製 TCS－171）  

4）調査結果  

・全β放射能  大分市における定時降水の測定結果を表1に示す。70試料中13例  
検出したが、異常値は諷められなかった。  

・γ線核種分析  分析結果を表2に示す。測定試料数は25検体で、187csが土壌及び日  
常食から検出されたが、異常値は認められなかった。  

・空間放射線量率 測定結果を表3に示す。計測値は過去の値と同程度であった。  

3．結  語   

平成17年度に大分県で実施した環境放射能水準爾査の結果については、従来と同程度であ   
り、特に異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

（mm）   

放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   （肥q／ぱ）  

17年 4月   30．0   6   N．D   2．9   14   

5月   80．5   4   N．D   N．D   N．D   

6月   39．5   7   N．D   1．0   4   

7月   397．0   7   N・   N．D   N．D   

8月   109．5   7   Ⅳ．D   0．8   17   

9月   415．5   4   N．D   0．7   30   

10月 59．5   7   Ⅳ．D   1．6   12   

11月   98」5   5   N．D   1．2   4   

12月   1．5   0  

i8年 1月   63．5   5   N．D   2．4   16   

2月   132．0   9   N．D   1．1   8   

3月   76．5   9   N．D   1．2   30   

年間借   1503．5   70   N．D   2．9   N．D～ 30   

前年度までの過去3年間の値＊  177   N．D   5．9   Ⅳ．D～139   

＊：平成15年度より調査地点変更  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
採取   採取    体  187cs  

1？7csの前年度まで  

試料名  
場所   年月  

の過去3年間の借  
た人工放  

数  

大気浮遊じん＊   大分市  毎月  4  Ⅳ．D   N．D   N．D   N．D  嘘q／m3   

降下物＊  大分市  毎月  12  N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  岨・q／k㌔   

陸水  蛇口水＊  大分市  17．6  口   N．D  N．D   N．D  mBq／L   

58  58   60  
0～ 5cm  竹田市  17．7  口  

Bq／kg乾土  

620  610   1000  
土壌  

岨q／k㌔  

18  14   25  
5～20cm  竹田市  17．7  口  

Bq／kg乾土  

950  760   1200  肥q／km2   

精米  宇佐市  17．11  口   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

大根  宇佐市  17．12  口   N．D  Ⅳ．D   N．D  

野菜  N．D  N．D   
Bq／kg生  

N．D  

牛乳  竹田市  17．8  口   N．D  N．D   0．086  Bq／L   

日常食  大分市  17．6 17．11  2  0．030  0．043  N．D  0．030  Bq／人・日   

＊：平成15年度より調査地点変更  
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表3 空間線量率結果  

モニタリングポスト＊（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  （大分市高江）  （nGy／h）  

最低値   最高値   平均値   
（大分市佐賀関）  

17年 4月   43   61   44   65   

5月   43   60   45   65   

6月   45   67   46   69   

7月   44   68   46   66   

8月   44   63   45   60   

9月   44   56   45   66   

10月   43   54   45   67   

11月   43   70   45   78   

12月   43   53   44   64   

18年 1月   43   60   45   69   

2月   44   63   46   69   

3月   44   61   45   67   

年間値   43   70   45   60～78   

前年度までの過去3年間の値   4云   71   45   65～74   

＊：平成15年度より調査地点変更  
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Ⅴ－45 宮崎県 にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

中村公生、浜田洋彦、小坂妙子、田中重雄  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成17年4月から平成18年3月までに、文部科学省の委託により実施した  

宮崎県における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び   

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調製及び測定は、文部科学省編「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年度）」■、   

「全ベータ放射能洲定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器   

分析法（平成4年改訂版）」により行った。   

3）測定装置  

全ベータ放射能：  β線潮定装置  

（アロカ社製JDC－3201）  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（SEIKO EG＆G社製 GEM－15180－P＆MCA7700）  

空間放射線畳率：   モニタリングポスト  （アロカ社製 MAR－2 

シンチレーションサーベイメータ 

（アロカ社製 TCS－166）   

4）調査結．果  

表1に定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間  

の値と比較して、特に異常は認められなかった。  

表2にゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を示す。人工放射性核種としては   

137c sが土壌及び茶から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であっ   

た。その他の人工放射性核種は検出されなかった。  

表3にモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率測定結果を示す。いずれも   

前年度までの過去3年間の値と比較して、特に異常は認められなかった。  

3 結 語   

平成17年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度で   

あり、特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時採 取（定時降水）  

年  月  （mm）  

放射鹿濃度（Bq／L）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   （MBq／km2）  

平成17年 4月   35．1   8   M）   3．7   35．4   

5月   82．7   5   ND   ND   ND   

6月   267．5   ND   1．6   3．4   

7月   198．1   8   ND   2．4   2．0   

8月   445．5   Np   2．9   2．1   

9月   632．0   5   ND   2．6   54．4   

10月   170．8   10   川）   ND   ND   

11月   69．7   5   m   ND   ND   

12月   17．1   2   m   ND   ND   

平成18年 1月   161．9   10   ND   3．2   13．8   

2月   168．8   9   ND   1．3   41．2   

3月   133．1   ND   1．1   3．4   

年 間 値   2382．3   95   ND   3．7   ND～54．4   

前年度までの過去3年間の値  307   ND   5．2   ND～97．1   

（ND：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析珊定調査結果  

検  

試 料名   採取場所  採取年月   体  
137cs  盛宴唇皐扁宕値   その他検出   

された人工  

数          放射性核種   

充気浮遊じ   宮崎市  17．4′～18．3  4  m   ND   m   ND   な し   mBq／m3   

降 下 物  〃   17．4～18．3  12  m   ND   ND   ND   な し   MBq／km2   

陸   蛇口水   〃   
水  

17．6   ND  m   ND   な し   mBq／L   

2．2  2．1   
土  17．7   

2．4   な し   Bq／kg乾土  

103  87   133   な し   MBq雄m2  

2二6  2．7   
壌   

2．8   な し   Bq／kg乾土  

785  463   722   な し   MBq／km2   

精 米  〃   17．8   ND  ND   ND   な し   Bq／kg精米   

野  17．12   ND  ND   ND   な し   

Bq／kg生  

菜   〃   17．12   ND  m   ND   な し   

茶  
川南町  17．4  

都城市  
2  0．65  1，62   

17．5  
0．73  1．8   な し   Bq／kg乾物   

牛 乳  高原町   17．8   ND  ⅣD   m   な し   Bq／L   

日 常 食   宮崎市  17．6，17．12  2  ND   ND   ND   0．047  な し   Bq／人・日   

（ND：検出されず）  
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表3空間放射線量率測定結果  

モニタルクーホむスト（nGy／h）  

測 定 年 月  
サーへ■ィメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成17年 4月   25．1   46．0   26．3   53   

5月   25．1   42．3   26．5   51   

6月   24．7   47．2   26．8   49   

7月  24．8   65．2   26．9   49   

8月   24．9   56．1   26．6   48   

9月   24．8   43．9   26．6   48   

10月   25．0   42．8   26．9   48   

11月   25．4   40．8   26．9   48   

12月   25．4   48．7   26．8   49   

平成18年 1月   25．3   61．5   28．1   48   

2月   25．1   45．4   27．0   49   

3月   25．2   44．9   26．9   48   

年  間  値   24．7   65．2   26．9  48 ′、53   

前年度までの過去3年間の値   24．6   61．6   27．2  48 ～ 74   
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Ⅴ－46鹿児島県における放射能調査  

鹿児島県環境放射線監視センター  

輌 意弘，白坂邦三郎  

下薗 滑香  

1．緒 言   

平成17年度に鹿児島県が実施した文部科学省委託「環境放射能水準調査」の結果   

について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

①全べ」タ放射能：降水（定時降水）82試料   

②核種分析：降下物12試料，陸水（蛇口水）・精米・野菜（大根，ホウレンソ  
ウ）・海産生物（きびなご）・海水・海底土各1試料及び土壌・茶・  

牛乳・日常食各2試料   

③空間放射線量率‥鹿児島市内においてモニタリングポストに去る連続測定及び  

サーベイメータによる測定   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調製及び測定は，文部科学省編の各種放射能測定シリー   
ズ及び「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成17年度）」に基づいて行った。   
3）測定装置   

① 全ベータ放射能調査 GM計数装置（アロカ製TDC－104）   

② 核種分析調査  Ge半導体検出器（EG＆G ORTEC製GMX40）   
③ 空間放射線量率調査 モニタリングポスト（アロカ製鮎R－21）  

サーベイメータ（アロカ製TCS－166）   

4）調査期間  

全ベータ放射能調査に？いては平成17年4月～18年3月の各降雨ごとに測定，   
核種分析調査は降下物については毎月，その他の試料については平成17年5月～   
12月に試料採取を行った。また，空間放射線量率調査においてはモニタリングポ   
ストによる連続測定及びサーベイメータによる毎月1回の測定を実施した。   
5）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査時果及び空間放射線量率調査結果は表－   

1及び表－2に示すとおり，いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベルで  
あった。  

また，核種分析調査結果は表－3のとおりであった。この結果については，こ   
れまでに実施してきた川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果（昭和56年度～）   

及び環境放射能水準調査結果（昭和63年度～）と比較して同程度のレベルであっ  

た。  

3．結 語   
平成17年度における放射能調査結果は，環境試料の放射能及び空間放射線量率と   
も，これまでの調査結果と比較して同程度のレベルであり，特に異常は観められな   
かった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  

年  月   （mm）  
放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（肥q／血2）  

平成17年4月   41．5   5   Iの   氾   ND   

5月   236．3   6   抑   m   m   

6月   214．3   10   ND   m   ND   

7月   138．6   7   m   m   m   

8月   306．1   5   m   m   ND   

9月   193．0   3   ND   抑   m   

10月   118．7   5   m   ND   m   

11月   132．3   6   ND   m   m   

12月   124．5   9   m   m   m   

平成18年1月   104．8   8   ND   m   m   

2月   158．7   6   m   m   m   

3月   138．9   12   m   m   m   

年 間 値   1，907．7   82   m   犯   m   

前年度までの過去3年間の値  277   犯   6．0   ND～12   

（調査地点：鹿児島市）  

（表－2） 空間放射線量率測定結呆  

測 定 年 月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成17年 4月   40．5   60．2   42．2   74   

5月   40」5   64．8   42．8   71   

6月   40．8   75．1   43．5   73   

7月   41．3   75．5   43．6   72   

8月   41．7   56．3   43．5   73   

9月   42．0   61．4   43．8   71   

10月   42．3   58．4   44．1   75   

11月   41．9   67．0   44．2   74   

12月   40．9   83．8   44．5   72   

平成18年 1月   41．1   87．7   44．3   71   

2月   40．4   66．4   43．5   71   

3月   41．1   80．9   43．8   71   

年  間  値   40．4   87．7   43．7   71 ′、 75   

前年度までの過去3年間の借   34．1   77．3  40．8   70．へ 81   

（調査地点：鹿児島市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
試 料 名    採取場所  採取年月  体  

137cs  
前年度まで 過去3年間の値   その他の検出さ れた人工放射性   

数  核種   

降 下 物    鹿児島市  H17．4～H18．3  12  ND  ND  ND  0．067  なし   肥q／km2   

陸水   蛇口水  鹿児島市   H17．8   口  ND  ND  m  m   なし   mBq／L   

0．60  0．60  m  0．63  なし   
0～5cm  開聞町   H17．9   

Bq／kg乾土  

土  12   12  ND  43   なし   肥q／km2  

壌  1．7  1．7  0．91  1．3  なし   
5～20c皿   開聞町   H17．9   

Bq／kg乾土  

84  84  140  200  なし   肥q／h2   

精  米    鹿児島市   H17．11   口  ND  m  ND  m   なし   Bq／kg精米   

野  H17．12   ND  ND  ND  ND   なし   8q／kg生  

菜   H17．12   口  0．08  0．08  0．06  0．14  なし   8q／kg生   

知覧町   H17．5   ロ  1．2  1．2  1．2  1．5  なし   
茶  

8q／kg乾物  

さつま町   H17．6   口  0．48  0．48  0．50  0．66  なし   Bq／kg乾物   

牛  H17．8   ND  ND  ND  ND   なし   Bq／L  

乳   H17．8   ND  m  ND  m   なし   Bq／L   

日 常 食    薩摩川内市  H17．6，11   2  0．027  0．030  ND  0．043  なし   Bq／人・日   

海  水    加世田市   H17．9   Np  ND  m  ND   なし   mBq／L   

海 底 土    加世田市   H17．9   m  ND  m  ND   なし   Bq／kg乾土   

海産生物   きびなご  阿久根市   持17．11   口  0．09  0．09  0．12  0．14  なし   Bq／kg生   
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Ⅴ－47 沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所  
津具知美希子 伊藤麻美  
与儀和夫  

1．緒言   

前年度に引き続き文部科学省の委託を受け，平成17年度に沖縄  
県が実施した環境放射能調査の概要を報告する．  

2．調査の概要  

1）調査対象  

大気浮遊じん，降水，降下物，陸水，農畜産物  
土壌，海水，海底土，海産生物及び空間線量率の  行

 
 

常
を
 
 

日
定
 
 

．
測
 
 
 

った．  

試料の採取または測定地点，測定結果を表1～4に示す．  
2）測定方法  
試料の採取，前処理及び測定法は「平成17年度放射能調査委   
託計画書」，「全ベータ放射能測定法」及び「ゲルマニウム半導   
体・検出器を用いた機器分析法」に基づいた．  
3）測定装置  
a．GM測定装置  Aloka TDC－511，SC－756C  

b．Ge半導体検出器   EG＆G ORTEC GEM－25185－P   

MCA波高分析装置  EG＆G ORTEC TRUMP－8k－W3＆MAE▲STRO  

c．モニタリングポストAloka ASM－363  
d．サーベイメータ  Aloka TCS－166  

4）調査結果  
a．降水，降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1に示す．   
降水の放射能濃度，降下量はすべてN．D．であった．   
降下物の月間降下量は全てN．D．であった．  
b．牛乳中の131Ⅰの測定結果を表2に示す．131Ⅰは過去3年間検出さ   
れておらず，今回の測定でも検出されなかった．  
c．ゲルマニウム半導体検出器による13Tcsの測定結果を表3に示   
す．環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で  

異常値はみられなかった  特i  こ
 
 
 

d．空間放射線量率の測声結果を表4に示す・モニタけクやポストにお  
ける線量率は15．9～41．5nGy／hの範囲で，平均値は21．2nGy／h  
であった．   

サーベイメータによる線量率は51～55 nGy／hの範囲であり，  
年間を通して異常値は認められなかった。  

3．結語   
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

療取  降水量  

放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  月間降下量  

年月  （mml  （MBq／kr巾  （MBq／kポ）  

平成17年 4月  107．6   7   N．P．   N．P．   N．D．   N．D．   

5月  204．7   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

6月  763．3   12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

7月   8．9   3   N．D N．Dこ   N．D．   N．D．   

8月  145．3   13   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

9月  134．5   8   N．D．   N．D．   N．D．   N．D」   

10月  64．7   7   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

11月  5＄．2   6   N．D、   N．D．   N．D．   N．D．   

12月  53．3   3   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

平成18年1月  193．2   9   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

2月  159．6   7   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

3月  ‘118．5   12   N．D．   N．D．   N．D． N．D．   

年間値   2009．8   98   N．D   N．D．   N．D．   N．D． ～  N．D．   

前年度まで過去3年間ゐ値   276   N．D．   1．12  N．D．～11¢．7  N．D． ～  207．6   

＊：降水は大里村く境南城市）、大型水盤による降下物はうるま市で採取している。  

（2）牛乳中の川Ⅰ分析結果  

採取場所   うるま市  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日 H18．10．3  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／し）   N．D．  N．D．   N．D．   
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（8）ゲルマニウム半導体検出矧こよる核種分析測定調査結果  

採  
検  前年度まで過章3年間の値   その他の検出され  

試料名   採取場所  
取 年  

体  単位  

月  数   た人工放射性核種  

大気浮遊じん   甫城市  H17．4■一日18．3  4  N．D．  ※1  mBq／ポ   

降下物   うるま市  H17．4■一日18．3  12  N．D．  D・  MBq／kボ   

上水源水  

陸  
蛇口水  那覇市  H17．7   N．D．  N．D．  mBq／l  

水  

淡 水  

5．71   4．92   5．86  Bq／kg乾土  

0■－5¢m  那覇市  H17．11   

327   227   325  MBq／kポ  

3．84   3．51   3．  Bq／kg乾土  

5・－20¢m  那覇市  川7．11   
土  720   469   611  MBq／kn†  

※1   

壌  
N．D．  Bq／kg乾土  

0■－5¢m  うるま市  H17．8 

N．D．  MBq／kn†  

N．D．   Bq／kg乾土  

5・－20¢m  うるま市  HlT．8   

N．D．  MBq／krげ   

♯米  うるま市  HlT．8，H17．12  2  N．D．   N．D．   N．D．  MBq／也精米   

野  うるま市  H17．12  口  N．D．  
※2   

N．D．  
MBq／kg生  

薫   N．D．  
※2   

N．D．  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  うるま市  H17．10  口  N．D．  N．D．  Bq／l   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食   那覇市  H17．6，H18．1  2  N．D．  N．D．  N．D．  Bq／人・日   

海水  うるま市  H17．12  口  N．D．   2．10   3・9  mBq／l   

海底土   うるま市  H17．12  口  N．D．  N．D．  Bq／kg乾土   

タカサゴ  うるま市  H17．12  口  0．1   0．093   0．127  
海  

産  
生  

Bq／kg生  

物  

※1平成17年屁より測    定開始した。   

※2平成16年虔まで野菜（大根、ホウレン草）の測定を行っている。  
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（4）空間放射線量率測定結果  

モニタノングポスト（nGy／け  サーベイメータ  

測定年月日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成17年 4月   18．4   3印   21．0   55   

5月   15．9   37．3   21．0   53   

6月   17．8   41．5   20．8   51   

7月   18．1   23．5   20．5   51   

8月   18．5 26．・2  2 53   

9月   18．6  23．9   20．9   55   

10月   19．1   35．3   21．4   52   

11月   19．4   31．8   22．0   55   

12月   19．8   38．5   22．2   54   

平成18年 1月   18．9   37．0   21．6   52   

2月   18．7   37．9  21．2   54   

3月   18．3   36．1   21．2   52   

年間値   15．9   41．5   21．2   51   ～  55   

前年度まで過去3年間の値  ※1   
※1   ※1   ※2  

～  

45．8   21．1  55  67   

※1・平成16年度より測定単位が変更となったため、平成16年度のみの値  
※2 平成16年度以前は、那覇市で測定  

● ○モニタリングポストによる空間線量率およびサーベイメータによる空間線量率は、うるま市で測定  
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